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SCCP

この製品のマニュアルセットは、バイアスフリーの言語を使用するように努めています。この

マニュアルセットの目的上、バイアスフリーとは、年齢、障害、性別、人種的アイデンティ

ティ、民族的アイデンティティ、性的指向、社会経済的地位、および交差性に基づく差別を意

味しない言語として定義されます。製品ソフトウェアのユーザーインターフェイスでハード

コードされている言語、RFPドキュメントに基づいて使用される言語、または参照されている
サードパーティ製品で使用される言語により、ドキュメントに例外が存在する場合がありま

す。

（注）

Skinny Client Control Protocol（SCCP）プロトコルと関連アプリケーション（トランスコーディ
ングおよび会議）を有効にするには、グローバル設定モードで sccpコマンドを使用します。
プロトコルを無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

sccp
nosccp

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト 無効

コマンドモード
グローバル設定 (config)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが Cisco VG200に導入されました。12.1(5)YH

このコマンドは、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3620、Cisco 3640、Cisco 3660、およ
び Cisco 3700シリーズに実装されました。

12.2(13)T

使用上のガイドライン このコマンドが使用されるルーターには、デジタル信号プロセッサ（DSP）リソースを提供す
るために、1つ以上のデジタル T1/E1パケット音声トランクネットワークモジュール
（NM-HDV）または高密度音声（HDV）トランスコーディング/会議 DSPファーム
（NM-HDV-FARM）が装備されている必要があります。

SCCPおよび関連アプリケーション (トランスコーディングおよび会議)は、これらのアプリ
ケーションのデジタル信号プロセッサ (DSP)リソースが設定され、DSPファームサービスが
有効になっており、Cisco CallManager登録プロセスが完了している場合にのみ有効になりま
す。

このコマンドの no形式は、アクティブな Cisco CallManagerから登録を解除し、既存の接続を
ドロップし、割り当てられたリソースを解放することで、SCCPとそのアプリケーションを無
効にします。
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例 次の例では、関連する値を設定してから SCCPを有効にします。

Router(config)# sccp ccm 10.10.10.1 priority 1
Router(config)# sccp local fastEthernet 0/0
Router(config)# sccp switchback timeout guard 180
Router(config)# sccp ip precedence 5
Router(config)# sccp
Router(config)# end

関連コマンド descriptionコマンド

DSPファームサービスを有効にします。dspfarm(DSPfarm)

DSPリソースに関する概要情報を表示します。showdspfarm

SCCP設定情報と現在のステータスを表示します。showsccp

Cisco IOS音声コマンドリファレンス - Sコマンド
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sccp blf-speed-dial retry-interval
外部の Cisco Unified CMEルータに登録された SCCP電話機のスピードダイヤル番号の Busy
Lamp Field（BLF）通知の再試行タイムアウトを設定するには、プレゼンス設定モードで
sccpblf-speed-dialretry-intervalコマンドを使用します。デフォルトにリセットするには、この
コマンドの no形式を使用します。

sccpblf-speed-dialretry-interval秒limitnumber
nosccpblf-speed-dialretry-interval

構文の説明 再試行のタイムアウト（秒単位）。範囲: 60～ 3600。デフォルト: 60。秒

再試行の最大回数。範囲: 10～ 100。デフォルト: 10。limit番
号

コマンドデフォルト 再試行のタイムアウトは 60秒、再試行の制限は 10です。

コマンドモード
プレゼンス設定 (config-presence)

コマンド履歴 変更Cisco IOSリリース

このコマンドが導入されました。12.4(11)XJ

このコマンドがCisco IOSRelease 12.4(15)Tに統合されました。12.4(15)T

使用上のガイドライン このコマンドは、SCCP電話機で BLFスピードダイヤル機能が設定されている場合に、ルー
タが外部ディレクトリ番号の回線ステータスのサブスクライブを試行する頻度を指定します。

この再試行メカニズムは、プレゼンティティが存在しない場合、またはルータが外部プレゼン

スサーバーから終了した NOTIFYを受信する場合に使用されます。設定された回数の再試行
後に外部サーバーへのサブスクライブ要求が失敗した場合、電話からのサブスクライブ要求は

拒否されます。

例 次の例では、BLFスピードダイヤルの再試行間隔が 100秒に設定され、制限が 25に
設定されています。

Router(config)# presence
Router(config-presence)# sccp blf-speed-dial retry-interval 100 limit 25

関連コマンド descriptionコマンド

内部ウォッチャーが外部プレゼンスエンティティ (ディレクトリ番号)を
監視できるようにします。

allowsubscribe
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descriptionコマンド

Cisco Unified CMEに登録された電話機のスピードダイヤル番号の BLFモ
ニタリングを有効にします。

blf-speed-dial

内部ウォッチャーから外部プレゼンスエンティティにプレゼンス要求を送

信するためのプレゼンスサーバーの IPアドレスを指定します。
server

プレゼンスサービスの設定情報を表示します。showpresenceglobal
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SCCP CCM
Cisco Unified Communications Managerサーバーを使用可能なサーバーのリストに追加し、IPア
ドレスまたは Domain Name System (DNS)名、ポート番号、バージョン番号などのさまざまな
パラメータを設定するには、グローバル設定モードで sccpccmコマンドを使用します。リス
トから特定のサーバーを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

NM-HDVまたは NM-HDV-FARM音声ネットワークモジュール
sccpccm {IPv4アドレスipv6-addressdns}priority優先順位
[portport-number][versionversion-number][trustpointラベル]
nosccpccm {IPv4アドレスipv6-addressdns}

NM-HDV2または NM-HD-1V/2V/2VE音声ネットワークモジュール
sccpccm {IPv4アドレスipv6-addressdns}identifieridentifier-number[priority優先順
位][portport-number][versionversion-number][trustpointラベル]
nosccpccm {IPv4アドレスipv6-addressdns}

構文の説明 Cisco Unified Communications Managerサーバーの IPv4アドレス。ipv4-アドレス

Cisco Unified Communications Managerサーバーの IPv6アドレス。ipv6-address

DNS名。dns

Cisco Unified Communications Managerサーバーを識別する番号を指定
します。範囲は 1～ 65535です。

identifier識別子番号

この Cisco Unified Communications Managerサーバーの、接続されてい
る他のサーバーに対する優先順位を指定します。範囲は 1 (最高)から
4 (最低)です。

（注）

このキーワードは、NM-HDVおよびNM-HDV-FARMモジュールにの
み必要です。NM-HDV2またはNM-HD-1V/2V/2VEを使用している場
合は、このキーワードを使用しないでください。Cisco Unified
Communications Managerグループで associateccmコマンドを使用して
優先順位を設定します。

priority優先度

(オプション) TCPポート番号を指定します。指定できる範囲は 1025
から 65535です。デフォルトは 2000です。

portポート-番号

(オプション) Cisco Unified Communications Managerのバージョン。有
効なバージョンは 3.0、3.1、3.2、3.3、4.0、4.1、5.0.1、6.0、および
7.0+です。デフォルト値はありません。

versionバージョン-番
号

（オプション）Cisco Unified Communications Manager証明書のトラス
トポイントを指定します。

trustpoint
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Cisco Unified Communications Managerのトラストポイントラベル。ラベル

コマンドデフォルト デフォルトのポート番号は 2000です。

コマンドモード
グローバル設定 (config)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.1(5)YH

このコマンドは変更されました。 Cisco Unified Communications Managerバージョ
ンの identifierキーワードと追加の値が追加されました。

12.3(8)T

このコマンドは変更されました。 6.0キーワードがバージョン値のリストに追加
されました。

12.4(11)XW

このコマンドが Cisco IOS Release 12.4(20)Tに統合されました。12.4(20)T

このコマンドは変更されました。 IPv6のサポートが追加されました。 version
キーワードとバージョン-番号引数がオプションから必須に変更され、 7.0+キー
ワードが追加されました。

12.4(22)T

このコマンドはCisco IOS Release 15.0(1)Mより前のリリースで変更されました。
trustpointキーワードとラベル引数が追加されました。

15.0(1)M

使用上のガイドライン デジタル信号プロセッサ (DSP)ファームサービスをサポートするために、最大 4台の Cisco
Unified Communications Managerサーバー (プライマリサーバー 1台とバックアップサーバー
3台まで)を設定できます。 Cisco Unified Communications Managerサーバーを Cisco Unified
Communications Managerグループに追加するには、 associateccmコマンドを使用します。

Cisco Unified CMバージョン 7.0以降への登録では IPv6サポートが提供されます。

CiscoUnified CMEでAdHocまたはMeet-Meハードウェア会議を有効にするには、まず version
キーワードを 4.0以降のバージョンに設定する必要があります。

Cisco IOSリリース 12.4(22)T以降、手動でコマンドを設定するユーザーはバージョンを指定す
る必要があります。 sccpccm自動アップグレードとダウングレードがサポートされているた
め、既存のルーターの設定は影響を受けません。

例 次の例は、IPアドレス 10.0.0.0の Cisco Unified Communications Managerサーバーを使
用可能なサーバーのリストに追加する方法を示しています。

Router(config)# sccp ccm 10.0.0.0 identifier 3 port 1025 version 4.0

次の例は、IPv6アドレスが 2001:DB8:C18:1::102である Cisco Unified CallManagerサー
バーを追加する方法を示しています。
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Router(config)# sccp ccm 2001:DB8:C18:1::102 identifier 2 version 7.0

関連コマンド descriptionコマンド

Cisco Unified Communications Managerサーバーを Cisco Unified Communications
Managerグループに関連付け、グループ内での優先順位を確立します。

associateccm

SCCPとそれに関連するトランスコーディングおよび会議アプリケーションを
有効にします。

sccp

Cisco Unified Communications Managerグループを作成し、SCCP Cisco Unified
Communications Manager設定モードに入ります。

sccpccmgroup

SCCPアプリケーションが Cisco Unified Communications Managerに登録するた
めに使用するローカルインターフェイスを選択します。

sccplocal

SCCP設定情報と現在のステータスを表示します。showsccp
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Sccp ccm group
Cisco Unified Communications Managerグループを作成し、SCCP Cisco CallManager設定モード
に入るには、グローバル設定モードで sccpccmgroupコマンドを使用します。特定の Cisco
Unified Communications Managerグループを削除するには、このコマンドの no形式を使用しま
す。

sccpccmgroupグループ番号
nosccpccmgroupグループ番号

構文の説明 Cisco Unified Communications Managerグループを識別する番号。範囲は 1～ 50
です。

グループ番

号

コマンドデフォルト グループは定義されていないため、すべてのサーバーは個別に設定されます。

コマンドモード
グローバル設定 (config)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.3(8)T

このコマンドは変更されました。 IPv6のサポートが追加されました。12.4(22)T

このコマンドは変更されました。グループ番号の範囲が 50に拡大されました。15.0(1)M

使用上のガイドライン このコマンドを使用して、sccpccmコマンドを使用して定義されたCiscoUnifiedCommunications
Managerサーバーをグループ化します。 associateprofileコマンドを使用して、指定されたDSP
farm profileを関連付け、DSPサービスがグループ内の Cisco Unified Communications Manager
サーバーによって制御されるようにすることができます。

例 次の例では、SCCP Cisco CallManager設定モードに入り、Cisco Unified Communications
Manager 25を Cisco Unified Communications Managerグループ 10に関連付けます。

Router(config)#
sccp ccm group 10
Router(config-sccp-ccm)# associate ccm 25 priority 2

関連コマンド descriptionコマンド

Cisco Unified Communications Managerサーバーを Cisco Unified Communications
Managerグループに関連付け、グループ内での優先順位を確立します。

associateccm
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descriptionコマンド

DSPファームプロファイルを Cisco Unified Communications Managerグループ
に関連付けます。

associateprofile

インターフェイスをCiscoUnifiedCommunicationsManagerグループにバインド
します。

bindinterface

現在の Cisco Unified Communications Managerが接続に失敗した場合に、DSP
ファームプロファイルが Cisco Unified Communications Managerへの接続を試
行するまでに待機する時間を指定します。

connectinterval

現在の Cisco Unified Communications Manager接続が失敗した場合に、DSP
ファームがCiscoUnifiedCommunicationsManagerへの接続を試行する回数を指
定します。

connectretries

使用可能なサーバーのリストにCiscoUnifiedCommunicationsManagerサーバー
を追加します。

sccpccm
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sccp codec mask
コーデックタイプをマスクして Cisco CallManagerで使用されないようにするには、グローバ
ル設定モードで sccpcodecmaskコマンドを使用します。コーデックのマスクを解除するには、
このコマンドの no形式を使用します。

sccpcodeccodecmask
nosccpcodeccodecmask

構文の説明 マスクするコーデック。値は次のとおりです。

• g711alaw

• g711ulaw

• g729abr8

• g729ar8

• g729br8

• g729r8

コーデッ

ク

コマンドデフォルト コーデックはマスクされません。

コマンドモード
グローバル設定 (config)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.1(5)YH4

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(13)Tに統合されました。12.2(13)T

gsmefrおよび gsmfrキーワードは、MSAv6 DSPを備えた Cisco AS5400および
AS5350上のgsmfrコーデックを除くすべてのプラットフォームで設定可能なコー
デックオプションとして削除されました。

12.4(11)XJ2

このコマンドが Cisco IOS Release 12.4(15)Tに統合されました。12.4(15)T

使用上のガイドライン このコマンドは、音声ゲートウェイがマスクされたコーデックタイプを報告しないようにし、

CiscoCallManagerがエンドポイントでサポートされているコーデックタイプのみを選択するよ
うにします。
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Skinny Client Control Protocol (SCCP)を有効にする前に、このコマンドを有効にする必要があり
ます。 SCCPがアクティブなときに sccpcodecmaskコマンドを使用する場合は、 nosccpコマ
ンドを使用して SCCPを無効にしてから、sccpを再度有効にして sccpcodecmaskコマンドを有
効にする必要があります。

（注）

例 次の例は、コーデックタイプ G.711 ulawおよび G.729r8をマスクする方法を示してい
ます。

sccp codec g711ulaw mask
sccp codec g729r8 mask

関連コマンド descriptionコマン

ド

SCCPおよび関連アプリケーションを有効にします。sccp

使用可能なサーバーのリストにCiscoCallManagerサーバーを追加し、さまざまなパ
ラメーターを設定します。

sccpccm

SCCPアプリケーションがCisco CallManagerに登録するために使用するローカルイ
ンターフェイスを選択します。

sccplocal

SCCP設定情報と現在のステータスを表示します。showsccp
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sccp ip precedence
Skinny Client Control Protocol（SCCP）で使用される IP優先順位値を設定するには、グローバ
ル設定モードで sccpipprecedenceコマンドを使用します。デフォルトにリセットするには、こ
のコマンドの no形式を使用します。

sccpipprecedence値
nosccpipprecedence

構文の説明 IP優先順位値。範囲は 1 (最低)から 7 (最高)までです。値

コマンドデフォルト 5

コマンドモード
グローバル設定 (config)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが Cisco VG200に導入されました。12.1(5)YH

このコマンドは、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3620、Cisco
3640、Cisco 3660、および Cisco 3700シリーズに実装されまし
た。

12.2(13)T

YANGモデルのサポートを導入しました。Cisco IOSXEAmsterdam17.2.1r

使用上のガイドライン このコマンドが使用されるルーターには、デジタル信号プロセッサ（DSP）リソースを提供す
るために、1つ以上のデジタル T1/E1パケット音声トランクネットワークモジュール
（NM-HDV）または高密度音声（HDV）トランスコーディング/会議 DSPファーム
（NM-HDV-FARM）が装備されている必要があります。

例 次の例では、IP優先順位を可能な限り高い値に設定します。

Router# sccp ip precedence 1

関連コマンド descriptionコマンド

DSPファームサービスを有効にします。dspfarm(DSPfarm)

SCCPとそれに関連するトランスコーディングおよび会議アプリケーショ
ンを有効にします。

sccp

SCCP設定情報と現在のステータスを表示します。showsccp
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sccp local
Skinny Client Control Protocol（SCCP）アプリケーション（トランスコーディングおよび会議）
が Cisco CallManagerに登録するために使用するローカルインターフェイスを選択するには、
グローバル設定モードで sccplocalコマンドを使用します。インターフェイスの選択を解除す
るには、このコマンドの no形式を使用します。

sccplocalinterface-typeインターフェース番号[portport-number]
nosccplocalinterface-typeインターフェース番号

構文の説明 SCCPアプリケーションが Cisco CallManagerに登録するために使用するイン
ターフェイスタイプ。タイプは、インターフェイスアドレスまたはイーサ

ネットのような仮想インターフェイスアドレスにすることができます。

interface-type

SCCPアプリケーションが Cisco CallManagerに登録するために使用するイン
ターフェイス番号。

interface-number

(オプション)選択したインターフェースで使用されるポート番号。値の範囲
は 1025～ 65535です。デフォルトは 2000です。

portポート番
号

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はない

コマンドモード
グローバル設定 (config)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.1(5)YH

このコマンドがCisco IOSRelease 12.2(13)Tに統合されました。12.2(13)T

portキーワードとポート番号引数が追加されました。12.3(14)T

使用上のガイドライン ルータには、DSPリソースを提供する 1つ以上の音声ネットワークモジュールが装備されて
いる必要があります。

デフォルトポートが別のアプリケーションによって使用されている場合、SCCPアプリケー
ションは Cisco CallManagerに登録できません。 portキーワードを port-number引数とともに使
用して、Cisco CallManagerへの登録に使用する SCCPの別のポートを指定します。

（注）

例 次の例では、SCCPアプリケーションが Cisco CallManagerに登録するために使用する
ファーストイーサネットインターフェイスを選択します。
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sccp local FastEthernet 0/0

関連コマンド descriptionコマンド

DSPファームサービスを有効にします。dspservicesdspfarm

SCCPとそれに関連するトランスコーディングおよび会議アプリケーショ
ンを有効にします。

sccp

SCCP設定情報と現在のステータスを表示します。showsccp
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sccp plar
SCCPPLAR設定モードに入るには、グローバル設定モードで sccpplarコマンドを使用します。
すべてのポートでプライベートライン自動リングダウン (PLAR)を無効にするには、このコマ
ンドの no形式を使用します。

sccpplar
nosccpplar

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト 無効 (PLARはどのポートでも有効になっていません)。

コマンドモード
グローバル設定 (config)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.4(6)T

使用上のガイドライン このコマンドは、コール制御に Skinny Client Control Protocol (SCCP)を使用するアナログ FXS
エンドポイントでPLAR機能を有効にするために使用されます。PLARの特定のアナログ音声
ポートを有効にするには、 voiceportコマンドを使用します。

例 次の例では、音声ポート 2/0、2/1、および 2/3に PLARを設定します。

Router(config)# sccp plar
Router(config-sccp-plar)# voiceport 2/0 dial 3660 digit 1234 wait-connect 500 interval
200
Router(config-sccp-plar)# voiceport 2/1 dial 3264 digit 678,,,9*0,,#123 interval 100
Router(config-sccp-plar)# voiceport 2/3 dial 3478 digit 34567 wait-connect 500

関連コマンド descriptionコマンド

dial-peer設定モードに入り、ダイヤルピアを定義します。dialpeervoice

アナログ電話の PLAR接続を有効にします。voiceport
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sccp switchback timeout guard
SkinnyClient Control Protocol（SCCP）スイッチバックガードタイマーを設定するには、グロー
バル設定モードで sccpswitchbacktimeoutguardコマンドを使用します。デフォルトにリセット
するには、このコマンドの no形式を使用します。

sccpswitchbacktimeoutguard秒
nosccpswitchbacktimeoutguard

構文の説明 ガードタイマーの値 (秒単位)。値の範囲は 180～ 7200です。デフォルトは 1200です。秒

コマンドデフォルト 1200秒

コマンドモード
グローバル設定 (config)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが Cisco VG200に導入されました。12.1(5)YH

このコマンドは、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3620、Cisco 3640、Cisco 3660、およ
び Cisco 3700シリーズに実装されました。

12.2(13)T

使用上のガイドライン このコマンドが使用されるルーターには、デジタル信号プロセッサ（DSP）リソースを提供す
るために、1つ以上のデジタル T1/E1パケット音声トランクネットワークモジュール
（NM-HDV）または高密度音声（HDV）トランスコーディング/会議 DSPファーム
（NM-HDV-FARM）が装備されている必要があります。

Graceful Timer方式に従うスイッチバックアルゴリズムにガードタイマー値を使用できます。

例 次の例では、スイッチバックガードタイマーの値を 180秒 (3分)に設定します。

Router#
sccp switchback timeout guard 180

関連コマンド descriptionコマンド

DSPファームサービスを有効にします。dspfarm(DSPfarm)

SCCPとそれに関連するトランスコーディングおよび会議アプリケーショ
ンを有効にします。

sccp

SCCP設定情報と現在のステータスを表示します。showsccp
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scenario-cause
H.323コールが失敗した場合に使用する新しい Q.850コール切断原因コードを設定するには、
H.323音声サービス設定モードで scenario-causeコマンドを使用します。デフォルトに戻すに
は、このコマンドの no形式を使用します。

scenario-cause {arj-default | timeout {arq | t301 | t303 | t310}コード ID}
noscenario-cause {arj-default | timeout {arq | t301 | t303 | t310}}

構文の説明 アドミッション拒否 (ARJ)デフォルト原因コードに割り当てられている
理由により通話が失敗した場合に使用するQ.850通話切断原因コード。
範囲は 1～ 127です

arj-defaultコード ID

H.323ゲートキーパーの自動繰り返し要求 (ARQ)タイマーが期限切れに
なった場合に使用されるQ.850コール切断原因コード。範囲は 1～ 127
です

timeoutarqコード ID

H.225アラート (T301)タイマーの期限が切れたときに使用する Q.850
コール切断原因コード。範囲は 1～ 127です

timeoutt301コード
ID

H.225セットアップ (T303)タイマーの期限が切れたときに使用するQ.850
コール切断原因コード。範囲は 1～ 127です

timeoutt303コード
ID

H.225コール処理 (T310)タイマーの期限が切れたときに使用する Q.850
コール切断原因コード。範囲は 1～ 127です

timeoutt310コード
ID

コマンドデフォルト マッピングは行われません。

コマンドモード
H.323音声サービス設定 (conf-serv-h323)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.4(9)T

使用上のガイドライン このコマンドを使用して、セットアップ中にH.323音声通話が失敗した場合に使用する新しい
Q.850通話切断原因コードを設定します。

例 次の例では、ARJデフォルト原因コードに関連付けられた理由で通話が失敗したとき
に、ゲートウェイが以前のデフォルトの 63ではなく、デフォルトの ARJ原因コード
24を送信するようになります。

Router(config)# voice service voip
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Router(conf-voi-serv)# h323
Router(conf-serv-h323)# scenario-cause arj-default 24

関連コマンド descriptionコマンド

コール処理 (T310、またはコールセットアップからコール切断)切
断タイマーを設定します。

h225timeoutcall-proceeding

Q.850コール切断原因コードをトーンにマッピングします。mapq850-cause

Q.850コール切断原因コードを別のQ.850コール切断原因コードに
マッピングします。

q850-cause
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sdspfarm tag
デジタル信号プロセッサ（DSP）ファームをCisco Unified CMEに登録し、Skinny Client Control
Protocol（SCCP）インターフェイスのMACアドレスに関連付けるには、telephony-service設定
モードで sdspfarmtagコマンドを使用します。 sdspfarmtagコマンドによって生成されたタグ
を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

sdspfarmtagnumberdevice-name
nosdspfarmtagnumberdevice-name

構文の説明 DSPファームの数値名。 1から 10までの数字。number

メッセージ転送部分 (MTP)の後に続く SCCPクライアントインターフェイスのデ
バイス (MACアドレスなど)を説明する単語。

device-name

コマンドデフォルト DSPファームは作成されません。

コマンドモード
テレフォニーサービス設定 (config-telephony)

コマンド履歴 変更シスコ製品Cisco IOSリリース

このコマンドが導入されました。Cisco CME
3.2

12.3(11)T

このコマンドは変更されました。 DSPファームのタグ付け
に使用される最大数が 10に増加されました。

Cisco CME
8.6

15.1(4)M

使用上のガイドライン DSPファームプロファイルは、会議とトランスコーディングにのみ使用される DSPリソース
のセットです。 DSPファームには音声終端リソースは含まれません。 SCCPクライアントイ
ンターフェイスのMACアドレスを見つけるには、 showinterfaceコマンドを使用します。

例 次の例では、タグ 1を mac000a.8aea.ca80のMACアドレスとして宣言します。
showinterfaceコマンドはMACアドレスを取得するために使用されます。

Router#show interface FastEthernet 0/0
.
.
.
FastEthernet0/0 is up, line protocol is up
Hardware is AmdFE, address is 000a.8aea.ca80 (bia 000a.8aea.ca80)
.
.
.
Router(config)# telephony-service
Router(config-telephony)# sdspfarm tag 1 mac000a.8aea.ca80
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関連コマンド descriptionコマンド

Cisco CMEルータごとに許可されるトランスコーディングセッションの最
大数を指定します。

sdspfarmtranscode

SCCPサーバーに登録できる DSPファームの最大数を指定します。sdspfarmunits
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sdspfarm transcode sessions
Cisco CallManager Express（Cisco CME）ルータごとに許可されるトランスコーディングセッ
ションの最大数を指定するには、telephony-service設定モードで sdspfarmtranscodesessionsコ
マンドを使用します。デフォルトのトランスコードセッション 0に戻すには、このコマンド
の no形式を使用します。

sdspfarmtranscodesessionsnumber
nosdspfarmtranscodesessionsnumber

構文の説明 DSPファームセッションの数を宣言します。有効な値は 1から 128までの数字です。number

コマンドデフォルト デフォルトは 0です。

コマンドモード
テレフォニーサービス設定 (config-telephony)

コマンド履歴 変更シスコ製品Cisco IOSリリース

このコマンドが導入されました。Cisco CME
3.2

12.3(11)T

使用上のガイドライン G.711とG.729間のトランスコーディングが可能です。セッションは 2つのトランスコードス
トリームで設定されます。この情報を設定するには、Cisco CMEルータのネットワークモ
ジュール (NM)ファームに設定されているデジタル信号プロセッサ (DSP)ファームの数を把握
している必要があります。 DSPファームは、会議とトランスコーディングにのみ使用される
DSPリソースのセットです。DSPファームには音声終端リソースは含まれません。CiscoCME
ルータに設定されている DSPファームの数を確認するには、showsdspfarmコマンドを使用し
ます。

例 次の例では、Cisco CMEルータで許可されるトランスコーディングセッションの最大
数を 20に設定します。

Router(config)# telephony-service

Router(config-telephony)# sdspfarm transcode sessions 20

関連コマンド descriptionコマンド

DSPファームを宣言し、それを SCCPクライアントインターフェイスのMAC
アドレスに関連付けます。

sdspfarmtag

SCCPサーバーに登録できる DSPファームの最大数を指定します。sdspfarmunit
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descriptionコマンド

設定された DSPファームとトランスコーディングストリームのステータスを
表示します。

showsdspfarm
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sdspfarm units
Skinny Client Control Protocol（SCCP）サーバーに登録できるデジタル信号プロセッサ（DSP）
ファームプロファイルの最大数を指定するには、テレフォニーサービス設定モードで

sdspfarmunitsコマンドを使用します。 DSPファームプロファイルの数をデフォルト値の 0に
設定するには、このコマンドの no形式を使用します。

sdspfarmunitsnumber
nosdspfarmunitsnumber

構文の説明 DSPファームの数。有効な値は 0から 10までの数字です。number

コマンドデフォルト デフォルトの数は 0です。

コマンドモード
テレフォニーサービス設定 (config-telephony)

コマンド履歴 変更シスコ製品Cisco IOSリリース

このコマンドが導入されました。Cisco CME
3.2

12.3(11)T

このコマンドは変更されました。このコマンドにより、DSP
ファームの最大数のサポートが 10に増加しました。

Cisco CME
8.6

15.1(4)M

使用上のガイドライン DSPファームプロファイルは、会議とトランスコーディングにのみ使用される DSPリソース
のセットです。 DSPファームプロファイルには音声終了リソースは含まれません。

例 次の例では、1つの DSPファームを登録するように Cisco CMEルータを設定します。

Router(config)# telephony-service
Router(config-telephony)# sdspfarm units 1

関連コマンド descriptionコマンド

DSPファームを宣言し、それを SCCPクライアントインターフェイスの
MACアドレスに関連付けます。

sdspfarmtag

Cisco CMEルータごとに許可されるトランスコーディングセッションの最
大数を指定します。

sdspfarmtranscode
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secondary
プライマリロケーションが利用できなくなった場合に、コール詳細レコード (CDR)を保存す
るためのバックアップロケーションを設定するには、ゲートウェイアカウンティングファイ

ル設定モードで secondaryコマンドを使用します。デフォルトにリセットするには、このコ
マンドの no形式を使用します。

secondary {ftppath/filenameusernameユーザー名（username）passwordパスワード | ifsデバイス:
ファイル名}
nosecondary {ftp | ifs}

構文の説明 外部 FTPサーバー上のバックアップファイルの名前と場所。ファイ
ル名は 25文字までに制限されています。

ftpパス/ファイル名

このルータ上のフラッシュメモリまたはその他の内部ファイルシス

テム内のバックアップファイルの名前と場所。値は、フラッシュや

スロット0など、ルーターで利用可能なストレージデバイスによって
異なります。ファイル名は 25文字までに制限されています。

ifsデバイス:ファイル
名

認証用のユーザー IDです。usernameユーザー名

ユーザーが認証のために入力するパスワード。passwordパスワード

コマンドデフォルト 通話記録は保存されます flash:cdr。

コマンドモード
ゲートウェイの会計ファイル設定 (config-gw-accounting-file)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.4(15)XY

このコマンドが Cisco IOS Release 12.4(20)Tに統合されました。12.4(20)T

使用上のガイドライン このコマンドは、プライマリデバイスへのファイル転送が失敗した場合にアカウンティング

レコードが送信されるバックアップの場所を定義します。ファイルアカウンティングプロセ

スは、 primaryコマンドで定義されたプライマリデバイスを、maximumretry-countコマンド
で定義された回数まで再試行してから、自動的にセカンダリデバイスに切り替えます。

定義された回数の再試行後にプライマリデバイスが失敗した場合にのみ、セカンダリデバイ

スが試行されます。セカンダリデバイスにも障害が発生した場合、システムはエラーをログ

に記録し、ファイルアカウンティングプロセスは停止します。

プライマリデバイスが使用可能になったときに手動でプライマリデバイスに切り替えるには、

file-acctresetコマンドを使用します。システムは自動的にプライマリデバイスに切り替えるこ
とはありません。
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フラッシュがいっぱいになると、syslog警告メッセージが生成されます。

指定したファイル名には、ゲートウェイのホスト名とファイル作成時のタイムスタンプが付加

され、一意なファイル名になります。たとえば、ホスト名が cme-2821のルーターで cdrtest1
というファイル名を指定すると、cdrtest1.cme-2821.2007_10_28T22_21_41.000という名前でファ
イルが作成されます。ファイルが作成された時刻は 2007_10_28T22_21_41.000.

このコマンドで指定するファイル名の長さを 25文字以内にしてください。これを指定しない
と、課金ファイルの作成時に一部が切れてしまう可能性があります。これは、ホスト名および

タイムスタンプを含む完全なファイル名が 63文字以内であるためです。

例 次の例では、アカウンティングファイルのバックアップ場所が flash:cdrtest2に設定さ
れていることを示しています。

gw-accounting file
primary ftp server1/cdrtest1 username bob password temp
secondary ifs flash:cdrtest2
maximum buffer-size 25
maximum retry-count 3
maximum fileclose-timer 720
cdr-format compact

関連コマンド descriptionコマンド

ファイルアカウンティングをプライマリデバイスに手動で切り替えま

す。

file-acctreset

セカンダリデバイスに切り替える前に、ルーターがプライマリファイ

ルデバイスへの接続を試みる最大回数を設定します。

maximumretry-count

ファイル会計用に生成された CDRを保存するプライマリの場所を設定
します。

primary
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secure-ciphersuite
CUBEでWebSocket接続のHTTPS経由の暗号化に使用する暗号スイート (暗号化アルゴリズム)
を設定するには、メディアプロファイルストリームサービス設定モードで secure-ciphersuite
コマンドを使用します。コマンドのデフォルトに戻すには、このコマンドの no形式を使用し
ます。

secure-ciphersuiteリスト
no secure-ciphersuiteリスト

構文の説明 CUBEのWebSocketでサポートされている暗号スイートのリス
ト。

Cisco IOS XEダブリン 17.12.1aから、 CUBEサポートされてい
る他の暗号に加えて、GCM暗号もサポートされます。

WebSocket接続では次の暗号スイートがサポートされていま
す。

• aes-128-cbc-sha

• dhe-rsa-aes-cbc-sha2

• ecdhe-rsa-aes-cbc-sha2

• rsa-aes-cbc-sha2

• ecdhe-ecdsa-aes-gcm-sha2

• ecdhe-rsa-aes-gcm-sha2

リスト

コマンドデフォルト デフォルトでは、GCM暗号スイートを含むすべての暗号スイートがWebSocket接続でサポー
トされます。

コマンドモード メディアプロファイルストリームサービス設定モード (cfg-mediaprofile)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが CUBEで導入されました。Cisco IOSXEベンガルール 17.6.1a

WebSocketベースのメディアフォークに対する GCM暗号
ネゴシエーションのサポートが追加されました。

Cisco IOS XEダブリン 17.12.1a

使用上のガイドライン secure-ciphersuiteコマンドを使用して、CUBEのWebSocket接続の HTTPS経由の暗号化に使
用する暗号スイート (暗号化アルゴリズム)を設定します。

デフォルトの動作を有効にするには no secure-ciphersuiteを設定します。ただし、
secure-ciphersuite list コマンドを使用して、ネゴシエーションを 1つ以上の暗号スイートの選
択したセットに制限することができます。
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Cisco IOS XEダブリン 17.12.1a以降、 CUBEでは、サポートされている他の暗号に加えて、
WebSocket接続用の GCM暗号スイートもサポートされます。

例 次の例は、 CUBEでWebSocketの安全な暗号を設定する方法を示しています。

Device(config)#media profile stream-service 1
Device(cfg-mediaprofile)#secure-ciphersuite ?
aes-128-cbc-sha Encryption tls_with_aes-128-cbc-sha2 ciphersuite
dhe-rsa-aes-cbc-sha2 Encryption tls_rsa_with_cbc_sha2 ciphersuite
ecdhe-rsa-aes-cbc-sha2 Encryption tls_rsa_with_aes-cbd-sha2 ciphersuite
rsa-aes-cbc-sha2 Encryption tls_rsa_with_aes_cbc_sha2 ciphersuite
ecdhe-ecdsa-aes-gcm-sha2 Encryption tls_rsa_with_ecdhe-ecdsa-aes-gcm-sha2 ciphersuite

ecdhe-rsa-aes-gcm-sha2 Encryption tls_rsa_with_aes-gcm-sha2 ciphersuite
Device(cfg-mediaprofile)#secure-ciphersuite tls_rsa_with_cbc_sha2
WS Client Secure Ciphersuite: tls_rsa_with_cbc_sha2

Device(cfg-mediaprofile)#

関連コマンド descriptionコマンド

CUBEでストリームサービスを有効にします。media profile
stream-service

メディアプロファイルのアイドルタイムアウトと呼び出ししき

い値を設定します。

connection (media-profile)

メディアプロファイル設定モードでプロキシの IPアドレスまた
はホスト名を設定します。

proxy (media-profile)

メディアプロファイルの説明を指定します。description (media-profile)

ダイヤルピアレベルでメディアクラスを適用します。media class
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security
ゲートキーパーで認証と認可を有効にするには、ゲートキーパー設定モードで securityコマン
ドを使用します。セキュリティを無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

security {any | h323-id | e164} {passworddefaultパスワード | passwordseparatorcharacter}
nosecurity {any | h323-id | e164} {passworddefaultパスワード | passwordseparatorcharacter}

構文の説明 タイプに関係なく、着信登録、許可、およびステータス (RAS)プ
ロトコル登録の最初のエイリアスを使用して、RADIUS/TACACS+
に対してユーザーを識別します。

any

最初のH.323 IDタイプエイリアスを使用して、RADIUS/TACACS+
に対してユーザーを識別します。

h323-id

最初の E.164アドレスタイプエイリアスを使用して、
RADIUS/TACACS+に対してユーザーを識別します。

e164

ゲートキーパーが認証サーバーでエンドポイントを認証するとき

にエンドポイントに関連付けるデフォルトのパスワード。パス

ワードは認証サーバーのパスワードと同一である必要があります。

passworddefaultパスワー
ド

エンドポイントが登録時に H.323-IDとピギーバックパスワード
を区切るために使用する文字。この文字を指定すると、各エンド

ポイントがユーザー固有のパスワードを提供できるようになりま

す。登録する H.323-IDエイリアスとして扱われる前に、文字列
から区切り文字とパスワードが削除されます。

E.164アドレスでは、主に数字の限られた文字セットしか使用で
きないため、パスワードは H.323-IDにのみピギーバックでき、
E.164アドレスには使用できないことに注意してください。エン
ドポイントがH.323-IDを登録したくない場合は、区切り文字とパ
スワードだけで設定されるH.323-IDを提供することもできます。
区切り文字とパスワードのみで設定されるこの H.323-IDはパス
ワードメカニズムであると理解されており、H.323-IDは登録され
ていません。

passwordseparatorcharacter

コマンドデフォルト デフォルトなし

コマンドモード
ゲートキーパー設定 (config-gk)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドがCisco 2600シリーズおよびCisco 3600シリーズに導入されました。11.3(2)NA
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使用上のガイドライン このコマンドを使用して、RADIUS/TACACS+による登録済みエイリアスの識別を有効にしま
す。 RADIUS/TACACS+にエイリアスが存在しない場合は、エンドポイントを登録できませ
ん。

セキュリティが機能するには、RADIUS/TACACS+サーバーと暗号化キーが Cisco IOSソフト
ウェアで設定されている必要があります。

適切なタイプの最初のエイリアスのみが識別されます。適切なタイプのエイリアスが見つから

ない場合、登録は拒否されます。

このコマンドでは、セキュリティタイプ (h323-idまたは e164または any)が定義されていない
限り、パスワードメカニズムを定義することはできません。nosecuritypasswordコマンドはパ
スワードメカニズムを定義解除しますが、セキュリティタイプは変更されないため、セキュ

リティは引き続き有効になります。ただし、nosecurityコマンドは、既存のパスワード定義の
削除を含め、セキュリティを完全に無効にします。

例 次の例では、登録内で最初に見つかった H.323 IDを使用して登録を識別します。

security h323id

次の例では、セキュリティを有効にし、H.323-IDと qwerty2xのパスワードを使用して
すべてのユーザーを認証します。

security h323-id
security password qwerty2x

次の例では、セキュリティを有効にし、ユーザーが登録したH.323-IDエイリアスに基
づいて、ユーザーが入力したH.323-IDとパスワードを使用してすべてのユーザーを認
証します。

security h323-id
security password separator !

ユーザーが joe!024aqxというH.323-IDで登録する場合、ゲートキーパーはパスワード
024aqxでユーザー joeを認証し、認証に成功すると、そのユーザーを joeというH.323-ID
で登録します。感嘆符が見つからない場合、ユーザーはデフォルトのパスワードで認

証されます。デフォルトが設定されていない場合は、nullパスワードで認証されます。

次の例では、セキュリティを有効にし、ユーザーが登録したH.323-IDエイリアスに基
づいて、ユーザーが入力した E.164 IDとパスワードを使用してすべてのユーザーを認
証します。

security e164
security password separator !

ユーザーが E.164アドレス 5551212と H.323-ID !hs8473q6で登録すると、ゲートキー
パーはユーザー 5551212とパスワード hs8473q6を認証します。ユーザーが指定した
H.323-ID文字列は区切り文字で始まるため、H.323-IDは登録されず、ユーザーはE.164
アドレスによってのみ認識されます。
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関連コマンド DescriptionCommand

ゲートキーパーのアカウンティングセキュリティ機能を有効にしま

す。

accounting(gatekeeper)

RADIUSサーバーホストを指定します。radius-serverhost

ルータとRADIUSデーモン間のすべてのRADIUS通信の認証および暗
号化キーを設定します。

radius-serverkey

Cisco IOS音声コマンドリファレンス - Sコマンド
32

sccp through service-type call-check
security



security acl
ゲートキーパーでアクセスリストベースのフィルタリングを設定するには、ゲートキーパー

設定モードで securityaclコマンドを使用します。無効にするには、このコマンドの no形式を
使用します。

securityacl {answerarq | lrq}access-list-number
nosecurityacl {answerarq | lrq}

構文の説明 IPアクセスリストを使用して、着信回答許可要求 (AnswerARQ)をフィルタ
リングします。

answerarq

IPアクセスリストを使用して、着信ロケーション要求（LRQ）をフィルタ
リングします。

lrq

access-listコマンドを使用して設定されたアクセスリストの番号。これは、
1～ 99または 1300～ 1999の 10進数です。トークンレスコール認証機能で
は、1～ 99の番号が付けられた標準 IPアクセスリストのみがサポートされ
ます。

access-list-number

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード
ゲートキーパー設定 (config-gk)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.3(5)

使用上のガイドライン securityaclコマンドは、セキュリティのために IPアクセスリストを使用するようにゲートキー
パーを設定します。このコマンドを access-listコマンドと組み合わせて使用し、ゲートキー
パーでのアクセスリストベースのAnswerARQおよびLRQ要求フィルタリングを設定します。
ゲートキーパーは、指定された IPアクセスリストによってアクセスが許可されているソース
から送信された要求のみを処理します。指定された IPアクセスリストによって拒否された
ソースから送信された要求は拒否されます。

例 次の例は、コール認証に IPアクセスリスト番号 30を持つ、以前に設定された IPアク
セスリストを使用するようにゲートキーパーを設定する方法を示しています。

Router(config-gk)# security acl answerarq 30

次の例は、LRQフィルタリング用に IPアクセスリスト番号 20で以前に設定された IP
アクセスリストを使用するようにゲートキーパーを設定する方法を示しています。
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Router(config-gk)# security acl lrq 20

関連コマンド descriptionコマン

ド

プロトコルタイプまたはベンダーコードによってフレームをフィルタリングする

ためのアクセスリストメカニズムを設定します。

access-list
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security izct
IZCトークンハッシュに宛先 E.164エイリアスを含めるようにゲートキーパーを設定するに
は、ゲートキーパー設定モードで securityizctコマンドを使用します。 IZCトークンハッシュ
に宛先 E.16エイリアスを含めないようにするには、このコマンドの no形式を使用します。

securityizctpasswordパスワード[hash {dest-alias | src-alias | dest-csa | src-csa | dest-epid | src-epid}]
nosecurityizctパスワード[hash {dest-alias | src-alias | dest-csa | src-csa | dest-epid | src-epid}]

構文の説明 ゲートキーパーが認証サーバーでエンドポイントを認証するときにエン

ドポイントに関連付けるパスワードを指定します。パスワードは認証

サーバーのパスワードと同一である必要があります。

passwordパスワー
ド

ハッシュ生成に使用するオプションを指定します。hash

宛先エイリアスをハッシュ生成に含めるように指定します。dest-alias

ソースエイリアスをハッシュ生成に含めるように指定します。src-alias

宛先 CSAをハッシュ生成に含めるように指定します。dest-csa

ソースエイリアスをハッシュ生成に含めるように指定します。src-csa

宛先 epidをハッシュ生成に含めるように指定します。dest-epid

ソース epidをハッシュ生成に含めるように指定します。src-epid

コマンドデフォルト 宛先 E.16エイリアスは IZCトークンハッシュに含まれません。

コマンドモード
ゲートキーパー設定 (config-gk)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.3(5)

dest-alias,src-alias,dest-csa,src-csa,dest-epid,および src-epidキーワードが追加され
ました。

12.4(15)XZ

このコマンドが Cisco IOS Release 12.4(20)Tに統合されました。12.4(20)T

使用上のガイドライン 不正なエンドポイントが 1つの着信番号を含む ARQメッセージを送信し、その後、終端エン
ドポイントに SETUPメッセージを送信するときに着信番号を変更することを防ぐために、
InterZone Clear Token (IZCT)ハッシュを生成するゲートキーパーで securityizctコマンドを設定
します。このコマンドが設定されている場合、トランキングゲートウェイによって IZCTハッ
シュが生成された後に着信番号を変更することは許可されません。生成された IZCTトークン
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は 30秒間のみ有効で、終端ゲートキーパー (TGK)によって生成された IZCTハッシュトーク
ンは複数の通話に使用できます。

アドレス解決中にトークンが準備された後に、Cisco Gatekeeper Transaction Message Protocol
（GKTMP）サーバー（発信元ゲートキーパー上）や発信元ゲートウェイ（番号変換ルールを
使用）などの中間エンティティが着信番号を変更しようとすると、通話は拒否されます。

• hash発信元ゲートウェイ (OGW)と TGKのキーワードは一致する必要はありません。

• securityizctコマンドには、複数の hashキーワードを設定できます。

この機能を有効にするには、OGKまたは TGKでコマンドを設定する必要があります。
securityizct

OGWを OGK、TGK、TGWに設定する場合。 securityizctコマンドは OGKではオプションで
すが、TGKでは必須です。TGKでハッシュパラメータが指定されていない場合は、ハッシュ
トークンの計算に dest-alias (デフォルト)が使用されます。

このコマンドの noバージョンでは、前述のコマンド構文表で定義されているキーワード引数
の組み合わせが必要です。

例 次の例では、トランキングゲートウェイによって IZCTハッシュが生成された後に、
着信番号の変更を防止します。

Router(config-gk)# security izct password example hash dest-alias

関連コマンド descriptionコマンド

ゲートキーパーのアカウンティングセキュリティ機能を有効にしま

す。

accounting(gatekeeper)

RADIUSサーバーホストを指定します。radius-serverhost

ルータとRADIUSデーモン間のすべてのRADIUS通信の認証および暗
号化キーを設定します。

radius-serverkey
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security mode
セキュアな Cisco Unified CMEネットワークで Skinny Client Control Protocol（SCCP）テレフォ
ニー制御アプリケーション（STCAPP）サービスを使用して特定のダイヤルピアのセキュリティ
モードを設定するには、dial peer設定モードで securitymodeコマンドを使用します。デフォル
トに戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

securitymode {authenticated | none | encrypted | system}
nosecuritymode

構文の説明 セキュリティモードを認証済みに設定し、音声ゲートウェイと Cisco Unified
CME間の SCCPシグナリングが TCPポート 2443上のセキュア TLS接続を介し
て行われるようにします。

authenticated

SCCPシグナリングは安全ではありません。none

セキュリティモードを暗号化に設定し、音声ゲートウェイと Cisco Unified CME
間の SCCPシグナリングが Secure Real-Time Transport Protocol（SRTP）を介して
行われるようにします。

encrypted

stcappsecuritymodeコマンドによってグローバルレベルで指定されたセキュリ
ティモードを有効にします。

system

コマンドデフォルト グローバルレベルで指定されたセキュリティモードが有効になります。

コマンドモード
dial peer設定（config-dialpeer）

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.4(11)XW1

このコマンドが Cisco IOS Release 12.4(20)Tに統合されました。12.4(20)T

使用上のガイドライン このコマンドを使用して、Cisco Unified CME電話機の認証および暗号化のための音声ゲート
ウェイのセキュリティモードを指定します。

グローバル設定モードで stcappsecuritymodeコマンドを使用して、SCCPシグナリングセキュ
リティモードをグローバルに設定します。 stcappsecuritymodeと securitymodeコマンドの両方
を使用する場合、ダイヤルピアレベルのコマンド securitymodeがグローバル設定を上書きしま
す。

例 次の例では、認証モードで安全な SCCPシグナリングを選択します。

Router(config)# dial-peer voice 1 pots
Router(config-dialpeer)# security mode authenticated
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次の例では、暗号化された安全な SCCPシグナリングと SRTPによる暗号化を選択し
ます。

Router(config)# dial-peer voice 2 pots
Router(config-dialpeer)# security mode encrypted

関連コマンド descriptionコマンド

STCAPPエンドポイントのセキュリティを有効にし、TLS接続のセット
アップに使用するセキュリティモードを指定します。

stcappsecuritymode
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sequence-numbers
Voice over Frame Relayアプリケーション用のデジタル信号プロセッサ (DSP)によって生成され
る各フレーム内のシーケンス番号の生成を有効にするには、dial-peer設定モードで
sequence-numbersコマンドを使用します。シーケンス番号の生成を無効にするには、このコ
マンドの no形式を使用します。

sequence-numbers
nosequence-numbers

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト 無効

コマンドモード
ダイヤルピア設定 (config-dial-peer)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、およびCiscoMC3810
で導入されました。

12.0(3)XG

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(4)Tに統合されました。12.0(4)T

使用上のガイドライン 音声パケットのシーケンス番号により、再生側のデジタル信号プロセッサ (DSP)は、失われた
パケット、重複したパケット、またはシーケンス外のパケットを検出できます。これにより、

DSPはパケットごとに1バイト費やして、音声伝送における不定期のドロップアウトをマスク
できます。アプリケーションでこの機能を無効にするかどうかを判断するには、シーケンス番

号を使用する利点と、フレームリレーネットワーク上の各音声パケットに余分なバイトを追

加することで発生する帯域幅のコストを比較検討する必要があります。

考慮すべきもう 1つの要素は、このコマンドがG.726などのシーケンス番号を必要とするコー
デックには影響しないことです。シーケンス番号を必要とするコーデックを使用している場

合、このコマンドの設定に関係なく、DSPはシーケンス番号を生成します。

例 次の例では、VoFRダイヤルピア 200の VoFRフレームのシーケンス番号の生成を無
効にします。

dial-peer voice 200 vofr
no sequence-numbers
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関連コマンド DescriptionCommand

静的 FRF.11トランク接続の使用時に、着信 VoFRコー
ルレッグを正しい POTSコールレッグにブリッジでき
るようにします。

called-number(dial-peer)

Voice over Frame Relayダイヤルピアのボイスコーダの
音声レートを指定します。

codec(dial-peer)

地域のアナログ音声インターフェイス関連のトーン、

呼び出し音、周期の設定を指定します。

cptone

ダイヤルピアに使用するプレフィックス、完全なE.164
電話番号、または ISDNディレクトリ番号 (ダイヤルプ
ランによって異なります)を指定します。

destination-pattern

ダイヤルピアの FRF.11 Annex Aフレームの生成を有効
にします。

dtmf-relay(VoiceoverFrameRelay)

パケットネットワーク経由でのローカルおよびリモー

トルーター間の通話のためのセッションプロトコルを

確立します。

sessionprotocol(VoiceoverFrameRelay)

指定されたダイヤルピアまたは宛先ゲートキーパーの

ネットワーク固有のアドレスを指定します。

sessiontarget

ダイヤルピアへの接続時に使用されるシグナリングタ

イプを設定します。

signal-type
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server (auto-config application)
自動設定アプリケーションのTFTPサーバーの IPアドレスまたは名前を設定するには、自動設
定アプリケーション設定モードで serverコマンドを使用します。 IPアドレスまたは名前を削
除するには、このコマンドの no形式を使用します。

{serverip-address | domain-name[ip-addressdomain-name][ip-addressdomain-name]}
noserver

構文の説明 TFTPサーバーの IPアドレスを指定します。ip-address

TFTPサーバーのドメイン名を指定します。domain-name

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード
自動設定アプリケーション設定 (auto-config-app)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、通信メディアモジュールに導入されました。12.3(8)XY

このコマンドがCisco IOSRelease 12.3(14)Tに統合されました。12.3(14)T

例 次の例は、自動設定アプリケーション用に 2つの TFTPサーバーを設定するために使
用されるコマンドを示しています。 server

Router(auto-config-app)# server 172.18.240.45 172.18.240.55

関連コマンド descriptionコマンド

Skinny Client Control Protocol（SCCP）アプリケーションの自動設定を有効に
するか、自動設定アプリケーション設定モードに入ります。

auto-config

自動設定アプリケーションの現在のステータスを表示します。showauto-config
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server (presence)
内部ウォッチャーから外部プレゼンスエンティティにプレゼンス要求を送信するためのプレゼ

ンスサーバーの IPアドレスを指定するには、プレゼンス設定モードで serverコマンドを使用
します。サーバーを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

serverip-address
noserver

構文の説明 リモートプレゼンスサーバーの IPアドレス。ip-address

コマンドデフォルト リモートプレゼンスサーバーは使用されません。

コマンドモード
プレゼンス設定 (config-presence)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.4(11)XJ

このコマンドがCisco IOSRelease 12.4(15)Tに統合されました。12.4(15)T

使用上のガイドライン このコマンドは、ウォッチャーとプレゼンスエンティティ (プレゼンティティ)が同じ場所に
配置されていない場合にプレゼンス要求を処理するプレゼンスサーバーの IPアドレスを指定
します。ルータはプレゼンスサーバーとして機能し、ウォッチャーとプレゼンティティが両

方とも内部にある場合に、すべてのプレゼンス要求とステータス通知を処理します。サブスク

リプション要求が外部プレゼンティティに対するものである場合、要求はこのコマンドで指定

されたリモートサーバーに送信されます。

例 次の例は、IPアドレス 10.10.10.1を持つプレゼンスサーバーを示しています。

Router(config)# presence
Router(config-presence)# allow subscribe
Router(config-presence)# server 10.10.10.1

関連コマンド descriptionコマンド

内部ウォッチャーが外部プレゼンスエンティティ (ディレクトリ番
号)を監視できるようにします。

allowsubscribe

CiscoUnifiedCMEに登録された電話機のディレクトリ番号を、プレ
ゼンスサービスでウォッチできるようにします。

allowwatch

許可される同時監視セッションの最大数を設定します。max-subscription
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descriptionコマンド

プレゼンスサービスの設定情報を表示します。showpresenceglobal

アクティブなプレゼンスのサブスクリプションに関する情報を表示

します。

showpresencesubscription

外部のウォッチャーが内部のプレゼンスエンティティ (ディレクト
リ番号)を監視できるようにします。

watcherall
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server (RLM)
RLMサーバーを識別するには、 serverRLM設定モードを使用します。識別情報を削除するに
は、このコマンドの no形式を使用します

server名札
noserver名札

構文の説明 サーバー設定を識別するための名前。これにより、複数のサーバー設定エントリを

入力できるようになります。

name-tag

コマンドデフォルト 無効

コマンドモード
RLMの設定

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。11.3(7)

使用上のガイドライン 各サーバーは、IPアドレスまたはエイリアスの複数のエントリを持つことができます。

例 次の例では、RLMサーバーを識別し、関連付けられた IPアドレスを定義します。

rlm group 1
server r1-server
link address 10.1.4.1 source Loopback1 weight 4
link address 10.1.4.2 source Loopback2 weight 3

関連コマンド DescriptionCommand

インターフェイスのハードウェアロジックをリセットします。clearinterface

すべての RLMグループのタイムスタンプをゼロにクリアします。clearrlmgroup

サーバーの IPアドレスを定義し、インターフェイスタイプを設定し、
インターフェイス設定モードを開始します。

interface

リンクの優先度を指定します。link(RLM)

rlm-group全体の基本 RLM接続のポート番号を再設定します。protocolrlmport

リンクのダウンが宣言される一定時間前に、連続してキープアライブ

が失敗することを許可します。

retrykeepalive
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DescriptionCommand

RLMグループのネットワーク遅延を表示します。showrlmgroupstatistics

RLMグループのステータスを表示します。showrlmgroupstatus

現在の RLMグループタイマー値を表示します。showrlmgrouptimer

RLMグループ下のすべてのリンクをシャットダウンします。shutdown(RLM)

タイムアウト値のデフォルト設定を上書きします。timer
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server absent reject
Gatekeeper TransactionMessage Protocol（GKTMP）サーバーへの接続がダウンしているときに、
ゲートキーパーが新しい登録または呼び出しを拒否するように設定するには、ゲートキーパー

設定モードで serverabsentrejectコマンドを使用します。無効にするには、このコマンドの no
形式を使用します。

serverabsentreject {arq | rrq}
noserverabsentreject {arq | rrq}

構文の説明 コール許可要求 (ARQ)メッセージを拒否します。arq

登録要求 (RRQ)メッセージを拒否します。rrq

コマンドデフォルト デフォルトでは、登録と通話は拒否されません。

コマンドモード
ゲートキーパー設定 (config-gk)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドは、Cisco 3660およびCiscoMC3810で導入されました。12.2(11)T

使用上のガイドライン このコマンドは、ゲートキーパーと GKTMPサーバー間の TCP接続がダウンしているために
ゲートキーパーがGKTMPサーバーに到達できない場合に、新しい登録または呼び出しを拒否
するようにゲートキーパーを設定します。複数の GKTMPサーバーが設定されている場合、
ゲートキーパーはすべてのサーバーを試行し、いずれのサーバーからも応答がない場合にのみ

登録または呼び出しを拒否します。登録を完了するためにサーバーとの接続が必要な場合、こ

の機能をセキュリティまたはサービス拒否に使用することもできます。

このコマンドは、ゲートキーパーとGKTMPサーバー間でRRQおよびARQトリガーが使用さ
れることを前提としています。

（注）

例 次の例では、ゲートキーパーが GKTMPサーバーに接続できない場合に登録を拒否す
るように指示します。

Router# show gatekeeper configuration
.
.
.
h323id tet
gw-type-prefix 1#* default-technology
gw-type-prefix 9#* gw ipaddr 1.1.1.1 1720
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no shutdown
server absent reject rrq
.
.
.

Cisco IOS音声コマンドリファレンス - Sコマンド
47

sccp through service-type call-check
server absent reject



server flow-control
Cisco IOSゲートキーパー（GK）でフロー制御を有効にし、すべてのしきい値をデフォルトに
リセットするには、ゲートキーパー設定モードで serverflow-controlコマンドを使用します。
GKフロー制御を無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

serverflow-control[onset値][abatement値][qcount値]
noserverflow-control

構文の説明 (オプション)サーバーを使用可能または使用不可としてマークするために使用
されるサーバータイムアウト値のパーセンテージ。範囲は 1～ 100です。デ
フォルトは 80です。

onsetvalue

(オプション)サーバーを使用不可または使用可能としてマークするために使用
されるサーバータイムアウト値のパーセンテージ。範囲は 1～ 100です。デ
フォルトは 50です。

（注）

終了値は開始値より小さくなければなりません。

abatementvalue

(オプション)GK上の送信キューのしきい値の長さ。キューには、サーバーに
送信されるのを待機しているメッセージが含まれています。GKとGatekeeper
Transaction Message Protocol (GKTMP)サーバー間の TCPソケットは、送信す
るメッセージが多すぎる場合はメッセージをキューに入れます。サーバー上

の送信キューの長さのカウントが qcount値に達すると、サーバーは使用不可
としてマークされます。範囲は 1～ 1000です。デフォルトは 400です。

qcountvalue

コマンドデフォルト ゲートキーパーは最大 1000個の RRQメッセージを送信します。

コマンドモード
ゲートキーパー設定 (config-gk)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.2(2)XB

このコマンドがCisco IOSRelease 12.2(8)Tに統合されました。12.2(8)T

使用上のガイドライン サーバーのタイムアウト値が 3秒、開始値が 50、軽減値が 40であるとします。サーバーから
Gatekeeper Transaction Message Protocol (GKTMP)への平均応答時間が 1.5秒 (サーバーのタイム
アウト値の開始パーセンテージ)に達すると、サーバーは使用不可としてマークされます。
サーバーが使用不可としてマークされている期間中、REQUESTALVメッセージは使用不可の
サーバーに送信されます。応答時間が 1.2秒 (タイムアウト値の軽減率)に短縮されると、サー
バーは再び使用可能としてマークされ、GKTMPはサーバーへのメッセージの送信を再開しま
す。
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serverflow-controlコマンドを単独で設定した場合、デフォルト値は400です。 serverflow-control
コマンドを使用して1つのパラメータを変更すると、他のすべてのパラメータはデフォルト値
に戻ります。たとえば、開始が 70パーセントに設定されていて、 serverflow-controlコマンド
を使用して軽減レベルを設定すると、開始はデフォルト (80パーセント)にリセットされます。

例 次の例では、デフォルト値でコマンドを使用します。

Router# server flow-control

次の例では、開始レベル 50でGKTMPインターフェイス回復力拡張機能を有効にしま
す。

Router# server flow-control onset 50
*Mar 8 20:05:34.081: gk_srv_handle_flowcontrol: Flow control enabled
Router# show running-config
Building configuration...
Current configuration : 1065 bytes
!
version 12.2
no service single-slot-reload-enable
service timestamps debug datetime msec
service timestamps log uptime
no service password-encryption
!
hostname snet-3660-3
!
.
.
.
gatekeeper
zone local snet-3660-3 cisco.com
zone remote snet-3660-2 cisco.com 209.165.200.225 1719
zone prefix snet-3660-2 408*
lrq forward-queries
no use-proxy snet-3660-3 default inbound-to terminal
no use-proxy snet-3660-3 default outbound-from terminal
no shutdown
server registration-port 8000
server flow-control onset 50
!
.
.
.
end

次の例では、GKTMPインターフェース回復力拡張機能を有効にします。

Router# show gatekeeper status
Gatekeeper State: UP

Load Balancing: DISABLED
Flow Control: ENABLED
Zone Name: snet-3660-3
Accounting: DISABLED
Endpoint Throttling: DISABLED
Security: DISABLED
Maximum Remote Bandwidth: unlimited
Current Remote Bandwidth: 0 kbps
Current Remote Bandwidth (w/ Alt GKs): 0 kbps
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次の例は、発生したタイムアウト、平均応答時間、およびサーバーステータスを含む

サーバー統計を示しています。

Router# show gatekeeper server
GATEKEEPER SERVERS STATUS
=========================

Gatekeeper Server listening port: 8250
Gatekeeper Server timeout value: 30 (100ms)
GateKeeper GKTMP version: 3.1
Gatekeeper-ID: Gatekeeper1
------------------------
RRQ Priority: 5
Server-ID: Server43
Server IP address: 209.165.200.254:40118
Server type: dynamically registered
Connection Status: active
Trigger Information:
Trigger unconditionally

Server Statistics:
REQUEST RRQ Sent=0
RESPONSE RRQ Received = 0
RESPONSE RCF Received = 0
RESPONSE RRJ Received = 0
Timeout encountered=0
Average response time(ms)=0
Server Usable=TRUE

関連コマンド descriptionコマンド

バックエンド GKTMPサーバーからの応答のタイムアウト値を指定しま
す。

timerservertimeout
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server registration-port
ゲートキーパーとの接続を確立するためにサーバーのリスナーポートを設定するには、ゲート

キーパー設定モードで serverregistration-portコマンドを使用します。これ以上新しい登録が
行われないようにゲートキーパーにリスニングソケットを強制的に閉じさせるには、このコマ

ンドの no形式を使用します。

serverregistration-portport-number
noserverregistration-portport-number

構文の説明 ゲートキーパーが外部サーバー接続をリッスンするポート番号。範囲は1～65535
です。デフォルトはありません。

port-number

コマンドデフォルト 登録ポートが設定されていません。

ゲートキーパーがネットワークサーバーと通信する場合は、ゲートキーパーに登録ポートを設

定する必要があります。

（注）

コマンドモード
ゲートキーパー設定 (config-gk)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが次のプラットフォームに導入されました:Cisco2500シリーズ、Cisco
2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、Cisco 7200シリーズ、および Cisco MC3810。

12.1(1)T

このコマンドが Cisco 3700シリーズに実装されました。12.2(11)T

使用上のガイドライン このコマンドを使用して、ゲートキーパーとの接続を確立するサーバーをポーリングするため

のサーバー登録ポートを設定します。

このコマンドの no形式を使用すると、このルータ上のゲートキーパーはリッスンソケットを
強制的に閉じるため、それ以上の登録を受け入れることができなくなります。ただし、ゲート

キーパーとサーバー間の既存の接続は開いたままになります。

（注）

例 次の例では、ゲートキーパーとのサーバー接続用のリスナーポートを確立します。

Router(config)# gatekeeper
Router(config-gk)# server registration-port 20000
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関連コマンド descriptionコマンド

特定の RASメッセージを指定されたサーバーに転送するための静的
サーバートリガーを設定します。

servertrigger

ゲートキーパーに設定されているトリガーを表示します。showgatekeeperservers
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server routing
Gatekeeper Transaction Message Protocol（GKTMP）サーバーに送信される回線メッセージのタ
イプを指定するには、ゲートキーパー設定モードで serverroutingコマンドを使用します。デ
フォルトに戻すには、このコマンドのno形式を使用します。

serverrouting {both | carrier | trunk-group}
noserverrouting {both | carrier | trunk-group}

構文の説明 両方のタイプの情報を GKTMPメッセージで送信します。both

GKTMPメッセージでキャリア情報のみを送信します。これはデフォルトです。carrier

GKTMPメッセージでトランクグループ情報のみを送信します。trunk-group

コマンドデフォルト Carrier

コマンドモード
ゲートキーパー設定 (config-gk)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.2(11)T

使用上のガイドライン このコマンドを使用して、キャリアおよびトランクグループメッセージをゲートキーパーか

ら GKTMPサーバーにルーティングします。

carrierキーワードは、GKTMPメッセージ内の「I」タグと「J」タグを送信します。 trunk-group
キーワードは、GKTMPメッセージ内の「P」タグと「Q」タグを送信します。bothキーワード
は両方のタグセットを送信します。

例 次の例では、ゲートキーパーからの GKTMPメッセージでトランクグループ情報を送
信できるようにします。

Router(config)# gatekeeper
Router(config-gk)# server routing trunk-group

関連コマンド descriptionコマンド

ゲートキーパーに設定されているトリガーを表示します。showgatekeeperservers
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server trigger arq
ゲートキーパーでアドミッション要求 (ARQ)トリガーを静的に設定するには、ゲートキーパー
設定モードで servertriggerarqコマンドを使用します。サブモードコマンドは、 servertriggerarq
コマンドを入力した後に使用できます。ゲートキーパー上の単一の静的トリガーを削除するに

は、このコマンドの no形式を使用します。ゲートキーパー上のすべての静的トリガーを削除
するには、このコマンドの all形式を使用します。

servertriggerarqgkid優先順位server-idserver-ip-addressserver-port

noservertriggerarqgkid優先順位server-idserver-ip-addressserver-port
noservertriggerall

構文の説明 CLIで設定されたすべてのトリガーを削除します。all

ローカルゲートキーパー識別子。gkid

各トリガーの優先度。範囲は 1～ 20です。1が最高の優先度です。優先順位

外部アプリケーションの ID番号。server-id

サーバーの IPアドレス。server-ip-address

Cisco IOSゲートキーパーが外部サーバー接続からのメッセージをリッスンす
るポート。

server-port

コマンドを入力すると、ソフトウェアは、信頼性、可用性、保守性 (RAS)メッセージに追加の
フィルタを設定できるサブモードに入ります。これらのフィルターはオプションであり、コマ

ンドラインごとに 1つずつ設定できます。

指定されたトリガーパラメータを満たすメッセージを通知としてのみ

GKTMPサーバーアプリケーションに送信すること、およびゲートキー
パーがGatekeeper TransactionMessage Protocol（GKTMP）サーバーアプリ
ケーションからの応答を待機しないことをCisco IOSゲートキーパーに指
示するために使用します。

info-only

トリガーを一時的に無効にするために使用します。ゲートキーパーは、

GKTMPサーバーアプリケーションに転送するメッセージを決定すると
きに、シャットダウン状態のトリガーを参照しません。

shutdown
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指定された宛先を含む ARQ RASメッセージを GKTMPサーバーアプリ
ケーションに送信するために使用します。以下の条件のいずれかを設定

します

• e164--宛先は E.164アドレスです。

• email-id--宛先は電子メール IDです。

• h323-id--宛先は H.323 IDです。

• value-- RASメッセージ内の宛先アドレスと比較する値。 E.164アド
レスの場合、次のワイルドカードを使用できます。

•末尾の一連のピリオド。各ピリオドは 1つの文字を表します。
•末尾のアスタリスクは 1つ以上の文字を表します。

destination-infoe164
| email-id | h323-id
値

特定のリダイレクト理由を含むARQRASメッセージをGKTMPサーバー
アプリケーションに送信するために使用します。

•理由-番号 --範囲は 0から 65535です。現在使用されている値は次の
とおりです。

• 0 --理由は不明です。
• 1 --転送コールがビジー状態、または着信側DTEがビジー状態。
• 2 --転送された通話。応答なし。
• 4 --コール偏向。
• 9 --着信側 DTEが故障しています。
• 10 --着信側 DTEによるコール転送。
• 15 --無条件のコール転送。

redirect-reason理
由-番号

コマンドデフォルト トリガーサーバーが設定されていません。

コマンドモード
ゲートキーパー設定(config-gk)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.1(1)T

このコマンドは、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、Cisco 3700シリーズ、
Cisco 7200シリーズ、および Cisco MC3810に実装されました。 irrトリガーが追加
されました。

12.2(11)T

使用上のガイドライン このコマンドとオプションのサブモードコマンドを使用して、アドミッション要求 (ARQ)静
的サーバートリガーを設定します。ゲートキーパーは、設定されたトリガー情報について、

着信ゲートウェイ ARQメッセージをチェックします。着信 ARQメッセージに指定されたト
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リガー情報が含まれている場合、ゲートキーパーは ARQメッセージを GKTMPサーバーアプ
リケーションに送信します。さらに、ゲートキーパーはプログラムされた指示に従ってメッ

セージを処理します。 ARQメッセージに指定された情報が含まれていない場合、ゲートキー
パーはメッセージを処理しますが、GKTMPサーバーアプリケーションには送信しません。

ARQメッセージにサブモードコマンドが設定されていない場合、ゲートキーパーはすべての
ARQメッセージを GKTMPサーバーアプリケーションに送信します。

ゲートキーパーが複数のトリガー条件を含む ARQトリガー登録メッセージを受信した場合、
それらの条件は「OR」条件として扱われます。つまり、着信 ARQ RASメッセージがいずれ
かの条件を満たす場合、ゲートキーパーはRASメッセージをGKTMPサーバーに送信します。

ゲートキーパーは、同じ GKTMPサーバーに対して同じ優先度を持つ 2つの ARQトリガー登
録メッセージを受信した場合、2番目の登録を保持し、最初の登録を破棄します。ゲートキー
パーは、同じGKTMPサーバーに対して異なる優先度を持つ2つのARQトリガー登録メッセー
ジを受信した場合、低い優先度の登録を使用する前に、着信 ARQメッセージを高い優先度の
登録の条件と照合します。ゲートキーパーが、同じ優先度で異なるGKTMPサーバーに対する
複数の ARQトリガー登録メッセージを受信した場合、ゲートキーパーはすべての登録を保持
します。

このコマンドのno形式は、そのトリガーで静的に設定されたすべての条件とともに、CiscoIOS
ゲートキーパーからトリガー定義を削除します。

例 次の例では、ゲートキーパー「sj.xyz.com」のトリガー登録を設定して、すべてのARQ
メッセージを GKTMPサーバー「Server-123」に送信します。

Router(config-gk)# server trigger arq sj.xyz.com 1 Server-123 1.14.93.130 1751
Router(config-gk_arqtrigger)# exit

次の例では、ゲートキーパー「alpha」に ARQトリガー登録を設定します。これによ
り、H.323 ID「3660-gw1」、電子メール ID「joe.xyz.com」、または「redirect reason 1」
を含むすべてのARQメッセージがGKTMPサーバー「Server-west」に送信されます。
その他の ARQメッセージは GKTMPサーバーアプリケーションに送信されません。

Router(config-gk)# server trigger arq alpha 1 Server-west 10.10.10.10 1751
Router(config-gk-arqtrigger)# destination-info h323-id 3660-gw1
Router(config-gk-arqtrigger)# destination-info email-id joe.xyz.com
Router(config-gk-arqtrigger)# redirect-reason 1
Router(config-gk-arqtrigger# exit

上記でゲートキーパー「alpha」に対して定義されたARQ登録メッセージが設定され、
ゲートキーパーが次のトリガー登録を受信した場合：

Router(config-gk)# server trigger arq alpha 2 Server-west 10.10.10.10 1751
Router(config-gk_arqtrigger)# destination-info e164 1800....
Router(config-gk_arqtrigger)# exit

次に、ゲートキーパー「アルファ」は、E.164アドレス 1800 (たとえば、18005551212)
をチェックする前に、すべての着信ARQメッセージで宛先H.323 ID、電子メール ID、
またはリダイレクト理由をチェックします。これらの条件のいずれかが満たされる
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と、ゲートキーパーはARQメッセージをGKTMPサーバー「Server-west」に送信しま
す。

2番目のゲートキーパー「alpha」ARQトリガー登録が優先度 2ではなく優先度 1で定
義されていた場合、2番目のサーバートリガー定義が最初のトリガー登録を上書きし
たでしょう。つまり、ゲートキーパー「alpha」は、宛先 E.164アドレスが 1800で始
まるARQメッセージのみをGKTMPサーバー「Server-west」に送信します。その他の
ARQメッセージは GKTMPサーバーに送信されません。

関連コマンド descriptionコマンド

ゲートキーパー上のサーバーリスニングポートを設定します。serverregistration-port

ゲートキーパーに設定されているトリガーを表示します。showgatekeeperservers
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server trigger brq
ゲートキーパーで帯域幅要求 (BRQ)トリガーを静的に設定するには、ゲートキーパー設定モー
ドで servertriggerbrqコマンドを使用します。サブモードコマンドは、 servertriggerbrqコマ
ンドを入力した後に使用できます。ゲートキーパー上の単一の静的トリガーを削除するには、

このコマンドの no形式を使用します。ゲートキーパー上のすべての静的トリガーを削除する
には、コマンドの all形式を使用します。

servertriggerbrqgkid優先順位server-idserver-ip-addressserver-port

noservertriggerbrqgkid優先順位server-idserver-ip-addressserver-port
noservertriggerall

構文の説明 CLIで設定されたすべてのトリガーを削除します。all

ローカルゲートキーパー識別子。gkid

各トリガーの優先度。範囲は 1～ 20です。1が最高の優先度です。優先順位

外部アプリケーションの ID番号。server-id

サーバーの IPアドレス。server-ip-address

Cisco IOSゲートキーパーが外部サーバー接続からのメッセージをリッスンす
るポート。

server-port

コマンドを入力すると、ソフトウェアは、信頼性、可用性、保守性 (RAS)メッセージに追加の
フィルタを設定できるサブモードに入ります。これらのフィルターはオプションであり、コマ

ンドラインごとに 1つずつ設定できます。

指定されたトリガーパラメータを満たすメッセージを Gatekeeper Transaction
Message Protocol（GKTMP）サーバーアプリケーションに通知としてのみ送
信し、ゲートキーパーは GKTMPサーバーアプリケーションからの応答を待
機しないようにゲートキーパーに指示するために使用します。

info-only

特定のリダイレクト理由を含む BRQ RASメッセージを GKTMPサーバーア
プリケーションに送信するために使用します。

•理由番号--範囲は 0～65535です。現在使用されている値は次のとおりで
す。

• 0 --理由は不明です。
• 1 --転送コールがビジー状態、または着信側 DTEがビジー状態。
• 2 --転送された通話。応答なし。
• 4 --コール偏向。
• 9 --着信側 DTEが故障しています。
• 10 --着信側 DTEによるコール転送。
• 15 --無条件のコール転送。

redirect-reason
理由-番号
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トリガーを一時的に無効にするために使用します。ゲートキーパーは、

GKTMPサーバーアプリケーションに転送するメッセージを決定するときに、
シャットダウン状態のトリガーを参照しません。

shutdown

コマンドデフォルト トリガーサーバーが設定されていません。

コマンドモード
ゲートキーパー設定 (config-gk)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.2(2)XB

このコマンドは、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、Cisco 3700シリーズ、
Cisco7200シリーズ、およびCiscoMC3810のプラットフォームに実装されました。
irrトリガーが追加されました。

12.2(11)T

使用上のガイドライン このコマンドとオプションのサブモードコマンドを使用して、帯域幅要求 (BRQ)静的サーバー
トリガーを設定します。ゲートキーパーは、設定されたトリガー情報について、着信ゲート

ウェイ BRQメッセージをチェックします。着信 BRQメッセージに指定されたトリガー情報
が含まれている場合、ゲートキーパーは BRQメッセージを GKTMPサーバーアプリケーショ
ンに送信します。さらに、ゲートキーパーはプログラムされた指示に従ってメッセージを処理

します。BRQメッセージに指定された情報が含まれていない場合、ゲートキーパーはメッセー
ジを処理しますが、GKTMPサーバーアプリケーションに送信しません。

BRQメッセージにサブモードコマンドが設定されていない場合、ゲートキーパーはすべての
BRQメッセージを GKTMPサーバーアプリケーションに送信します。

ゲートキーパーが複数のトリガー条件を含む BRQトリガー登録メッセージを受信した場合、
それらの条件は「OR」条件として扱われます。つまり、着信 BRQ RASメッセージがいずれ
かの条件を満たす場合、ゲートキーパーはRASメッセージをGKTMPサーバーに送信します。

ゲートキーパーは、同じ GKTMPサーバーに対して同じ優先度を持つ 2つの BRQトリガー登
録メッセージを受信した場合、2番目の登録を保持し、最初の登録を破棄します。ゲートキー
パーは、同じGKTMPサーバーに対して異なる優先度を持つ2つのBRQトリガー登録メッセー
ジを受信した場合、低い優先度の登録を使用する前に、着信 BRQメッセージを高い優先度の
登録の条件と照合します。ゲートキーパーが、優先度は同じだが GKTMPサーバーが異なる
BRQトリガー登録メッセージを複数受信した場合、ゲートキーパーはすべての登録を保持し
ます。

このコマンドのno形式は、そのトリガーで静的に設定されたすべての条件とともに、CiscoIOS
ゲートキーパーからトリガー定義を削除します。

例 次の例では、ゲートキーパー「sj.xyz.com」のトリガー登録を設定して、すべてのBRQ
メッセージを GKTMPサーバー「Server-123」に送信します。
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Router(config-gk)# server trigger brq sj.xyz.com 1 Server-123 1.14.93.130 1751
Router(config-gk_brqtrigger)# exit

次の例では、ゲートキーパー「alpha」に BRQトリガー登録を設定します。これによ
り、リダイレクト理由 1またはリダイレクト理由 2を含むすべてのBRQメッセージが
GKTMPサーバー「Server-west」に送信されます。その他のすべての BRQメッセージ
は GKTMPサーバーアプリケーションに送信されません。

Router(config-gk)# server trigger brq alpha 1 Server-west 10.10.10.10 1751
Router(config-gk-brqtrigger)# redirect-reason 1
Router(config-gk-brqtrigger)# redirect-reason 2
Router(config-gk-brqtrigger# exit

上記でゲートキーパー「alpha」に対して定義されたBRQ登録メッセージが設定され、
ゲートキーパーが次のトリガー登録を受信した場合：

Router(config-gk)# server trigger brq alpha 2 Server-west 10.10.10.10 1751
Router(config-gk_brqtrigger)# redirect-reason 10
Router(config-gk_brqtrigger)# exit

次に、ゲートキーパー「alpha」は、リダイレクト理由 10をチェックする前に、すべ
ての着信BRQメッセージでリダイレクト理由 1または 2をチェックします。これらの
条件のいずれかが満たされると、ゲートキーパーは BRQメッセージを GKTMPサー
バー「Server-west」に送信します。

2番目のゲートキーパー「alpha」BRQトリガー登録が優先度 2ではなく優先度 1で定
義されていた場合、2番目のサーバートリガー定義が最初のトリガー定義を上書きし
たでしょう。つまり、ゲートキーパー「alpha」は、リダイレクト理由 10を含む BRQ
メッセージのみをGKTMPサーバー「Server-west」に送信します。その他の BRQメッ
セージは GKTMPサーバーに送信されません。

関連コマンド descriptionコマンド

ゲートキーパー上のサーバーリスニングポートを設定します。serverregistration-port

ゲートキーパーに設定されているトリガーを表示します。showgatekeeperservers
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server trigger drq
ゲートキーパーで切断要求 (DRQ)トリガーを静的に設定するには、ゲートキーパー設定モー
ドで servertriggerdrqコマンドを使用します。サブモードコマンドは、 servertriggerdrqコマ
ンドを入力した後に使用できます。ゲートキーパー上の単一の静的トリガーを削除するには、

このコマンドの no形式を使用します。ゲートキーパー上のすべての静的トリガーを削除する
には、コマンドの all形式を使用します。

servertriggerdrqgkid優先順位server-idserver-ip-addressserver-port

noservertriggerdrqgkid優先順位server-idserver-ip-addressserver-port
noservertriggerall

構文の説明 CLIで設定されたすべてのトリガーを削除します。all

ローカルゲートキーパー識別子。gkid

各トリガーの優先度。範囲は 1～ 20です。1が最高の優先度です。優先順位

外部アプリケーションの ID番号。server-id

サーバーの IPアドレス。server-ip-address

Cisco IOSゲートキーパーが外部サーバー接続からのメッセージをリッスンす
るポート。

server-port

コマンドを入力すると、ソフトウェアは、信頼性、可用性、および保守性 (RAS)メッセージに
追加のフィルタを設定できるサブモードに入ります。これらのフィルターはオプションであ

り、コマンドラインごとに 1つずつ設定できます。

指定されたトリガーパラメータを満たすメッセージをGatekeeperTransaction
MessageProtocol（GKTMP）サーバーアプリケーションに通知としてのみ
送信し、ゲートキーパーは GKTMPサーバーアプリケーションからの応
答を待機しないようにゲートキーパーに指示するために使用します。

info-only
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指定された宛先を含む自動再送要求 (ARQ) RASメッセージを GKTMP
サーバーアプリケーションに送信するために使用します。次のいずれか

の条件を設定します。

• e164--宛先は E.164アドレスです。

• email-id--宛先は電子メール IDです。

• h323-id--宛先は H.323 IDです。

• value--RASメッセージ内の宛先アドレスと比較する値。E.164アドレ
スの場合、次のワイルドカードを使用できます。

•末尾の一連のピリオド。各ピリオドは 1つの文字を表します。
•末尾のアスタリスクは 1つ以上の文字を表します。

destination-info
e164 | email-id |
h323-id値

指定された通話情報タイプを含む ARQ RASメッセージを GKTMPサー
バーアプリケーションに送信するために使用します。以下のタイプを使

用できます。

• fax

• modem

• voice

callinfotype { fax |
modem | voice

トリガーを一時的に無効にするために使用します。ゲートキーパーは、

GKTMPサーバーアプリケーションに転送するメッセージを決定すると
きに、シャットダウン状態のトリガーを参照しません。

shutdown

コマンドデフォルト トリガーサーバーが設定されていません。

コマンドモード
ゲートキーパー設定 (config-gk)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.2(2)XB

このコマンドは、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、Cisco 3700シリーズ、
Cisco 7200シリーズ、および Cisco MC3810の各プラットフォームに実装されまし
た。

12.2(11)T

call-info-typeサブモードコマンドが追加されました。12.4(4)T

使用上のガイドライン このコマンドとオプションのサブモードコマンドを使用して、解除要求 (DRQ)静的サーバー
トリガーを設定します。ゲートキーパーは、設定されたトリガー情報について、着信ゲート

ウェイ DRQメッセージをチェックします。着信 DRQメッセージに指定されたトリガー情報
が含まれている場合、ゲートキーパーは DRQメッセージを GKTMPサーバーアプリケーショ
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ンに送信します。さらに、ゲートキーパーはプログラムされた指示に従ってメッセージを処理

します。DRQメッセージに指定された情報が含まれていない場合、ゲートキーパーはメッセー
ジを処理しますが、GKTMPサーバーアプリケーションには送信しません。

DRQメッセージにサブモードコマンドが設定されていない場合、ゲートキーパーはすべての
DRQメッセージを GKTMPサーバーアプリケーションに送信します。

ゲートキーパーが複数のトリガー条件を含む DRQトリガー登録メッセージを受信した場合、
それらの条件は「OR」条件として扱われます。つまり、着信 DRQ RASメッセージがいずれ
かの条件を満たす場合、ゲートキーパーはRASメッセージをGKTMPサーバーに送信します。

ゲートキーパーは、同じ GKTMPサーバーに対して同じ優先度を持つ 2つの DRQトリガー登
録メッセージを受信した場合、2番目の登録を保持し、最初の登録を破棄します。ゲートキー
パーは、同じGKTMPサーバーに対して異なる優先度を持つ2つのDRQトリガー登録メッセー
ジを受信した場合、低い優先度の登録を使用する前に、着信 DRQメッセージを高い優先度の
登録の条件と照合します。ゲートキーパーが、優先度は同じだがGKTMPサーバーが異なる複
数の DRQトリガー登録メッセージを受信した場合、ゲートキーパーはすべての登録を保持し
ます。

このコマンドのno形式は、トリガーの定義と、そのトリガーで静的に設定されたすべての条
件を Cisco IOSゲートキーパーから削除します。

例 次の例では、ゲートキーパー「sj.xyz.com」のトリガー登録を設定して、すべてのDRQ
メッセージを GKTMPサーバー「Server-123」に送信します。

Router(config-gk)# server trigger drq sj.xyz.com 1 Server-123 1.14.93.130 1751
Router(config-gk_drqtrigger)# exit

次の例では、ゲートキーパー「alpha」にDRQトリガー登録を設定します。ゲートキー
パー「alpha」は、H.323 ID「3660-gw1」または電子メール ID「joe.xyz.com」を含むす
べてのDRQメッセージをGKTMPサーバー「Server-west」に送信します。その他のす
べての DRQメッセージは GKTMPサーバーアプリケーションに送信されません。

Router(config-gk)# server trigger drq alpha 1 Server-west 10.10.10.10 1751
Router(config-gk-drqtrigger)# destination-info h323-id 3660-gw1
Router(config-gk-drqtrigger)# destination-info email-id joe.xyz.com
Router(config-gk-drqtrigger# exit

上記でゲートキーパー「アルファ」に対して定義されたDRQ登録メッセージが設定さ
れ、ゲートキーパーが次のトリガー登録を受信した場合:

Router(config-gk)# server trigger drq alpha 2 Server-west 10.10.10.10 1751
Router(config-gk_drqtrigger)# destination-info e164 1800....
Router(config-gk_drqtrigger)# exit

ゲートキーパー「アルファ」は、E.164アドレス1800(たとえば、18005551212)をチェッ
クする前に、すべての着信 DRQメッセージで宛先 H.323 IDまたは電子メール IDを
チェックします。これらの条件のいずれかが満たされた場合、ゲートキーパーはDRQ
メッセージを GKTMPサーバー「Server-west」に送信します。
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2番目のゲートキーパー「alpha」DRQトリガー登録が優先度 2ではなく優先度 1で定
義されていた場合、2番目のトリガー登録が最初のトリガー登録を上書きしたでしょ
う。つまり、ゲートキーパー「アルファ」は、1800で始まる宛先 E.164アドレスを含
む DRQメッセージのみを GKTMPサーバー Server-westに送信します。その他のすべ
ての DRQメッセージは GKTMPサーバーに送信されません。

関連コマンド descriptionコマンド

ゲートキーパー上のサーバーリスニングポートを設定します。serverregistration-port

ゲートキーパーに設定されているトリガーを表示します。showgatekeeperservers
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server trigger irr
ゲートキーパーで情報要求応答（IRR）トリガーを静的に設定するには、ゲートキーパー設定
モードで servertriggerirrコマンドを使用します。サブモードコマンドは、 servertriggerirrコ
マンドを入力した後に使用できます。ゲートキーパー上の単一の静的トリガーを削除するに

は、このコマンドの no形式を使用します。ゲートキーパー上のすべての静的トリガーを削除
するには、コマンドの all形式を使用します。

servertriggerirrgkid優先順位server-idserver-ip-addressserver-port

noservertriggerirrgkid優先順位server-idserver-ip-addressserver-port
noservertriggerall

構文の説明 CLIで設定されたすべてのトリガーを削除します。all

ローカルゲートキーパー識別子。gkid

各トリガーの優先度。範囲は 1～ 20です。1が最高の優先度です。優先順位

外部アプリケーションの ID番号。server-id

サーバーの IPアドレス。server-ip-address

Cisco IOSゲートキーパーが外部サーバー接続からのメッセージをリッスンす
るポート。

server-port

コマンドを入力すると、ソフトウェアは、信頼性、可用性、保守性 (RAS)メッセージに追加の
フィルタを設定できるサブモードに入ります。これらのフィルターはオプションであり、コマ

ンドラインごとに 1つずつ設定できます。

指定された宛先を含む IRR RASメッセージを GKTMPサーバーアプリ
ケーションに送信するために使用します。次のいずれかの条件を設定し

ます。

• e164--宛先は E.164アドレスです。

• email-id--宛先は電子メール IDです。

• h323-id--宛先は H.323 IDです。

• value--RASメッセージ内の宛先アドレスと比較する値。E.164アドレ
スの場合、次のワイルドカードを使用できます。

•末尾の一連のピリオド。各ピリオドは 1つの文字を表します。
•末尾のアスタリスクは 1つ以上の文字を表します。

destination-infoe164
| email-id | h323-id
値
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指定されたトリガーパラメータを満たすメッセージをGatekeeperTransaction
MessageProtocol（GKTMP）サーバーアプリケーションに通知としてのみ
送信し、ゲートキーパーは GKTMPサーバーアプリケーションからの応
答を待機しないようにゲートキーパーに指示するために使用します。

info-only

特定のリダイレクト理由を含む IRR RASメッセージを GKTMPサーバー
アプリケーションに送信するために使用します。

• reason-number--範囲は 0から 65535です。現在使用されている値は次
のとおりです。

• 0 --理由は不明です。
• 1 --転送コールがビジー状態、または着信側DTEがビジー状態。
• 2 --転送された通話。応答なし。
• 4 --コール偏向。
• 9 --着信側 DTEが故障しています。
• 10 --着信側 DTEによるコール転送。
• 15 --無条件のコール転送。

redirect-reason理
由-番号

トリガーを一時的に無効にするために使用します。ゲートキーパーは、

GKTMPサーバーアプリケーションに転送するメッセージを決定すると
きに、シャットダウン状態のトリガーを参照しません。

shutdown

コマンドデフォルト トリガーサーバーが設定されていません。

コマンドモード
ゲートキーパー設定 (config-gk)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.1(1)T

このコマンドは、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、Cisco 3700シリーズ、
Cisco 7200シリーズ、および Cisco MC3810の各プラットフォームに実装されまし
た。 irrトリガーが追加されました。

12.2(11)T

使用上のガイドライン このコマンドとオプションのサブモードコマンドを使用して、情報要求応答 (IRR)静的サー
バートリガーを設定します。ゲートキーパーは、設定されたトリガー情報について、着信ゲー

トウェイ IRRメッセージを確認します。着信 IRRメッセージに指定されたトリガー情報が含
まれている場合、ゲートキーパーは IRRメッセージを GKTMPサーバーアプリケーションに
送信します。さらに、IRRメッセージに指定された情報が含まれていない場合、ゲートキー
パーはメッセージを処理しますが、GKTMPサーバーアプリケーションに送信しません。

IRRメッセージにサブモードコマンドが設定されていない場合、ゲートキーパーはすべての
IRRメッセージを GKTMPサーバーアプリケーションに送信します。
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ゲートキーパーが複数のトリガー条件を含む IRRトリガー登録メッセージを受信した場合、そ
れらの条件は「OR」条件として扱われます。つまり、着信 IRR RASメッセージがいずれかの
条件を満たす場合、ゲートキーパーは RASメッセージを GKTMPサーバーに送信します。

ゲートキーパーは、同じGKTMPサーバーに対して同じ優先度を持つ 2つの IRRトリガー登録
メッセージを受信した場合、2番目の登録を保持し、最初の登録を破棄します。ゲートキー
パーは、同じGKTMPサーバーに対して優先度の異なる 2つの IRRトリガー登録メッセージを
受信した場合、優先度の低い登録を使用する前に、着信 IRRメッセージを優先度の高い登録の
条件と照合します。ゲートキーパーが、優先度は同じだが GKTMPサーバーが異なる複数の
IRRトリガー登録メッセージを受信した場合、ゲートキーパーはすべての登録を保持します。

このコマンドのno形式は、そのトリガーで静的に設定されたすべての条件とともに、CiscoIOS
ゲートキーパーからトリガー定義を削除します。

例 次の例では、ゲートキーパー「sj.xyz.com」のトリガー登録を設定して、すべての IRR
メッセージを GKTMPサーバー「Server-123」に送信します。

Router(config-gk)# server trigger irr sj.xyz.com 1 Server-123 1.14.93.130 1751
Router(config-gk_irrtrigger)# exit

次の例では、ゲートキーパー「alpha」に IRRトリガー登録を設定します。これによ
り、H.323 ID「3660-gw1」、電子メール ID「joe.xyz.com」、または「redirect reason 1」
を含むすべての IRRメッセージが GKTMPサーバー「Server-west」に送信されます。
その他の IRRメッセージは GKTMPサーバーアプリケーションに送信されません。

Router(config-gk)# server trigger irr alpha 1 Server-west 10.10.10.10 1751
Router(config-gk-irrtrigger)# destination-info h323-id 3660-gw1
Router(config-gk-irrtrigger)# destination-info email-id joe.xyz.com
Router(config-gk-irrtrigger)# redirect-reason 1
Router(config-gk-irrtrigger# exit

上記でゲートキーパー「アルファ」に定義された IRR登録メッセージが設定され、
ゲートキーパーが次のトリガー登録を受信した場合:

Router(config-gk)# server trigger irr alpha 2 Server-west 10.10.10.10 1751
Router(config-gk_irrtrigger)# destination-info e164 1800....
Router(config-gk_irrtrigger)# exit

次に、ゲートキーパー「アルファ」は、E.164アドレス 1800 (たとえば、18005551212)
をチェックする前に、すべての着信 IRRメッセージで宛先H.323 ID、電子メール ID、
またはリダイレクト理由をチェックします。これらの条件のいずれかが満たされる

と、ゲートキーパーは IRRメッセージを GKTMPサーバー「Server-west」に送信しま
す。

2番目のゲートキーパー「alpha」IRRトリガー登録が優先度 2ではなく優先度 1で定
義されていた場合、2番目のサーバートリガー定義が最初のトリガー定義を上書きし
ていたでしょう。つまり、ゲートキーパー「alpha」は、1800で始まる宛先E.164アド
レスを含む IRRメッセージのみを GKTMPサーバー「Server-west」に送信します。そ
の他のすべての IRRメッセージは GKTMPサーバーに送信されません。
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関連コマンド descriptionコマンド

ゲートキーパー上のサーバーリスニングポートを設定します。serverregistration-port

ゲートキーパーに設定されているトリガーを表示します。showgatekeeperservers
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server trigger lcf
ゲートキーパーでロケーション確認 (LCF)トリガーを静的に設定するには、ゲートキーパー設
定モードで servertriggerlcfコマンドを使用します。サブモードコマンドは、 servertriggerlcf
コマンドを入力した後に使用できます。ゲートキーパー上の単一の静的トリガーを削除するに

は、このコマンドの no形式を使用します。ゲートキーパー上のすべての静的トリガーを削除
するには、コマンドの all形式を使用します。

servertriggerlcfgkid優先順位server-idserver-ip-addressserver-port

noservertriggerlcfgkid優先順位server-idserver-ip-addressserver-port
noservertriggerall

構文の説明 CLIで設定されたすべてのトリガーを削除します。all

ローカルゲートキーパー識別子。gkid

各トリガーの優先度。範囲は 1～ 20です。1が最高の優先度です。優先順位

外部アプリケーションの ID番号。server-id

サーバーの IPアドレス。server-ip-address

Cisco IOSゲートキーパーが外部サーバー接続からのメッセージをリッスンす
るポート。

server-port

コマンドを入力すると、ソフトウェアは RASメッセージに追加のフィルタを設定できるサブ
モードに入ります。これらのフィルターはオプションであり、コマンドラインごとに 1つず
つ設定できます。

指定された宛先を含む LCF RASメッセージを GKTMPサーバーアプ
リケーションに送信するために使用します。次のいずれかの条件を設

定します。

• e164--宛先は E.164アドレスです。

• email-id--宛先は電子メール IDです。

• h323-id--宛先は H.323 IDです。

• value--RASメッセージ内の宛先アドレスと比較する値。 E.164ア
ドレスの場合、次のワイルドカードを使用できます。

•末尾の一連のピリオド。各ピリオドは1つの文字を表します。
•末尾のアスタリスクは 1つ以上の文字を表します。

destination-info e164 |
email-id | h323-id値
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指定されたトリガーパラメータを満たすメッセージを Gatekeeper
Transaction Message Protocol（GKTMP）サーバーアプリケーションに
通知としてのみ送信し、ゲートキーパーは GKTMPサーバーアプリ
ケーションからの応答を待機しないようにゲートキーパーに指示する

ために使用します。

info-only

指定されたリモート拡張アドレスを含むLCFRASメッセージをGKTMP
サーバーアプリケーションに送信するために使用します。

• e164--リモート内線アドレスは E.164アドレスです。

• value-- RASメッセージ内の宛先アドレスと比較する値。次のワ
イルドカードを使用できます。

•末尾の一連のピリオド。各ピリオドは1つの文字を表します。
•末尾のアスタリスクは 1つ以上の文字を表します。

remote-ext-addresse164
値

トリガーを一時的に無効にするために使用します。ゲートキーパー

は、GKTMPサーバーアプリケーションに転送するメッセージを決定
するときに、シャットダウン状態のトリガーを参照しません。

shutdown

コマンドデフォルト トリガーサーバーが設定されていません。

コマンドモード
ゲートキーパー設定 (config-gk)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.1(1)T

このコマンドは、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、Cisco 3700シリーズ、
Cisco 7200シリーズ、および Cisco MC3810の各プラットフォームに実装されまし
た。 irrトリガーが追加されました。

12.2(11)T

使用上のガイドライン このコマンドとオプションのサブモードコマンドを使用して、ロケーション確認 (LCF)静的
サーバートリガーを設定します。ゲートキーパーは、設定されたトリガー情報について、着

信ゲートウェイ LCFメッセージをチェックします。着信 LCFメッセージに指定されたトリ
ガー情報が含まれている場合、ゲートキーパーは LCFメッセージを GKTMPサーバーアプリ
ケーションに送信します。さらに、ゲートキーパーはプログラムされた指示に従ってメッセー

ジを処理します。 LCFメッセージに指定された情報が含まれていない場合、ゲートキーパー
はメッセージを処理しますが、GKTMPサーバーアプリケーションには送信しません。

LCFメッセージにサブモードコマンドが設定されていない場合、ゲートキーパーはすべての
LCFメッセージを GKTMPサーバーアプリケーションに送信します。
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ゲートキーパーが複数のトリガー条件を含む LCFトリガー登録メッセージを受信した場合、
それらの条件は「OR」条件として扱われます。つまり、着信LCFRASメッセージがいずれか
の条件を満たす場合、ゲートキーパーは RASメッセージを GKTMPサーバーに送信します。

ゲートキーパーは、同じ GKTMPサーバーに対して同じ優先度を持つ 2つの LCFトリガー登
録メッセージを受信した場合、2番目の登録を保持し、最初の登録を破棄します。ゲートキー
パーは、同じ GKTMPサーバーに対して優先度の異なる 2つの LCFトリガー登録メッセージ
を受信した場合、優先度の低い登録を使用する前に、着信 LCFメッセージを優先度の高い登
録の条件と照合します。ゲートキーパーが、優先度は同じだがGKTMPサーバーが異なる複数
の LCFトリガー登録メッセージを受信した場合、ゲートキーパーはすべての登録を保持しま
す。

このコマンドのno形式は、そのトリガーで静的に設定されたすべての条件とともに、CiscoIOS
ゲートキーパーからトリガー定義を削除します。

例 次の例では、ゲートキーパー「sj.xyz.com」のトリガー登録を設定して、すべてのLCF
メッセージを GKTMPサーバー「Server-123」に送信します。

Router(config-gk)# server trigger lcf sj.xyz.com 1 Server-123 1.14.93.130 1751
Router(config-gk_lcftrigger)# exit

次の例では、ゲートキーパー「alpha」に LCFトリガー登録を設定し、H.323 ID
「3660-gw1」、電子メール ID joe.xyz.com、または 1408で始まるリモート拡張アドレ
スを含むすべての LCFメッセージを GKTMPサーバー「Server-west」に送信します。
その他のすべてのLCFメッセージはGKTMPサーバーアプリケーションに送信されま
せん。

Router(config-gk)# server trigger lcf alpha 1 Server-west 10.10.10.10 1751
Router(config-gk-lcftrigger)# destination-info h323-id 3660-gw1
Router(config-gk-lcftrigger)# destination-info email-id joe.xyz.com
Router(config-gk-lcftrigger)# remote-ext-address e164 1408....
Router(config-gk-lcftrigger# exit

上記でゲートキーパー「アルファ」に対して定義されたLCF登録メッセージが設定さ
れ、ゲートキーパーが次のトリガー登録を受信した場合:

Router(config-gk)# server trigger lcf alpha 2 Server-west 10.10.10.10 1751
Router(config-gk_lcftrigger)# remote-ext-address e164 1800....
Router(config-gk_lcftrigger)# exit

ゲートキーパー「アルファ」は、リモート内線アドレス1800 (たとえば、18005551212)
をチェックする前に、すべての着信LCFメッセージで宛先H.323 ID、電子メール ID、
またはリモート内線アドレス 1408をチェックします。これらの条件のいずれかが満
たされると、ゲートキーパーは LCFメッセージを GKTMPサーバー「Server-west」に
送信します。

2番目のゲートキーパー「アルファ」LCFトリガー登録が優先度 2ではなく優先度 1
で定義されていた場合、2番目のトリガー登録によって最初のトリガー登録が上書き
されます。つまり、ゲートキーパー「alpha」は、1800で始まるリモート拡張アドレ
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スE.164を含むLCFメッセージのみをGKTMPサーバー「Server-west」に送信します。
その他のすべての LCFメッセージは GKTMPサーバーに送信されません。

関連コマンド descriptionコマンド

ゲートキーパー上のサーバーリスニングポートを設定します。serverregistration-port

ゲートキーパーに設定されているトリガーを表示します。showgatekeeperservers
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server trigger lrj
ゲートキーパーでロケーション拒否 (LRJ)トリガーを静的に設定するには、ゲートキーパー設
定モードで servertriggerlrjコマンドを使用します。サブモードコマンドは、 servertriggerlrj
コマンドを入力した後に使用できます。ゲートキーパー上の単一の静的トリガーを削除するに

は、このコマンドの no形式を使用します。ゲートキーパー上のすべての静的トリガーを削除
するには、コマンドの all形式を使用します。

servertriggerlrjgkid優先順位server-idserver-ip-addressserver-port

noservertriggerlrjgkid優先順位server-idserver-ip-addressserver-port
noservertriggerall

構文の説明 CLIで設定されたすべてのトリガーを削除します。all

ローカルゲートキーパー識別子。gkid

各トリガーの優先度。範囲は 1～ 20です。1が最高の優先度です。優先順位

外部アプリケーションの ID番号。server-id

サーバーの IPアドレス。server-ip-address

ゲートキーパーが外部サーバー接続からのメッセージをリッスンするポート。server-port

コマンドを入力すると、ソフトウェアは、信頼性、可用性、保守性 (RAS)メッセージに追加の
フィルタを設定できるサブモードに入ります。これらのフィルターはオプションであり、コマ

ンドラインごとに 1つずつ設定できます。

指定された宛先を含む LRJ RASメッセージをGKTMPサーバーアプリケー
ションに送信するために使用します。次のいずれかの条件を設定します。

• e164--宛先は E.164アドレスです。

• email-id--宛先は電子メール IDです。

• h323-id--宛先は H.323 IDです。

• value--RASメッセージ内の宛先アドレスと比較する値。 E.164アドレ
スの場合、次のワイルドカードを使用できます。

•末尾の一連のピリオド。各ピリオドは 1つの文字を表します。
•末尾のアスタリスクは 1つ以上の文字を表します。

destination-info
e164 | email-id |
h323-id値

指定されたトリガーパラメータを満たすメッセージをGatekeeperTransaction
MessageProtocol（GKTMP）サーバーアプリケーションに通知としてのみ送
信し、ゲートキーパーは GKTMPサーバーアプリケーションからの応答を
待機しないようにゲートキーパーに指示するために使用します。

info-only
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トリガーを一時的に無効にするために使用します。ゲートキーパーは、

GKTMPサーバーアプリケーションに転送するメッセージを決定するとき
に、シャットダウン状態のトリガーを参照しません。

shutdown

コマンドデフォルト トリガーサーバーが設定されていません。

コマンドモード
ゲートキーパー設定 (config-gk)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.1(1)T

このコマンドは、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、Cisco 3700シリーズ、
Cisco 7200シリーズ、および Cisco MC3810の各プラットフォームに実装されまし
た。

12.2(11)T

使用上のガイドライン このコマンドとオプションのサブモードコマンドを使用して、ロケーション拒否 (LRJ)静的
サーバートリガーを設定します。ゲートキーパーは、設定されたトリガー情報について、着

信ゲートウェイLRJメッセージをチェックします。着信LRJメッセージに指定されたトリガー
情報が含まれている場合、ゲートキーパーは LRJメッセージを GKTMPサーバーアプリケー
ションに送信します。さらに、ゲートキーパーはプログラムされた指示に従ってメッセージを

処理します。LRJメッセージに指定された情報が含まれていない場合、ゲートキーパーはメッ
セージを処理しますが、GKTMPサーバーアプリケーションに送信しません。

LRJメッセージにサブモードコマンドが設定されていない場合、ゲートキーパーはすべての
LRJメッセージを GKTMPサーバーアプリケーションに送信します。

ゲートキーパーが複数のトリガー条件を含むLRJトリガー登録メッセージを受信した場合、そ
れらの条件は「OR」条件として扱われます。つまり、着信 LRJ RASメッセージがいずれかの
条件を満たす場合、ゲートキーパーは RASメッセージを GKTMPサーバーに送信します。

ゲートキーパーは、同じGKTMPサーバーに対して同じ優先度を持つ 2つのLRJトリガー登録
メッセージを受信した場合、2番目の登録を保持し、最初の登録を破棄します。ゲートキー
パーは、同じGKTMPサーバーに対して異なる優先度を持つ 2つのLRJトリガー登録メッセー
ジを受信した場合、低い優先度の登録を使用する前に、着信LRJメッセージを高い優先度の登
録の条件と照合します。ゲートキーパーは、優先度は同じだがGKTMPサーバーが異なる複数
の LRJトリガー登録メッセージを受信した場合、ゲートキーパーはすべての登録を保持しま
す。

このコマンドのno形式は、そのトリガーで静的に設定されたすべての条件とともに、CiscoIOS
ゲートキーパーからトリガー定義を削除します。

例 次の例では、ゲートキーパー「sj.xyz.com」のトリガー登録を設定して、すべてのLRJ
メッセージを GKTMPサーバー「Server-123」に送信します。
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Router(config-gk)# server trigger lrj sj.xyz.com 1 Server-123 1.14.93.130 1751
Router(config-gk_lrjtrigger)# exit

次の例では、ゲートキーパー「alpha」に LRJトリガー登録を設定し、H.323 ID
「3660-gw1」またはメール ID joe.xyz.comを含むすべての LRJメッセージを GKTMP
サーバー「Server-west」に送信します。その他のすべての LRJメッセージは GKTMP
サーバーアプリケーションに送信されません。

Router(config-gk)# server trigger lrj alpha 1 Server-west 10.10.10.10 1751
Router(config-gk-lrjtrigger)# destination-info h323-id 3660-gw1
Router(config-gk-lrjtrigger)# destination-info email-id joe.xyz.com
Router(config-gk-lrjtrigger# exit

上記でゲートキーパー「alpha」に対して定義されたLRJ登録メッセージが設定され、
ゲートキーパーが次のトリガー登録を受信した場合：

Router(config-gk)# server trigger lrj alpha 2 Server-west 10.10.10.10 1751
Router(config-gk_lrjtrigger)# destination-info e164 1800....
Router(config-gk_lrjtrigger)# exit

ゲートキーパー「アルファ」は、E.164アドレス1800(たとえば、18005551212)をチェッ
クする前に、すべての着信 LRJメッセージで宛先 H.323 IDまたは電子メール IDを
チェックします。これらの条件のいずれかが満たされた場合、ゲートキーパーは LRJ
メッセージを GKTMPサーバー「Server-west」に送信します。

2番目のゲートキーパー「alpha」LRJトリガー登録が優先度 2ではなく優先度 1で定
義されていた場合、2番目のトリガー登録が最初のトリガー登録を上書きしていたで
しょう。つまり、ゲートキーパー「alpha」は、宛先 E.164アドレスが 1800で始まる
LRJメッセージのみを GKTMPサーバー「Server-west」に送信します。その他のすべ
ての LRJメッセージは GKTMPサーバーに送信されません。

関連コマンド descriptionコマンド

ゲートキーパー上のサーバーリスニングポートを設定します。serverregistration-port

ゲートキーパーに設定されているトリガーを表示します。showgatekeeperservers
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server trigger lrq
ゲートキーパーでロケーション要求 (LRQ)トリガーを静的に設定するには、ゲートキーパー設
定モードで servertriggerlrqコマンドを使用します。サブモードコマンドは、 servertriggerlrq
コマンドを入力した後に使用できます。ゲートキーパー上の単一の静的トリガーを削除するに

は、このコマンドの no形式を使用します。ゲートキーパー上のすべての静的トリガーを削除
するには、コマンドの all形式を使用します。

servertriggerlrqgkid優先順位server-idserver-ip-addressserver-port

noservertriggerlrqgkid優先順位server-idserver-ip-addressserver-port
noservertriggerall

構文の説明 CLIで設定されたすべてのトリガーを削除します。all

ローカルゲートキーパー識別子。gkid

各トリガーの優先度。範囲は 1～ 20です。1が最高の優先度です。優先順位

外部アプリケーションの ID番号。server-id

サーバーの IPアドレス。server-ip-address

Cisco IOSゲートキーパーが外部サーバー接続からのメッセージをリッスンす
るポート。

server-port

コマンドを入力すると、ソフトウェアは、信頼性、可用性、保守性 (RAS)メッセージに追加の
フィルタを設定できるサブモードに入ります。これらのフィルターはオプションであり、コマ

ンドラインごとに 1つずつ設定できます。

指定された宛先を含むLRQRASメッセージをGKTMPサーバーアプリケー
ションに送信するために使用します。次のいずれかの条件を設定します。

• e164--宛先は E.164アドレスです。

• email-id--宛先は電子メール IDです。

• h323-id--宛先は H.323 IDです。

• value--RASメッセージ内の宛先アドレスと比較する値。 E.164アドレ
スの場合、次のワイルドカードを使用できます。

•末尾の一連のピリオド。各ピリオドは 1つの文字を表します。
•末尾のアスタリスクは 1つ以上の文字を表します。

destination-info
e164 | email-id |
h323-id値

指定されたトリガーパラメータを満たすメッセージをGatekeeperTransaction
MessageProtocol（GKTMP）サーバーアプリケーションに通知としてのみ送
信し、ゲートキーパーは GKTMPサーバーアプリケーションからの応答を
待機しないようにゲートキーパーに指示するために使用します。

info-only
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特定のリダイレクト理由を含む LRQ RASメッセージを GKTMPサーバー
アプリケーションに送信するために使用します。

• reason-number--範囲は 0から 65535です。現在使用されている値は次の
とおりです。

• 0 --理由は不明です。
• 1 --転送コールがビジー状態、または着信側 DTEがビジー状態。
• 2 --転送された通話。応答なし。
• 4 --コール偏向。
• 9 --着信側 DTEが故障しています。
• 10 --着信側 DTEによるコール転送。
• 15 --無条件のコール転送。

redirect-reason理
由-番号

トリガーを一時的に無効にするために使用します。ゲートキーパーは、

GKTMPサーバーアプリケーションに転送するメッセージを決定するとき
に、シャットダウン状態のトリガーを参照しません。

shutdown

コマンドデフォルト トリガーサーバーが設定されていません。

コマンドモード
ゲートキーパー設定 (config-gk)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.1(1)T

このコマンドは、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、Cisco 3700シリーズ、
Cisco 7200シリーズ、および Cisco MC3810の各プラットフォームに実装されまし
た。

12.2(11)T

使用上のガイドライン このコマンドとオプションのサブモードコマンドを使用して、ロケーション要求 (LRQ)静的
サーバートリガーを設定します。ゲートキーパーは、設定されたトリガー情報について、着

信ゲートウェイ LRQメッセージをチェックします。着信 LRQメッセージに指定されたトリ
ガー情報が含まれている場合、ゲートキーパーは LRQメッセージを GKTMPサーバーアプリ
ケーションに送信します。さらに、ゲートキーパーはプログラムされた指示に従ってメッセー

ジを処理します。 LRQメッセージに指定された情報が含まれていない場合、ゲートキーパー
はメッセージを処理しますが、GKTMPサーバーアプリケーションには送信しません。

LRQメッセージにサブモードコマンドが設定されていない場合、ゲートキーパーはすべての
LRQメッセージを GKTMPサーバーアプリケーションに送信します。

ゲートキーパーが複数のトリガー条件を含む LRQトリガー登録メッセージを受信した場合、
それらの条件は「OR」条件として扱われます。つまり、着信 LRQ RASメッセージがいずれ
かの条件を満たす場合、ゲートキーパーはRASメッセージをGKTMPサーバーに送信します。
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ゲートキーパーは、同じ GKTMPサーバーに対して同じ優先度を持つ 2つの LRQトリガー登
録メッセージを受信した場合、2番目の登録を保持し、最初の登録を破棄します。ゲートキー
パーは、同じGKTMPサーバーに対して異なる優先度を持つ2つのLRQトリガー登録メッセー
ジを受信した場合、低い優先度の登録を使用する前に、着信 LRQメッセージを高い優先度の
登録の条件と照合します。ゲートキーパーが、優先度は同じだが GKTMPサーバーが異なる
LRQトリガー登録メッセージを複数受信した場合、ゲートキーパーはすべての登録を保持しま
す。

コマンドの no形式は、そのトリガーで静的に設定されたすべての条件とともに、Cisco IOS
ゲートキーパーからトリガー定義を削除します。

例 次の例では、ゲートキーパー「sj.xyz.com」のトリガー登録を設定して、すべてのLRQ
メッセージを GKTMPサーバー「Server-123」に送信します。

Router(config-gk)# server trigger lrq sj.xyz.com 1 Server-123 1.14.93.130 1751
Router(config-gk_lrqtrigger)# exit

次の例では、ゲートキーパー「alpha」に LRQトリガー登録を設定します。これによ
り、H.323 ID「3660-gw1」、電子メール ID joe.xyz.com、またはリダイレクト理由 1を
含むすべての LRQメッセージが GKTMPサーバー「Server-west」に送信されます。そ
の他の LRQメッセージは GKTMPサーバーアプリケーションに送信されません。

Router(config-gk)# server trigger lrq alpha 1 Server-west 10.10.10.10 1751
Router(config-gk-lrqtrigger)# destination-info h323-id 3660-gw1
Router(config-gk-lrqtrigger)# destination-info email-id joe.xyz.com
Router(config-gk-lrqtrigger)# redirect-reason 1
Router(config-gk-lrqtrigger# exit

上記でゲートキーパー「alpha」に対して定義されたLRQ登録メッセージが設定され、
ゲートキーパーが次のトリガー登録を受信した場合：

Router(config-gk)# server trigger lrq alpha 2 Server-west 10.10.10.10 1751
Router(config-gk_lrqtrigger)# destination-info e164 1800....
Router(config-gk_lrqtrigger)# exit

ゲートキーパー「アルファ」は、E.164アドレス1800(たとえば、18005551212)をチェッ
クする前に、すべての着信 LRQメッセージで宛先 H.323 ID、電子メール ID、または
リダイレクト理由をチェックします。これらの条件のいずれかが満たされた場合、

ゲートキーパーは LRQメッセージを GKTMPサーバー「Server-west」に送信します。

2番目のゲートキーパー「alpha」LRQトリガー登録が優先度 2ではなく優先度 1で定
義されていた場合、2番目のサーバートリガー定義が最初のトリガー定義を上書きし
たでしょう。つまり、ゲートキーパー「alpha」は、1800で始まる宛先E.164アドレス
を含む LRQメッセージのみを GKTMPサーバー「Server-west」に送信します。その他
のすべての LRQメッセージは GKTMPサーバーに送信されません。

関連コマンド descriptionコマンド

ゲートキーパー上のサーバーリスニングポートを設定します。serverregistration-port
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descriptionコマンド

ゲートキーパーに設定されているトリガーを表示します。showgatekeeperservers
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server trigger rai
ゲートキーパーでリソース使用可能インジケータ (RAI)トリガーを静的に設定するには、ゲー
トキーパー設定モードで servertriggerraiコマンドを使用します。サブモードコマンドは、
servertriggerraiコマンドを入力した後に使用できます。ゲートキーパー上の単一の静的トリ
ガーを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。ゲートキーパー上のすべての静
的トリガーを削除するには、コマンドの all形式を使用します。

servertriggerraigkid優先順位server-idserver-ip-addressserver-port

noservertriggerraigkid優先順位server-idserver-ip-addressserver-port
noservertriggerall

構文の説明 CLIで設定されたすべてのトリガーを削除します。all

ローカルゲートキーパー識別子。gkid

各トリガーの優先度。範囲は 1～ 20です。1が最高の優先度です。優先順位

外部アプリケーションの ID番号。server-id

サーバーの IPアドレス。server-ip-address

Cisco IOSゲートキーパーが外部サーバー接続からのメッセージをリッスンす
るポート。

server-port

コマンドを入力すると、ソフトウェアは、信頼性、可用性、保守性 (RAS)メッセージに追加の
フィルタを設定できるサブモードに入ります。これらのフィルターはオプションであり、コマ

ンドラインごとに 1つずつ設定できます。

特定のエンドポイントタイプを含むRAIRASメッセージをGKTMPサーバー
アプリケーションに送信するために使用します。

• value：RASメッセージ内のエンドポイントタイプと比較する基準となる
値。有効なエンドポイントタイプは次のとおりです。

• gatekeeper--エンドポイントは H.323ゲートキーパーです。
• h320-gateway--エンドポイントは H.320ゲートウェイです。
• mcu--エンドポイントは、マルチポイントコントロールユニット
(MCU)です。

• other-gateway--エンドポイントは、このリストに指定されていない
別の種類のゲートウェイです。

• proxy--エンドポイントは H.323プロキシです。
• terminal--エンドポイントは H.323端末です。
• voice-gateway--エンドポイントは音声ゲートウェイです。

endpoint-type値
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指定されたトリガーパラメータを満たすメッセージを Gatekeeper Transaction
Message Protocol（GKTMP）サーバーアプリケーションに通知としてのみ送
信し、ゲートキーパーはGKTMPサーバーアプリケーションからの応答を待
機しないようにゲートキーパーに指示するために使用します。

info-only

トリガーを一時的に無効にするために使用します。ゲートキーパーは、

GKTMPサーバーアプリケーションに転送するメッセージを決定するとき
に、シャットダウン状態のトリガーを参照しません。

shutdown

特定のサポートされているプレフィックスを含む RAI RASメッセージを
GKTMPサーバーアプリケーションに送信するために使用します。

• value--RASメッセージでサポートされているプレフィックスと比較する
値。可能な値は、ゲートウェイテクノロジーのプレフィックスとして

使用される任意の E.164パターンです。値文字列には、次のいずれかを
含めることができます: 0123456789#*。

supported-prefix
値

コマンドデフォルト トリガーサーバーが設定されていません。

コマンドモード
ゲートキーパー設定 (config-gk)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.1(1)T

このコマンドは、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、Cisco 3700シリーズ、
Cisco 7200シリーズ、および Cisco MC3810の各プラットフォームに実装されまし
た。 irrトリガーが追加されました。

12.2(11)T

使用上のガイドライン このコマンドとオプションのサブモードコマンドを使用して、リソース使用可能インジケータ

(RAI)の静的サーバートリガーを設定します。ゲートキーパーは、設定されたトリガー情報に
ついて、着信ゲートウェイ RAIメッセージをチェックします。着信 RAIメッセージに指定さ
れたトリガー情報が含まれている場合、ゲートキーパーはRAIメッセージをGKTMPサーバー
アプリケーションに送信します。さらに、ゲートキーパーはプログラムされた指示に従って

メッセージを処理します。 RAIメッセージに指定された情報が含まれていない場合、ゲート
キーパーはメッセージを処理しますが、GKTMPサーバーアプリケーションには送信しませ
ん。

RAIメッセージにサブモードコマンドが設定されていない場合、ゲートキーパーはすべての
RAIメッセージを GKTMPサーバーアプリケーションに送信します。

ゲートキーパーが複数のトリガー条件を含むRAIトリガー登録メッセージを受信した場合、そ
れらの条件は「OR」条件として扱われます。つまり、着信RAIRASメッセージがいずれかの
条件を満たす場合、ゲートキーパーは RASメッセージを GKTMPサーバーに送信します。
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ゲートキーパーは、同じGKTMPサーバーに対して同じ優先度を持つ 2つのRAIトリガー登録
メッセージを受信した場合、2番目の登録を保持し、最初の登録を破棄します。ゲートキー
パーは、同じGKTMPサーバーに対して優先度の異なる 2つのRAIトリガー登録メッセージを
受信した場合、優先度の低い登録を使用する前に、着信RAIメッセージを優先度の高い登録の
条件と照合します。ゲートキーパーは、優先度は同じだが GKTMPサーバーが異なる複数の
RAIトリガー登録メッセージを受信した場合、すべての登録を保持します。

このコマンドのno形式は、そのトリガーで静的に設定されたすべての条件とともに、CiscoIOS
ゲートキーパーからトリガー定義を削除します。

例 次の例では、ゲートキーパー「sj.xyz.com」のトリガー登録を設定して、すべてのRAI
メッセージを GKTMPサーバー「Server-123」に送信します。

Router(config-gk)# server trigger rai sj.xyz.com 1 Server-123 1.14.93.130 1751
Router(config-gk_raitrigger)# exit

次の例では、ゲートキーパー「alpha」に RAIトリガー登録を設定します。これによ
り、MCUエンドポイント、H.323プロキシエンドポイント、またはサポートされてい
るプレフィックス1#を含むすべてのRAIメッセージがGKTMPサーバー「Server-west」
に送信されます。その他のすべてのRAIメッセージはGKTMPサーバーに送信されま
せん。

Router(config-gk)# server trigger rai alpha 1 Server-west 10.10.10.10 1751
Router(config-gk-raitrigger)# endpoint-type mcu
Router(config-gk-raitrigger)# endpoint-type proxy
Router(config-gk-raitrigger)# supported-prefix 1#
Router(config-gk-raitrigger# exit

上記でゲートキーパー「アルファ」に対して定義された RAI登録メッセージが設定さ
れ、ゲートキーパーが次のトリガー登録を受信した場合:

Router(config-gk)# server trigger rai alpha 2 Server-west 10.10.10.10 1751
Router(config-gk_raitrigger)# supported-prefix 1234*
Router(config-gk_raitrigger)# exit

次に、ゲートキーパー「アルファ」は、サポートされているプレフィックス 1234*を
チェックする前に、MCUまたは H.323プロキシエンドポイントまたはサポートされ
ているプレフィックス 1#のすべての着信 RAIメッセージをチェックします。これら
の条件のいずれかが満たされると、ゲートキーパーは RAIメッセージを GKTMPサー
バー「Server-west」に送信します。

2番目のゲートキーパー「アルファ」RAIトリガー登録が優先度 2ではなく優先度 1
で定義されていた場合、2番目のトリガー登録が最初のトリガー登録を上書きしてい
たでしょう。つまり、ゲートキーパー「alpha」は、サポートされているプレフィック
ス 1234*を含むRAIメッセージのみをGKTMPサーバー「Server-west」に送信します。
その他のすべての RAIメッセージは GKTMPサーバーに送信されません。
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関連コマンド descriptionコマンド

ゲートキーパー上のサーバーリスニングポートを設定します。serverregistration-port

ゲートキーパーに設定されているトリガーを表示します。showgatekeeperservers
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server trigger rrq
ゲートキーパーで登録要求 (RRQ)トリガーを静的に設定するには、ゲートキーパー設定モード
で servertriggerrrqコマンドを使用します。サブモードコマンドは、 servertriggerrrqコマン
ドを入力した後に使用できます。ゲートキーパー上の単一の静的トリガーを削除するには、こ

のコマンドの no形式を使用します。ゲートキーパー上のすべての静的トリガーを削除するに
は、コマンドの all形式を使用します。

servertriggerrrqgkid優先順位server-idserver-ip-addressserver-port

noservertriggerrrqgkid優先順位server-idserver-ip-addressserver-port
noservertriggerall

構文の説明 CLIで設定されたすべてのトリガーを削除します。all

ローカルゲートキーパー識別子。gkid

各トリガーの優先度。範囲は 1～ 20です。1が最高の優先度です。優先順位

外部アプリケーションの ID番号。server-id

サーバーの IPアドレス。server-ip-address

Cisco IOSゲートキーパーが外部サーバー接続からのメッセージをリッスンす
るポート。

server-port

コマンドを入力すると、ソフトウェアは、信頼性、可用性、保守性 (RAS)メッセージに追加の
フィルタを設定できるサブモードに入ります。これらのフィルターはオプションであり、コマ

ンドラインごとに 1つずつ設定できます。

特定のエンドポイントタイプを含む RRQ RASメッセージを GKTMPサー
バーアプリケーションに送信するために使用します。

• value--RASメッセージのエンドポイントタイプを比較する値。有効な
エンドポイントタイプは次のとおりです。

• gatekeeper--エンドポイントは H.323ゲートキーパーです。
• h320-gateway--エンドポイントは H.320ゲートウェイです。
• mcu--エンドポイントは、マルチポイントコントロールユニット
(MCU)です。

• other-gateway--エンドポイントは、このリストに指定されていない
別の種類のゲートウェイです。

• proxy--エンドポイントは H.323プロキシです。
• terminal--エンドポイントは H.323端末です。
• voice-gateway--エンドポイントは音声ゲートウェイです。

endpoint-type値

Cisco IOS音声コマンドリファレンス - Sコマンド
84

sccp through service-type call-check
server trigger rrq



指定されたトリガーパラメータを満たすメッセージを Gatekeeper Transaction
Message Protocol（GKTMP）サーバーアプリケーションに通知としてのみ送
信し、ゲートキーパーはGKTMPサーバーアプリケーションからの応答を待
機しないようにゲートキーパーに指示するために使用します。

info-only

トリガーを一時的に無効にするために使用します。ゲートキーパーは、

GKTMPサーバーアプリケーションに転送するメッセージを決定するとき
に、シャットダウン状態のトリガーを参照しません。

shutdown

特定のサポートされているプレフィックスを含む RRQ RASメッセージを
GKTMPサーバーアプリケーションに送信するために使用します。

• value--RASメッセージでサポートされているプレフィックスと比較する
値。可能な値は、ゲートウェイテクノロジーのプレフィックスとして

使用される任意の E.164パターンです。値文字列には、次のいずれかを
含めることができます: 0123456789#*。

supported-prefix
値

コマンドデフォルト トリガーサーバーが設定されていません。

コマンドモード
ゲートキーパー設定 (config-gk)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.1(1)T

このコマンドは、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、Cisco 3700シリーズ、
Cisco 7200シリーズ、および Cisco MC3810の各プラットフォームに実装されまし
た。

12.2(11)T

使用上のガイドライン このコマンドとオプションのサブモードコマンドを使用して、登録要求 (RRQ)静的サーバー
トリガーを設定します。ゲートキーパーは、設定されたトリガー情報について、着信ゲート

ウェイ RRQメッセージをチェックします。着信 RRQメッセージに指定されたトリガー情報
が含まれている場合、ゲートキーパーは RRQメッセージを GKTMPサーバーアプリケーショ
ンに送信します。さらに、ゲートキーパーはプログラムされた指示に従ってメッセージを処理

します。RRQメッセージに指定された情報が含まれていない場合、ゲートキーパーはメッセー
ジを処理しますが、GKTMPサーバーアプリケーションには送信しません。

RRQメッセージにサブモードコマンドが設定されていない場合、ゲートキーパーはすべての
RRQメッセージを GKTMPサーバーアプリケーションに送信します。

ゲートキーパーが複数のトリガー条件を含む RRQトリガー登録メッセージを受信した場合、
それらの条件は「OR」条件として扱われます。つまり、着信 RRQ RASメッセージがいずれ
かの条件を満たす場合、ゲートキーパーはRASメッセージをGKTMPサーバーに送信します。
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ゲートキーパーは、同じ GKTMPサーバーに対して同じ優先度を持つ 2つの RRQトリガー登
録メッセージを受信した場合、2番目の登録を保持し、最初の登録を破棄します。ゲートキー
パーは、同じGKTMPサーバーに対して異なる優先度を持つ2つのRRQトリガー登録メッセー
ジを受信した場合、低い優先度の登録を使用する前に、着信 RRQメッセージを高い優先度の
登録の条件と照合します。ゲートキーパーが、優先度は同じだが GKTMPサーバーが異なる
RRQトリガー登録メッセージを複数受信した場合、ゲートキーパーはすべての登録を保持し
ます。

このコマンドのno形式は、そのトリガーで静的に設定されたすべての条件とともに、CiscoIOS
ゲートキーパーからトリガー定義を削除します。

例 次の例では、ゲートキーパー「sj.xyz.com」のトリガー登録を設定して、すべてのRRQ
メッセージを GKTMPサーバー「Server-123」に送信します。

Router(config-gk)# server trigger rrq sj.xyz.com 1 Server-123 1.14.93.130 1751
Router(config-gk_rrqtrigger)# exit

次の例では、ゲートキーパー「alpha」に RRQトリガー登録を設定します。これによ
り、MCUエンドポイント、H.323プロキシエンドポイント、またはサポートされてい
るプレフィックス1#を含むすべてのRRQメッセージがGKTMPサーバー「Server-west」
に送信されます。その他の RRQメッセージは GKTMPサーバーに送信されません。

Router(config-gk)# server trigger rrq alpha 1 Server-west 10.10.10.10 1751
Router(config-gk-rrqtrigger)# endpoint-type mcu
Router(config-gk-rrqtrigger)# endpoint-type proxy
Router(config-gk-rrqtrigger)# supported-prefix 1#
Router(config-gk-rrqtrigger# exit

上記でゲートキーパー「アルファ」に対して定義されたRRQ登録メッセージが設定さ
れ、ゲートキーパーが次のトリガー登録を受信した場合:

Router(config-gk)# server trigger rrq alpha 2 Server-west 10.10.10.10 1751
Router(config-gk_rrqtrigger)# supported-prefix 1234*
Router(config-gk_rrqtrigger)# exit

ゲートキーパー「アルファ」は、サポートされているプレフィックス 1234*をチェッ
クする前に、MCUまたは H.323プロキシエンドポイントまたはサポートされている
プレフィックス 1#のすべての着信 RRQメッセージをチェックします。これらの条件
のいずれかが満たされた場合、ゲートキーパーはRRQメッセージをGKTMPサーバー
「Server-west」に送信します。

2番目のゲートキーパー「alpha」RRQトリガー登録が優先度 2ではなく優先度 1で定
義されていた場合、2番目のトリガー登録が最初のトリガー登録を上書きしたでしょ
う。つまり、ゲートキーパー「alpha」は、サポートされているプレフィックス 1234*
を含むRRQメッセージのみをGKTMPサーバー「Server-west」に送信します。その他
のすべての RRQメッセージは GKTMPサーバーに送信されません。
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関連コマンド descriptionコマンド

ゲートキーパー上のサーバーリスニングポートを設定します。serverregistration-port

ゲートキーパーに設定されているトリガーを表示します。showgatekeeperservers
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server trigger urq
ゲートキーパーで登録解除要求 (URQ)トリガーを静的に設定するには、ゲートキーパー設定
モードで servertriggerurqコマンドを使用します。サブモードコマンドは、 servertriggerurq
コマンドを入力した後に使用できます。ゲートキーパー上の単一の静的トリガーを削除するに

は、このコマンドの no形式を使用します。ゲートキーパー上のすべての静的トリガーを削除
するには、コマンドの all形式を使用します。

server trigger urqgkid priority server-id server-ip-address server-port
サブモードコマンド:
info-only
shutdown
endpoint-type値
supported-prefix値
noservertriggerurqgkid優先順位server-idserver-ip-addressserver-port
noservertriggerall

構文の説明 CLIで設定されたすべてのトリガーを削除します。all

ローカルゲートキーパー識別子。gkid

各トリガーの優先度。範囲は 1～ 20です。1が最高の優先度です。優先順位

外部アプリケーションの ID番号。server-id

サーバーの IPアドレス。server-ip-address

Cisco IOSゲートキーパーが外部サーバー接続からのメッセージをリッスンす
るポート。

server-port

コマンドを入力すると、ソフトウェアは、信頼性、可用性、保守性 (RAS)メッセージに追加の
フィルタを設定できるサブモードに入ります。これらのフィルターはオプションであり、コマ

ンドラインごとに 1つずつ設定できます。
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特定のエンドポイントタイプを含む URQ RASメッセージを GKTMPサー
バーアプリケーションに送信するために使用します。

• value--RASメッセージのエンドポイントタイプを比較する値。有効な
エンドポイントタイプは次のとおりです。

• gatekeeper--エンドポイントは H.323ゲートキーパーです。
• h320-gateway--エンドポイントは H.320ゲートウェイです。
• mcu--エンドポイントは、マルチポイントコントロールユニット
(MCU)です。

• other-gateway--エンドポイントは、このリストに指定されていない
別の種類のゲートウェイです。

• proxy--エンドポイントは H.323プロキシです。
• terminal--エンドポイントは H.323端末です。
• voice-gateway--エンドポイントは音声ゲートウェイです。

endpoint-type値

指定されたトリガーパラメータを満たすメッセージを Gatekeeper Transaction
Message Protocol（GKTMP）サーバーアプリケーションに通知としてのみ送
信し、ゲートキーパーはGKTMPサーバーアプリケーションからの応答を待
機しないようにゲートキーパーに指示するために使用します。

info-only

トリガーを一時的に無効にするために使用します。ゲートキーパーは、

GKTMPサーバーアプリケーションに転送するメッセージを決定するとき
に、シャットダウン状態のトリガーを参照しません。

shutdown

特定のサポートされているプレフィックスを含む URQ RASメッセージを
GKTMPサーバーアプリケーションに送信するために使用します。

• value--RASメッセージでサポートされているプレフィックスと比較する
値。可能な値は、ゲートウェイテクノロジーのプレフィックスとして

使用される任意の E.164パターンです。値文字列には、次のいずれかを
含めることができます: 0123456789#*。

supported-prefix
値

コマンドデフォルト トリガーサーバーが設定されていません。

コマンドモード
ゲートキーパーの設定

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.1(1)T

このコマンドは、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、Cisco 3700シリーズ、
Cisco 7200シリーズ、および Cisco MC3810の各プラットフォームに実装されまし
た。

12.2(11)T
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使用上のガイドライン このコマンドとオプションのサブモードコマンドを使用して、登録解除要求 (URQ)静的サー
バートリガーを設定します。ゲートキーパーは、設定されたトリガー情報について、着信ゲー

トウェイ URQメッセージをチェックします。着信 URQメッセージに指定されたトリガー情
報が含まれている場合、ゲートキーパーは URQメッセージを GKTMPサーバーアプリケー
ションに送信します。さらに、ゲートキーパーはプログラムされた指示に従ってメッセージを

処理します。URQメッセージに指定された情報が含まれていない場合、ゲートキーパーはメッ
セージを処理しますが、GKTMPサーバーアプリケーションには送信しません。

URQメッセージにサブモードコマンドが設定されていない場合、ゲートキーパーはすべての
URQメッセージを GKTMPサーバーアプリケーションに送信します。

ゲートキーパーが複数のトリガー条件を含む URQトリガー登録メッセージを受信した場合、
それらの条件は「OR」条件として扱われます。つまり、着信 URQ RASメッセージがいずれ
かの条件を満たす場合、ゲートキーパーはRASメッセージをGKTMPサーバーに送信します。

ゲートキーパーは、同じ GKTMPサーバーに対して同じ優先度を持つ 2つの URQトリガー登
録メッセージを受信した場合、2番目の登録を保持し、最初の登録を破棄します。ゲートキー
パーは、同じGKTMPサーバーに対して異なる優先度を持つ2つのURQトリガー登録メッセー
ジを受信した場合、低い優先度の登録を使用する前に、着信 URQメッセージを高い優先度の
登録の条件と照合します。ゲートキーパーが、同じ優先度で異なるGKTMPサーバーに対する
複数の URQトリガー登録メッセージを受信した場合、ゲートキーパーはすべての登録を保持
します。

コマンドの no形式は、そのトリガーで静的に設定されたすべての条件とともに、Cisco IOS
ゲートキーパーからトリガー定義を削除します。

例 次の例では、ゲートキーパー「sj.xyz.com」のトリガー登録を設定して、すべてのURQ
メッセージを GKTMPサーバー「Server-123」に送信します。

Router(config-gk)# server trigger urq sj.xyz.com 1 Server-123 1.14.93.130 1751
Router(config-gk_urqtrigger)# exit

次の例では、ゲートキーパー「alpha」に URQトリガー登録を設定します。これによ
り、MCUエンドポイント、H.323プロキシエンドポイント、またはサポートされてい
るプレフィックス1#を含むすべてのURQメッセージがGKTMPサーバー「Server-west」
に送信されます。その他の URQメッセージは GKTMPサーバーに送信されません。

Router(config-gk)# server trigger urq alpha 1 Server-west 10.10.10.10 1751
Router(config-gk-urqtrigger)# endpoint-type mcu
Router(config-gk-urqtrigger)# endpoint-type proxy
Router(config-gk-urqtrigger)# supported-prefix 1#
Router(config-gk-urqtrigger# exit

上記でゲートキーパー「アルファ」に対して定義されたURQ登録メッセージが設定さ
れ、ゲートキーパーが次のトリガー登録を受信した場合:

Router(config-gk)# server trigger urq alpha 2 Server-west 10.10.10.10 1751
Router(config-gk_urqtrigger)# supported-prefix 1234*
Router(config-gk_urqtrigger)# exit
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ゲートキーパー「アルファ」は、サポートされているプレフィックス 1234*をチェッ
クする前に、MCUまたは H.323プロキシエンドポイントまたはサポートされている
プレフィックス 1#のすべての着信URQメッセージをチェックします。これらの条件
のいずれかが満たされると、ゲートキーパーは URQメッセージを GKTMPサーバー
「Server-west」に送信します。

2番目のゲートキーパー「alpha」URQトリガー登録が優先度 2ではなく優先度 1で定
義されていた場合、2番目のトリガー登録によって最初のトリガー登録が上書きされ
ていたでしょう。つまり、ゲートキーパー「alpha」は、サポートされているプレフィッ
クス 1234*を含むURQメッセージのみをGKTMPサーバー「Server-west」に送信しま
す。その他のすべての URQメッセージは GKTMPサーバーに送信されません。

関連コマンド descriptionコマンド

ゲートキーパー上のサーバーリスニングポートを設定します。serverregistration-port

ゲートキーパーに設定されているトリガーを表示します。showgatekeeperservers
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service
ダイヤルピアに特定のスタンドアロンアプリケーションをロードして設定するには、アプリ

ケーション設定モードで serviceコマンドを使用します。ダイヤルピアからアプリケーション
を削除するには、このコマンドのno形式を使用します。

service[alternate | default]service-name位置

noservice[alternate | default]service-name位置

構文の説明 (オプション)ダイヤルピアに設定されているサービスに障害が発生した場合に使
用する代替サービス。

alternate

(オプション)代替サービスに障害が発生した場合に、ダイヤルピアのデフォルト
サービス (「DEFAULT」)が使用されるように指定します。

default

音声アプリケーションを識別する名前。これはユーザー定義の名前であり、スク

リプト名と一致する必要はありません。

servicename

URL形式の Tclスクリプトまたは VoiceXMLドキュメントのディレクトリとファ
イル名。たとえば、有効な場所は次のとおりです。

•組み込みアプリケーション (builtin:filename)

•フラッシュメモリ (flash:filename)

• HTTPサーバー (http://../filename)

• HTTPS (HTTP over Secure Socket Layer (SSL))サーバー (https://../filename)

• TFTPサーバー (tftp://../ファイル名)

location

コマンドデフォルト 他のサービスが設定されていない場合は、デフォルトのサービス (「DEFAULT」)が使用され
ます。

コマンドモード
アプリケーション設定 (config-app)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.3(14)T

location引数は、HTTPSサーバーURLを受け入れるように変更されました。 location
引数の説明が変更され、組み込みアプリケーションの場所を指定する方法が説明さ

れるようになりました。

12.4(15)T
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使用上のガイドライン このコマンドを使用して、ゲートウェイにサービスをロードします。サービスは、VoiceXML
ドキュメントや Tclスクリプトなどのスタンドアロンアプリケーションです。

例 次の例は、ダイヤルピアに設定されたデビットカードアプリケーションを示していま

す。

Router(config)# application
Router(config-app)# service debitcard
tftp://server-1//tftpboot/scripts/app_debitcard.2.0.2.8.tcl

次の例は、ダイヤルピアに設定されたHTTPSサーバー上にあるVoiceXMLアプリケー
ション myappを示しています。

Router(config)# application
Router(config-app)# service myapp https://myserver/myfile.vxml

次の例は、Cisco IOSソフトウェアに組み込まれた Tclスクリプトである aaと呼ばれる
自動応答 (AA)サービスを示しています。

Router(config)# application
Router(config-app)# service queue builtin:app-b-acd

関連コマンド descriptionコマンド

ダイヤルピア上のアプリケーションを設定します。application(applicationconfiguration)

ダイヤルピアに設定されているアプリケーションに障害

が発生した場合に使用する代替アプリケーションを指定

します。

callapplicationalternate

音声アプリケーションの名前を定義し、このアプリケー

ションにロードする Tclまたは VoiceXMLドキュメント
の場所を指定します。

callapplicationvoice
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service dsapp
音声ゲートウェイ上の FXS電話機が SIPベースのソフトスイッチと相互運用できるように、
補足的な IP Centrexのようなサービスを設定するには、ゲートウェイアプリケーション設定
モードで servicedsappコマンドを使用します。フックフラッシュは、通話の現在の状態に基づ
いて補足機能をトリガーします。デフォルトにリセットするには、このコマンドの no形式を
使用します。

servicedsapp[paramspacedialpeerdial-peertag][paramspacedisc-toggle-time
秒][paramspacecallWaitingTRUEFALSE][paramspacecallConferenceTRUEFALSE][paramspaceblind-xfer-wait-time
秒][paramspacecallTransferTRUEFALSE]
noservicedsapp

構文の説明 ゲートウェイ上のパッケージまたはサービスを定義します。この引

数を使用すると、そのパッケージまたはサービス内のパラメータが

設定に使用できるようになります。

paramspace

(オプション) SIPサーバー (トランク)側への通話を設定するために
使用される固定ダイヤルピアを指定します。

dialpeerダイヤルピアタ
グ

(オプション)アクティブな通話が切断された場合に、保留中の通話
に切り替える前に待機する秒数を指定します。 10～30秒の範囲で
指定できます。

disc-toggle-time秒

通話待機のサポートを切り替えます。callWaitingTRUE|FALSE

3人の参加者全員が一緒に話せるように、単一の接続で 2つの通話
を確立するために使用される通話会議のサポートを切り替えます。

callConference真|偽

ブラインドコール転送をトリガーする前に待機する秒数を指定しま

す。 0～10秒の範囲を指定できます。 0秒を指定すると、ブライン
ド転送呼び出しは発生しません。

blind-xfer-wait-time秒

通話転送のサポートを切り替えます。callTransferTRUE|FALSE

コマンドデフォルト 補足機能が定義されていない場合、デフォルトは次のようになります。

• dialpeer: -1

• disc-toggle-time: 10秒

• callWaiting: TRUE (有効)

• callConference: TRUE (有効)

• blind-xfer-wait-time: 0秒

• callTransfer: TRUE（有効）
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コマンドモード
ゲートウェイアプリケーション設定 (config-app-param)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.4(11)T

使用上のガイドライン servicedsappコマンドを使用して、FXS電話機の Centrex類似の補足機能を SIPベースのソフ
トスイッチと相互接続するように設定します。フックフラッシュは、通話の現在の状態に基づ

いて補足機能をトリガーします。

•通話保留

•コール待機

•コール転送

• 3者間会議

通話保留

通話を非アクティブ状態（メディア交換なし）にできます。以下の表は、通話保留のフックフ

ラッシュ機能のサポートをまとめたものです。

表 1 :通話保留フックフラッシュサービス

FXSラインへの対応結果操作状態

FXS電話の2番目のダイヤ
ルトーン。

リモートパーティの保留通

話。

フックフラッシュアクティブ

コール

FXS回線が通話に接続され
ます。

通話中。フックフラッシュ保留されてい

るコール

FXS回線は、前に保留され
ていた通話に接続します。

アクティブな通話と保留中

の通話が入れ替わります。

フックフラッシュ保留中の通話

とアクティブ

な通話
FXS回線でリマインダーが
鳴ります。

アクティブな通話が切断さ

れました。

オンフック

なし。保留中の通話は切断されま

す。

保留中の通話がオン

フックになる

沈黙。アクティブな通話が切断さ

れました

アクティブな通話がオ

ンフックになる

着信待ち受け

電話が通話中であるときに、2番目の通話を受信できるようにします。次の表は、着信待ち受
けのフックフラッシュ機能のサポートをまとめたものです。
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表 2 :着信待ち受けフックフラッシュサービス

FXSラインへの対応結果操作状態

FXS回線が待機中の通話
に接続します。

アクティブな通話と待機中の通

話を切り替えます。

フックフラッシュ。アク

ティブ

な通話

と待機

中の通

話

沈黙。アクティブな通話が切断されま

した。

アクティブ通話がオン

フックになります。

なし。アクティブな通話に接続したま

まにします。

待機中の通話がオンフッ

クになります。

FXS回線でリマインダー
が鳴ります。

アクティブな通話が切断されま

した。

オンフック。

コール転送

通話転送を使用すると、次のことができます。

• 2番目の通話を確立する間に、アクティブな通話を保留にします。

• 2人のユーザー間の通話を設定する

•これらのオプションを使用して通話を転送します

• -ブラインド転送
•準在席転送
•在席転送

次の表は、コール転送のフックフラッシュ機能のサポートをまとめたものです。

表 3 :通話転送フックフラッシュサービス

FXSラインへの対
応

結果操作状態

2回目のダイヤル
トーン。

通話は保留になります。フックフラッシュ。アクティブコール

保留中の通話とアクティブ

な通話。

オンフック。通話保留中、発信中、

呼び出し中、またはア

クティブな通話中

沈黙。保留中の通話はそのまま残

り、アクティブな通話は切

断されます。

アクティブ通話がオ

ンフックになりま

す。

保留中の通話と発信中

の通話

なし。アクティブな通話はそのま

ま残り、保留中の通話は切

断されます。

保留中の通話がオン

フックになります。

保留中の通話と発信中

の通話
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FXSラインへの対
応

結果操作状態

FXS回線は、前に
保留されていた通

話に接続します。

アクティブな通話が切断さ

れました。

フックフラッシュ。保留中の通話と発信中

の呼び出し通話

3者間会議

1つの接続で 2つの通話を確立し、3者が同時に会話できるようにします。次の表は、3者間
会議のフックフラッシュ機能のサポートをまとめたものです。

表 4 : 3者間会議フックフラッシュサービス

FXSラインへの対応結果操作状態

2回目のダイヤルトーン。保留されているコールフックフ

ラッシュ

アクティブコール

両方の通話のメディアミキ

シング。

保留中の通話とアクティブ

な通話に参加します。

保留中の通話とアク

ティブな通話

例

DSAppサービスの有効化

DSAppサービスを特定のダイヤルピアに設定することも、すべてのダイヤルピアにグ
ローバルに設定することもできます。次の例は、特定のダイヤルピアで DSAppを有
効にする設定を示しています。

Gateway#
configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Gateway(conf)#
application
Gateway(conf-app)#
dial-peer voice 1000 pots
Gateway(config-app)#service dsapp

次の例は、すべてのダイヤルピアで DSAppをグローバルに有効にする設定を示して
います。

Gateway#
configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Gateway(conf)#
application
Gateway(config-app)# global
Gateway(config-app-global)#service default dsapp

通話保留の設定

次の例は、通話保留機能を有効にする設定を示しています。
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Gateway#
configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Gateway(conf)#
application
Gateway(config-app)#service dsapp
Gateway
(config-app-param)#param callHold TRUE

通話待ちの設定

次の例は、着信待ち受け機能を有効にする設定を示しています。

Gateway#
configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Gateway(conf)#
application
Gateway(config-app)#servicedsapp
Gateway
(config-app-param)#param callWaiting TRUE

通話転送の設定

次の例は、通話転送機能を有効にする設定を示しています。

Gateway#
configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Gateway(conf)#
application
Gateway(config-app)#service dsapp
Gateway
(config-app-param)#param callTransfer TRUE

3者間会議の設定

次の例は、3者間会議機能を有効にする設定を示しています。

Gateway#
configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Gateway(conf)#
application
Gateway(config-app)#service dsapp
Gateway
(config-app-param)#param callConference TRUE
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切断トグル時間の設定

この例では、発信コールがオンフックされた後、コール転送をコミットする前にシス

テムが待機する秒数を指定する切断トグル時間が設定されています。

Gateway#configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Gateway(conf)#application
Gateway(config-app)#service dsapp
Gateway(config-app-param)#param disc-toggle-time 10

ブラインド転送の待機時間の設定

この例では、発信コールがオンフックされた後、コール転送をコミットする前にシス

テムが待機する時間を秒単位で指定するブラインド転送コール待機時間が設定されま

す。

Gateway#configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Gateway(conf)#application
Gateway(config-app)#service dsapp
Gateway(config-app-param)#param blind-xfer-wait-time 10

SIPトランク側で発信通話に使用する固定ダイヤルピアの設定

この例では、固定ダイヤルピアが SIPサーバー (トランク)側への呼び出しを設定する
ように設定されています。

Gateway#configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Gateway(conf)#application
Gateway(config-app)#service dsapp
Gateway(config-app-param)#param dialpeer 5000

関連コマンド DescriptionCommand

ゲートウェイでの通話保留の方法を指定します。offercall-hold
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service-flow primary upstream
ケーブルモデムとマルチサービスオペレータ (MSO)ケーブルモデム終端システム (CMTS)間
でやり取りされるデータにサービス品質 (QoS)ポリシーを割り当てるには、インターフェイス
設定モードで service-flowprimaryupstreamコマンドを使用します。 QoSポリシーを無効にす
るには、このコマンドの no形式を使用します。

service-flowprimaryupstream
noservice-flowprimaryupstream

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト このコマンドはデフォルトでは無効になっています。

コマンドモード
インターフェース設定（config-if）

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.4(11)T

使用上のガイドライン このコマンドはアップストリーム方向でのみサポートされます。サービスフローは単方向で

す。

例 次の例では、ケーブルモデムとMSO CMTS間を移動するデータに QoSポリシーを割
り当てます。

Router# configure terminal
Router(config)# interface Cable-Modem 0/2/0

Router(config-if)# service-flow primary upstream
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service-map
電話プロキシインスタンスの HTTPアプリケーションサービスマップを設定するには、電話
プロキシ設定モードで service-mapコマンドを使用します。 HTTPアプリケーションサービス
マップを削除するには、コマンドの no形式を使用します。

service-map server-addr ipv4http-ipv4-addressporthttp-server-port-numberacc-addr
ipv4access-ipv4-addressportaccess-port-number
no service-map server-addr ipv4http-ipv4-addressporthttp-server-port-numberacc-addr
ipv4access-ipv4-addressportaccess-port-number

構文の説明 HTTPサーバーの IPv4アドレスを指定します。http-ipv4-address

HTTPサーバーのポート番号。範囲は 1～ 65535です。porthttpサーバーのポート番号

アクセス側サーバーの IPv4アドレスを指定します。acc-addr ipv4アクセス IPv4アドレ

ス

アクセス側サーバーのポート番号。範囲は 1～ 65535で
す。

portアクセスポート番号

コマンドデフォルト HTTPアプリケーションサービスマップが設定されていません。

コマンドモード Phone proxy設定モード (config-phone-proxy)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。15.3(3)M

使用上のガイドライン

例

次の例は、「first-pp」という電話プロキシインスタンスの HTTPアプリケーション
サービスマップを設定する方法を示しています。

Device(config)# voice-phone-proxy first-pp
Device(config-phone-proxy)# service-map server-addr ipv4 192.0.2.50 port 8080 acc-addr
ipv4 10.0.0.8 port 1234
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service-relationship
AnnexGネイバー設定モードに入り、特定のネイバーのサービス関係を有効にするには、Annex
G neighbor設定モードで service-relationshipコマンドを使用します。このモードを終了するに
は、このコマンドの no形式を使用します。

service-relationship
noservice-relationship

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト 無効

コマンドモード
Annex Gネイバー設定 (config-annexg-neigh)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.2
(11)T

使用上のガイドライン サービス関係は単方向であると定義されます。境界要素 Aと境界要素 Bの間にサービス関係
が確立されている場合、Aは Bに要求を送信し、応答を期待する権利を持ちます。 Bが Aに
リクエストを送信し、応答を期待するには、2番目のサービス関係を確立する必要があります。
設定する境界要素ネイバーごとにこのコマンドを繰り返します。

各サービス関係を有効にするには、 noshutdownコマンドを使用する必要があります。（注）

例 次の例では、境界要素でサービス関係を有効にします。

Router(config-annexg-neigh)# service-relationship

関連コマンド descriptionコマンド

ネイバーが明示的に設定されている必要があります。access-policy

インバウンドの Time to Live値を設定します。inboundttl

ボーダー要素間の外線関係を確立するための再試行期間を定義します。outboundretry-interval

配信の試行間隔を定義します。retryinterval

ボーダー要素が配信を試みる合計時間を定義します。retrywindow
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descriptionコマンド

ボーダー要素を有効または無効にします。shutdown
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service-type call-check
認証、許可、アカウンティング（AAA）サーバーへの事前認証要求を識別するには、AAA事
前認証設定モードで service-typecall-checkコマンドを使用します。この設定をデフォルトに戻
すには、このコマンドの no形式を使用します。

service-typecall-check
noservice-typecall-check

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト サービスタイプがコールチェックに設定されていません。

コマンドモード
AAA事前認証設定 (config-preauth)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.2(11)T

使用上のガイドライン service-type属性を call-checkに設定すると、事前認証アクセス要求にこの値が含まれるように
なり、AAAサーバーは事前認証要求を他のタイプのアクセス要求と区別できるようになりま
す。このコマンドは、事前認証タイプではないパケットには影響しません。

例 次の例では、RADIUSサービスタイプ属性を call-checkに設定します。

Router(config)# aaa preauth
Router(config-preauth)# service-type call-check

関連コマンド descriptionコマンド

AAA事前認証設定モードに入ります。aaapreauth
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session through sgcp tse payload

• session（107ページ）
• session group（109ページ）
• session protocol (dial peer)（110ページ）
• session protocol (Voice over Frame Relay)（113ページ）
• session protocol aal2（115ページ）
• session protocol multicast（116ページ）
• session refresh（117ページ）
• session start（118ページ）
• session target (MMoIP dial peer)（120ページ）
• session target (POTS dial peer)（123ページ）
• session target (VoATM dial peer)（125ページ）
• session target (VoFR dial peer)（128ページ）
• session target (VoIP dial peer)（131ページ）
• session target （137ページ）
• session transport （138ページ）
• session transport (H.323 voice-service)（140ページ）
• session transport (SIP)（142ページ）
• session-set（144ページ）
• session-timeout（146ページ）
• set（147ページ）
• set http client cache stale（149ページ）
• set pstn-cause（150ページ）
• set sip-status（153ページ）
• settle-call （156ページ）
• settlement（158ページ）
• settlement roam-pattern（160ページ）
• sgcp（161ページ）
• sgcp call-agent（163ページ）
• sgcp graceful-shutdown（165ページ）
• sgcp max-waiting-delay（167ページ）
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• sgcp modem passthru（169ページ）
• sgcp quarantine-buffer disable（171ページ）
• sgcp request retries（173ページ）
• sgcp request timeout（175ページ）
• sgcp restart（177ページ）
• sgcp retransmit timer（179ページ）
• sgcp timer（181ページ）
• sgcp tse payload（183ページ）
• source filter（185ページ）
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session
トランスポートセッションを指定されたセッショングループに関連付けるには、backhaul
session manager設定モードで sessionコマンドを使用します。セッションを削除するには、こ
のコマンドの no形式を使用します。

sessiongroupgroup-nameremote-ipremote-portlocal-ipローカルポート優先順位

nosessiongroupgroup-nameremote-ipremote-portlocal-ipローカルポート優先順位

構文の説明 セッション group-name。group-name

リモート IPアドレス。remote-ip

リモートポート番号。範囲は 1024から 9999です。remote-port

ローカル IPアドレス。local-ip

ローカルポート番号。範囲は 1024から 9999です。local-port

セッショングループの優先度。範囲は 0～ 9999です。0が最高の優先度です。優先順位

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はない

コマンドモード
バックホールセッションマネージャーの設定

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.1(1)T

このコマンドは、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、およびCiscoMC3810
の各プラットフォームに実装されました。

12.2(4)T

このコマンドが Cisco AS5350および Cisco AS5400に実装されました。12.2(2)XB

このコマンドが Cisco AS5850に導入されました。12.2(2)XB1

このコマンドが Cisco IAD2420シリーズに実装されました。 Cisco AS5350、Cisco
AS5400、および Cisco AS5850のサポートは、このリリースには含まれていませ
ん。

12.2(8)T

このコマンドは、このリリースの Cisco AS5350、Cisco AS5400、および Cisco
AS5850でサポートされています。

12.2(11)T

使用上のガイドライン サーバーはリモートマシン上に配置されていると想定されます。
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例 次の例では、トランスポートセッションをセッショングループ「group5」に関連付
け、パラメータを指定します。

Router(config-bsm)# session groupgroup5172.13.2.72 5555 172.18.72.198 5555 1
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session group
トランスポートセッションを指定されたセッショングループに関連付けるには、backhaul
session-manager設定モードで sessiongroupコマンドを使用します。セッションを削除するに
は、このコマンドの no形式を使用します。

sessiongroupgroup-nameremote-ipremote-portlocal-ipローカルポート優先順位

nosessiongroupgroup-nameremote-ipremote-portlocal-ipローカルポート優先順位

構文の説明 セッション group-name。group-name

リモート IPアドレス。remote-ip

リモートポート番号。範囲は 1024から 9999です。remote-port

ローカル IPアドレス。local-ip

ローカルポート番号。範囲は 1024から 9999です。local-port

セッショングループの優先度。範囲は 0～ 9999です。0が最高の優先度を持ち
ます。

優先順位

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード
バックホールセッションマネージャの設定

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.1(1)T

このコマンドが Cisco 7200シリーズに実装されました。12.2(2)T

このコマンドは、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、およびCiscoMC3810
の各プラットフォームに実装されました。

12.2(4)T

このコマンドが Cisco AS5850に導入されました。12.2(2)XB1

このコマンドが Cisco IAD2420シリーズに実装されました。12.2(8)T

使用上のガイドライン サーバーはリモートマシン上に配置されていると想定されます。

例 次の例では、トランスポートセッションを「group5」という名前のセッショングルー
プに関連付け、上記のキーワードを指定します。

session groupgroup5172.16.2.72 5555 192.168.72.198 5555 1
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session protocol (dial peer)
パケットネットワークを使用してローカルルータとリモートルータ間の通話のセッションプ

ロトコルを指定するには、dial-peer設定モードで sessionprotocolコマンドを使用します。デ
フォルトにリセットするには、このコマンドの no形式を使用します。

sessionprotocol {aal2-trunk | cisco | sipv2 | smtp}
nosessionprotocol

構文の説明 ダイヤルピアは、ATMアダプテーションレイヤ 2 (AAL2)非スイッチトランク
セッションプロトコルを使用します。

aal2-trunk

ダイヤルピアは、独自の Cisco VoIPセッションプロトコルを使用します。cisco

ダイヤルピアは、インターネットエンジニアリングタスクフォース (IETF)セッ
ション開始プロトコル (SIP)を使用します。このキーワードは SIPオプションとと
もに使用します。

sipv2

ダイヤルピアは、SimpleMail Transfer Protocol（SMTP）セッションプロトコルを使
用します。

smtp

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はない

コマンドモード
ダイヤルピア設定 (config-dial-peer)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、Cisco 3600シリーズの VoIPピア用に導入されまし
た。

11.3(1)T

このコマンドは、VoFRダイヤルピアをサポートするように変更され
ました。

12.0(3)XG

このコマンドは、Cisco AS5300のストアアンドフォワード FAX用に
変更されました。

12.0(4)XJ

このコマンドは、Cisco MC3810上の VoATMダイヤルピア用に実装
されました。 aal2-trunkキーワードが追加されました。

12.1(1)XA

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(1)Tに統合されました。 sipv2
キーワードが追加されました。

12.1(1)T

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(2)Tに統合されました。12.1(2)T

このコマンドが Cisco 7200シリーズに実装されました。12.2(2)T
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変更リリース

このコマンドが Cisco 1750に実装されました。12.2(4)T

このコマンドが Cisco AS5350および Cisco AS5400に実装されまし
た。

12.2(2)XA

このコマンドが Cisco AS5850に導入されました。12.2(2)XB1

このコマンドは、Cisco IOSリリース 12.2(8)Tに統合され、Cisco 7200
シリーズに実装されました。 Cisco AS5300、Cisco AS5350、Cisco
AS5400、および Cisco AS5850のサポートは、このリリースには含ま
れていません。 aal2-trunkおよび smtpキーワードは、このリリース
の Cisco 7200シリーズではサポートされていません。

12.2(8)T

このコマンドは、このリリースのCiscoAS5350、CiscoAS5400、およ
び Cisco AS5850でサポートされています。

12.2(11)T

YANGモデルのサポートを導入しました。Cisco IOS XE
Amsterdam 17.2.1r

使用上のガイドライン ciscoキーワードは、Cisco 1750、Cisco 1751、Cisco 3600シリーズ、および Cisco 7200シリーズ
ルータ上の VoIPにのみ適用されます。

aal2-trunkキーワードは、Cisco 7200シリーズルータ上の VoATMにのみ適用されます。

このコマンドは、オンランプおよびオフランプストアアンドフォワードファックス機能の両

方に適用されます。

例 次の例は、AAL2トランキングがセッションプロトコルとして設定されていることを
示しています。

dial-peer voice 10 voatm
session protocol aal2-trunk

次の例は、Ciscoセッションプロトコルがセッションプロトコルとして設定されてい
ることを示しています。

dial-peer voice 20 voip
session protocol cisco

次の例は、SIPの VoIPダイヤルピアが VoIPコールシグナリングのセッションプロ
トコルとして設定されていることを示しています。

dial-peer voice 102 voip
session protocol sipv2
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関連コマンド descriptionコマンド

dial-peer設定モードを開始し、音声関連のカプセル化の方法を指定しま
す。

dial-peervoice

ダイヤルピアのネットワーク固有のアドレスを設定します。sessiontarget(VoIP)
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session protocol (Voice over Frame Relay)
パケットネットワーク経由でローカルルータとリモートルータ間の通話に Voice over Frame
Relayプロトコルを確立するには、dial-peer設定モードで sessionprotocolコマンドを使用しま
す。デフォルトにリセットするには、このコマンドの no形式を使用します。

sessionprotocol {cisco-switched | frf11-trunk}
nosessionprotocol

構文の説明 独自の Cisco VoFRセッションプロトコル。 (これは、Cisco 7200シリーズで唯
一有効なセッションプロトコルです。)

cisco-switched

FRF.11セッションプロトコル。frf11-trunk

コマンドデフォルト cisco-switched

コマンドモード
ダイヤルピア設定 (config-dial-peer)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは VoIP用に導入されました。11.3(1)T

このコマンドは、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、Cisco 7200シリーズ、
および Cisco MC3810の各プラットフォームで VoFRをサポートするように変更さ
れました。

12.0(3)XG

VoFRダイヤルピアに cisco-switchedおよび frf11-trunkキーワードが追加されまし
た。

12.0(4)T

使用上のガイドライン Cisco間のダイヤルピア接続の場合、純粋な FRF.11実装に比べて利点があるため、デフォル
トのセッションプロトコルを使用することを推奨します。他のベンダーの FRF.11準拠機器に
接続する場合は、FRF.11sessionプロトコルを使用します。

FRF.11セッションプロトコルを使用する場合は、 called-numberコマンドも使用する必要があ
ります。

（注）

例 次の例では、VoFRダイヤルピア 200の FRF.11セッションプロトコルを設定します。

dial-peer voice 200 vofr
session protocol frf11-trunk
called-number 5552150
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関連コマンド DescriptionCommand

静的 FRF.11トランク接続の使用時に、着信 VoFRコール
レッグを正しい POTSコールレッグにブリッジできるよう
にします。

called-number(dial-peer)

Voice over Frame Relayダイヤルピアのボイスコーダの音声
レートを指定します。

codec(dial-peer)

地域のアナログ音声インターフェイス関連のトーン、呼び

出し音、周期の設定を指定します。

cptone

ダイヤルピアに使用するプレフィックス、完全な E.164電
話番号、または ISDNディレクトリ番号 (ダイヤルプランに
よって異なります)を指定します。

destination-pattern

ダイヤルピアの FRF.11 Annex Aフレームの生成を有効にし
ます。

dtmf-relay(VoiceoverFrameRelay)

ロータリーハントグループ内のダイヤルピアの優先順序を

示します。

preference

指定されたダイヤルピアまたは宛先ゲートキーパーのネッ

トワーク固有のアドレスを指定します。

sessiontarget

ダイヤルピアへの接続時に使用されるシグナリングタイプ

を設定します。

signal-type
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session protocol aal2
音声サービスセッション設定モードを開始し、ATMアダプテーションレイヤ 2（AAL2）ト
ランキングを指定するには、voice-service設定モードで sessionprotocolaal2コマンドを使用し
ます。

sessionprotocolaal2

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード
音声サービス設定 (config-voi-serv)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが Cisco MC3810に追加されました。12.1(1)XA

このコマンドがCisco IOSRelease 12.1(2)Tに統合されました。12.1(2)T

このコマンドが Cisco 7200シリーズに実装されました。12.2(2)T

使用上のガイドライン このコマンドは、Cisco 7200シリーズルータ上の VoATMに適用されます。

AAL2の voice-service-session設定モードでは、コールアドミッション制御やサブセル多重化な
どの AAL2機能のみを設定できます。

例 次の例では、グローバル設定モードから voice-service-session設定モードにアクセスし
ます。

voice service voatm
session protocol aal2
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session protocol multicast
セッションプロトコルをマルチキャストとして設定するには、dial-peer設定モードで
sessionprotocolmulticastコマンドを使用します。デフォルトのプロトコルにリセットするに
は、このコマンドの noバージョンを使用します。

sessionprotocolmulticast
nosessionprotocolmulticast

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト デフォルトのセッションプロトコル: Cisco。

コマンドモード
ダイヤルピア設定 (config-dial-peer)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、Cisco 2600シリーズおよび Cisco 3600シリーズの Cisco Hoot and
Holler over IPアプリケーション用に導入されました。

12.1(2)XH

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(3)Tに統合されました。12.1(3)T

このコマンドが Cisco 1750および Cisco 1751に実装されました。12.2(8)T

使用上のガイドライン Hoot and Hollerネットワーク実装での音声会議にこのコマンドを使用します。このコマンドを
使用すると、2つ以上のポートが同時に同じセッションに参加できるようになります。

例 次の例は、付随するコマンドのコンテキストでの sessionprotocolmulticast dial-peer設
定モードの使用を示しています。

dial-peer voice 111 voip
destination-pattern 111
session protocol multicast
session target ipv4:237.111.0.111:22222
ip precedence 5
codec g711ulaw

関連コマンド descriptionコマンド

音声マルチキャストダイヤルピアのセッションターゲットを割り当てます。sessiontargetipv4
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session refresh
SIPセッションの更新をグローバルに有効にするには、SIP設定モードで sessionrefreshコマン
ドを使用します。セッションの更新を無効にするには、このコマンドの no形式を使用しま
す。

sessionrefresh
nosessionrefresh

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト No session refresh

コマンドモード
SIP設定 (conf-serv-sip)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。15.1(2)T

YANGモデルのサポートを導入しました。Cisco IOSXECupertino 17.7.1a

使用上のガイドライン SIP sessionrefreshコマンドを使用してセッション更新要求を送信します。

例 次の例では、SIP設定モードでセッション更新を設定します。

Router(conf-serv-sip)# Session refresh

関連コマンド descriptionコマンド

ダイヤルピアレベルでのセッション更新を有効にします。voice-classsipsessionrefresh
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session start
Tcl IVR 2.0アプリケーションの新しいインスタンス (セッション)を開始するには、アプリケー
ション設定モードで sessionstartコマンドを使用します。セッションを停止して設定を削除す
るには、このコマンドの no形式を使用します。

sessionstartinstance-nameアプリケーション名
nosessionstartinstance-name

構文の説明 このアプリケーションインスタンスを一意に識別する英数字のラベル。instance-name

Tclアプリケーションの名前。これは、 serviceコマンドで割り当てられ
たアプリケーションの名前です。

アプリケーション

名

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はない

コマンドモード
アプリケーション設定

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドは、callapplicationsessionstart (グローバル設定)コマンドを置き換え
るために導入されました。

12.3(14)T

使用上のガイドライン •このコマンドは、Tcl IVR 2.0アプリケーションの新しいセッションまたはインスタンスを
開始します。 Cisco IOSソフトウェアはアクティブなコールレッグがないと VoiceXMLア
プリケーションを開始できないため、VoiceXMLアプリケーションのセッションを開始で
きません。

• serviceコマンドを使用してTclアプリケーションがゲートウェイにロードされた後にのみ、
アプリケーションインスタンスを開始できます。

•このコマンドを使用すると、ゲートウェイが再起動するとセッションが再起動します。

•アプリケーションセッションの実行が停止した場合、ゲートウェイが再起動しない限り、
アプリケーションセッションは再開されません。Tclスクリプトは、たとえば「call close」
コマンドを実行して意図的に実行を停止したり、スクリプトエラーのために失敗したりす

る場合があります。

•異なるインスタンス名を使用して、同じアプリケーションの複数のインスタンスを起動で
きます。

例 次の例では、demoという名前のアプリケーションに対して my_instanceという名前の
セッションを開始します。
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application
session start my_instance demo

次の例では、demoという名前のアプリケーションの別のセッションを開始します。

application
session start my_instance2 demo

関連コマンド descriptionコマンド

Tcl IVR 2.0アプリケーションの新しいインスタ
ンス (セッション)を開始します。

callapplicationsessionstart(globalconfiguration)

ダイヤルピアに特定のスタンドアロンアプリ

ケーションをロードします。

service

登録されているすべてのサービスの 1行の概要
を表示します。

showcallapplicationservicesregistry

音声アプリケーションセッションの概要または

詳細情報を表示します。

showcallapplicationsessions
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session target (MMoIP dial peer)
Multimedia Mail over IP（MMoIP）ダイヤルピアからの T.37ストアアンドフォワード FAX呼び
出しを受信するための電子メールアドレスを指定するには、dial peer設定モードで sessiontarget
コマンドを使用します。ターゲットアドレスを削除するには、このコマンドの no形式を使用
します。

session target mailto: {name | $d$ | $m$ | $e$}[@domain-name]
nosessiontarget

構文の説明 一致する呼び出しは、簡易メール転送プロトコル (SMTP)または拡張簡易メール
転送プロトコル (ESMTP)を使用してネットワークに渡されます。

mailto:

電子メールアドレス、名前、またはメーリングリストのエイリアスとして使用で

きる文字列。

名前

ゲートウェイアクセス番号の宛先パターン (着信番号またはダイヤル番号識別サー
ビス (DNIS)番号)に置き換えられるマクロ。

$d$

存在する場合はリダイレクトダイヤル番号 (RDNIS)に置き換えられるマクロ。存
在しない場合はゲートウェイアクセス番号 (DNIS)に置き換えられます。このマク
ロでは、ファックス検出対話型音声応答 (IVR)アプリケーションを使用する必要
があります。

（注）

ファックス検出アプリケーションのツールコマンド言語 (Tcl)スクリプトまたは
VoiceXMLドキュメントを変更すると、 $m$の代わりに他の文字列をmailtoに渡
すことができます。詳細については、Tclスクリプトに付属の readmeファイルま
たは『 Cisco VoiceXML Programmer's Guide』を参照してください。

$m$

VoiceXMLファックス検出ドキュメントの転送タグ内の cisco-mailtoaddress変数で
指定されているように、DNIS、RDNIS、または有効な電子メールアドレスを表す
文字列に置き換えられるマクロ。デフォルトでは、ファックス検出ドキュメント

で cisco-mailtoaddress変数が指定されていない場合、DNISは $e$にマッピングさ
れます。

MMoIPダイヤルピアの sessiontargetmailtoコマンドに $e$が指定されていないが、
FAX検出ドキュメントの転送タグに cisco-mailtoaddres変数が指定されている場合
は、MMoIPダイヤルピアで指定された内容が優先され、cisco-mailtoaddress変数は
無視されます。

（注）

このコマンドでドメイン名が設定されている場合、VoiceXMLドキュメントは電
子メールアドレスのユーザー名部分のみを渡し、ドメインは渡しません。ドメ

イン名が cisco-mailtoaddressから渡される場合、 sessiontargetmailtoコマンドでは
$e$のみを指定する必要があります。

$e$
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(オプション)ターゲットアドレスに関連付けるドメイン名を含む文字列。先頭に
アットマーク (@)が付きます。たとえば、@mycompany.comです。

@ドメイ
ン名

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はない

コマンドモード
ダイヤルピア設定 (config-dial-peer)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。11.3(1)T

このコマンドは、ストアアンドフォワード FAXをサポートするために変更され
ました。

12.0(4)T

$m$キーワードは、Cisco AS5300の FAX検出機能用に導入されました。12.1(5)XM1

このコマンドが Cisco AS5350および Cisco AS5400に実装されました。12.2(2)XA

$e$キーワードは、Cisco AS5300での VoiceXML FAX検出用に導入されました。12.2(2)XB

このコマンドは、Cisco IOSリリース 12.2(8)Tに統合され、Cisco 1751、Cisco 2600
シリーズ、Cisco 3600シリーズ、Cisco 3725、および Cisco 3745の各プラット
フォームに実装されました。

12.2(8)T

このコマンドが次のプラットフォームに導入されました:Cisco AS5300、Cisco
AS5350、Cisco AS5400、および Cisco AS5850。

12.2(11)T

使用上のガイドライン このコマンドを使用すると、1つの電子メール名を指定して 1人の受信者に電子メールを配信
したり、 name引数として電子メールエイリアスを指定してそのエイリアスをメーラーで展開
することで、複数の受信者に電子メールを配信したりできます。

ファックス検出 IVRアプリケーションを使用するときに、 $m$マクロを使用して、リダイレ
クト先のダイヤル番号 (RDNIS)を電子メール名の一部として含めます。 $m$が指定され、通
話情報にRDNISが存在しない場合は、代わりにゲートウェイのアクセス番号 (ダイヤル番号、
またはDNIS)が使用されます。たとえば、発呼者が最初に FAXを送信するために 6015550111
にダイヤルし、その通話が 6015550122 (ゲートウェイ)にリダイレクト (話中または応答なしで
転送)された場合、RDNISは 6015550111、DNISは 6015550122になります。

$e$マクロを使用して、ファックス送信時に、VoiceXMLファックス検出ドキュメント内の
cisco-mailtoaddress変数を電子メールアドレスのユーザー名部分にマッピングします。VoiceXML
ドキュメントが転送タグに cisco-mailtoaddress変数を指定していない場合、アプリケーション
は DNISを電子メールアドレスのユーザー名にマッピングします。

例 次の例では、ファックスメールを複数の受信者に配信します。

dial-peer voice 10 mmoip
session target mailto:marketing-information@mailer.example.com
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mailer.example.comが sendmailアプリケーションを実行していると仮定すると、次の情
報を /etc/aliasesファイルに配置できます。

marketing-information:
john@example.com,
fax=+14085550112@sj-offramp.example.com

次の例では、ファックス検出 IVRアプリケーションを使用します。ここで、
sessiontarget(MMoIPdialpeer)コマンドは、アドレスの一部として Redirected Dialed
Number Identification Service (RDNIS)を使用する電子メールアカウントに FAX呼び出
しを転送します。この例では、発信者は最初に 6015550111をダイヤルして FAXを送
信し、通話は (話し中または応答なしの場合)設定されているゲートウェイの着信番号
である 6015550122に転送されました。RDNISは 6015550111で、ダイヤル番号 (DNIS)
は 6015550122です。FAXがゲートウェイから転送される場合、例のsession targetは
6015550111@mail-server.unified-messages.comに展開されます。

dial-peer voice 4 mmoip
session target mailto:$m$@mail-server.unified-messages.com

次の例では、VoiceXMLファックス検出アプリケーションのsession targetを設定しま
す。この例では、VoiceXMLドキュメントは電子メールアドレスのユーザー名部分の
みを渡します (例: "johnd")。

dial-peer voice 4 mmoip
session target mailto:$e$@cisco.com

この例では、VoiceXMLドキュメントはドメイン名を含む完全な電子メールアドレス
(例: "johnd@cisco.com")を渡します。

dial-peer voice 5 mmoip
session target mailto:$e$

関連コマンド descriptionコマンド

ダイヤルピアと一致させるために使用される部分的または完全な E.164電
話番号 (ダイヤルプランによって異なります)を指定します。

destination-pattern

dial-peer設定モードに入り、ダイヤルピアを定義します。dial-peervoice
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session target (POTS dial peer)
POTSダイヤルピアからのループバックコールを指定するには、ダイヤルピア設定モードで
sessiontargetコマンドを使用します。デフォルトにリセットするには、このコマンドの no形
式を使用します。

session target {loopback:compressed | loopback:uncompressed}
nosessiontarget

構文の説明 すべての音声データは圧縮モードでソースにループバックされます。loopback:compressed

すべての音声データは非圧縮モードでソースにループバックされま

す。

loopback:uncompressed

コマンドデフォルト ループバック呼び出しは指定されていません。

コマンドモード
ダイヤルピア設定 (config-dial-peer)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが Cisco 2600シリーズおよび Cisco 3600シリーズに導入されまし
た。

11.3(1)T

このコマンドが Cisco AS5300に実装されました。12.0(3)T

このコマンドが Cisco AS5350および Cisco AS5400に実装されました。12.2(2)XA

このコマンドが Cisco AS5850に導入されました。12.2(2)XB1

CiscoAS5300、CiscoAS5350、CiscoAS5400、およびCiscoAS5850のサポートは、
このリリースには含まれていません。

12.2(8)T

このコマンドは、Cisco IOSリリース 12.2(11)Tに統合され、このリリースでは
Cisco AS5200、Cisco AS5350、Cisco AS5400、および Cisco AS5850でサポートさ
れています。

12.2(11)T

使用上のガイドライン このコマンドを使用して、通話の音声伝送パスをテストします。ループバックポイントは、

通話元と選択されたループバックタイプによって異なります。

例 次の例では、ダイヤルピアからのトラフィックを圧縮モードでループバックします。

dial-peer voice 10 pots
session target loopback:compressed
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関連コマンド DescriptionCommand

dial-peer設定モードを開始し、音声関連のカプセル化の方法を指定します。dial-peervoice
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session target (VoATM dial peer)
指定された VoATMダイヤルピアのネットワーク固有のアドレスを指定するには、dial-peer設
定モードで sessiontargetコマンドを使用します。デフォルトにリセットするには、このコマン
ドの no形式を使用します。

Cisco 3600シリーズルータ
session targetinterfacepvc {name | vpi/vcivci}
nosessiontarget

Cisco 7200シリーズルータ
session target atmスロット/portpvc {word | vpi/vcivci}cid
nosessiontarget

構文の説明 ダイヤルピアアドレスのシリアルインターフェイス。シリアル番号:

ATMインターフェース。有効な数字は 0のみです。atm

ルータ上のインターフェースタイプとインターフェース番号。インターフェイ

ス

ダイヤルピアアドレスのスロット番号とポート番号。スロット/ポート

このダイヤルピアの特定の ATM永続的仮想回路（PVC）。pvc

PVC名。名前

(オプション) PVCを識別する名前。PVCの作成時に単語識別子が割り当て
られている場合は、引数で PVCを識別できます。

word

この PVCの ATMネットワーク仮想パス識別子 (VPI)と仮想チャネル識別
子 (VCI)。値は次のとおりです。

• IMA (ATM逆多重化)対応マルチポート T1/E1 ATMネットワークモ
ジュールを搭載した Cisco 3600シリーズ: vpiの範囲は 0～ 5、 vciの範
囲は 1～ 255です。

• OC3 ATMネットワークモジュール: vpiの範囲は 0～ 15、 vciの範囲
は 1～ 1023です。

vpi/vci

この PVCの ATMネットワーク仮想チャネル識別子 (VCI)。vci

この PVCの ATMネットワークチャネル識別子 (CID)。範囲は 8から 255
です。

cid

コマンドデフォルト IPアドレスまたはドメイン名が定義されていない状態でコマンドが有効になっています。
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コマンドモード
ダイヤルピア設定 (config-dial-peer)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。11.3(1)T

このコマンドは、VoATM、VoHDLC、および POTSダイヤルピアをサポートする
ように変更されました。このコマンドは Cisco MC3810に実装されました。

11.3(1)MA

このコマンドは、VoFRダイヤルピアをサポートするように変更されました。こ
のコマンドは、Cisco 2600シリーズおよびCisco 3600シリーズに実装されました。

12.0(3)XG

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(4)Tに統合されました。12.0(4)T

このコマンドは、VoATMおよび VoIPダイヤルピアをサポートするように変更さ
れました。このコマンドは、Cisco 3600シリーズおよびCiscoMC3810に実装され
ました。 VoHDLCのサポートは削除されました。

12.0(7)XK

このコマンドは、VoATMダイヤルピアの強化されたサポートを提供するために
変更されました。

12.1(1)XA

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(2)Tに統合されました。12.1(2)T

このコマンドが Cisco 7200シリーズに実装されました。12.2(2)T

使用上のガイドライン ダイヤルピアのネットワーク固有のアドレスまたはドメイン名を指定するには、 sessiontarget
コマンドを使用します。ネットワーク固有のアドレスを選択するかドメイン名を選択するか

は、選択したセッションプロトコルによって異なります。このコマンドの構文は、RFC 1738
で説明されている mailto:の単純な構文に準拠しています。

通話の音声伝送パスをテストするには、 sessiontargetloopbackコマンドを使用します。ループ
バックポイントは、通話元と選択されたループバックタイプによって異なります。

このコマンドは、オンランプストアアンドフォワードファックス機能に適用されます。

Cisco 7200シリーズルータで VoATMのダイヤルピアの CIDを指定するには、session protocol
aal2-trunk dial-peer設定コマンドを入力する必要があります。

このコマンドは POTSダイヤルピアには適用されません。（注）

例 次の例では、VoATMのsession targetを設定します。 session targetは、VCIが 20の PVC
の ATMインターフェイス 0に送信されます。

dial-peer voice 12 voatm
destination-pattern 13102221111
session target atm0 pvc 20
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次の例では、ファックスメールを複数の受信者に配信します。

dial-peer voice 10 mmoip
session target marketing-information@mailer.example.com

mailer.example.comが sendmailを実行していると仮定すると、次の情報を /etc/aliases
ファイルに記述できます。

marketing-information:
john@example.com,
fax=+14085550112@sj-offramp.example.com

次の例では、VoATMのsession targetを設定します。 session targetは ATMインターフェ
イス 0に送信され、VPI/VCIが 1/100の PVC用になります。

dial-peer voice 12 voatm
destination-pattern 13102221111
session target atm1/0 pvc 1/100

関連コマンド DescriptionCommand

着信 VoFRコールレッグを正しい POTSコールレッグにブリッジでき
るようにします。

called-number

ダイヤルピアの音声コーダレートを指定します。codec(dial-peer)

アナログ音声ポートの地域トーン、呼び出し音、およびリズムの設定を

指定します。

cptone

ダイヤルピアに使用するプレフィックスまたは完全な E.164電話番号
(ダイヤルプランによって異なります)を指定します。

destination-pattern

DSPがダイヤルピアの FRF.11 Annex Aフレームを生成できるようにし
ます。

dtmf-relay

ハントグループ内のダイヤルピアの優先選択順序を示します。preference

パケットネットワーク経由でローカルルータとリモートルータ間の通

話用の VoFRプロトコルを確立します。
sessionprotocol

ダイヤルピアのネットワーク固有のアドレスを設定します。sessiontarget

通話の音声伝送パスをテストします。sessiontargetloopback

ダイヤルピアへの接続時に使用されるシグナリングタイプを設定しま

す。

signal-type
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session target (VoFR dial peer)
指定された VoFRダイヤルピアのネットワーク固有のアドレスを指定するには、dial-peer設定
モードで sessiontargetコマンドを使用します。デフォルトにリセットするには、このコマンド
の no形式を使用します。

Cisco 2600シリーズおよび Cisco 3600シリーズルータ
sessiontargetinterfacedlci[cid]
nosessiontarget

Cisco 7200シリーズルータ
sessiontargetinterfacedlci
nosessiontarget

構文の説明 このダイヤルピアに関連付けられたシリアルインターフェイスとインターフェ

イス番号 (スロット番号とポート番号)。選択したインターフェイスタイプに有
効なインターフェイス番号の範囲については、インターフェイスタイプの後に

?文字を入力します。

インター

フェイス

このダイヤルピアのデータリンク接続識別子。範囲は 16から 1007です。dlci

(オプション) FRF.11コールのデータに使用される DLCIサブチャネル。 CID
は、セッションプロトコルが frf11-trunkの場合にのみ指定する必要がありま
す。セッションプロトコルが cisco-switchedの場合、CIDは動的に割り当てら
れます。範囲は 4から 255です。

（注）

デフォルトでは、CID 4はデータに使用され、CID 5は通話制御に使用されま
す。音声トラフィックの場合は、6～ 63の CID値を選択することをお勧めし
ます。 CIDが 63より大きい場合、FRF.11ヘッダーには追加の 1バイトのデー
タが含まれます。

cid

コマンドデフォルト このコマンドのデフォルトでは、IPアドレスまたはドメイン名は定義されずに有効になってい
ます。

コマンドモード
ダイヤルピア設定 (config-dial-peer)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。11.3(1)T

このコマンドは、Cisco MC3810の VoFR、VoHDLC、および POTSダイヤルピア
用に実装されました。

11.3(1)MA
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変更リリース

このコマンドは、Cisco 2600シリーズおよび Cisco 3600シリーズのVoFRダイヤル
ピア用に実装されました。 cidオプションが追加されました。

12.0(3)XG

このコマンドは、Cisco IOS Release12.0(4)Tに統合され、Cisco 7200シリーズの
VoFRおよび POTSダイヤルピア用に実装されました。

12.0(4)T

使用上のガイドライン ダイヤルピアのネットワーク固有のアドレスまたはドメイン名を指定するには、 sessiontarget
コマンドを使用します。ネットワーク固有のアドレスを選択するかドメイン名を選択するか

は、選択したセッションプロトコルによって異なります。このコマンドの構文は、RFC 1738
で説明されている mailto:の単純な構文に準拠しています。

sessiontargetloopbackコマンドは、通話の音声伝送パスをテストするために使用されます。
ループバックポイントは、通話元と選択されたループバックタイプによって異なります。

VoFRダイヤルピアの場合、コマンドの -オプションが使用されている場合、cidオプションは
使用できません。 ciscoswitchedsessionprotocol

例 次の例では、FRF.11セッションプロトコルを使用して、シリアルインターフェイス
1/0、DLCI 100を Voice over Frame Relayダイヤルピア 200 (FRF.11ダイヤルピア)の
session targetとして設定します。

dial-peer voice 200 vofr
destination-pattern 13102221111
called-number 5552150
session protocol frf11-trunk
session target serial 1/0 100 20

次の例では、ファックスメールを複数の受信者に配信します。

dial-peer voice 10 mmoip
session target marketing-information@mailer.example.com

mailer.example.comが sendmailを実行していると仮定すると、次の情報を /etc/aliases
ファイルに記述できます。

marketing-information:
john@example.com,
fax=+14085551212@sj-offramp.example.com

関連コマンド DescriptionCommand

着信VoFRコールレッグを正しい POTSコールレッグにブリッジできるよ
うにします。

called-number

ダイヤルピアの音声コーダレートを指定します。codec(dial-peer)

アナログ音声ポートの地域トーン、呼び出し音、およびリズムの設定を指

定します。

cptone
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DescriptionCommand

ダイヤルピアに使用するプレフィックスまたは完全な E.164電話番号 (ダ
イヤルプランによって異なります)を指定します。

destination-pattern

DSPがダイヤルピアの FRF.11 Annex Aフレームを生成できるようにしま
す。

dtmf-relay

ハントグループ内のダイヤルピアの優先選択順序を示します。preference

パケットネットワーク経由でローカルルータとリモートルータ間の通話

用の VoFRプロトコルを確立します。
sessionprotocol

ダイヤルピアへの接続時に使用されるシグナリングタイプを設定します。signal-type
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session target (VoIP dial peer)
VoIPまたはVoIPv6ダイヤルピアからの呼び出しを受信するためのネットワーク固有のアドレ
スを指定するには、ダイヤルピア設定モードで sessiontargetコマンドを使用します。デフォ
ルトにリセットするには、このコマンドの no形式を使用します。

Cisco 1751、Cisco 3725、Cisco 3745、および Cisco AS5300
session target {dhcp | ipv4:宛先アドレス | ipv6:[宛先アドレス] | dns:[$s$. | $d$. | $e$. | $u$.]hostname
| enum:table-num | loopback:rtp | ras | sip-server | registrar}[:port]
nosessiontarget

Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、Cisco AS5350、Cisco AS5400、およびCisco AS5850
session target {dhcp | ipv4:宛先アドレス | ipv6:[宛先アドレス] | dns:[$s$. | $d$. | $e$. | $u$.]hostname
| enum:table-num | loopback:rtp | ras | settlementprovider-number | sip-server | registrar}[:port]
nosessiontarget

構文の説明 ルータが DHCP経由でsession targetを取得するように設定します。

（注）

dhcpオプションは、セッションプロトコルとしてセッション開始プ
ロトコル (SIP)が使用されている場合にのみ使用できます。SIPを有
効にするには、 sessionprotocol (ダイヤルピア)コマンドを使用しま
す。

dhcp

通話を受信するダイヤルピアの IPアドレスを設定します。コロンが
必要です。

ipv4:destination-address

通話を受信するダイヤルピアの IPv6アドレスを設定します。 IPv6ア
ドレスを角括弧で囲む必要があります。コロンが必要です。

ipv6:[destination-address]
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通話を受信するダイヤルピアの名前を解決する Domain Name System
(DNS)サーバーを収容するホストデバイスを設定します。コロンが
必要です。

VoIPピアのsession targetを定義するときは、このキーワードとともに
次のマクロのいずれかを使用します。

• $s$.--(オプション)ソース宛先パターンはドメイン名の一部とし
て使用されます。

• $d$.--(オプション)宛先番号はドメイン名の一部として使用され
ます。

• $e$.--(オプション)着信番号の数字が反転され、着信番号の数字
の間にピリオドが追加されます。結果の文字列はドメイン名の

一部として使用されます。

• $u$.--(オプション)宛先パターンの一致しない部分 (定義された
内線番号など)がドメイン名の一部として使用されます。

•ホスト名--ターゲットアドレスに関連付けられる完全なホスト
名を含む文字列 (例: serverA.example1.com)。

dns:[$s$]ホスト名

ENUM検索テーブル番号を設定します。範囲は 1～ 15です。コロ
ンは必須です。

enum:テーブル-番号

すべての音声データをソースにループバックするように設定します。

コロンが必要です。

loopback:rtp

登録、許可、およびステータス (RAS)シグナリング機能プロトコル
を設定します。 E.164アドレスを IPアドレスに変換するためにゲー
トキーパーが参照されます。

ras

ダイヤルピアからの通話の宛先としてグローバル SIPサーバーを設
定します。

sip-server

(オプション)ダイヤルピアアドレスのポート番号。コロンが必要で
す。

:ポート

終端ゲートウェイアドレスを解決するためのターゲットとして決済

サーバーを設定します。

• provider-number引数はプロバイダの IPアドレスを指定します。

settlementプロバイダ-
番号

呼び出しをレジストラのエンドポイントにルーティングするように

指定します。

• registrarキーワードは SIPダイヤルピアに対してのみ使用でき
ます。

registrar
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コマンドデフォルト IPアドレスまたはドメイン名が定義されていません。

コマンドモード
ダイヤルピア設定 (config-dial-peer)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが Cisco 2600シリーズおよび Cisco 3600シリーズに導
入されました。

11.3(1)T

このコマンドは変更されました。このコマンドがCiscoAS5300に実
装されました。 rasキーワードが追加されました。

12.0(3)T

このコマンドは、CiscoAS5300上のストアアンドフォワード FAX用
に実装されました。

12.0(4)XJ

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(1)Tに統合されました。
settlementおよび sip-serverキーワードが追加されました。

12.1(1)T

このコマンドが Cisco AS5350および Cisco AS5400に実装されまし
た。

12.2(2)XA

このコマンドが Cisco AS5850に導入されました。12.2(2)XB1

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(8)Tに統合されました。この
リリースには、CiscoAS5300、CiscoAS5350、CiscoAS5400、および
Cisco AS5850のサポートは含まれていません。

12.2(8)T

このコマンドは、CiscoAS5300、CiscoAS5350、CiscoAS5400、およ
び Cisco AS5850に実装されました。 enumキーワードが追加されま
した。

12.2(11)T

このコマンドは変更されました。 IPv6のサポートが追加されまし
た。

12.4(22)T

このコマンドは変更されました。 dhcpキーワードが追加されまし
た。

12.4(22)YB

このコマンドが Cisco IOS Release 15.0(1)Mに統合されました。15.0(1)M

YANGモデルのサポートを導入しました。Cisco IOSXEAmsterdam
17.2.1r

使用上のガイドライン sessiontargetコマンドを使用して、ダイヤルピアが現在のダイヤルピアからの呼び出しを受信
するためのネットワーク固有の宛先を指定します。ネットワーク固有のアドレスまたはドメイ

ン名をターゲットとして定義するオプションを選択するか、現在のダイヤルピアからの通話の

宛先を自動的に決定するいくつかの方法のいずれかを選択できます。
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指定されたマクロの有無にかかわらず、 sessiontargetdnsコマンドを使用します。オプション
のマクロを使用すると、特定のルータに関連付けられた番号のグループがある場合に設定する

必要がある VoIPダイヤルピア session targetの数を減らすことができます。

sessiontargetenumコマンドは、ダイヤルピアに対して、変換ルールのテーブルを使用してダイ
ヤル番号識別サービス (DNIS)番号を E.164形式の番号に変換するように指示します。この変
換された番号は、URLのコレクションを含む DNSサーバーに送信されます。これらの URL
は、各ユーザーを通話の宛先として識別し、SIP、H.323、電話、FAX、電子メール、インスタ
ントメッセージング、個人のWebページなどのさまざまなアクセスサービスを表す場合があ
ります。セッションターゲットをダイヤルピアに割り当てる前に、グローバル設定モードで

voiceenum-match-tableコマンドを使用して、変換ルールを含む ENUM一致テーブルを設定し
ます。テーブルは、 sessiontargetenumコマンド内で table-num引数を使用して識別されます。

sessiontargetloopbackコマンドを使用して、通話の音声伝送パスをテストします。ループバッ
クポイントは、通話元によって異なります。

sessiontargetdhcpコマンドを使用して、セッションターゲットホストがDHCP経由で取得され
るように指定します。 dhcpオプションは、セッションプロトコルとして SIPが使用されてい
る場合にのみ使用できます。 SIPを有効にするには、 sessionprotocol (ダイヤルピア)コマンド
を使用します。

Cisco IOSリリース 12.1(1)Tでは、sessiontargetコマンド設定で RASのターゲットと settle-call
コマンドを組み合わせることはできません。

sessiontargetsettlementprovider-numberコマンドでは、VoIPダイヤルピアが決済サーバー用に
設定されている場合、sessiontargetおよびsettle-callコマンドの provider-number引数が同一で
ある必要があります。

sessiontargetsip-serverコマンドを使用して、ダイヤルピアからの呼び出しの宛先としてグロー
バル SIPサーバーインターフェイスの名前を指定します。まず、SIPユーザーエージェント
(UA)設定モードで sip-serverコマンドを使用して SIPサーバーインターフェイスを定義する
必要があります。すると、各ダイヤルピアの SIPサーバーインターフェイスの IPアドレス全
体を入力する代わりに、各ダイヤルピアに対して sessiontargetsip-serverオプションを入力でき
るようになります。

SIPエンドポイントがホスト型統合コミュニケーション (UC)の SIPレジストラに登録された
後、 sessiontargetregistrarコマンドを使用して、呼び出しをレジストラのエンドポイントに自
動的にルーティングできます。エンドポイントを指すダイヤルピアで sessiontargetコマンドを
設定する必要があります。

例 次の例は、ドメイン example.com内の「voicerouter」という名前のホストに対してDNS
を使用してsession targetを作成する方法を示しています。

dial-peer voice 10 voip
session target dns:voicerouter.example.com

次の例は、オプションの $u$マクロを使用して DNSでセッションターゲットを作成
する方法を示しています。この例では、宛先パターンは 4つのピリオド（.）で終了
し、先頭に 1310555を持つ 4桁の内線番号を許可しています。オプションの $u$.マク
ロは、ゲートウェイがダイヤルされた番号の一致しない部分（この場合は 4桁の内線
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番号）を使用してダイヤルピアを識別するように指示します。ドメインは

「example.com」です。

dial-peer voice 10 voip
destination-pattern 1310555....
session target dns:$u$.example.com

次の例は、オプションの $d$マクロを使用して DNSでセッションターゲットを作成
する方法を示しています。この例では、宛先パターンが 13105551111に設定されてい
ます。オプションのマクロ$d$は、ゲートウェイに宛先パターンを使用して
「example.com」ドメイン内のダイヤルピアを識別するように指示します。

dial-peer voice 10 voip
destination-pattern 13105551111
session target dns:$d$.example.com

次の例は、オプションの $e$マクロを使用して DNSでセッションターゲットを作成
する方法を示しています。この例では、宛先パターンは 12345に設定されています。
オプションのマクロ $e$は、ゲートウェイに次の操作を指示します。宛先パターン内
の数字を逆にし、数字の間にピリオドを追加し、この逆展開された宛先パターンを使

用して "example.com"ドメイン内のダイヤルピアを識別します。

dial-peer voice 10 voip
destination-pattern 12345
session target dns:$e$.example.com

次の例は、ENUMマッチテーブルを使用してsession targetを作成する方法を示してい
ます。これは、ダイヤルピア 101を使用して行われた通話では、ENUMマッチテーブ
ル 3のルールの優先順序を使用する必要があることを示します。

dial-peer voice 101 voip
session target enum:3

次の例は、DHCPを使用してsession targetを作成する方法を示しています。

dial-peer voice 1 voip
session protocol sipv2
voice-class sip outbound-proxy dhcp
session target dhcp

次の例は、RASを使用してsession targetを作成する方法を示しています。

dial-peer voice 11 voip
destination-pattern 13105551111
session target ras

次の例は、決済を使用してsession targetを作成する方法を示しています。

dial-peer voice 24 voip
session target settlement:0

次の例は、2001:10:10:10:10:10:10:230a:5090にあるホストに対して IPv6を使用して
session targetを作成する方法を示しています。
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dial-peer voice 4 voip
destination-pattern 5000110011
session protocol sipv2
session target ipv6:[2001:0DB8:10:10:10:10:10:230a]:5090
codec g711ulaw

次の例は、登録エンドポイントにコールをルーティングするようにCiscoUnifiedBorder
Element（UBE）を設定する方法を示しています。

dial-peer voice 4 voip
session target registrar

関連コマンド descriptionコマンド

ダイヤルピアに使用するプレフィックスまたは完全なE.164電話番
号 (ダイヤルプランによって異なります)を指定します。

destination-pattern

ダイヤルピア設定モードに入り、音声関連のカプセル化の方法を指

定します。

dial-peervoice

パケットネットワークダイヤルピア設定モードを使用して、ロー

カルルータとリモートルータ間の呼び出しのセッションプロトコ

ルを指定します。

session protocol (dial peer)

セッションのターゲットタイプに関係なく、指定されたダイヤル

ピアに対して決済を使用することを指定します。

settle-call

SIPサーバーインターフェイスのネットワークアドレスを定義しま
す。

sip-server

ENUM一致テーブルの定義を開始します。voiceenum-match-table
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session target
ダイヤルピアのセッションターゲットとしてセッション開始プロトコル (SIP)ユニフォーム
リソースロケータ (URI)を設定するには、ダイヤルピア音声設定モードで session target sip-uri
コマンドを使用します。この設定を無効にするには、コマンドの no形式を使用します。

sessiontarget
nosessiontarget

コマンドデフォルト

コマンドモード Dial peer voice configuration (config-dial-peer)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。15.4(1)T

使用上のガイドライン

例

次の例は、 session target sip-uriコマンドを使用して、ダイヤルピアのセッションター
ゲットとして SIP URIを設定する方法を示しています。
Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# dial-peer voice 25 voip
Device(config-dial-peer)# session protocol sipv2
Device(config-dial-peer)# destination uri mydesturi
Device(config-dial-peer)# session target sip-uri
Device(config-dial-peer)# end
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session transport
VoIPダイヤルピアが、セッション開始プロトコル (SIP)メッセージの基盤となるトランスポー
ト層プロトコルとして TCPまたはユーザーデータグラムプロトコル (UDP)を使用するように
設定するには、dial-peer設定モードで sessiontransportコマンドを使用します。 system default
キーワードにリセットするには、このコマンドの no形式を使用します。

sessiontransport {system | tcp[tls] | udp}
nosessiontransport {system | tcp[tls] | udp}

構文の説明 SIPダイヤルピアは、voice service VoIPセッショントランスポートに従います。システム

SIPダイヤルピアは TCPトランスポート層プロトコルを使用します。TCP

(オプション) SIPダイヤルピアは、TCPトランスポート層プロトコル上でトランス
ポート層セキュリティ (TLS)を使用します。

tls

SIPダイヤルピアは、UDPトランスポート層プロトコルを使用します。これはデ
フォルトです。

udp

コマンドデフォルト UDP

transportコマンドで指定されたトランスポートプロトコルは、このコマンドで指定されたも
のと一致する必要があります。mustmatch

（注）

コマンドモード ダイヤルピア設定。

音声クラステナント。

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、
および Cisco AS5300で導入されました。

12.1(1)T

このコマンドが Cisco AS5350および Cisco AS5400に実装され
ました。

12.2(2)XA

このコマンドが Cisco AS5850に導入されました。12.2(2)XB1

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(11)Tに統合されました。12.2(11)T

オプションの tlsキーワードがコマンドに追加されました。12.4(6)T

YANGモデルのサポートを導入しました。Cisco IOSXECupertino 17.7.1a
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使用上のガイドライン show sip-ua statusコマンドを使用して、このコマンドを使用して設定したトランスポートプロ
トコルが、transportコマンドを使用して設定されたプロトコルと一致していることを確認し
ます。 transportコマンドは、dial-peer設定モードで SIPトランスポート方式（UDP、TCP、ま
たは TLS over TCP）を指定するために使用されます。

例 次の例は、SIPメッセージの基盤となるトランスポート層プロトコルとして TCPを使
用するように設定された VoIPダイヤルピアを示しています。

dial-peer voice 102 voip
session transport tcp

次の例は、SIPメッセージの基盤となるトランスポート層プロトコルとして TLS over
TCPを使用するように設定された VoIPダイヤルピアを示しています。

dial-peer voice 102 voip
session transport tcp tls

次の例は、SIPメッセージの基盤となるトランスポート層プロトコルとして UDPを使
用するように設定された VoIPダイヤルピアを示しています。

dial-peer voice 102 voip
session transport udp

関連コマンド descriptionコマンド

SIPゲートウェイ上の SIP通話サービスのステータスを表示します。showsip-uastatus

SIP TCPまたは UDPソケットを介した着信コールの SIPシグナリングメッ
セージ用の SIPユーザーエージェント (ゲートウェイ)を設定します。

transport
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session transport (H.323 voice-service)
すべての VoIPダイヤルピアで使用される H.323メッセージの基盤となるトランスポート層プ
ロトコルを設定するには、H.323音声サービス設定モードで sessiontransportコマンドを使用し
ます。デフォルト値をリセットするには、このコマンドの no形式を使用します。

sessiontransport {udp | tcp[calls-per-connection値]}
nosessiontransport

構文の説明 UDPトランスポート層プロトコルを使用するように H.323ダイヤルピア
を設定します。

udp

TCPトランスポート層プロトコルを使用するように H.323ダイヤルピア
を設定します。これはデフォルトです。

tcp

単一の TCP接続に多重化される呼び出しの数を設定します。calls-per-connection

コール数。範囲は 1～ 9999です。デフォルトは 5です。値

コマンドデフォルト TCPはデフォルトのセッショントランスポートプロトコルです。デフォルトの
calls-per-connection値は 5です。

コマンドモード
H.323音声サービス設定 (conf-serv-h323)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、セッション開始プロトコル (SIP)ダイヤルピア用に導入されま
した。

12.2(1)T

このコマンドは、H323ダイヤルピアのサポートと calls-per-connectionキーワー
ドの追加のために変更されました。

12.2(2)XA

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(4)Tに統合されました。12.2(4)T

このコマンドが Cisco AS5850に導入されました。12.2(2)XB1

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(11)Tに統合されました。12.2(11)T

例 次の例は、UDPトランスポート層プロトコルを使用するように設定されたダイヤルピ
アを示しています。

Router(conf-voi-serv)# h323
Router(conf-serv-h323)# session transport udp
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関連コマンド descriptionコマン

ド

H.323音声サービス設定コマンドを有効にします。h323
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session transport (SIP)
SIPメッセージの基盤となるトランスポート層プロトコルを TCP、TCP経由のトランスポート
層セキュリティ (TLS over TCP)、またはユーザーデータグラムプロトコル (UDP)に設定する
には、SIP設定モードで session transportコマンドを使用します。このコマンドの値をデフォル
トにリセットするには、このコマンドの no形式を使用します。

sessiontransport {udp | tcp[tls]}
nosessiontransport {udp | tcp[tls]}

構文の説明 UDPトランスポート層プロトコルを使用するように SIPメッセージを設定します。これ
はデフォルトです。

udp

TCPトランスポート層プロトコルを使用するように SIPメッセージを設定します。tcp

(オプション) TLS over TCPトランスポート層プロトコルを使用するように SIPメッセー
ジを設定します。

tls

コマンドデフォルト コマンドのデフォルトは UDPです。

コマンドモード
音声サービス SIP設定 (conf-serv-sip)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは SIP設定モードで導入されました。12.2(2)XB

このコマンドは、Cisco AS5850プラットフォームに実装されまし
た。

12.2(2)XB2

このコマンドはCisco IOSリリース 12.2(8)Tに統合され、Cisco 3700
シリーズのサポートが追加されました。 Cisco AS5300、Cisco
AS5350、CiscoAS5850、およびCiscoAS5400プラットフォームは、
このリリースではサポートされていません。

12.2(8)T

Cisco AS5300、Cisco AS5350、Cisco AS5400、および Cisco AS5850
プラットフォームのサポートが追加されました。

12.2(11)T

オプションの tlsキーワードがコマンドに追加されました。12.4(6)T

YANGモデルのサポートを導入しました。Cisco IOS XE Amsterdam
17.2.1r

使用上のガイドライン showsip-uastatusコマンドを使用して、 sessiontransportコマンドで設定されたトランスポート
プロトコルが、SIPユーザーエージェント設定モードで transportコマンドを使用して設定さ
れたプロトコルと一致していることを確認します。
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例 次の例では、SIPメッセージの基盤となるトランスポート層プロトコルを UDPに設定
します。

voice service voip sip session transport udp

次の例では、SIPメッセージの基盤となるトランスポート層プロトコルを TCPに設定
します。

voice service voip sip session transport tcp

次の例では、SIPメッセージの基盤となるトランスポート層プロトコルを TCP経由の
TLSに設定します。
voice service voip sip session transport tcp tls

関連コマンド descriptionコマンド

SIPゲートウェイ上の SIP通話サービスのステータスを表示します。showsip-uastatus

SIP TCPまたは UDPソケットを介した着信コールの SIPシグナリングメッ
セージ用に SIPゲートウェイを設定します。

transport
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session-set
Cisco 2600ベースの Signaling Link Terminal（SLT）上で、Signaling System 7（SS7）リンクと
SS7セッションセットの関連付けを作成するか、SS7リンクを SS7セッションセットに関連
付けるには、グローバル設定モードで session-setコマンドを入力します。現在のSS7セッショ
ンセットからリンクを削除し、SS7セッションセット 0 (デフォルト)に追加するには、この
コマンドの no形式を使用します。

session-setsession-set-id
nosession-set

構文の説明 SS7セッション ID。有効な値は 0と 1です。デフォルトは 0です。session-set-id

コマンドデフォルト SS7セッションセット 0

コマンドモード
グローバル設定 (config)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドは、Cisco 2600ベースの SLTで導入されました。12.2(15)T

使用上のガイドライン Cisco AS5350および Cisco AS5400プラットフォームでは、 channel-idコマンドを使用して、
Cisco SLT上に SS7-link-to-SS7-session-setの関連付けを作成します。Cisco 26xxプラットフォー
ムは、channel-idコマンドをサポートしていないため、Cisco 26xxベースの SLT上のチャネル
IDは、WANインターフェイスカード (WIC)のスロット位置と、SS7リンクの作成に使用され
るチャネルグループ IDに基づいて暗黙的に割り当てられます。

このコマンドを省略すると、リンクはデフォルトの SS7セッションセット 0に暗黙的に追加
されます。

例 次の例は、 session-setコマンドを使用して、関連付けられた SS7リンクを SS7セッ
ションセットに追加する方法を示しています。

session-set 1

次の例は、no session-setコマンドを使用して、リンクを現在の SS7セッションセット
から削除し、デフォルトの SS7セッションセット 0に追加する方法を示しています。

no session-set
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関連コマンド descriptionコマンド

セッションチャネル IDを Signaling System 7 (SS7)シリアルリンクに割り当てる
か、Cisco AS5350または Cisco AS5400上の SS7セッションセットに SS7リンクを
割り当てます。

channel-id
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session-timeout
TFTPセッションを開いたままにできる最大時間を指定するには、電話プロキシ設定モードで
session-timeoutコマンドを使用します。TFTPセッションのタイムアウト期間を削除するには、
コマンドの no形式を使用します。

session-timeout秒
no session-timeout

構文の説明 TFTPセッションの最大長 (秒)。範囲は 60～ 6000です。デフォルトは 180秒です。秒

コマンドデフォルト セッションタイムアウトは 180秒です。

コマンドモード 電話プロキシ設定モード (config-phone-proxy)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。15.3(3)M

使用上のガイドライン

例

次の例は、TFTPセッションのタイムアウト期間を200秒に指定する方法を示していま
す。

Device(config)# voice-phone-proxy first-pp
Device(config-phone-proxy)# session-timeout 200
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set
クライアントまたはサーバーオプションを使用してフォールトトレラントまたは非フォールト

トレラントセッションセットを作成するには、backhaul session-manager設定モードで setコマ
ンドを使用します。セットを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

setセット名 {client | server} {ft | nft}
nosetセット名 {client | server} {ft | nft}

構文の説明 Session-set名。set
-name

セッションセットはクライアントとして動作します。バックホールのシグナリング

用にこのオプションを選択します。

client

セッションセットはサーバーとして動作します。server

フォールトトレラントの操作。このセッションセットに複数のセッショングルー

プを含めることができ、各セッショングループがゲートウェイを異なるCiscoVSC3000
に接続する場合は、fault-tolerantを選択します。フォールトトレランスにより、セッ
ションセット内のセッショングループに障害が発生した場合でも、システムは正常

に動作します。

ft

非フォールトトレラント操作。このセッションセットにセッショングループが 1
つだけ含まれている場合 (ゲートウェイを単一の Cisco VSC3000に接続する場合)、
非フォールトトレラントを選択します。

nft

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はない

コマンドモード
Backhaul session manager設定 (config-bsm)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.1(1)T

このコマンドは、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、およびCiscoMC3810
に実装されました。

12.2(4)T

このコマンドが Cisco AS5350および Cisco AS5400に実装されました。12.2(2)XB

このコマンドが Cisco AS5850に導入されました。12.2(2)XB1

このコマンドは、Cisco IOSリリース 12.2(8)Tに統合され、Cisco IAD2420シリー
ズに実装されました。このリリースには、Cisco AS5350、Cisco AS5400、および
Cisco AS5850のサポートは含まれていません。

12.2(8)T
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変更リリース

このコマンドは、このリリースの Cisco AS5350、Cisco AS5400、および Cisco
AS5850でサポートされています。

12.2(11)T

使用上のガイドライン セッションセットには複数のセッショングループを関連付けることができます。

シグナリングバックホールの場合、セッションセットはクライアントとして動作するように

設定する必要があります。

セッションセットに関連付けられているすべてのセッショングループを最初に削除しない限

り、セッションセットを削除することはできません。

例 次の例では、「set1」という名前のクライアントセットをフォールトトレラントとし
て設定します。

Router(config-bsm)# set set1 client ft
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set http client cache stale
HTTPクライアントキャッシュ内のすべてのエントリのステータスを staleに設定するには、
グローバル設定モードで sethttpclientcachestaleコマンドを使用します。

sethttpclientcachestale

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト HTTPクライアントキャッシュ内のエントリは手動で staleとしてマークされません。

コマンドモード
グローバル設定 (config)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.4(15)T

このコマンドがCisco IOSRelease 12.4(20)Tに統合されました。12.4(20)T

使用上のガイドライン このコマンドを使用すると、キャッシュされたエントリがVoiceXMLアプリケーションによっ
て要求されたときに、HTTPクライアントがサーバーをチェックしてファイルの更新バージョ
ンが存在するかどうかを確認するように強制できます。ルータが非ストリーミングモードの

場合、条件付きリロードが HTTPサーバーに送信されます。ルータがストリーミングモード
の場合、更新のために無条件リロードが送信されます。ルータがどのモードであるかに関係な

く、 sethttpclientcachestaleコマンドを使用すると、VoiceXMLアプリケーションは最新のファ
イルを受信することが保証されます。

showhttpclientcacheコマンドは、手動で古いとマークされたエントリの経過時間の横にポンド
記号 (#)を表示します。

例 次の例では、HTTPクライアントキャッシュ内のすべてのエントリのステータスを
staleに設定します。

Router# set http client cache stale

関連コマンド descriptionコマンド

HTTPクライアントキャッシュに含まれるエントリに関する情報を表示
します。

showhttpclientcache
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set pstn-cause
着信 PSTN原因コードをセッション開始プロトコル（SIP）エラーステータスコードにマッピ
ングするには、SIPユーザーエージェント設定モードで setpstn-causeコマンドを使用します。
デフォルトにリセットするには、このコマンドの no形式を使用します。

setpstn-cause値sip-status値
nosetpstn-cause

構文の説明 PSTN原因コード。範囲は 1から 127ですpstn-cause
値

PSTN原因コードに対応する SIPステータスコード。範囲は 400から 699です。sip-status値

コマンドデフォルト 次の表に定義されているデフォルトのマッピングが使用されます。

表 5 : SIPイベントにマッピングされたデフォルトの PSTN原因コード

SIPイベントdescriptionPSTN原因コー
ド

404見つかりません未割り当て番号1

404見つかりません指定された中継ネットワークへのルートなし2

404見つかりません目的地へのルートがありません3

486ここは通話中ユーザーはビジーです17

480一時的に利用できませんユーザーの応答がありません18

ユーザーからの回答なし19

サブスクライバが不在20

403禁止拒否された通話21

410消失番号が変更されました22

404見つかりません選択されていないユーザーをクリアしていま

す

26

404見つかりません接続先は故障しています27

484 Address incompleteアドレスが不完全です。28

501実装されていません設備が拒否されました29

404見つかりません正常、詳細なし31
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SIPイベントdescriptionPSTN原因コー
ド

503サービスは利用できません利用できる回路がありません34

503サービスは利用できませんネットワークの故障38

503サービスは利用できません一時的な障害41

503サービスは利用できません切り替え機器の輻輳42

503サービスは利用できませんリソースが利用できません47

403禁止クローズドユーザーグループ (CUG)内で禁
止されている受信クラス

55

403禁止ベアラ能力の使用が認可されていません57

501実装されていませんベアラ機能は現在利用できません58

501実装されていませんベアラ能力が実装されていません65

501実装されていませんサービスまたはオプションが実装されていま

せん

79

503サービスは利用できませんユーザーはクローズドユーザーグループ

（CUG）のメンバーではありません
87

400不正なリクエスト互換性のない接続先88

400不正なリクエスト無効なメッセージ95

408リクエストタイムアウト期限切れタイムアウト時に回復102

400不正なリクエストプロトコルエラー111

500内部サーバーエラー上記以外の

コード

コマンドモード
SIP UA設定 (config-sip-ua)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.2(2)XB

このコマンドが Cisco AS5850に導入されました。12.2(2)XB2
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変更リリース

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(8)Tに統合されました。
このリリースには、CiscoAS5300、CiscoAS5350、CiscoAS5400、
および Cisco AS5850のサポートは含まれていません。

12.2(8)T

YANGモデルのサポートを導入しました。Cisco IOS XE Cupertino
17.7.1a

使用上のガイドライン PSTN原因コードは、一度に 1つの SIPステータスコードにのみマップできます。

例 次の例では、SIPステータスコードを PSTN原因コードに対応するようにマッピング
します。

Router(config)# sip-ua
Router(config-sip-ua)# set pstn-cause 111 sip-status 400
Router(config-sip-ua)# exit

関連コマンド descriptionコマンド

着信 SIPエラーステータスコードを PSTNリリース原因コードに設定します。setsip-status
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set sip-status
着信セッション開始プロトコル（SIP）エラーステータスコードを PSTN原因コードにマッピ
ングするには、SIPユーザーエージェント設定モードで setsip-statusコマンドを使用します。
デフォルトにリセットするには、このコマンドの no形式を使用します。

setsip-status値pstn-cause値
nosetsip-status

構文の説明 SIPステータスコード。範囲は 400から 699です。sip-status値

SIPステータスコードに対応する PSTN原因コード。範囲は 1から 127です。pstn-cause
値

コマンドデフォルト 以下の表に定義されているデフォルトのマッピングが使用されます。

表 6 : PSTN原因コードにマッピングされたデフォルトの SIPイベント

descriptionPSTN原因
コード

SIPイベント

不特定の相互作用127400不正なリクエスト

ベアラ能力の使用が認可されていま

せん

57401未認証

拒否された通話21402支払いが必要です

ベアラ能力の使用が認可されていま

せん

57403禁止

未割り当て番号1404見つかりません

不特定の相互作用127405メソッドは許可されていません

406受け入れられません

拒否された通話21407プロキシ認証が必要です

期限切れタイムアウト時に回復102408リクエストタイムアウト

一時的な障害41409競合

未割り当て番号1410消失
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descriptionPSTN原因
コード

SIPイベント

不特定の相互作用127411長さが必要

413リクエストエンティティが長すぎま
す

414リクエスト URI（URL）が長すぎま
す

サービスまたはオプションは利用で

きません

79415サポートされていないメディアタイ
プ

不特定の相互作用127420 Bad extension

ユーザーの応答なし18480一時的に利用できません

不特定の相互作用127481コールレッグが存在しません

482ループを検出しました

483ホップが多すぎます

アドレスが不完全です。28484 Address incomplete

未割り当て番号1485アドレスが不明瞭

ユーザーはビジーです17486ここは通話中

不特定の相互作用127487リクエストがキャンセルされました

不特定の相互作用127488ここでは受理されない

一時的な障害41500内部サーバーエラー

サービスまたはオプションが実装さ

れていません

79501実装されていません

ネットワークの故障38502不正なゲートウェイ

サービスまたはオプションは利用で

きません

63503サービスは利用できません

期限切れタイムアウト時に回復102504ゲートウェイタイムアウト

不特定の相互作用127505バージョンが実装されていません

リソースの利用不可、不特定47580前提条件の失敗

ユーザーはビジーです17600すべて通話中
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descriptionPSTN原因
コード

SIPイベント

拒否された通話21603拒否

未割り当て番号1604どこにも存在しない

ベアラ機能は現在利用できません58606受け入れられない

コマンドモード
SIP UA設定 (config-sip-ua)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.2(2)XB

このコマンドが Cisco AS5850に導入されました。12.2(2)XB2

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(8)Tに統合されました。
Cisco AS5300、Cisco AS5350、Cisco AS5400、および Cisco
AS5850のサポートは、このリリースには含まれていません。

12.2(8)T

YANGモデルのサポートを導入しました。Cisco IOSXECupertino 17.7.1a

使用上のガイドライン SIPステータスコードは、多くの PSTN原因コードにマッピングできます。たとえば、503は
34、38、58にマッピングできます。

例 次の例では、PSTN原因コードを SIPステータスコードに対応するようにマッピング
します。

Router(config)# sip-ua
Router(config-sip-ua)# set sip-status 400 pstn-cause 16

関連コマンド descriptionコマンド

着信 PSTN原因コードを SIPエラーステータスコードに設定します。setpstn-cause
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settle-call
sessiontargetコマンドで指定されたアドレス解決方法を使用する決済サーバーで通話を強制的
に承認するには、dial-peer設定モードで settle-callコマンドを使用します。決済サーバーによ
る認証が実行されないようにするには、このコマンドの no形式を使用します。

settle-callprovider-number
nosettle-callprovider-number

構文の説明 特定の決済サーバーの IDを定義する数字。有効な入力は 0だけです。

（注）

sessiontargettypeが settlementの場合、sessiontargetおよびsettle-callコマンド
の provider-number引数は同じである必要があります。

provider-number

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード
ダイヤルピア設定 (config-dial-peer)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドは、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、および Cisco AS5300
で導入されました。

12.1(1)T

使用上のガイドライン sessiontargetコマンドを使用すると、ダイヤルピアは ipv4、 dns、 ras,、 settlementキーワー
ドを通じて終端ゲートウェイのアドレスを判別できます。

セッションターゲットが settlement,ではなく、settle-callprovider-number引数が設定されてい
る場合、ゲートウェイは指定された方法を使用して終端ゲートウェイのアドレスを解決し、そ

のアドレスを承認し、その特定のアドレスに対して決済トークンを作成するように決済サー

バーに要求します。サーバーがゲートウェイによって提案された終端ゲートウェイアドレス

を承認できない場合、呼び出しは失敗します。

セッションターゲットタイプ rasと settle - callを組み合わせないでください。 session target
タイプの組み合わせはサポートされていません。

例 次の例では、sessiontargetで指定されたアドレス解決方法を使用する決済サーバーで
呼び出しを承認するように設定します。

dial-peer voice 10 voip
destination-pattern 1408.......
session target ipv4:172.22.95.14
settle-call 0
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関連コマンド descriptionコマンド

指定されたダイヤルピアのネットワーク固有のアドレスを指定します。sessiontarget
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settlement
決済設定モードに入り、決済プロバイダー固有の属性を指定するには、グローバル設定モード

で settlementコマンドを使用します。決済プロバイダーを無効にするには、このコマンドの
no形式を使用します。

settlementprovider-number
nosettlementprovider-number

構文の説明 特定の決済サーバーを定義する数字。有効な入力は0だけです。provider-number

コマンドデフォルト 0

コマンドモード
グローバル設定 (config)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、およびCiscoAS5300
で導入されました。

12.0(4)XH1

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(1)Tに統合されました。12.1(1)T

使用上のガイドライン 変数 provider-numberは、特定の決済プロバイダーを定義します。 Cisco IOSリリース 12.1で
は、システムごとに 1つのクリアリングハウスのみが許可され、 provider-numberの有効な値
は 0のみです。

例 この例では、決済設定モードに入ります。

settlement 0

関連コマンド DescriptionCommand

通信交換が完了した後に接続を維持する時間の長さを設定します。connection-timeout

決済サービスを提供する通信事業者または ISPを示します。customer-id

決済サービスプロバイダに関連付けられたゲートウェイを指定します。device-id

プロバイダとネゴシエートされる暗号化方法を設定します。encryption

決済プロバイダとの通信に使用される同時接続の最大数を設定します。max-connection

サーバーからの応答を待機する最大時間を設定します。response-timeout

決済プロバイダへの接続を試みる時間を設定します。retry-delay
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DescriptionCommand

接続再試行の制限を設定します。retry-limit

入力または出力のトラフィックがない場合に、接続を閉じる間隔を設定し

ます。

session-timeout

すべての決済サーバートランザクションの設定を表示します。showsettlement

決済プロバイダを表示します。shutdown

SAA-RTR操作タイプを設定します。type
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settlement roam-pattern
ユーザーがローミングしているかどうかを判断するために一致する必要があるパターンを設定

するには、グローバル設定モードで settlementroam-patternコマンドを使用します。特定のパ
ターンを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

settlementprovider-numberroam-patternpattern {roaming | noroaming}
nosettlementprovider-numberroam-patternpattern {roaming | noroaming}

構文の説明 特定の決済サーバーの IDを定義する数字。有効な入力は 0だけです。provider-number

ユーザーアカウントパターン。パターン

ユーザーがローミング中であることを指定します。roaming

ユーザーがローミングしていないことを指定します。noroaming

コマンドデフォルト デフォルトのパターンは設定されていません。

コマンドモード
グローバル設定 (config)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドは、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、および Cisco AS5300
で導入されました。

12.1(1)T

使用上のガイドライン 1つのゲートウェイに複数のローミングパターンを入力できます。

例 次の例は、ユーザーがローミングしているかどうかを判断するパターンを設定する方

法を示しています。

settlement 0 roam-pattern 1222 roaming
settlement 0 roam-pattern 1333 noroaming
settlement 0 roam-pattern 1444 roaming
settlement 0 roam-pattern 1555 noroaming

関連コマンド descriptionコマンド

調整プロバイダのローミング機能を有効にします。roaming(settlement)

決済設定モードを開始します。settlement

Cisco IOS音声コマンドリファレンス - Sコマンド
160

session through sgcp tse payload
settlement roam-pattern



sgcp
SimpleGatewayControl Protocol (SGCP)デーモンを起動してリソースを割り当てるには、グロー
バル設定モードで sgcpコマンドを使用します。すべての通話を終了し、割り当てられたすべ
てのリソースを解放し、SGCPデーモンを強制終了するには、このコマンドの no形式を使用
します。

sgcp
nosgcp

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト SGCPデーモンが有効になっていません。

コマンドモード
グローバル設定 (config)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、Cisco AS5300のプライベートリリースでのみ導入され、一般に
は利用できませんでした。

12.0(5)T

このコマンドは、一般には利用できないプライベートリリースでCiscoMC3810お
よび Cisco 3600シリーズ (Cisco 3620を除く)に実装されました。

12.0(7)XK

このコマンドが Cisco 3600シリーズおよび Cisco MC3810に実装されました。12.1(2)T

使用上のガイドライン SGCPデーモンがアクティブでない場合、すべての SGCPメッセージは無視されます。

nosgcpコマンドを入力すると、SGCPプロセスが削除されます。

nosgcpコマンドを入力した後、SGCPの無効化を有効にするには、設定を保存してルータを再
起動する必要があります。

（注）

例 次の例では、SGCPデーモンを有効にします。

sgcp

次の例では、SGCPデーモンを無効にします。

no sgcp
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関連コマンド descriptionコマンド

デフォルトの SGCPコールエージェントの IPアドレスを定義し
ます。

sgcpcall-agent

は、すべての SGCPアクティビティを正常に終了します。sgcpgraceful-shutdown

再起動時の雪崩を防ぐために SGCPの最大待機遅延を設定しま
す。

sgcpmax-waiting-delay

SGCPモデムまたは FAXパススルーを有効にします。sgcpmodempassthru

SGCP隔離バッファを無効にします。sgcpquarantine-bufferdisable

SGCPコールエージェントへの「通知」および「削除」メッセー
ジの送信を再試行する回数を指定します。

sgcprequestretries

システムが要求への応答を待機する時間を指定します。sgcprequesttimeout

ルータをトリガーして、T1コントローラがアップまたはダウン
していることを示すRSIPメッセージを SGCPコールエージェン
トに送信し、コールエージェントがT1コントローラと同期でき
るようにします。

sgcprestart

ランダムアルゴリズム方式を使用するように SGCP再送信タイ
マーを設定します。

sgcpretransmittimer

ゲートウェイが RTPストリームホストを検出する方法を設定し
ます。

sgcptimer

FAX/モデム操作用のインバンド TSEを有効にします。sgcptsepayload
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sgcp call-agent
ルータ設定ファイルでデフォルトの Simple Gateway Control Protocol（SGCP）コールエージェ
ントの IPアドレスを定義するには、グローバル設定モードで sgcpcall-agentコマンドを使用し
ます。ルータ設定からデフォルトの SGCPコールエージェントの IPアドレスを削除するに
は、このコマンドの no形式を使用します。

sgcpcall-agentipaddress[:udpport]
nosgcpcall-agentipaddress

構文の説明 コールエージェントの IPアドレスまたはホスト名。ipaddress

(オプション)コールエージェントの UDPポート。:udpport

コマンドデフォルト IPアドレスが設定されていません。

コマンドモード
グローバル設定 (config)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、Cisco AS5300のプライベートリリースでのみ導入され、一般に
は利用できませんでした。

12.0(5)T

このコマンドは、一般には利用できないプライベートリリースでCiscoMC3810お
よび Cisco 3600シリーズ (Cisco 3620を除く)に実装されました。

12.0(7)XK

このコマンドが Cisco 3600シリーズおよび Cisco MC3810に実装されました。12.1(2)T

使用上のガイドライン このコマンドは、ルータの起動時にルータが初期RSIP (Restart In Progress)パケットを送信する
デフォルトの SGCPコールエージェントの IPアドレスを定義します。これは、SGCPコール
エージェントがゲートウェイとして動作するルータに接続する前の初期ブートにのみ使用され

ます。

nosgcpcall-agentコマンドを入力すると、デフォルトの SGCPコールエージェントの IPアドレ
スのみが削除されます。

例 次の例では、SGCPを有効にし、コールエージェントの IPアドレスを指定します。

sgcp
sgcp call-agent 209.165.200.225

関連コマンド descriptionコマンド

SGCPデーモンを起動し、リソースを割り当てます。sgcp
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descriptionコマンド

は、すべての SGCPアクティビティを正常に終了します。sgcpgraceful-shutdown

再起動時の雪崩を防ぐために SGCPの最大待機遅延を設定しま
す。

sgcpmax-waiting-delay

SGCPモデムまたは FAXパススルーを有効にします。sgcpmodempassthru

SGCP隔離バッファを無効にします。sgcpquarantine-bufferdisable

SGCPコールエージェントへの「通知」および「削除」メッセー
ジの送信を再試行する回数を指定します。

sgcprequestretries

システムが要求への応答を待機する時間を指定します。sgcprequesttimeout

ルータをトリガーして、T1コントローラがアップまたはダウン
していることを示すRSIPメッセージを SGCPコールエージェン
トに送信し、コールエージェントがT1コントローラと同期でき
るようにします。

sgcprestart

ランダムアルゴリズム方式を使用するように SGCP再送信タイ
マーを設定します。

sgcpretransmittimer

ゲートウェイが RTPストリームホストを検出する方法を設定し
ます。

sgcptimer

FAX/モデム操作用のインバンド TSEを有効にします。sgcptsepayload
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sgcp graceful-shutdown
すべての新規通話をブロックし、すべての既存通話を正常に終了する（発信者が通話を終了す

るまで待機する）には、グローバル設定モードで sgcpgraceful-shutdownコマンドを使用しま
す。すべての通話のブロックを解除し、新しい通話を許可するには、このコマンドのno形式
を使用します。

sgcpgraceful-shutdown
nosgcpgraceful-shutdown

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード
グローバル設定 (config)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、Cisco AS5300のプライベートリリースで導入されたため、一般
には利用できません。

12.0(5)T

このコマンドは、一般には利用できないプライベートリリースでCiscoMC3810お
よび Cisco 3600シリーズ (Cisco 3620を除く)に実装されました。

12.0(7)XK

このコマンドが Cisco 3600シリーズおよび Cisco MC3810に実装されました。12.1(2)T

使用上のガイドライン このコマンドを発行すると、新しい接続に対するすべてのリクエスト (CreateConnectionリクエ
スト)が拒否されます。既存のすべての通話は、ユーザーが終了するか、nosgcpコマンドを入
力するまで維持されます。最後のアクティブな通話が終了すると、SGCPデーモンが終了し、
それに割り当てられたすべてのリソースが解放されます。

例 次の例では、すべての新しい通話をブロックし、既存の通話を終了します。

sgcp graceful-shutdown

関連コマンド descriptionコマンド

SGCPデーモンを起動し、リソースを割り当てます。sgcp

デフォルトの SGCPコールエージェントの IPアドレスを定義し
ます。

sgcpcall-agent

再起動時の雪崩を防ぐために SGCPの最大待機遅延を設定しま
す。

sgcpmax-waiting-delay
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descriptionコマンド

SGCPモデムまたは FAXパススルーを有効にします。sgcpmodempassthru

SGCP隔離バッファを無効にします。sgcpquarantine-bufferdisable

SGCPコールエージェントへの「通知」および「削除」メッセー
ジの送信を再試行する回数を指定します。

sgcprequestretries

システムが要求への応答を待機する時間を指定します。sgcprequesttimeout

ルータをトリガーして、T1コントローラがアップまたはダウン
していることを示すRSIPメッセージを SGCPコールエージェン
トに送信し、コールエージェントがT1コントローラと同期でき
るようにします。

sgcprestart

ランダムアルゴリズム方式を使用するように SGCP再送信タイ
マーを設定します。

sgcpretransmittimer

ゲートウェイが RTPストリームホストを検出する方法を設定し
ます。

sgcptimer

FAX/モデム操作用のインバンド TSEを有効にします。sgcptsepayload
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sgcp max-waiting-delay
再起動アバランシェを防ぐために Simple Gateway Control Protocol (SGCP)の最大待機遅延を設
定するには、グローバル設定モードで sgcpmax-waiting-delayコマンドを使用します。デフォ
ルトにリセットするには、このコマンドの no形式を使用します。

sgcpmax-waiting-delaydelay
nosgcpmax-waiting-delaydelay

構文の説明 最大待機遅延 (MWD) (ミリ秒単位)。値の範囲は 0～ 600000です。デフォルトは 3000
です。

遅

れ

コマンドデフォルト 3000 ms

コマンドモード
グローバル設定 (config)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、Cisco AS5300のプライベートリリースで導入されたため、一般
には利用できません。

12.0(5)T

このコマンドは、一般には利用できないプライベートリリースでCiscoMC3810お
よび Cisco 3600シリーズ (Cisco 3620を除く)に実装されました。

12.0(7)XK

このコマンドは、Cisco 3600シリーズおよび Cisco MC3810に実装されました。12.1(2)T

例 次の例では、最大待機遅延値を 40ミリ秒に設定します。

sgcp max-waiting-delay 40

関連コマンド descriptionコマンド

SGCPデーモンを起動し、リソースを割り当てます。sgcp

デフォルトの SGCPコールエージェントの IPアドレスを定義し
ます。

sgcpcall-agent

は、すべての SGCPアクティビティを正常に終了します。sgcpgraceful-shutdown

SGCPモデムまたは FAXパススルーを有効にします。sgcpmodempassthru

SGCP隔離バッファを無効にします。sgcpquarantine-bufferdisable
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descriptionコマンド

SGCPコールエージェントへの「通知」および「削除」メッセー
ジの送信を再試行する回数を指定します。

sgcprequestretries

システムが要求への応答を待機する時間を指定します。sgcprequesttimeout

ルータをトリガーして、T1コントローラがアップまたはダウン
していることを示すRSIPメッセージを SGCPコールエージェン
トに送信し、コールエージェントがT1コントローラと同期でき
るようにします。

sgcprestart

ランダムアルゴリズム方式を使用するように SGCP再送信タイ
マーを設定します。

sgcpretransmittimer

ゲートウェイが RTPストリームホストを検出する方法を設定し
ます。

sgcptimer

FAX/モデム操作用のインバンド TSEを有効にします。sgcptsepayload
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sgcp modem passthru
Simple Gateway Control Protocol（SGCP）モデムまたは FAXパススルーを有効にするには、グ
ローバル設定モードで sgcpmodempassthruコマンドを使用します。 SGCPモデムまたは FAX
パススルーを無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

sgcpmodempassthru {ca | cisco | nse}
nosgcpmodempassthru {ca | cisco | nse}

構文の説明 コールエージェント制御モデムのアップスピード方式違反メッセージ。ca

プロトコルに基づいた Cisco独自のアップスピード方式。cisco

NSEベースのモデムアップスピード方式。nse

コマンドデフォルト SGCPモデムまたは FAXパススルーは、デフォルトで無効になっています。

コマンドモード
グローバル設定 (config)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、一般には利用できないプライベートリリースで Cisco MC3810
および Cisco 3600シリーズ (Cisco 3620を除く)に導入されました。

12.0(7)XK

このコマンドは、Cisco 3600シリーズおよび Cisco MC3810に実装されました。12.1(2)T

使用上のガイドライン 応答トーンはモデムまたは FAX送信のいずれからでも返される可能性があるため、このコマ
ンドは FAXパススルーに使用できます。アップスピード方式は、ネットワークの状況に合わ
せてコーデックの種類と速度を動的に変更する方式です。

nseオプションを使用する場合は、 sgcptsepayloadコマンドも設定する必要があります。

例 次の例では、コールエージェントアップスピード方式を使用して SGCPモデムパス
スルーを設定します。

sgcp modem passthru ca

次の例では、シスコ独自のアップスピード方式を使用して SGCPモデムのパススルー
を設定します。

sgcp modem passthru cisco

次の例では、NSEベースのモデムアップスピードを使用してSGCPモデムパススルー
を設定します。
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sgcp modem passthru nse
sgcp tse payload 110

関連コマンド descriptionコマンド

SGCPデーモンを起動し、リソースを割り当てます。sgcp

デフォルトの SGCPコールエージェントの IPアドレスを定義し
ます。

sgcpcall-agent

は、すべての SGCPアクティビティを正常に終了します。sgcpgraceful-shutdown

再起動時の雪崩を防ぐために SGCPの最大待機遅延を設定しま
す。

sgcpmax-waiting-delay

SGCP隔離バッファを無効にします。sgcpquarantine-bufferdisable

SGCPコールエージェントへの「通知」および「削除」メッセー
ジの送信を再試行する回数を指定します。

sgcprequestretries

システムが要求への応答を待機する時間を指定します。sgcprequesttimeout

ルータをトリガーして、T1コントローラがアップまたはダウン
していることを示すRSIPメッセージを SGCPコールエージェン
トに送信し、コールエージェントがT1コントローラと同期でき
るようにします。

sgcprestart

ランダムアルゴリズム方式を使用するように SGCP再送信タイ
マーを設定します。

sgcpretransmittimer

ゲートウェイが RTPストリームホストを検出する方法を設定し
ます。

sgcptimer

FAX/モデム操作用のインバンド TSEを有効にします。sgcptsepayload
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sgcp quarantine-buffer disable
SimpleGatewayControl Protocol（SGCP）隔離バッファを無効にするには、グローバル設定モー
ドで sgcpquarantine-bufferdisableコマンドを使用します。 SGCP隔離バッファを再度有効にす
るには、このコマンドの no形式を使用します。

sgcpquarantine-bufferdisable
nosgcpquarantine-bufferdisable

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト SGCP隔離バッファが有効になっています。

コマンドモード
グローバル設定 (config)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、一般には利用できないプライベートリリースでCiscoMC3810お
よび Cisco 3600シリーズ (Cisco 3620を除く)に導入されました。

12.0(7)XK

このコマンドは、Cisco 3600シリーズおよび Cisco MC3810にありました。12.1(2)T

使用上のガイドライン SGCP隔離バッファは、2つの通知要求 (RQNT)メッセージ間の SGCPイベントをバッファリ
ングするためのメカニズムです。

例 次の例では、SGCP隔離バッファを無効にします。

sgcp quarantine-buffer disable

関連コマンド descriptionコマンド

SGCPデーモンを起動し、リソースを割り当てます。sgcp

デフォルトの SGCPコールエージェントの IPアドレスを定義します。sgcpcall-agent

は、すべての SGCPアクティビティを正常に終了します。sgcpgraceful-shutdown

再起動時の雪崩を防ぐために SGCPの最大待機遅延を設定します。sgcpmax-waiting-delay

SGCPモデムまたは FAXパススルーを有効にします。sgcpmodempassthru

SGCPコールエージェントへの「通知」および「削除」メッセージの
送信を再試行する回数を指定します。

sgcprequestretries

システムが要求への応答を待機する時間を指定します。sgcprequesttimeout
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descriptionコマンド

ルータをトリガーして、T1コントローラがアップまたはダウンしてい
ることを示すRSIPメッセージをSGCPコールエージェントに送信し、
コールエージェントが T1コントローラと同期できるようにします。

sgcprestart

ランダムアルゴリズム方式を使用するように SGCP再送信タイマーを
設定します。

sgcpretransmittimer

ゲートウェイがRTPストリームホストを検出する方法を設定します。sgcptimer

FAX/モデム操作用のインバンド TSEを有効にします。sgcptsepayload
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sgcp request retries
Simple Gateway Control Protocol（SGCP）コールエージェントへの通知および削除メッセージ
の送信を再試行する回数を指定するには、グローバル設定モードで sgcprequestretriesコマン
ドを使用します。デフォルトにリセットするには、このコマンドの no形式を使用します。

sgcprequestretriesカウント
nosgcprequestretries

構文の説明 通知および削除メッセージがドロップされる前に SGCPコールエージェントに再送
信される回数。値の範囲は 1～ 100です。デフォルトは 3です。

カウン

ト

コマンドデフォルト 3回

コマンドモード
グローバル設定 (config)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、Cisco AS5300のプライベートリリースで導入されたため、一般
には利用できません。

12.0(5)T

このコマンドは、一般には利用できないプライベートリリースでCiscoMC3810お
よび Cisco 3600シリーズ (Cisco 3620を除く)に実装されました。

12.0(7)XK

このコマンドは、Cisco 3600シリーズおよび Cisco MC3810に実装されました。12.1(2)T

使用上のガイドライン 実際の再試行回数は、このコマンドに入力した値と異なる場合があります。再試行回数もコー

ルエージェントによって制限されます。 30秒経過してもコールエージェントからの応答がな
い場合、sgcprequestretriesコマンドを使用して設定された回数に達していなくても、ゲート
ウェイはそれ以上再試行しません。

このコマンドの設定に関係なく、ルータは 30秒後に再試行の送信を停止します。

例 次の例では、要求をドロップする前にコマンドを10回送信するようにシステムを設定
します。 sgcp

sgcp request retries 10

関連コマンド descriptionコマンド

SGCPデーモンを起動し、リソースを割り当てます。sgcp

デフォルトの SGCPコールエージェントの IPアドレスを定義し
ます。

sgcpcall-agent
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descriptionコマンド

は、すべての SGCPアクティビティを正常に終了します。sgcpgraceful-shutdown

再起動時の雪崩を防ぐために SGCPの最大待機遅延を設定しま
す。

sgcpmax-waiting-delay

SGCPモデムまたは FAXパススルーを有効にします。sgcpmodempassthru

SGCP隔離バッファを無効にします。sgcpquarantine-bufferdisable

システムが要求への応答を待機する時間を指定します。sgcprequesttimeout

ルータをトリガーして、T1コントローラがアップまたはダウン
していることを示すRSIPメッセージを SGCPコールエージェン
トに送信し、コールエージェントがT1コントローラと同期でき
るようにします。

sgcprestart

ランダムアルゴリズム方式を使用するように SGCP再送信タイ
マーを設定します。

sgcpretransmittimer

ゲートウェイが RTPストリームホストを検出する方法を設定し
ます。

sgcptimer

FAX/モデム操作用のインバンド TSEを有効にします。sgcptsepayload
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sgcp request timeout
システムが要求への応答を待機する時間を指定するには、グローバル設定モードで

sgcprequesttimeoutコマンドを使用します。デフォルトにリセットするには、このコマンドの
no形式を使用します。

sgcprequesttimeoutタイムアウト
nosgcprequesttimeout

構文の説明 リクエストへの応答を待機する時間（ミリ秒単位）。値の範囲は 1～ 10000で
す。デフォルトは 500です。

タイムアウ

ト

コマンドデフォルト 500 ms

コマンドモード
グローバル設定 (config)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、Cisco AS5300のプライベートリリースで導入されたため、一般
には利用できません。

12.0(5)T

このコマンドは、一般には利用できないプライベートリリースでCiscoMC3810お
よび Cisco 3600シリーズ (Cisco 3620を除く)に実装されました。

12.0(7)XK

このコマンドは、Cisco 3600シリーズおよび Cisco MC3810に実装されました。12.1(2)T

使用上のガイドライン このコマンドは、SGCPコールエージェントに送信される「通知」および「削除」メッセージ
に使用されます。

例 次の例では、要求への応答を 40ミリ秒待機するようにシステムを設定します。

sgcp request timeout 40

関連コマンド descriptionコマンド

SGCPデーモンを起動し、リソースを割り当てます。sgcp

デフォルトの SGCPコールエージェントの IPアドレスを定義し
ます。

sgcpcall-agent

は、すべての SGCPアクティビティを正常に終了します。sgcpgraceful-shutdown

再起動時の雪崩を防ぐために SGCPの最大待機遅延を設定しま
す。

sgcpmax-waiting-delay
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descriptionコマンド

SGCPモデムまたは FAXパススルーを有効にします。sgcpmodempassthru

SGCP隔離バッファを無効にします。sgcpquarantine-bufferdisable

SGCPコールエージェントへの「通知」および「削除」メッセー
ジの送信を再試行する回数を指定します。

sgcprequestretries

ルータをトリガーして、T1コントローラがアップまたはダウン
していることを示すRSIPメッセージを SGCPコールエージェン
トに送信し、コールエージェントがT1コントローラと同期でき
るようにします。

sgcprestart

ランダムアルゴリズム方式を使用するように SGCP再送信タイ
マーを設定します。

sgcpretransmittimer

ゲートウェイが RTPストリームホストを検出する方法を設定し
ます。

sgcptimer

FAX/モデム操作用のインバンド TSEを有効にします。sgcptsepayload
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sgcp restart
ルータが、T1コントローラが起動しているか停止しているかを示すRestart in Progress（RSIP）
メッセージを Simple Gateway Control Protocol（SGCP）コールエージェントに送信して、コー
ルエージェントが T1コントローラと同期できるようにするには、グローバル設定モードで
sgcprestartコマンドを使用します。デフォルトにリセットするには、このコマンドの no形式
を使用します。

sgcprestart {delaydelay | notify}
nosgcprestart {delaydelay | notify}

構文の説明 再起動の遅延（ミリ秒単位）。値の範囲は 0～ 600です。デフォルトは 0です。delay遅
れ

SGCP/デジタルインターフェイスの状態遷移時に通知を再起動します。notify

コマンドデフォルト 0 ms

コマンドモード
グローバル設定(config)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、一般には利用できないプライベートリリースで Cisco MC3810
および Cisco 3600シリーズ (Cisco 3620を除く)に導入されました。

12.0(7)XK

このコマンドは、Cisco 3600シリーズおよび Cisco MC3810に実装されました。12.1(2)T

使用上のガイドライン このコマンドを使用して、ルータから SGCPコールエージェントに RSIPメッセージを送信し
ます。 RSIPメッセージは、ルータとコールエージェントを同期するために使用されます。
SGCPデーモンを有効にするために sgcpコマンドが入力された場合にも、RSIPメッセージが
送信されます。

RSIPメッセージの送信を有効にするには、 notifyオプションを入力する必要があります。

例 次の例では、SGCPを再起動する前に 40ミリ秒待機するようにシステムを設定しま
す。

sgcp restart delay 40

次の例では、T1コントローラの状態が変化したときに SGCPコールエージェントに
RSIP通知を送信するようにシステムを設定します。

sgcp restart notify
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関連コマンド descriptionコマンド

SGCPデーモンを起動し、リソースを割り当てます。sgcp

デフォルトの SGCPコールエージェントの IPアドレスを定義し
ます。

sgcpcall-agent

は、すべての SGCPアクティビティを正常に終了します。sgcpgraceful-shutdown

再起動時の雪崩を防ぐために SGCPの最大待機遅延を設定しま
す。

sgcpmax-waiting-delay

SGCPモデムまたは FAXパススルーを有効にします。sgcpmodempassthru

SGCP隔離バッファを無効にします。sgcpquarantine-bufferdisable

SGCPコールエージェントへの「通知」および「削除」メッセー
ジの送信を再試行する回数を指定します。

sgcprequestretries

システムが要求への応答を待機する時間を指定します。sgcprequesttimeout

ランダムアルゴリズム方式を使用するように SGCP再送信タイ
マーを設定します。

sgcpretransmittimer

ゲートウェイが RTPストリームホストを検出する方法を設定し
ます。

sgcptimer

FAX/モデム操作用のインバンド TSEを有効にします。sgcptsepayload
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sgcp retransmit timer
ランダムアルゴリズムを使用するように Simple Gateway Control Protocol（SGCP）再送信タイ
マーを設定するには、グローバル設定モードで sgcpretransmittimerコマンドを使用します。
デフォルトにリセットするには、このコマンドの no形式を使用します。

sgcpretransmittimerrandom
nosgcpretransmittimerrandom

構文の説明 SGCP再送信タイマーはランダムアルゴリズムを使用します。random

コマンドデフォルト SGCP再送信タイマーはランダムアルゴリズムを使用しません。

コマンドモード
グローバル設定 (config)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、一般には利用できないプライベートリリースでCisco3600シリー
ズおよび Cisco MC3810に導入されました。

12.0(7)XK

このコマンドは、Cisco 3600シリーズおよび Cisco MC3810に実装されました。12.1(2)T

使用上のガイドライン このコマンドを使用して、再送信タイマーのランダムアルゴリズムコンポーネントを有効に

します。たとえば、再送信タイマーが 200ミリ秒に設定されている場合、最初の再送信タイ
マーは200ミリ秒ですが、2番目の再送信タイマーは200または400の間でランダムにタイマー
値を取得します。3番目の再送信タイマーは、以下に示すように、200、400、または 800の間
でランダムにタイマー値を取得します。

•最初の再送タイマー: 200

• 2回目の再送タイマー: 200または 400

• 3番目の再送タイマー: 200、400、または 800

• 4番目の再送タイマー: 200、400、800、または 1600

• 5番目の再送タイマー：200、400、800、1600、3200など。

30秒が経過すると、再送信タイマーは再試行しなくなります。

例 次の例では、ランダムアルゴリズムを使用するように再送信タイマーを設定します。

sgcp retransmit timer random
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関連コマンド descriptionコマンド

SGCPデーモンを起動し、リソースを割り当てます。sgcp

デフォルトの SGCPコールエージェントの IPアドレスを定義し
ます。

sgcpcall-agent

は、すべての SGCPアクティビティを正常に終了します。sgcpgraceful-shutdown

再起動時の雪崩を防ぐために SGCPの最大待機遅延を設定しま
す。

sgcpmax-waiting-delay

SGCPモデムまたは FAXパススルーを有効にします。sgcpmodempassthru

SGCP隔離バッファを無効にします。sgcpquarantine-bufferdisable

SGCPコールエージェントへの「通知」および「削除」メッセー
ジの送信を再試行する回数を指定します。

sgcprequestretries

システムが要求への応答を待機する時間を指定します。sgcprequesttimeout

ルータをトリガーして、T1コントローラがアップまたはダウン
していることを示すRSIPメッセージを SGCPコールエージェン
トに送信し、コールエージェントがT1コントローラと同期でき
るようにします。

sgcprestart

ゲートウェイが RTPストリームホストを検出する方法を設定し
ます。

sgcptimer

FAX/モデム操作用のインバンド TSEを有効にします。sgcptsepayload
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sgcp timer
ゲートウェイがReal-Time Transport Protocol（RTP）ストリームの損失を検出する方法を設定す
るには、グローバル設定モードで sgcptimerコマンドを使用します。デフォルトにリセットす
るには、このコマンドの no形式を使用します。

sgcptimer {receive-rtcptimer | rtp-nsetimer}
nosgcptimer {receive-rtcptimer | rtp-nsetimer}

構文の説明 RTP制御プロトコル (RTCP)の送信間隔 (ミリ秒単位)。値の範囲は 1～
100です。デフォルトは 5です。

receive-rtcpタイ
マー

RTP名前付きシグナリングイベント (NSE)のタイムアウト (ミリ秒単
位)。値の範囲は 100～ 3000です。デフォルトは 200です。

rtp-nseタイマー

コマンドデフォルト receive-rtcp: 5ミリ秒

rtp-nse: 200ミリ秒

コマンドモード
グローバル設定 (config)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、Cisco AS5300のプライベートリリースで導入されたため、一般
には利用できません。

12.0(5)T

このコマンドは、一般には利用できないプライベートリリースでCiscoMC3810お
よび Cisco 3600シリーズ (Cisco 3620を除く)に実装されました。

12.0(7)XK

このコマンドは、Cisco 3600シリーズおよび Cisco MC3810に実装されました。12.1(2)T

使用上のガイドライン RTP NSEタイマーはプロキシ呼び出しに使用されます (呼び出し音は発信元ゲートウェイで提
供されます)。

例 次の例では、RTCP送信間隔を 100ミリ秒に設定します。

sgcp timer receive-rtcp 100

次の例では、NSEタイムアウトを 1000ミリ秒に設定します。

sgcp timer rtp-nse 1000
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関連コマンド descriptionコマンド

SGCPデーモンを起動し、リソースを割り当てます。sgcp

デフォルトの SGCPコールエージェントの IPアドレスを定義し
ます。

sgcpcall-agent

は、すべての SGCPアクティビティを正常に終了します。sgcpgraceful-shutdown

再起動時の雪崩を防ぐために SGCPの最大待機遅延を設定しま
す。

sgcpmax-waiting-delay

SGCPモデムまたは FAXパススルーを有効にします。sgcpmodempassthru

SGCP隔離バッファを無効にします。sgcpquarantine-bufferdisable

SGCPコールエージェントへの「通知」および「削除」メッセー
ジの送信を再試行する回数を指定します。

sgcprequestretries

システムが要求への応答を待機する時間を指定します。sgcprequesttimeout

ルータをトリガーして、T1コントローラがアップまたはダウン
していることを示すRSIPメッセージを SGCPコールエージェン
トに送信し、コールエージェントがT1コントローラと同期でき
るようにします。

sgcprestart

ランダムアルゴリズム方式を使用するように SGCP再送信タイ
マーを設定します。

sgcpretransmittimer

FAX/モデム操作用のインバンド TSEを有効にします。sgcptsepayload
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sgcp tse payload
FAXおよびモデム操作のインバンドテレフォニーシグナリングイベント (TSE)を有効にする
には、グローバル設定モードで sgcptsepayloadコマンドを使用します。デフォルトにリセット
するには、このコマンドの no形式を使用します。

sgcptsepayloadタイプ
nosgcptsepayloadタイプ

構文の説明 TSEペイロードタイプ。範囲は 96～ 119です。デフォルトは 0で、コマンドが無効
であることを意味します。

タイ

プ

コマンドデフォルト 0（無効）

コマンドモード
グローバル設定(config)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、一般には利用できないプライベートリリースで Cisco MC3810
および Cisco 3600シリーズ (Cisco 3620を除く)に導入されました。

12.0(7)XK

このコマンドは、Cisco 3600シリーズおよび Cisco MC3810に実装されました。12.1(2)T

使用上のガイドライン このコマンドはデフォルトで無効になっているため、TSEペイロードタイプを指定する必要
があります。

sgcpmodempassthruコマンドを nse値に設定する場合は、このコマンドを設定する必要があり
ます。

例 次の例では、NSEベースのモデムアップスピードと、インバンドテレフォニーシグ
ナリングイベントペイロード値を 110に設定して、Simple Gateway Control Protocol
(SGCP)モデムパススルーを設定します。

sgcp modem passthru nse
sgcp tse payload 110

関連コマンド descriptionコマンド

SGCPデーモンを起動し、リソースを割り当てます。sgcp

デフォルトの SGCPコールエージェントの IPアドレスを定義し
ます。

sgcpcall-agent

は、すべての SGCPアクティビティを正常に終了します。sgcpgraceful-shutdown
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descriptionコマンド

再起動時の雪崩を防ぐために SGCPの最大待機遅延を設定しま
す。

sgcpmax-waiting-delay

SGCPモデムまたは FAXパススルーを有効にします。sgcpmodempassthru

SGCP隔離バッファを無効にします。sgcpquarantine-bufferdisable

SGCPコールエージェントへの「通知」および「削除」メッセー
ジの送信を再試行する回数を指定します。

sgcprequestretries

システムが要求への応答を待機する時間を指定します。sgcprequesttimeout

ルータをトリガーして、T1コントローラがアップまたはダウン
していることを示すRSIPメッセージを SGCPコールエージェン
トに送信し、コールエージェントがT1コントローラと同期でき
るようにします。

sgcprestart

ランダムアルゴリズム方式を使用するように SGCP再送信タイ
マーを設定します。

sgcpretransmittimer

ゲートウェイが RTPストリームホストを検出する方法を設定し
ます。

sgcptimer
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source filter
セッション開始プロトコル (SIP)シグナリングを通じてネゴシエートされたものとは異なる送
信元 IPアドレスとポート番号を持つリアルタイムトランスポートプロトコル (RTP)パケット
をフィルタリングするには、voice service SIP設定モードで source filterコマンドを使用しま
す。フィルタリングを無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

source filter
no source filter

コマンドデフォルト RTPソースフィルタリングは無効です。

コマンドモード 音声サービス SIP設定 (conf-serv-sip)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.4(6)T

使用上のガイドライン SIP IOSゲートウェイがアクティブな通話の同じ IPアドレスおよびポート宛ての無効な RTP
ストリームを受信すると、公衆交換電話網 (PSTN)の発信者にクロストークが発生する場合が
あります。無効なストリームには、SIPセッション記述プロトコル (SDP)を使用してネゴシ
エートされたものとは異なる送信元 IPアドレスとポートがあります。ゲートウェイ内のデジ
タルシグナルプロセッサ（DSP）は、有効な RTPストリームと無効な RTPストリームの両方
を混合し、PSTN発信者に再生します。 SIPシグナリングを通じてネゴシエートされたものと
は異なる送信元 IPアドレスとポート番号を持つ RTPパケットをフィルタリングする場合は、
source filterコマンドを使用します。

例 次の例は、RTPパケットをフィルタリングする方法を示しています。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# voice service voip
Device(conf-voi-serv)# sip
Device(conf-serv-sip)# source filter

関連コマンド descriptionコマンド

SIP設定モードを開始します。sip

音声カプセル化タイプを指定し、音声サービス設定モードに入ります。voice service
voip
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show aal2 profile through show call filter
match-list

• show aal2 profile（188ページ）
• show app-hosting detail（190ページ）
• show atm video-voice address （192ページ）
• show auto-config （193ページ）
• show backhaul-session-manager group （195ページ）
• show backhaul-session-manager session （198ページ）
• show backhaul-session-manager set （201ページ）
• show call accounting-template voice （203ページ）
• show call active fax （207ページ）
• show call active media（218ページ）
• show call active total-calls（226ページ）
• show call active video（227ページ）
• show call active voice （239ページ）
• show call application app-level （264ページ）
• show call application gateway-level （268ページ）
• show call application interface （271ページ）
• show call application services registry （275ページ）
• show call application session-level （277ページ）
• show call application sessions （290ページ）
• show call application voice （293ページ）
• show call fallback cache （299ページ）
• show call fallback config（301ページ）
• show call fallback stats （303ページ）
• show call filter components（305ページ）
• show call filter match-list （307ページ）
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show aal2 profile
システムに設定されている ATMアダプテーションレイヤ 2 (AAL2)プロファイルを表示する
には、特権 EXECモードで showaal2profileコマンドを使用します。

showaal2profileall {itutprofile-number | atmfprofile-number | customprofile-number}

構文の説明 システムに設定されている ITU-T、ATMF、およびカスタム AAL2プロファイ
ルを表示します。

all

システムに設定されている ITU-Tプロファイルを表示します。itut

システムに設定されている ATMFプロファイルを表示します。atmf

システムに設定されているカスタムプロファイルを表示します。custom

表示する AAL2プロファイル番号。選択肢は次のとおりです。

ITU-Tの場合:

• 1 = G.711 u-law

• 2 = G.711 u-law（無音挿入記述子（SID）付き）

• 7 = G.711 u-lawおよび G.729ar8

ATMFの場合:なし。 ATMFはサポートされていません。

カスタムの場合:

• 100 = G.711 u-lawおよび G.726r32

• 110 = G.711 u-law、G.726r32、および G.729ar8

profile-number

コマンドモード
特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが Cisco MC3810に追加されました。12.1(1)XA

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(2)Tに統合されました。12.1(2)T

このコマンドが Cisco 7200シリーズに実装されました。12.2(2)T

使用上のガイドライン このコマンドは、Cisco 7200シリーズルータ上の AAL2 VoATMアプリケーションに適用され
ます。
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例 次のコマンドは、システム内に設定されているすべてのプロファイルを表示します。

Router# show aal2 profile all
Printing all the Profiles in the system
Profile Type: ITUT Profile Number: 1 SID Support: 0
Red enable: 1 Num entries: 1
Coding type: g711ulaw Packet length: 40 UUI min: 0 UUI max: 15
Profile Type: ITUT Profile Number: 2 SID Support: 1
Red enable: 1 Num entries: 1
Coding type: g711ulaw Packet length: 40 UUI min: 0 UUI max: 15
Profile Type: custom Profile Number: 100 SID Support: 1
Red enable: 1 Num entries: 2
Coding type: g711ulaw Packet length: 40 UUI min: 0 UUI max: 7
Coding type: g726r32 Packet length: 40 UUI min: 8 UUI max: 15
Profile Type: ITUT Profile Number: 7 SID Support: 1
Red enable: 1 Num entries: 2
Coding type: g711ulaw Packet length: 40 UUI min: 0 UUI max: 15
Coding type: g729ar8 Packet length: 10 UUI min: 0 UUI max: 15
Profile Type: custom Profile Number: 110 SID Support: 1
Red enable: 1 Num entries: 3
Coding type: g711ulaw Packet length: 40 UUI min: 0 UUI max: 7
Coding type: g726r32 Packet length: 40 UUI min: 8 UUI max: 15
Coding type: g729ar8 Packet length: 30 UUI min: 8 UUI max: 15

以下の表では、この出力に表示される重要なフィールドについて説明します。

表 7 : show aal2 profile allフィールドの説明

descriptionフィールド

音声圧縮アルゴリズム。Coding type

デジタル信号プロセッサ (DSP)用に設定された 1つ以上のコーデックタ
イプの事前定義された組み合わせ。

ITUT Profile Number

プロファイル要素の数。Num entries

サンプルサイズ。Packet length

DSPで設定されているコーデックタイプのカテゴリ。可能なタイプは、
ITU-T、ATMF、カスタムです。

Profile Type

タイプ 3パケットの冗長性。Red enable

無音挿入記述子。SID Support

音声パケットの最大シーケンス番号。UUI max

音声パケットの最小シーケンス番号。UUI min

関連コマンド descriptionコマンド

通話ごとに DSPのコーデックプロファイルを設定します。codecaal2-profile
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show app-hosting detail
Cisco IOSXEデバイス上の特定のホストアプリケーション（コンテナまたは仮想化アプリケー
ション）に関する詳細情報を表示するには、特権 EXECモードで show app-hosting detailコマ
ンドを使用します。

show app-hosting detail appidapplication_id

構文の説明 詳細を表示するアプリケーションの一意の識別子 (アプリ ID)を指
定します。

appidアプリケーション
ID

コマンドモード 特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji
16.12.1

使用上のガイドライン show app-hosting detailコマンドの出力には通常、アプリケーションの状態、アプリケーショ
ンの種類、リソースの予約、ネットワーク設定、ファイルの場所、バージョン情報が含まれま

す。

例 以下は show app-hosting detail appid vdspコマンドの例です。 vDSPコンテナが
RUNNING状態であることを確認します。

router# show app-hosting detail appid vdsp
App id : vdsp
Owner : iox
State : RUNNING
Application
Type : docker
Name : vDSP-DSPFARM-Feature
Version : 1.0.827
Description : Built on 2024-08-27 21:58:36
Author : Cisco Systems, Inc.
Path : bootflash:vDSP_1.0.827.aarch64.tar
URL Path :
Activated profile name : vDSP-500
Resource reservation
Memory : 1010 MB
Disk : 256 MB
CPU : 11495 units
CPU-percent : 34 %
VCPU : 1
Platform resource profiles
Profile Name CPU(unit) CPU(percent) Memory(MB) Disk(MB)
---------------------------------------------------------------------------
vDSP-50 17 -- 1001 256
vDSP-100 17 -- 1002 256
...
Docker
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------
Run-time information
Command :
Entry-point : /root/vdsp_start.sh
Run options in use :
Package run options :
Application health information
Status : 0
Last probe error :
Last probe output : 6.2 0.0 0.0 0.0 0.0 6.2 41
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show atm video-voice address
ATMインターフェイスのネットワークサービスアクセスポイント (NSAP)アドレスを表示す
るには、特権 EXECモードで showatmvideo-voiceaddressコマンドを入力します。

showatmvideo-voiceaddress

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドモード
特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが Cisco MC3810に追加されました。12.0(5)XK

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(7)Tに統合されました。12.0(7)T

使用上のガイドライン このコマンドを使用して、atm video aesaコマンドで割り当てられた ATMインターフェイス
NSAPアドレスを確認し、それらのアドレスに対して ATM管理が行われていることを確認し
ます。

例 次の例では、ATMインターフェイスの NSAPアドレスを表示します。

Router# show atm video-voice address
nsap address type ilmi status
47.0091810000000002F26D4901.00107B4832E1.FE VOICE_AAL5 Confirmed
47.0091810000000002F26D4901.00107B4832E1.C8 VIDEO_AAL1 Confirmed

以下の表は、出力に表示される重要なフィールドについて説明しています。

表 8 : show atm video-voice addressフィールドの説明

descriptionフィールド

ATMインターフェイスの NSAPアドレス。NSAP address

ATMインターフェースのタイプ。タイプ（Type）

ATMインターフェイスの統合ローカル管理インターフェイス (ILMI)プロト
コルのステータス。

ILMI status

関連コマンド descriptionコマンド

通話ごとに DSPのコーデックプロファイルを設定します。codecaal2-profile
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show auto-config
自動設定アプリケーションの現在のステータスを表示するには、特権 EXECモードで
showauto-configコマンドを使用します。

showauto-config[applicationsccp]

構文の説明 Skinny Client Control Protocol (SCCP)アプリケーションのみの現在のステータ
スを表示します。

applicationsccp

コマンドモード
特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、通信メディアモジュールに導入されました。12.3(8)XY

このコマンドが Cisco IOS Release 12.3(14)Tに統合されました。12.3(14)T

例 以下は、 showauto-configコマンドからのサンプル出力です。

Router# show auto-config application sccp
auto-config application: sccp
auto-config admin state: ENABLED & ACTIVE
download retries: (3)
download timeout: no timeout, continuous retry
server(s): 172.19.240.41 172.19.240.40 172.19.240.42
Configuration Download statistics:

Download Attempted : 2
Download Successful : 2
Download Failed : 0

Configuration Attempted : 2
Configuration Successful : 2
Configuration Failed(parsing): 0
Configuration Failed(config) : 0

Configuration Error History:

以下の表は、画面に表示される重要なフィールドについて説明しています。

表 9 : show auto-configフィールドの説明

descriptionフィールド

自動設定アプリケーションを表示します: SCCPが有効です。ENABLED

SCCPアプリケーションが自動設定を使用するように登録されていることを示
します。

アクティブ

タイムアウトが0に設定され、タイムアウトなしで再試行が継続されることを
示します。

タイムアウト

Cisco IOS音声コマンドリファレンス - Sコマンド
193

show aal2 profile through show call filter match-list
show auto-config



関連コマンド descriptionコマンド

SCCPアプリケーションの自動設定を有効にするか、または自動設定アプリ
ケーション設定モードを開始します。

auto-config

自動設定アプリケーションのデバッグを有効にします。debugauto-config

SCCPイベントのデバッグを有効にします。debugsccpconfig
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show backhaul-session-manager group
特定のセッショングループまたは使用可能なすべてのセッショングループのステータス、統

計、または設定を表示するには、特権 EXECモードで showbackhaul-session-managergroupコ
マンドを使用します。

showbackhaul-session-managergroup {status | stats | cfg} {all | namegroup-name}

構文の説明 利用可能なセッショングループのステータス。status

利用可能なセッショングループの統計。stats

利用可能なセッショングループの設定。cfg

すべてのセッショングループの指定されたパラメータ。all

特定のセッショングループ。namegroup-name

コマンドモード
特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが Cisco AS5300に導入されました。12.1(1)T

このコマンドが Cisco 7200シリーズに実装されました。12.2(2)T

このコマンドは、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、およびCiscoMC3810
に実装されました。

12.2(4)T

このコマンドが Cisco AS5350および Cisco AS5400に実装されました。12.2(2)XB

このコマンドが Cisco AS5850に導入されました。12.2(2)XB1

このコマンドは、Cisco IOSリリース 12.2(8)Tに統合され、Cisco IAD2420シリー
ズに実装されました。CiscoAS5300、CiscoAS5350、CiscoAS5400、およびCisco
AS5850のサポートは、このリリースには含まれていません。

12.2(8)T

このコマンドは、このリリースの Cisco AS5300、Cisco AS5350、Cisco AS5400、
および Cisco AS5850でサポートされています。

12.2(11)T

例 次の例では、すべてのセッショングループの統計を表示します。

Router# show backhaul-session-manager group stats all
Session-Group grp1 statistics

Successful Fail-Overs :0
Un-Successful Fail-Over attempts:0
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Active Pkts receive count :0
Standby Pkts receive count :0
Total PDUs dispatch err :0

次の例では、すべてのセッショングループの現在の設定を表示します。

Router# show backhaul-session-manager group cfg all
Session-Group

Group Name :grp1
Set Name :set1
Sessions :3
Dest:10.5.0.3 8304 Local:10.1.2.15 8304 Priority:0
Dest:10.5.0.3 8300 Local:10.1.2.15 8300 Priority:2
Dest:10.5.0.3 8303 Local:10.1.2.15 8303 Priority:2
RUDP Options
timer cumulative ack :100
timer keepalive :1000
timer retransmit :300
timer transfer state :2000
receive max :32
cumulative ack max :3
retrans max :2
out-of-sequence max :3
auto-reset max :5

次の例では、すべてのセッショングループの現在の状態を表示します。「grp1」とい
う名前のグループは、「set1」という名前のセットに属します。

Router# show backhaul-session-manager group status all
Session-Group
Group Name :grp1

Set Name :set1
Status :Group-OutOfService
Status (use) :Group-None

以下の表は、出力に表示される重要なフィールドについて説明しています。

表 10 : show backhaul-session-manager groupフィールドの説明

descriptionフィールド

信頼性の高いユーザーデータグラムプロトコル (RUDP)オプション。RUDPOptions

以下のいずれかです。

• Group-OutOfService：グループ内でセッションが確立されていません。

• Group-Inservice：グループ内で少なくとも 1つのセッションが確立されて
います。

Status
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descriptionフィールド

以下のいずれかです。

• Group-Standby：このグループのもう一方の端に接続された仮想スイッチ
コントローラ (VSC)がスタンバイモードになります。

• Group-Active：このグループのもう一方の端に接続されているVSCがアク
ティブ VSCです。

• Group-None：VSCはまだ意図を表明していません。

Status (use)

関連コマンド descriptionコマンド

セッションのステータス、統計、または設定を表示しま

す。

showbackhaul-session-managersession

特定のセッションセットまたはすべてのセッションセッ

トに関連付けられているセッショングループを表示し

ます。

showbackhaul-session-managerset
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show backhaul-session-manager session
1つまたは複数のセッションに関するさまざまな情報を表示するには、特権 EXECモードで
showbackhaul-session-managersessionコマンドを使用します。

showbackhaul-session-managersession {all | ipip-address}

構文の説明 利用可能なすべてのセッションに関する情報が表示されます。all

この IPアドレスに関連付けられたセッションに関する情報のみが表示されます。ip

ローカルまたはリモートセッションの IPアドレス。ip-address

コマンドモード
特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが Cisco AS5300に導入されました。12.1(1)T

このコマンドが Cisco 7200シリーズに実装されました。12.2(2)T

このコマンドは、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、およびCiscoMC3810
に実装されました。

12.2(4)T

このコマンドが Cisco AS5350および Cisco AS5400に実装されました。12.2(2)XB

このコマンドが Cisco AS5850に導入されました。12.2(2)XB1

このコマンドは、Cisco IOSリリース 12.2(8)Tに統合され、Cisco IAD2420シリー
ズに実装されました。 Cisco AS5350、Cisco AS5400、および Cisco AS5850のサ
ポートは、このリリースには含まれていません。

12.2(8)T

このコマンドがCisco AS5350、Cisco AS5400、およびCisco AS5850に実装されま
した。

12.2(11)T

例 次のコマンドは、利用可能なすべてのセッションの情報を表示します。

Router# show backhaul-session-manager session all
Session information --
Session-id:35
Group:grp1 /*this session belongs to the group named 'grp1' */

Configuration:
Local:10.1.2.15 , port:8303
Remote:10.5.0.3 , port:8303

Priority:2
RUDP Option:Client, Conn Id:0x2

State:
Status:OPEN_WAIT, Use-status:OOS, /*see explanation below */
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Statistics:
# of resets:0
# of auto_resets 0
# of unexpected RUDP transitions (total) 0
# of unexpected RUDP transitions (since last reset) 0
Receive pkts - Total:0 , Since Last Reset:0
Recieve failures - Total:0 ,Since Last Reset:0
Transmit pkts - Total:0, Since Last Reset:0
Transmit Failures (PDU Only)

Due to Blocking (Not an Error) - Total:0, Since Last Reset:0
Due to causes other than Blocking - Total:0, Since Last

Reset:0
Transmit Failures (NON-PDU Only)

Due to Blocking(Not an Error) - Total:0, Since Last Reset:0
Due to causes other than Blocking - Total:0, Since Last

Reset:0
RUDP statistics

Open failures:0
Not ready failures:0
Conn Not Open failures:0
Send window full failures:0
Resource unavailble failures:0
Enqueue failures:0

以下の表では、この出力に表示される重要なフィールドについて説明します。

表 11 : show backhaul-session-manager sessionフィールドの説明

descriptionフィールド

次のいずれかになります。

• OPEN -接続が確立されました。

• OPEN_WAIT -接続の確立を待機しています。

• OPEN_XFER -このセッションではセッションフェイルオーバーが進行中で
す。これは一時的な状態です。

• CLOSE -セッションがダウンしており、これも一時的な状態です。

セッションは一定時間待機した後、OPEN_WAITに移行します。

状態

PRIシグナリングトラフィックが現在このセッションを介して転送されているか
どうかを示します。次のいずれかになります。

• OOS -セッションはシグナリングトラフィックの転送に使用されていませ
ん。サービス停止中 (OOS)は、接続が確立されているかどうかを示しませ
ん。

• IS -セッションは現在、すべての PRIシグナリングトラフィックを転送する
ために使用されています。 In service (IS)は、接続が確立されていることを
示します。

Use-status

Cisco IOS音声コマンドリファレンス - Sコマンド
199

show aal2 profile through show call filter match-list
show backhaul-session-manager session



関連コマンド descriptionコマンド

特定のセッショングループまたはすべてのセッショング

ループのステータス、統計、または設定を表示します。

showbackhaul-session-managergroup

特定のセッションセットまたはすべてのセッションセッ

トに関連付けられているセッショングループを表示しま

す。

showbackhaul-session-managerset

Cisco IOS音声コマンドリファレンス - Sコマンド
200

show aal2 profile through show call filter match-list
show backhaul-session-manager session



show backhaul-session-manager set
指定されたセッションセットまたはすべてのセッションセットに関連付けられているセッショ

ングループを表示するには、特権 EXECモードで showbackhaul-session-managersetコマンド
を使用します。

showbackhaul-session-managerset {all | namesession-set-name}

構文の説明 利用可能なすべてのセッションセット。all

指定されたセッションセット。nameセッション -設定 -名
前

コマンドモード
特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが Cisco AS5300に導入されました。12.1(1)T

このコマンドが Cisco 7200シリーズに実装されました。12.2(2)T

このコマンドは、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、およびCiscoMC3810
に実装されました。

12.2(4)T

このコマンドが Cisco AS5350および Cisco AS5400に実装されました。12.2(2)XB

このコマンドが Cisco AS5850に導入されました。12.2(2)XB1

このコマンドは、Cisco IOSリリース 12.2(8)Tに統合され、Cisco IAD2420シリー
ズに実装されました。 Cisco AS5350、Cisco AS5400、および Cisco AS5850のサ
ポートは、このリリースには含まれていません。

12.2(8)T

このコマンドは、このリリースの Cisco AS5350、Cisco AS5400、および Cisco
AS5850でサポートされています。

12.2(11)T

例 次のコマンドは、すべてのセッションセットに関連付けられているセッショングルー

プを表示します。

Router# show backhaul-session-manager set all
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関連コマンド descriptionコマンド

特定のセッショングループまたはすべてのセッション

グループのステータス、統計、または設定を表示しま

す。

showbackhaul-session-managergroup

1つのセッションまたはすべてのセッションのステータ
ス、統計、または設定を表示します。

showbackhaul-session-managersession
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show call accounting-template voice
アカウンティングテンプレートのアクティビティを表示するには、特権 EXECモードで
showcallaccounting-templatevoiceコマンドを使用します。

showcallaccounting-templatevoice[WORD | attrList | qdump | summary]

構文の説明 (オプション)会計テンプレートの名前。WORD

（オプション）アカウンティングテンプレートによってフィルタリングされたすべ

てのベンダー固有属性（VSA）を表示します。
attrList

(オプション)サービスおよび空きキュー内のテンプレートアクティビティを表示し
ます。

qdump

(オプション)現在使用されているすべての会計テンプレートの名前と、各テンプレー
トの属性の数を一覧表示します。

summary

コマンドモード
特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、Cisco 3660、Cisco AS5300、Cisco AS5350、Cisco AS5400、Cisco
AS5800、および Cisco AS5850で導入されました。

12.2(11)T

使用上のガイドライン • showcallaccounting-templatevoiceコマンドは、各テンプレートが設定された後に、そのテ
ンプレートで定義されているステータスと属性を表示します。

• showcallaccounting-templatevoiceWORDコマンドは、特定のテンプレートのステータスと、
そのテンプレートに定義されている属性 (VSA)を表示します。

• showcallaccounting-templatevoiceattrListコマンドは、アカウンティングテンプレートで
フィルターできるすべての VSAを表示します。

• showcallaccounting-templatevoiceqdumpコマンドは、サービス (svc)および空きキュー内
のテンプレートアクティビティを表示します。テンプレートの URL、テンプレートがア
クティブなレッグの数、およびテンプレートの状態が表示されます。

•アカウンティングテンプレートが定義されると、新しい着信コールを処理するために
svcキューに入れられます。実行中のアカウンティングテンプレートがアクティブ
コール中に未定義または再ロードされると、テンプレートはsvcキューから空きキュー
に移動され、すべてのアクティブコールがテンプレートの参照を停止した後に再利用

できるようになります。再ロードされたか未定義で、アクティブな呼び出し中に参照

されるテンプレートは、「ダーティ」状態であると見なされ、ダーティテンプレート

と呼ばれます。
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•ダーティテンプレートを参照しているアクティブコールで開始レコードと停止レコー
ドが確実に対応するようにするには、そのダーティテンプレートを参照しているすべ

てのアクティブコールが解放されるまで、すべてのダーティテンプレートを維持す

る必要があります。すべてのアクティブな通話が解放された後、再ロードされたテン

プレートが次の通話に適用されます。

• showcallaccounting-templatevoicesummaryコマンドは、設定されているすべてのアカウン
ティングテンプレートの現在のステータスを表示します。テンプレートが読み込まれた

かどうか、および正常に実行されているかどうかが表示されます。

例 次の例では、「cdr1」と「cdr2」という名前の 2つのテンプレートの詳細を表示しま
す。

Router# show call accounting-template voice
CDR template cdr1 is running
url: tftp://sanjoe/santa/abc/Templates/cdr1.cdr
The last load was successful.
attr: h323-call-origin (56)
attr: h323-call-type (57)
attr: h323-gw-id (65)
attr: subscriber (79)
attr: in-portgrp-id (80)
attr: out-portgrp-id (81)
Totally 6 attrs defined.
CDR template cdr2 is running
url: tftp://sanjoe/santa/abc/Templates/cdr2.cdr
The last load was successful.
attr: h323-call-origin (56)
attr: h323-call-type (57)
attr: h323-connect-time (59)
attr: h323-disconnect-time (64)
attr: h323-gw-id (65)
attr: h323-setup-time (76)
attr: h323-voice-quality (78)
Totally 7 attrs defined.

次の例では、「cdr1」という名前のテンプレートの詳細のみを表示します。

Router# show call accounting-template voice cdr1
CDR template cdr1 is running
url: tftp://sanjoe/santa/abc/Templates/cdr1.cdr
The last load was successful.
attr: h323-call-origin (56)
attr: h323-call-type (57)
attr: h323-gw-id (65)
attr: subscriber (79)
attr: in-portgrp-id (80)
attr: out-portgrp-id (81)
Totally 6 attrs defined.

次の例では、テンプレートによってフィルタリングできる64個の属性すべてを表示し
ます。

Router# show call accounting-template voice attrList
h323-call-origin
h323-call-type
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h323-gw-id
h323-setup-time
h323-connect-time
h323-disconnect-time
h323-disconnect-cause
.
.
.
calling-party-category
originating-line-info
charge-number
transmission-medium-req
redirecting-number
backward-call-indicators
Totally 64 attributes are filterable.

次の例では、サービスキュー内のテンプレートアクティビティを表示します。最初

は、ダーティ状態のテンプレートはありません。

Router# show call accounting-template voice qdump
name url is_dirty no_of_legs
=========================================================================
cdr1 tftp://sanjoe/santa/abc 0
cdr2 tftp://sanjoe/santa/abc 0
cdr3 tftp://sanjoe/santa/abc 0

アクティブな通話中にテンプレートが再ロードされた後、以下の表示では、「cdr1」
および「cdr2」という名前のテンプレートがダーティ状態になっていることがわかり
ます。

.

.

.
Templates in freeq
cdr1 tftp://sanjoe/santa/abc dirty 1
cdr2 tftp://sanjoe/santa/abc dirty 1

次の例では、設定されているすべての会計テンプレートの概要を表示します。「cdr3」
という名前のテンプレートは、拒否されたか、指定されたURLに存在しないため、実
行モードではありません。

Router# show call accounting-template voice summary
name url last_load is_running
=========================================================================
cdr1 tftp://sanjoe/santa/abc success is running
cdr2 tftp://sanjoe/santa/abc success is running
cdr3 tftp://sanjoe/santa/abc fail is not running

以下の表は、 showcallaccounting-templatevoiceディスプレイに表示されるフィールド
について説明しています。

表 12 : show call accounting-template voiceフィールドの説明

descriptionフィールド

アカウンティングテンプレートの名前。name

会計テンプレートの場所。url
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descriptionフィールド

会計テンプレートがその場所から正常に読み込まれたか、または正常に読み込ま

れなかったかを説明します。

last_load

会計テンプレートがその場所から正常に読み込まれた後にアクティブ化されたか

どうかを説明します。

is_running

アクティブな通話中にアカウンティングテンプレートが再ロードされたことを

示します。

is_dirty

コールレッグの数。no_of_legs

会計テンプレートで定義されたベンダー固有の属性 (VSA)。attr

関連コマンド descriptionコマンド

新しいアカウンティングテンプレートを設定します。gw-accountingaaa
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show call active fax
進行中の T.37ストアアンドフォワード FAX送信のコール情報を表示するには、ユーザー
EXECモードまたは特権 EXECモードで showcallactivefaxコマンドを使用します。

showcallactivefax[brief[id識別子] | compact[duration {less秒 | more秒}] | id識別子]

構文の説明 （オプション）FAX通話情報の省略版を表示します。brief

(オプション)指定された識別子を持つ通話のみを表示します。範囲は 1から FFFF
までの 16進数値です。

id識別
子

(オプション) FAX通話情報のコンパクトバージョンを表示します。compact

(オプション)指定された秒値より長い、または短いアクティブな通話を表示しま
す。引数とキーワードは次のとおりです。

• less--秒値より短い通話を表示します。

• more--seconds値より長い通話を表示します。

• seconds--経過時間（秒）。範囲は 1から 2147483647です。デフォルト値はあり
ません。

duration

コマンドモード
ユーザー EXEC (>)特権 EXEC (#)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが Cisco 2600シリーズおよび Cisco 3600シリーズに導入されまし
た。

11.3(1)T

このコマンドは変更されました。 Voice over Frame Relay (VoFR)のサポートが追
加されました。

12.0(3)XG

このコマンドは、Cisco AS5300上のストアアンドフォワード FAX用に実装され
ました。

12.0(4)XJ

このコマンドが Cisco 7200シリーズに実装されました。12.0(4)T

このコマンドが Cisco MC3810に実装されました。12.0(7)XK

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(2)Tに統合されました。12.1(2)T

このコマンドは変更されました。このコマンドは、Cisco AS5300上のVoIP経由
のモデムパススルー用に実装されました。

12.1(3)T

このコマンドが Cisco AS5800に実装されました。12.1(5)XM
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変更リリース

このコマンドが Cisco AS5350および Cisco AS5400に実装されました。12.1(5)XM2

このコマンドが Cisco AS5850に導入されました。12.2(2)XB1

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(8)Tに統合されました。 Cisco AS5300、
Cisco AS5350、Cisco AS5400、および Cisco AS5850はサポートされませんでし
た。

12.2(8)T

Cisco AS5300、Cisco AS5350、Cisco AS5400、および Cisco AS5850のサポートが
追加されました。

12.2(11)T

このコマンドは変更されました。 T.38ファックスリレー通話統計は、ベンダー
固有属性 (VSA)を通じて通話詳細レコード (CDR)で利用できるようになり、通
話ログに追加されました。

12.3(14)T

このコマンドは変更されました。 LocalHostname表示フィールドが VoIPコール
レッグレコードに追加されました。

12.4(2)T

このコマンドは変更されました。コマンド出力の TELEコールレッグレコード
に、Portおよび BearerChannel表示フィールドが追加されました。

12.4(15)T

このコマンドは変更されました。コマンド出力の TELEコールレッグレコード
に、Portおよび BearerChannel表示フィールドが追加されました。

12.4(16)

このコマンドは変更されました。コマンド出力が更新され、IPv6情報が表示さ
れるようになりました。

12.4(22)T

使用上のガイドライン このコマンドを使用して、アクティブな呼び出しテーブルの内容を表示します。このコマンド

は、ルータ経由で現在接続されている T.37ストアアンドフォワード FAX通話の通話時間、
ダイヤルピア、接続、サービス品質、その他のステータスおよび統計情報を表示します。こ

のコマンドは、オンランプとオフランプの両方のストアアンドフォワード FAX機能で動作し
ます。

進行中の FAXリレー呼び出しに関する情報を表示するには、 showcallactivevoiceコマンドを
使用します。

例 以下は、 showcallactivefaxコマンドの出力例です。

Router# show call active fax
GENERIC:
SetupTime=22021 ms
Index=1
PeerAddress=peer one
PeerSubAddress=
PeerId=0
PeerIfIndex=0
LogicalIfIndex=0
ConnectTime=24284
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CallState=4
CallOrigin=2
ChargedUnits=0
InfoType=10
TransmitPackets=0
TransmitBytes=0
ReceivePackets=0
ReceiveBytes=41190
MMOIP:
ConnectionId[0x37EC7F41 0xB0110001 0x0 0x35C34]
CallID=1
RemoteIPAddress=10.0.0.0
SessionProtocol=SMTP
SessionTarget=
MessageId=
AccountId=
ImgEncodingType=MH
ImgResolution=fine
AcceptedMimeTypes=2
DiscardedMimeTypes=1
Notification=None
GENERIC:
SetupTime=23193 ms
Index=1
PeerAddress=527....
PeerSubAddress=
PeerId=3469
PeerIfIndex=157
LogicalIfIndex=30
ConnectTime=24284
CallState=4
CallOrigin=1
ChargedUnits=0
InfoType=10
TransmitPackets=5
TransmitBytes=6513
ReceivePackets=0
ReceiveBytes=0
TELE:
ConnectionId=[0x37EC7F41 0xB0110001 0x0 0x35C34]
CallID=2
Port=3/0/0 (2)
BearerChannel=3/0/0.1
TxDuration=24010 ms
FaxTxDuration=10910 ms
FaxRate=14400
NoiseLevel=-1
ACOMLevel=-1
OutSignalLevel=0
InSignalLevel=0
InfoActivity=0
ERLLevel=-1
SessionTarget=
ImgPages=0

以下の表は、showcallactivefaxコマンドの出力に表示されるフィールドのアルファベッ
ト順リストと各フィールドの説明を示しています。
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表 13 : show call active faxフィールドの説明

descriptionフィールド

この通話の現在の ACOMレベル。 ACOMは、エコーキャンセ
ラによって達成される複合損失であり、エコーリターン損失、

エコーリターン損失拡張、および通話の非線形処理損失の合計

です。

ACOM Level

通話を伝送するベアラチャネルの識別。BearerChannel

ジッタバッファドレインイベントの合計数。Buffer Drain Events

ジッタバッファフィルイベントの合計数。Buffer Fill Events

通話の長さ（時間、分、秒、hh:mm:ss）。CallDuration

通話元:応答または発信。CallOrigin

通話の現在の状態。CallState

システムの起動以降、このピアに適用される課金単位の合計数。

このフィールドの測定単位は 100分の 1秒です。
ChargedUnits

使用されるコーデックのペイロードサイズ (バイト単位)。CodecBytes

交渉されたコーダーレート。この値は、この通話に関連付けら

れたコールレッグへの音声または FAX圧縮の送信速度を指定
します。

CoderTypeRate

このゲートウェイコールのグローバルコール ID。ConnectionId

通話が接続された時間（ミリ秒）。ConnectTime

連続した（2回以上の）パケット損失イベントの合計数。Consecutive-packets-lost
Events

RFC2198メソッドを使用して修正されたパケット損失イベント
の合計数。

Corrected packet-loss Events

この通話を送信するダイヤルピアのタグ。Dial-Peer

最大リフレクタの位置（ミリ秒単位）。リフレクタのサイズ

は、設定されたエコーパス容量を超えません。たとえば、32
ミリ秒が設定されている場合、リフレクタは32ミリ秒を超えて
レポートしません。

EchoCancellerMaxReflector=64

この通話の現在のエコーリターンロス (ERL)レベル。ERLLevel
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descriptionフィールド

この通話におけるこのピアから音声ゲートウェイへのFAX送信
の継続時間。 FaxTxDuration値を TxDuration値で割ることで、
FAX使用率を算出できます。

FaxTxDuration

この通話で音声データが失われたか、音声ゲートウェイから時

間内に受信されなかったために、パラメータから合成された信

号、または時間的に前後するデータのサンプルから再生された

音声信号の継続時間。

GapFillWithInterpolation

この通話で音声データが失われたか、音声ゲートウェイから時

間内に受信されなかったため、パラメータから合成された信号、

または時間的に先行するデータのサンプルを使用して再生され

た音声信号の継続時間。このようなプルアウトの例としては、

G.729およびG.723.1圧縮アルゴリズムにおけるフレーム消去お
よびフレーム隠蔽戦略が挙げられます。

GapFillWithPrediction

この通話で音声データが失われたか、音声ゲートウェイから時

間内に受信されなかったため、利用可能な冗長パラメータから

合成された信号で再生された音声信号の継続時間。

GapFillWithRedundancy

音声データが失われたか、この通話に間に合うように受信され

なかったため、無音に置き換えられた音声信号の継続時間。

GapFillWithSilence

汎用または共通パラメータ、つまり、VoIPおよびテレフォニー
コールレッグに共通するパラメータ。

GENERIC

通話記録が利用可能な H.323コールレッグの合計数。H323 call-legs

この通話中の最高音声再生 FIFO遅延 (ミリ秒)。HiWaterPlayoutDelay

ダイヤルピア識別番号。Index

この通話のアクティブな情報転送アクティビティの状態。InfoActivity

この通話の情報の種類（音声やファックスなど）。InfoType

この通話で使用されるテレフォニーインターフェイスからのア

クティブな入力信号レベル。

InSignalLevel

最後のジッタバッファドレインまたはフィルイベントからの

経過時間 (秒)。
Last Buffer Drain/Fill Event

ローカルに生成されたゲートウェイURLに使用されるローカル
ホスト名。

LocalHostname

この呼び出しの論理インターフェイスのインデックス番号。LogicalIfIndex

この通話中の最低水準音声再生 FIFO遅延 (ミリ秒)。LoWaterPlayoutDelay
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descriptionフィールド

物理下位インターフェース情報。メディアが ATM、フレーム
リレー (FR)、または高レベルデータリンク制御 (HDLC)の場合
にのみ表示されます。

LowerIFName

通話が伝送される媒体。通話が（電話）アクセス側で行われる

場合、エントリは TELEになります。通話が音声ネットワーク
側で伝送される場合、エントリは ATM、FR、または HDLCの
いずれかになります。

Media

これはモデムパススルーコールであり、RFC 2833の名前付き
電話イベントのシスコ独自のバージョンである名前付きシグナ

リングイベント (NSE)がシグナリングコーデックのアップス
ピードに使用されることを示します。アップスピード方式は、

ネットワークの状況に合わせてコーデックの種類と速度を動的

に変更する方式です。つまり、音声通話とデータ通話の両方が

あるときはより高速なコーデックに移行し、音声トラフィック

のみのときは速度が低下する可能性があります。

Modem passthrough signaling
method in use

この通話のアクティブノイズレベル。NoiseLevel

この通話で時間どおりに受信されたデータからの音声再生の継

続時間。OnTimeRvPlayout値をGapFill値に追加して、アクティ
ブ音声の合計音声再生時間を算出します。

OnTimeRvPlayout

この通話で使用されるテレフォニーインターフェイスへのアク

ティブな出力信号レベル。

OutSignalLevel

このピアに関連付けられた宛先パターンまたは番号。PeerAddress

この呼び出しが行われたピアテーブルエントリの ID値。PeerId

このピアの音声ポートのインデックス番号。 ISDNメディアの
場合、これはこの通話に使用される Bチャネルのインデックス
番号になります。

PeerIfIndex

この通話が接続されたときのサブアドレス。PeerSubAddress

パケット損失率の合計。Percent Packet Loss

通話を伝送する時分割多重 (TDM)音声ポートの識別。Port

この通話中にピアが受信したバイト数。ReceiveBytes

この音声通話中の平均プレイアウト FIFO遅延とデコーダー遅
延の合計 (ミリ秒)。

ReceiveDelay

この通話中にこのピアが受信したパケットの数。ReceivePackets
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descriptionフィールド

リリースソースの数値。ReleaseSource

VoIP通話のリモートシステム IPアドレス。RemoteIPAddress

音声パケットが送信されるリモートシステムのユーザーデータ

グラムプロトコル (UDP)リスナーポート。
RemoteUDPPort

この通話の IPバックボーン上のローカルシステムとリモート
システム間の音声パケットの往復遅延。

RoundTripDelay

この通話に対して選択されたリソース予約プロトコル（RSVP）
のサービス品質（QoS）。

SelectedQoS

IPバックボーンを介したローカルルータとリモートルータ間の
インターネット通話に使用されるセッションプロトコル。

SessionProtocol

この通話に使用されたピアのsession target。SessionTarget

このエントリに関連付けられた通話が開始されたときのシステ

ム UpTimeの値 (ミリ秒単位)。
SetupTime

この通話のシグナリングタイプ。たとえば、個別チャネルシグ

ナリング (CAS)または共通チャネルシグナリング (CCS)など。
SignalingType

通話記録が利用可能なセッション開始プロトコル（SIP）コール
レッグの合計数。

SIP call-legs

通話記録が利用可能なテレフォニー通話レッグの合計数。Telephony call-legs

ジッターバッファのドレインイベントまたはフィルイベント

間の最小および最大の継続時間 (秒単位)。
Time between Buffer
Drain/Fills

この通話中にこのピアによって送信されたバイト数。TransmitBytes

この通話中にこのピアによって送信されたパケットの数。TransmitPackets

通話の長さ。媒体が TELEの場合にのみ表示されます。TxDuration

この通話で音声起動検出 (VAD)が有効になっているかどうか。VAD

この通話におけるこのピアから音声ゲートウェイへの音声伝送

時間（ミリ秒）。VoiceTxDuration値を TxDuration値で割ること
で音声利用率を算出します。

VoiceTxDuration

以下は、 showcallactivefaxbriefコマンドの出力例です。

Router# show call active fax brief
<ID>: <start>hs.<index> +<connect> pid:<peer_id> <dir> <addr> <state> \
tx:<packets>/<bytes> rx:<packets>/<bytes> <state>
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IP <ip>:<udp> rtt:<time>ms pl:<play>/<gap>ms lost:<lost>/<early>/<late>
delay:<last>/<min>/<max>ms <codec>

FR <protocol> [int dlci cid] vad:<y/n> dtmf:<y/n> seq:<y/n>
sig:<on/off> <codec> (payload size)

Tele <int>: tx:<tot>/<v>/<fax>ms <codec> noise:<l> acom:<l> i/o:<l>/<l> dBm

1 : 22021hs.1 +2263 pid:0 Answer wook song active
tx:0/0 rx:0/41190
IP 0.0.0.0 AcceptedMime:2 DiscardedMime:1

1 : 23193hs.1 +1091 pid:3469 Originate 527.... active
tx:10/13838 rx:0/0
Tele : tx:31200/10910/20290ms noise:-1 acom:-1 i/0:0/0 dBm

以下は、T.38 FAXリレー統計を表示する showcallactivefaxコマンドの出力例です。

Router# show call active fax
Telephony call-legs: 1
SIP call-legs: 0
H323 call-legs: 0
MGCP call-legs: 0
Multicast call-legs: 0
Total call-legs: 1
GENERIC:
SetupTime=1874690 ms
Index=1
PeerAddress=5551234
PeerSubAddress=
PeerId=3
PeerIfIndex=244
LogicalIfIndex=118
ConnectTime=187875
CallDuration=00:00:44 sec
CallState=4
CallOrigin=2
ChargedUnits=0
InfoType=fax
TransmitPackets=309
TransmitBytes=5661
ReceivePackets=1124
ReceiveBytes=49189
TELE:
ConnectionId=[0x6B241E98 0xA78111D8 0x8002000A 0xF4107CA0]
IncomingConnectionId=[0x6B241E98 0xA78111D8 0x8002000A 0xF4107CA0]
CallID=1
Port=3/0/0 (1)
BearerChannel=3/0/0.1
TxDuration=2840 ms
VoiceTxDuration=0 ms
FaxTxDuration=0 ms
FaxRate=disable bps
FaxRelayMaxJitBufDepth 346
FaxRelayJitterBufOverflow 0
Initial HS Modulation is V.17/long/14400
Recent HS modulation is V.17/short/14400
Number of pages 1
Direction of transmission is Transmit
Num of Packets TX'ed/RX'ed 932/52
Packet loss conceal is 0
Encapsulation protocol is T.38 (UDPTL)
ECM is DISABLED
NoiseLevel=0
ACOMLevel=0
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OutSignalLevel=0
InSignalLevel=0
InfoActivity=0
ERLLevel=0
SessionTarget=
ImgPages=0
CallerName=
CallerIDBlocked=False
OriginalCallingNumber=5551234
OriginalCallingOctet=0x80
OriginalCalledNumber=5555678
OriginalCalledOctet=0x80
OriginalRedirectCalledNumber=
OriginalRedirectCalledOctet=0xFF
TranslatedCallingNumber=5551234
TranslatedCallingOctet=0x80
TranslatedCalledNumber=5555678
TranslatedCalledOctet=0x80
TranslatedRedirectCalledNumber=
TranslatedRedirectCalledOctet=0xFF
GwReceivedCalledNumber=5555678
GwReceivedCalledOctet3=0x80
GwReceivedCallingNumber=5551234
GwReceivedCallingOctet3=0x80
GwReceivedCallingOctet3a=0x0
DSPIdentifier=1/0:0
Telephony call-legs: 1
SIP call-legs: 0
H323 call-legs: 0
MGCP call-legs: 0
Multicast call-legs: 0
Total call-legs: 1

次の表は、T.38 FAXリレー統計情報の showcallactivefaxコマンドの出力に表示される
フィールドのアルファベット順リストと各フィールドの説明を示しています。

表 14 :重要な T.38 FAXリレー統計情報の show call active faxフィールドの説明

descriptionフィールド

現在の ACOMレベル推定値（0.1 dB単位）。 ACOMと
いう用語は、G.165、国際電話接続および国際電話回線の
一般的な特性:エコーキャンセラで使用されています。
ACOMは、エコーキャンセラによって達成される複合損
失であり、通話の ERL、ERL拡張、および非線形処理損
失の合計です。

ACOMLevel

通話を伝送するベアラチャネルの識別。BearerChannel

0.1 dB単位での現在の ERLレベルの推定値。ERLLevel

このピアから指定されたダイヤルピアへのFAX送信速度
(ビット/秒 (bps))。

FaxRate

FAXリレージッターバッファオーバーフロー（ミリ
秒）。

FaxRelayJitterBufOverflow
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descriptionフィールド

FAXリレーの最大ジッターバッファ深度（ミリ秒）。FaxRelayMaxJitBufDepth

この通話におけるこのピアから音声ゲートウェイへのFAX
送信の継続時間 (ミリ秒)。

FaxTxDuration

ゲートウェイで受信された通話情報。GwReceivedCalledNumber、
GwReceivedCalledOctet3

通話の種類: H.323。H323 call-legs

初期高速変調が使用されます。Initial HS Modulation

この呼び出しの論理インターフェイスのインデックス番

号。

LogicalIfIndex

通話のタイプ:メディアゲートウェイコントロールプロ
トコル (MGCP)。

MGCP call-legs

通話の種類:マルチキャスト。Multicast call-legs

発信番号、着信番号、リダイレクト番号、およびオクテッ

ト 3sに関する元の通話情報。オクテット 3sは、番号の
タイプ、番号計画インジケータ、プレゼンテーションイ

ンジケータ、およびリダイレクト理由情報を含む Q.931
の情報要素（IE）です。

OriginalCallingNumber,
OriginalCalling Octet,
OriginalCalledNumber,
OriginalCalledOctet,
OriginalRedirectCalledNumber,
OriginalRedirectCalledOctet

このピアの音声ポートのインデックス番号。 ISDNメディ
アの場合、これはこの通話に使用される Bチャネルのイ
ンデックス番号になります。

PeerIfIndex

通話を伝送する TDM音声ポートの識別。Port

最新の高速変調が使用されました。Recent HS Modulation

通話の種類: SIP。SIP call-legs

通話の種類:電話。Telephony call-legs

合計通話数。Total call-legs

翻訳された通話情報。TranslatedCallingNumber、
TranslatedCallingOctet、
TranslatedCalledNumber、
TranslatedCalledOctet、
TranslatedRedirectCalledNumber、
TranslatedRedirectCalledOctet
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descriptionフィールド

この通話でこのピアから音声ゲートウェイまでの送信パ

スが開いている期間（ミリ秒）。

TxDuration

この通話におけるこのピアから音声ゲートウェイへの音

声伝送の継続時間（ミリ秒）。

VoiceTxDuration

関連コマンド descriptionコマンド

進行中の音声通話の通話情報を表示します。showcallactivevoice

通話履歴テーブルを表示します。showcallhistory

BEのキャッシュ内の動的ルートを表示します。showcall-routerroutes

Annex G BEステータスを表示します。showcall-routerstatus

特定の音声ポートに関する設定情報を表示します。showvoiceport
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show call active media
進行中のメディアコールのコール情報を表示するには、ユーザー EXECモードまたは特権
EXECモードで showcallactivemediaコマンドを使用します。

showcallactivemedia[[brief][id識別子] | compact[duration {less秒 | more秒}]]

構文の説明 （オプション）通話情報の省略版を表示します。brief

（オプション）指定された identifierを含む通話のみを表示します。範囲は 1から
FFFFまでの 16進数値です。

id識別
子

(オプション)通話情報の簡潔なバージョンを表示します。compact

(オプション)指定された期間の通話履歴を表示します。duration

(オプション)短時間の通話の履歴を秒単位で表示します。値の範囲は1～2147483647
です。

less秒

(オプション)長時間の通話の履歴を秒単位で表示します。値の範囲は1～2147483647
です。

more秒

コマンドモード
ユーザー EXEC (>)特権 EXEC (#)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.4(15)T

このコマンドは変更されました。 lessキーワード、moreキーワード、および秒引
数が追加されました。

12.4(18)M

使用上のガイドライン このコマンドを使用して、アクティブな呼び出しテーブルの内容を表示します。このコマンド

は、ルータ経由で現在接続されているメディアコールの通話時間、ダイヤルピア、接続、サー

ビス品質、その他のステータスおよび統計情報を表示します。

メディア通話がアクティブでなくなると、その記録は保存されます。 showcallhistorymediaコ
マンドを使用してレコードを表示できます。

例 以下は、 showcallactivemediaコマンドの出力例です。

Router# show call active media
Telephony call-legs: 0
SIP call-legs: 0
H323 call-legs: 0
Call agent controlled call-legs: 0
SCCP call-legs: 0
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Multicast call-legs: 0
Media call-legs: 2
Total call-legs: 2
GENERIC:
SetupTime=408040 ms
Index=1
PeerAddress=sip:mrcpv2TTSServer@10.5.18.224:5060
PeerSubAddress=
PeerId=2235
PeerIfIndex=185
LogicalIfIndex=0
ConnectTime=408130 ms
CallDuration=00:00:01 sec
CallState=4
CallOrigin=1
ChargedUnits=0
InfoType=speech
TransmitPackets=0
TransmitBytes=0
ReceivePackets=57
ReceiveBytes=9120
VOIP-MEDIA:
ConnectionId[0x6B02FC0C 0xC3511DB 0x8006000B 0x5FDA0EF4]
IncomingConnectionId[0x6B02FC0C 0xC3511DB 0x8006000B 0x5FDA0EF4]
CallID=18
RemoteIPAddress=10.5.18.224
RemoteUDPPort=10000
RemoteSignallingIPAddress=10.5.18.224
RemoteSignallingPort=5060
RemoteMediaIPAddress=10.5.18.224
RemoteMediaPort=10000
RoundTripDelay=0 ms
SelectedQoS=best-effort
tx_DtmfRelay=rtp-nte
FastConnect=FALSE
AnnexE=FALSE
Separate H245 Connection=FALSE
H245 Tunneling=FALSE
SessionProtocol=sipv2
ProtocolCallId=6B0CC055-C3511DB-801BC48C-6A894889@10.5.14.2
SessionTarget=10.5.18.224
OnTimeRvPlayout=0
GapFillWithSilence=0 ms
GapFillWithPrediction=0 ms
GapFillWithInterpolation=0 ms
GapFillWithRedundancy=0 ms
HiWaterPlayoutDelay=0 ms
LoWaterPlayoutDelay=0 ms
TxPakNumber=0
TxSignalPak=0
TxComfortNoisePak=0
TxDuration=0
TxVoiceDuration=0
RxPakNumber=0
RxSignalPak=0
RxComfortNoisePak=0
RxDuration=0
RxVoiceDuration=0
RxOutOfSeq=0
RxLatePak=0
RxEarlyPak=0
RxBadProtocol=0
PlayDelayCurrent=0
PlayDelayMin=0
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PlayDelayMax=0
PlayDelayClockOffset=0
PlayDelayJitter=0
PlayErrPredictive=0
PlayErrInterpolative=0
PlayErrSilence=0
PlayErrBufferOverFlow=0
PlayErrRetroactive=0
PlayErrTalkspurt=0
OutSignalLevel=0
InSignalLevel=0
LevelTxPowerMean=0
LevelRxPowerMean=0
LevelBgNoise=0
ERLLevel=0
ACOMLevel=0
ErrRxDrop=0
ErrTxDrop=0
ErrTxControl=0
ErrRxControl=0
Source tg label=test5
ReceiveDelay=0 ms
LostPackets=0
EarlyPackets=0
LatePackets=0
SRTP = off
TextRelay = off
VAD = disabled
CoderTypeRate=g711ulaw
CodecBytes=160
Media Setting=flow-through
CallerName=
CallerIDBlocked=False
OriginalCallingNumber=
OriginalCallingOctet=0x0
OriginalCalledNumber=
OriginalCalledOctet=0x0
OriginalRedirectCalledNumber=
OriginalRedirectCalledOctet=0x0
TranslatedCallingNumber=4085254655
TranslatedCallingOctet=0x21
TranslatedCalledNumber=
TranslatedCalledOctet=0xC1
TranslatedRedirectCalledNumber=
TranslatedRedirectCalledOctet=0xFF
GwOutpulsedCallingNumber=4085254655
GwOutpulsedCallingOctet3=0x21
GwOutpulsedCallingOctet3a=0x81
MediaInactiveDetected=no
MediaInactiveTimestamp=
MediaControlReceived=
LongDurationCallDetected=no
LongDurCallTimestamp=
LongDurcallDuration=
Username=
GENERIC:
SetupTime=408050 ms
Index=1
PeerAddress=sip:mrcpv2ASRServer@10.5.18.224:5060
PeerSubAddress=
PeerId=2234
PeerIfIndex=184
LogicalIfIndex=0
ConnectTime=408160 ms
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CallDuration=00:00:03 sec
CallState=4
CallOrigin=1
ChargedUnits=0
InfoType=speech
TransmitPackets=188
TransmitBytes=30080
ReceivePackets=0
ReceiveBytes=0
VOIP-MEDIA:
ConnectionId[0x6B02FC0C 0xC3511DB 0x8006000B 0x5FDA0EF4]
IncomingConnectionId[0x6B02FC0C 0xC3511DB 0x8006000B 0x5FDA0EF4]
CallID=19
RemoteIPAddress=10.5.18.224
RemoteUDPPort=10002
RemoteSignallingIPAddress=10.5.18.224
RemoteSignallingPort=5060
RemoteMediaIPAddress=10.5.18.224
RemoteMediaPort=10002
RoundTripDelay=0 ms
SelectedQoS=best-effort
tx_DtmfRelay=rtp-nte
FastConnect=FALSE
AnnexE=FALSE
Separate H245 Connection=FALSE
H245 Tunneling=FALSE
SessionProtocol=sipv2
ProtocolCallId=6B0E94CD-C3511DB-801DC48C-6A894889@10.5.14.2
SessionTarget=10.5.18.224
OnTimeRvPlayout=1000
GapFillWithSilence=0 ms
GapFillWithPrediction=0 ms
GapFillWithInterpolation=1495 ms
GapFillWithRedundancy=0 ms
HiWaterPlayoutDelay=100 ms
LoWaterPlayoutDelay=95 ms
TxPakNumber=0
TxSignalPak=0
TxComfortNoisePak=0
TxDuration=0
TxVoiceDuration=0
RxPakNumber=0
RxSignalPak=0
RxComfortNoisePak=0
RxDuration=0
RxVoiceDuration=0
RxOutOfSeq=0
RxLatePak=0
RxEarlyPak=0
RxBadProtocol=0
PlayDelayCurrent=0
PlayDelayMin=0
PlayDelayMax=0
PlayDelayClockOffset=0
PlayDelayJitter=0
PlayErrPredictive=0
PlayErrInterpolative=0
PlayErrSilence=0
PlayErrBufferOverFlow=0
PlayErrRetroactive=0
PlayErrTalkspurt=0
OutSignalLevel=0
InSignalLevel=0
LevelTxPowerMean=0
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LevelRxPowerMean=0
LevelBgNoise=0
ERLLevel=0
ACOMLevel=0
ErrRxDrop=0
ErrTxDrop=0
ErrTxControl=0
ErrRxControl=0
Source tg label=test5
ReceiveDelay=100 ms
LostPackets=0
EarlyPackets=0
LatePackets=0
SRTP = off
TextRelay = off
VAD = disabled
CoderTypeRate=g711ulaw
CodecBytes=160
Media Setting=flow-through
CallerName=
CallerIDBlocked=False
OriginalCallingNumber=
OriginalCallingOctet=0x0
OriginalCalledNumber=
OriginalCalledOctet=0x0
OriginalRedirectCalledNumber=
OriginalRedirectCalledOctet=0x0
TranslatedCallingNumber=4085254655
TranslatedCallingOctet=0x21
TranslatedCalledNumber=
TranslatedCalledOctet=0xC1
TranslatedRedirectCalledNumber=
TranslatedRedirectCalledOctet=0xFF
GwOutpulsedCallingNumber=4085254655
GwOutpulsedCallingOctet3=0x21
GwOutpulsedCallingOctet3a=0x81
MediaInactiveDetected=no
MediaInactiveTimestamp=
MediaControlReceived=
LongDurationCallDetected=no
LongDurCallTimestamp=
LongDurcallDuration=
Username=
Telephony call-legs: 0
SIP call-legs: 0
H323 call-legs: 0
Call agent controlled call-legs: 0
SCCP call-legs: 0
Multicast call-legs: 0
Media call-legs: 2
Total call-legs: 2

以下の表は、画面に表示される重要なフィールドについて説明しています。

表 15 : show call active mediaフィールドの説明

descriptionフィールド

通話記録が利用可能なテレフォニー通話レッグの合計数。Telephony call-legs

通話記録が利用可能なセッション開始プロトコル (SIP)通話レッグの
合計数。

SIP call-legs
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descriptionフィールド

通話記録が利用可能な H.323コールレッグの合計数。H323 call-legs

通話が伝送される媒体。通話が（電話）アクセス側で行われる場合、

エントリは TELEになります。通話が音声ネットワーク側で伝送さ
れる場合、エントリは ATM、FR (フレームリレー)、または HDLC
(高レベルデータリンク制御)のいずれかになります。

Media

汎用または共通パラメータ、つまり、VoIPおよびテレフォニーコー
ルレッグに共通するパラメータ。

GENERIC

このエントリに関連付けられた通話が開始されたときのシステム

UpTimeの値 (ミリ秒単位)。
SetupTime

ダイヤルピア識別番号。Index

このピアに関連付けられた宛先パターンまたは番号。PeerAddress

この呼び出しが行われたピアテーブルエントリの ID値。PeerId

このピアの音声ポートのインデックス番号。 ISDNメディアの場合、
これはこの通話に使用される Bチャネルのインデックス番号になり
ます。

PeerIfIndex

この呼び出しの論理インターフェイスのインデックス番号。LogicalIfIndex

通話が接続された時間（ミリ秒）。ConnectTime

通話の長さ（時間、分、秒、hh:mm:ss）。CallDuration

通話元:応答または発信。CallOrigin

通話の現在の状態。CallState

システムの起動以降、このピアに適用される課金単位の合計数。こ

のフィールドの測定単位は 100分の 1秒です。
ChargedUnits

この通話の情報の種類（音声やファックスなど）。InfoType

この通話中にこのピアによって送信されたバイト数。TransmitBytes

この通話中にこのピアによって送信されたパケットの数。TransmitPackets

この通話中にこのピアが受信したパケットの数。ReceivePackets

この通話中にピアが受信したバイト数。ReceiveBytes

この音声通話中の平均プレイアウトFIFO遅延とデコーダー遅延の合
計 (ミリ秒)。

ReceiveDelay
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descriptionフィールド

このゲートウェイコールのグローバルコール ID。ConnectionId

VoIP通話のリモートシステム IPアドレス。RemoteIPAddress

音声パケットが送信されるリモートシステムのユーザーデータグラ

ムプロトコル (UDP)リスナーポート。
RemoteUDPPort

この通話に対して選択されたリソース予約プロトコル (RSVP)のサー
ビス品質 (QoS)。

SelectedQoS

この通話に使用されたピアのsession target。SessionTarget

この通話で時間どおりに受信されたデータからの音声再生の継続時

間。OnTimeRvPlayout値をGapFill値に追加して、アクティブ音声の
合計音声再生時間を算出します。

OnTimeRvPlayout

この通話で音声データが失われたか、音声ゲートウェイから時間内

に受信されなかったために、パラメータから合成された信号、また

は時間的に前後するデータのサンプルから再生された音声信号の継

続時間。

GapFillWithInterpolation

この通話で音声データが失われたか、音声ゲートウェイから時間内

に受信されなかったため、利用可能な冗長パラメータから合成され

た信号で再生された音声信号の継続時間。

GapFillWithRedundancy

この通話で音声データが失われたか、音声ゲートウェイから時間内

に受信されなかったため、パラメータから合成された信号、または

時間的に先行するデータのサンプルを使用して再生された音声信号

の継続時間。このようなプルアウトの例としては、G.729および
G.723.1圧縮アルゴリズムにおけるフレーム消去およびフレーム隠蔽
戦略が挙げられます。

GapFillWithPrediction

音声データが失われたか、この通話に間に合うように受信されなかっ

たため、無音に置き換えられた音声信号の継続時間。

GapFillWithSilence

この通話中の最高音声再生 FIFO遅延 (ミリ秒)。HiWaterPlayoutDelay

この通話中の最低水準音声再生 FIFO遅延 (ミリ秒)。LoWaterPlayoutDelay

使用されるコーデックのペイロードサイズ (バイト単位)。CodecBytes

交渉されたコーダーレート。この値は、この通話に関連付けられた

コールレッグへの音声または FAX圧縮の送信速度を指定します。
CoderTypeRate

この通話で使用されるテレフォニーインターフェイスからのアクティ

ブな入力信号レベル。

InSignalLevel

Cisco IOS音声コマンドリファレンス - Sコマンド
224

show aal2 profile through show call filter match-list
show call active media



descriptionフィールド

この通話で使用されるテレフォニーインターフェイスへのアクティ

ブな出力信号レベル。

OutSignalLevel

この通話の現在のエコーリターンロス (ERL)レベル。ERLLevel

この通話の現在の ACOMレベル。 ACOMは、エコーキャンセラに
よって達成される複合損失であり、エコーリターン損失、エコーリ

ターン損失拡張、および通話の非線形処理損失の合計です。

ACOMLevel

この通話が接続されたときのサブアドレス。PeerSubAddress

この通話の IPバックボーン上のローカルシステムとリモートシステ
ム間の音声パケットの往復遅延。

RoundTripDelay

IPバックボーンを介したローカルルータとリモートルータ間のイン
ターネット通話に使用されるセッションプロトコル。

SessionProtocol

通話の長さ。媒体が TELEの場合にのみ表示されます。TxDuration

この通話で音声起動検出 (VAD)が有効になっているかどうか。VAD

関連コマンド descriptionコマンド

通話履歴テーブルを表示します。showcallhistorymedia
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show call active total-calls
進行中の通話の合計数を表示するには、ユーザー EXECモードまたは特権 EXECモードで
showcallactivetotal-callsコマンドを使用します。

showcallactivetotal-calls

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドモード
ユーザー EXEC (>)

特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。15.3(3)M

例

次の例は、アクティブな通話の合計数を表示する方法を示しています。

Device# show call active total-calls
Total Number of Active Calls : 110
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show call active video
進行中の Signaling Connection Control Protocol（SCCP）、セッション開始プロトコル（SIP）、
および H.323ビデオコールの通話情報を表示するには、ユーザー EXECモードまたは特権
EXECモードで showcallactivevideoコマンドを使用します。

showcallactivevideo[[brief][idcall-identifier] | compact[duration {less |more}秒] | echo-cancellercall-id
| session-id WORD | stats]

構文の説明 （オプション）アクティブなビデオコール情報の省略版を表示します。brief

(オプション)指定された識別子を持つビデオコールのみを表示します。
範囲は 1～FFFFです。

id呼び出し識別子

(オプション)アクティブなビデオコール情報のコンパクトバージョン
を表示します。

compact

(オプション)指定された期間の通話履歴を表示します。duration

短時間の通話の履歴を表示します。less

長時間の通話の履歴を表示します。more

時間（秒単位）。値の範囲は 1～ 2147483647です。秒

(オプション)拡張エコーキャンセラ (EC)の状態に関する情報を表示し
ます。範囲は 0～ FFFFFFFFです。

echo-cancellerコール
ID

（オプション）特定のセッション IDのセッション識別子の詳細を表示
します。WORD は、localUUID、RemoteUUID、または完全なSession-Id
ヘッダー文字列と一致するワイルドカードパターンを指定します。有

効なワイルドカードパターンは、*、[0-9]、[a-f]、[A-F]のいずれかの
文字の 1つ以上の組み合わせで設定できます。

session-id WORD

(オプション) DSP統計とビデオ品質メトリックに関する情報を表示し
ます。

stats

コマンドモード ユーザー EXEC (>)

特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更シスコ製品Cisco IOSリリース

このコマンドが導入されました。Cisco Unified
CME 4.0

12.4(4)XC
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変更シスコ製品Cisco IOSリリース

このコマンドがCisco IOSRelease 12.4(9)Tに統合されま
した。

Cisco Unified
CME 4.0

12.4(9)T

このコマンドは変更されました。 SIPおよび H.323通
話のサポートが追加されました。

--12.4(11)T

このコマンドは変更されました。コマンド出力のTELE
コールレッグレコードに、Portおよび BearerChannel
表示フィールドが追加されました。

--12.4(16); 12.4(15)T

このコマンドは変更されました。 statsキーワードが追
加されました。

Cisco Unified
CME 8.6

15.1(4)M

このコマンドは変更されました。

• session-id キーワードが追加されました。

• show call active video brief コマンド出力が拡張さ
れ、VRFの詳細とセッション IDの詳細が表示され
るようになりました。

• show call active video compact コマンド出力が拡張
され、VRFの詳細が表示されるようになりました。

--Cisco IOS 15.6(2)T

Cisco IOS XEデナリ
16.3.1

このコマンドは、SCIPビデオコーデック情報を表示す
るように変更されました。

（注）

この機能は、機能が制限されていたり、ソフトウェア

の依存関係が不完全であったりするため、「プレ

ビュー」モードで利用できます。

--Cisco IOS XE
17.16.1a

使用上のガイドライン アクティブなビデオコールテーブルの内容を表示するには、 show call active videoコマンドを
使用します。

エコー状態を照会する前に、16進 IDを知っておく必要があります。 16進 IDを見つけるに
は、showcallactivevideobriefコマンドを使用します。

例 以下は、SCIPビデオコーデックトラフィックのサンプルのコンパクト出力です。

Router # show call active video compact
<callID> A/O FAX T<sec> Codec type Peer Address IP R<ip>:<udp> VRF

Total call-legs: 2
11 ANS T6 scip VOIP-VIDEO P1234 10.64.86.70:6011 NA

13 ORG T6 scip VOIP-VIDEO P1111 10.64.86.70:6007 NA

Cisco IOS音声コマンドリファレンス - Sコマンド
228

show aal2 profile through show call filter match-list
show call active video



以下は、SCIPビデオコーデックトラフィックの簡単な出力のサンプルです。

Router # show call active video brief
Telephony call-legs: 0
SIP call-legs: 2
H323 call-legs: 0
Call agent controlled call-legs: 0
SCCP call-legs: 0
STCAPP call-legs: 0
Multicast call-legs: 0
Total call-legs: 2
1215 : 15 2673580ms.1 (*11:49:40.800 UTC Tue Jul 23 2024) +1010 pid:666 Answer 1234
active
dur 00:00:27 tx:12/10266 rx:12/10266 dscp:0 media:0 audio tos:0xB8 video tos:0x88
IP 10.64.86.70:6007 SRTP: off rtt:0ms pl:0/0ms lost:0/0/0 delay:0/0/0ms scip TextRelay:
off Transcoded: No ICE: Off
media inactive detected:n media contrl rcvd:n/a timestamp:n/a
long duration call detected:n long duration call duration:n/a timestamp:n/a
LostPacketRate:0.00 OutOfOrderRate:0.00
LocalUUID:a97cadb85d17540b97f11e5f891a4425
RemoteUUID:8a790915375e57d59d825b012bc9d145
VRF: NA
1215 : 17 2673580ms.2 (*11:49:40.800 UTC Tue Jul 23 2024) +1010 pid:777 Originate 1111
active
dur 00:00:27 tx:12/10266 rx:12/10266 dscp:0 media:0 audio tos:0xB8 video tos:0x88
IP 10.64.86.70:6003 SRTP: off rtt:0ms pl:0/0ms lost:0/0/0 delay:0/0/0ms scip TextRelay:
off Transcoded: No ICE: Off
media inactive detected:n media contrl rcvd:n/a timestamp:n/a
long duration call detected:n long duration call duration:n/a timestamp:n/a
LostPacketRate:0.00 OutOfOrderRate:0.00
LocalUUID:8a790915375e57d59d825b012bc9d145
RemoteUUID:a97cadb85d17540b97f11e5f891a4425
VRF: NA

Telephony call-legs: 0
SIP call-legs: 2
H323 call-legs: 0
Call agent controlled call-legs: 0
SCCP call-legs: 0
STCAPP call-legs: 0
Multicast call-legs: 0
Total call-legs: 2

以下は、 showcallactivevideobriefコマンドの出力例です。

Router # show call active video brief
<ID>: <CallID> <start>ms.<index> (<start>) +<connect> pid:<peer_id> <dir> <addr> <state>

dur hh:mm:ss tx:<packets>/<bytes> rx:<packets>/<bytes> dscp:<packets violation>
media:<packets violation> audio tos:<audio tos value> video tos:<video tos value>
IP <ip>:<udp> rtt:<time>ms pl:<play>/<gap>ms lost:<lost>/<early>/<late>
delay:<last>/<min>/<max>ms <codec> <textrelay> <transcoded

media inactive detected:<y/n> media cntrl rcvd:<y/n> timestamp:<time>

long duration call detected:<y/n> long duration call duration :<sec> timestamp:<time>
LostPacketRate:<%> OutOfOrderRate:<%>
LocalUUID: <%> RemoteUUID: <%>
VRF:<%>
MODEMPASS <method> buf:<fills>/<drains> loss <overall%> <multipkt>/<corrected>
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last <buf event time>s dur:<Min>/<Max>s
FR <protocol> [int dlci cid] vad:<y/n> dtmf:<y/n> seq:<y/n>
<codec> (payload size)
ATM <protocol> [int vpi/vci cid] vad:<y/n> dtmf:<y/n> seq:<y/n>
<codec> (payload size)
Tele <int> (callID) [channel_id] tx:<tot>/<v>/<fax>ms <codec> noise:<l> acom:<l>
i/o:<l>/<l> dBm
MODEMRELAY info:<rcvd>/<sent>/<resent> xid:<rcvd>/<sent> total:<rcvd>/<sent>/<drops>

speeds(bps): local <rx>/<tx> remote <rx>/<tx>
Proxy <ip>:<audio udp>,<video udp>,<tcp0>,<tcp1>,<tcp2>,<tcp3> endpt: <type>/<manf>
bw: <req>/<act> codec: <audio>/<video>
tx: <audio pkts>/<audio bytes>,<video pkts>/<video bytes>,<t120 pkts>/<t120 bytes>
rx: <audio pkts>/<audio bytes>,<video pkts>/<video bytes>,<t120 pkts>/<t120 bytes>

Telephony call-legs: 0
SIP call-legs: 1
H323 call-legs: 0
Call agent controlled call-legs: 0
SCCP call-legs: 0
Multicast call-legs: 0
Total call-legs: 1
11EC : 2 798700ms.1 (*12:49:45.019 IST Tue Jan 12 2016) +2010 pid:441 Answer sipp connected

dur 00:00:50 tx:0/0 rx:0/0 dscp:0 media:0 audio tos:0xB8 video tos:0x0
IP 10.64.86.70:6005 SRTP: off rtt:0ms pl:0/0ms lost:0/0/0 delay:0/0/0ms g711ulaw
TextRelay: off Transcoded: No ICE: Off
media inactive detected:n media contrl rcvd:n/a timestamp:n/a
long duration call detected:n long duration call duration:n/a timestamp:n/a
LostPacketRate:0.00 OutOfOrderRate:0.00
LocalUUID : ab30317f1a784dc48ff824d0d3715d86
RemoteUUID : 47755a9de7794ba387653f2099600ef2
VRF: VRF1

Telephony call-legs: 0
SIP call-legs: 1
H323 call-legs: 0
Call agent controlled call-legs: 0
SCCP call-legs: 0
Multicast call-legs: 0
Total call-legs: 1

以下は、 showcallactivevideoコマンドの出力例です。

Router# show call active video
Telephony call-legs: 4
SIP call-legs: 0
H323 call-legs: 0
Call agent controlled call-legs: 0
SCCP call-legs: 2
Multicast call-legs: 0
Total call-legs: 6
GENERIC:
SetupTime=169281770 ms
Index=2
PeerAddress=
PeerSubAddress=
PeerId=0
PeerIfIndex=0
LogicalIfIndex=0
ConnectTime=169281770 ms
CallDuration=01:20:44 sec
CallState=2
CallOrigin=1
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ChargedUnits=0
InfoType=speech
TransmitPackets=819728
TransmitBytes=571031017
ReceivePackets=796308
ReceiveBytes=566120602
VOIP:
ConnectionId[0x0 0x0 0x0 0x0]
IncomingConnectionId[0x0 0x0 0x0 0x0]
CallID=85
GlobalCallId=[0x0 0x0 0x0 0x0]
CallReferenceId=25666520
CallServiceType=Video Conference
RTP Loopback Call=FALSE
sessionIDLocaluuid=6f0a93a3a79451aebeb6d83f79a3359f
sessionIDRemoteuuid=a55b0f45861551b88f57d1fb5bb23f89
RemoteIPAddress=0.0.0.0 RemoteUDPPort=2000
RemoteSignallingIPAddress=0.0.0.0
RemoteSignallingPort=0
RemoteMediaIPAddress=1.4.211.39
RemoteMediaPort=2000
RoundTripDelay=0 ms
SelectedQoS=best-effort
tx_DtmfRelay=inband-voice
FastConnect=FALSE
AnnexE=FALSE
Separate H245 Connection=FALSE
H245 Tunneling=FALSE
SessionProtocol=other
ProtocolCallId= sipv2
SessionTarget= 1.4.211.39
SafEnabled=FALSE
OnTimeRvPlayout=0
GapFillWithSilence=0 ms
GapFillWithPrediction=0 ms
GapFillWithInterpolation=0 ms
GapFillWithRedundancy=0 ms
HiWaterPlayoutDelay=0ms
LoWaterPlayoutDelay=0 ms
Video Conferee Statistics ConfereeActualFrameRate=0
ConfereeActualBitrate=934600
ConfereeTotalRxPackets=129853
ConfereeTotalRxBytes=125825024
ConfereeTotalTxPackets=129853
ConfereeTotalTxBytes=125825085
ConfereeTotalPacketsDropped=313
ConfereeCurrentPacketsDropped=0
ConfereeTotalPacketsOutOfOrder=296
ConfereeCurrentPacketsOutOfOrder=0
ConfereeMaxJitter=0 ConfereeCurJitter=0
ConfereeMaxDelay=0
ConfereeCurDelay=0
ConfereeMaxOutOfSyncDelay=0
ConfereeCurrentOutOfSyncDelay=0
ConfereeFastVideoUpdateRate=0
ConfereeVideoDuration=1076
Video Quality Scores RxVideoMOSInstant=78/100 (Good)
RxVideoMOSAverage=70/100 (Good)
VIDEO: VideoTransmitCodec=H264
VideoTransmitPictureWidth=640
VideoTransmitPictureHeight=480
VideoTransmitFrameRate=30
VideoTransmitBitrate=934600 bps
VideoTransmitLevel=2
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VideoTransmitProfile=Baseline
VideoTransmitPayloadFormat=RFC3984
VideoTransmitPackets=129853
VideoTransmitBytes=125825085
VideoTransmitDuration=1076 seconds
VideoReceiveCodec=H264
VideoReceivePictureWidth=640
VideoReceivePictureHeight=480
VideoReceiveFrameRate=30
VideoReceiveBitrate=934600 bps
VideoReceiveLevel=2
VideoReceiveProfile=Baseline
VideoReceivePayloadFormat=RFC3984
VideoReceivePackets=129853
VideoReceiveBytes=125825024
VideoReceiveDuration=1076 seconds
VideoCap_Codec=H264
VideoCap_Format=CUSTOM
VideoCap_PictureWidth=640
VideoCap_PictureHeight=480
VideoCap_FrameRate=30
VideoCap_Bitrate=960000 bps
VideoCap_Level=2
VideoCap_Profile=Baseline
VideoCap_PayloadFormat=RFC3984
VideoLostPackets=0
VideoEarlyPackets=0
VideoLatePackets=0
VideoUsedBandwidth=934600
VideoNumberOfChannels=0
PlayoutMode = undefined
PlayoutInitialDelay=0 ms
ReceiveDelay=0 ms
LostPackets=0
EarlyPackets=0
LatePackets=0
SRTP = off
TextRelay = off
VAD =disabled
CoderTypeRate=h264
CodecBytes=0
Media Setting=flow-around
CallerName=
CallerIDBlocked=False
OriginalCallingNumber=
OriginalCallingOctet=0x0
OriginalCalledNumber=
OriginalCalledOctet=0x0
OriginalRedirectCalledNumber=
OriginalRedirectCalledOctet=0x0
TranslatedCallingNumber=
TranslatedCallingOctet=0x0
TranslatedCalledNumber=
TranslatedCalledOctet=0x0
TranslatedRedirectCalledNumber=
TranslatedRedirectCalledOctet=0x0
MediaInactiveDetected=no
MediaInactiveTimestamp=
MediaControlReceived=
LongDurationCallDetected=no
LongDurCallTimestamp=
LongDurcallDuration=
Username= MlppServiceDomainNW=0 (none)
MlppServiceDomainID=
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PrecedenceLevel=0
(PRECEDENCE_LEVEL_NONE)

以下は、 showcallactivevideostatsコマンドからのサンプル出力を示しています。

Router# show call active video stats
<ID>: <CallID> <start>ms.<index> +<connect> +<disc> pid:<peer_id> <direction> <addr>
dur hh:mm:ss tx:<packets>/<bytes> rx:<packets>/<bytes>

Telephony call-legs: 0
SIP call-legs: 0
H323 call-legs: 0
Call agent controlled call-legs: 0
SCCP call-legs: 1
Multicast call-legs: 0
Total call-legs: 1
0 : 5 *10:54:50.661 PDT Tue Jan 11 2011.2 +0 pid:0 Originate connecting
dur 00:17:27 tx:126342/122451295 rx:126640/122453063
Video Conferee Statistics
ConfereeActualFrameRate=0 ConfereeActualBitrate=934300
ConfereeTotalRxPackets=126166 ConfereeTotalRxBytes=122282402
ConfereeTotalTxPackets=126166 ConfereeTotalTxBytes=122282463
ConfereeTotalPacketsDropped=295 ConfereeCurrentPacketsDropped=0
ConfereeTotalPacketsOutOfOrder=278 ConfereeCurrentPacketsOutOfOrder=0
ConfereeMaxJitter=0 ConfereeCurJitter=0
ConfereeMaxDelay=0 ConfereeCurDelay=0
ConfereeMaxOutOfSyncDelay=0 ConfereeCurrentOutOfSyncDelay=0
ConfereeFastVideoUpdateRate=0 ConfereeVideoDuration=1046
Video Quality Scores
RxVideoMOSInstant=78/100 (Good)
(Compression Degradation: 86%, Network Degradation: 13%, Transcoding Degradation: 0%)

RxVideoMOSAverage=70/100 (Good)
(Compression Degradation: 93%, Network Degradation: 6%, Transcoding Degradation: 0%)

以下は、compactキーワードを使用した showcallactivevideoコマンドの出力例です。

Router# show call active video compact
<callID> A/O FAX T<sec> Codec type Peer Address IP R<ip>:<udp> VRF
Total call-legs: 2
10193925 ANS T22 H.264 VOIP-VIDEO P2005 10.0.0.1:18070 VRF1
10193927 ORG T22 H.264 VOIP-VIDEO P3001 11.0.0.1:27008 VRF2

以下の表は、画面に表示される重要なフィールドをアルファベット順に説明していま

す。

表 16 : show call active videoフィールドの説明

descriptionフィールド

通話の長さ（時間、分、秒、hh:mm:ss）。CallDuration

通話の現在の状態。CallState

トランスコーディングや会議など、電話エンドポイントではない

デバイスのコールレッグを表示します。

Call agent controlled call-legs

システムの起動以降、このピアに適用される課金単位の合計数。

このフィールドの測定単位は 100分の 1秒です。
ChargedUnits
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descriptionフィールド

使用されるコーデックのペイロードサイズ (バイト単位)。CodecBytes

交渉されたコーダーレート。この値は、この通話に関連付けら

れたコールレッグへの音声または FAX圧縮の送信速度を指定し
ます。

CoderTypeRate

このゲートウェイコールのグローバルコール ID。ConnectionId

通話が接続されていた時間（ミリ秒 (ms)単位）。ConnectTime

最大リフレクタのサイズ（ミリ秒）。リフレクタのサイズは、設

定されたエコーパス容量を超えることはできません。たとえば、

32ミリ秒が設定されている場合、リフレクタは 32ミリ秒を超え
る容量を報告しません。

EchoCancellerMaxReflector

この通話の現在のエコーリターンロス (ERL)レベル。ERLLevel

この通話におけるこのピアから音声ゲートウェイへの FAX送信
の継続時間 (ミリ秒)。 FaxTxDuration値を TxDuration値で割るこ
とで、FAX使用率を算出できます。

FaxTxDuration

この通話で音声データが失われたか、音声ゲートウェイから時間

内に受信されなかったために、パラメータから合成された信号、

または時間的に前後するデータのサンプルから再生された音声信

号の継続時間 (ミリ秒)。

GapFillWithInterpolation

この通話で音声データが失われたか、音声ゲートウェイから時間

内に受信されなかったため、利用可能な冗長パラメータから合成

された信号で再生された音声信号の継続時間（ミリ秒）。

GapFillWithRedundancy

この通話で音声データが失われたか、音声ゲートウェイから時間

内に受信されなかったため、パラメータから合成された信号、ま

たは時間的に先行するデータのサンプルを使用して再生された音

声信号の継続時間 (ミリ秒)。このようなプルアウトの例として
は、G.729および G.723.1圧縮アルゴリズムにおけるフレーム消
去およびフレーム隠蔽戦略が挙げられます。

GapFillWithPrediction

音声データが失われたか、この通話で時間内に受信されなかった

ために、音声信号が無音に置き換えられた期間（ミリ秒）。

GapFillWithSilence

汎用または共通パラメータ、つまり、VoIPおよびテレフォニー
コールレッグに共通するパラメータ。

GENERIC

利用可能な H320通話タイプの合計。H320CallType

通話記録が利用可能な H.323コールレッグの合計数。H323 call-legs
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descriptionフィールド

この通話中の最高水準の音声再生先入れ先出し (FIFO)遅延 (ミリ
秒)。

HiWaterPlayoutDelay

ダイヤルピア識別番号。Index

この通話のアクティブな情報転送アクティビティの状態。InfoActivity

この通話の情報の種類 (音声、スピーチ、FAXなど)。InfoType

この通話で使用されるテレフォニーインターフェイスからのア

クティブな入力信号レベル。

InSignalLevel

最後のジッタバッファドレインまたはフィルイベントからの経

過時間 (秒)。
Last Buffer Drain/Fill Event

ローカルに生成されたゲートウェイ URLに使用されるローカル
ホスト名。

LocalHostname

この呼び出しの論理インターフェイスのインデックス番号。LogicalIfIndex

この通話中の最低水準音声再生 FIFO遅延 (ミリ秒)。LoWaterPlayoutDelay

物理下位インターフェース情報。メディアがATM、フレームリ
レー (FR)、または高レベルデータリンク制御 (HDLC)の場合に
のみ表示されます。

LowerIFName

通話が伝送される媒体。通話が（電話）アクセス側で行われる

場合、エントリはTELEになります。通話が音声ネットワーク側
で伝送される場合、エントリはATM、FR、またはHDLCのいず
れかになります。

Media

コールレコードが利用可能なマルチキャストコールレッグの合

計数。

Multicast call-legs

この通話のアクティブノイズレベル。NoiseLevel

この通話で時間どおりに受信されたデータからの音声再生の継続

時間。 OnTimeRvPlayout値を GapFill値に追加して、アクティブ
音声の合計音声再生時間を算出します。

OnTimeRvPlayout

この通話で使用されるテレフォニーインターフェイスへのアク

ティブな出力信号レベル。

OutSignalLevel

このピアに関連付けられた宛先パターンまたは番号。PeerAddress

この呼び出しが行われたピアテーブルエントリの ID値。PeerId
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descriptionフィールド

このピアの音声ポートのインデックス番号。 ISDNメディアの場
合、これはこの通話に使用されるBチャネルのインデックス番号
になります。

PeerIfIndex

この通話が接続されたときのサブアドレス。PeerSubAddress

この通話中にピアが受信したバイト数。ReceiveBytes

この音声通話中の平均プレイアウト FIFO遅延とデコーダー遅延
の合計 (ミリ秒)。

ReceiveDelay

この通話中にこのピアが受信したパケットの数。ReceivePackets

VoIP通話のリモートシステム IPアドレス。RemoteIPAddress

音声パケットが送信されるリモートシステムのユーザーデータ

グラムプロトコル (UDP)リスナーポート。
RemoteUDPPort

この通話の IPバックボーン上のローカルシステムとリモートシ
ステム間の音声パケットの往復遅延 (ミリ秒)。

RoundTripDelay

SCCPテレフォニーエンドポイントのコールレッグ。SCCP call-legs

この通話に対して選択されたリソース予約プロトコル (RSVP)の
サービス品質 (QoS)。

SelectedQoS

元のユーザーエージェントから生成された UUID。SessionIDLocaluuid

終了するユーザーエージェントから生成された UUID。SessionIDRemoteuuid

IPバックボーンを介したローカルルータとリモートルータ間の
インターネット通話に使用されるセッションプロトコル。

SessionProtocol

この通話に使用されたピアのsession target。SessionTarget

このエントリに関連付けられた通話が開始されたときのシステム

UpTimeの値 (ミリ秒単位)。
SetupTime

コールレコードが利用可能な SIPコールレッグの合計数。SIP call-legs

通話記録が利用可能なテレフォニー通話レッグの合計数。Telephony call-legs

通話のコールレッグの合計数。Total call-legs

この通話中にこのピアによって送信されたバイト数。TransmitBytes

この通話中にこのピアによって送信されたパケットの数。TransmitPackets

通話の長さ。媒体が TELEの場合にのみ表示されます。TxDuration
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descriptionフィールド

この通話で音声起動検出 (VAD)が有効になっているかどうか。VAD

ビデオストリームの拡張（例：annex D1および E）。VideoCap_Annex

ビデオストリームのネゴシエートされたビットレート。例:128000
b/s。

VideoCap_Bitrate

アクティブなビデオコールのコーデック。VideoCap_Codec

アクティブなビデオコールのビデオ形式。VideoCap_Format

ビデオストリームのネゴシエートされたフレームレート (例: 15
または 30 f/s)。

VideoCap_FrameRate

ビデオ解像度の高さ。VideoCap_PictureHeight

ビデオ解像度の幅。VideoCap_PictureWidth

ビデオコールの早期パケットの数。VideoEarlyPackets

ビデオコール中の遅延パケットの数。VideoLatePackets

ビデオコール中に失われたパケットの数。VideoLostPackets

ビデオコールに使用されるチャネルの数。VideoNumberOfChannels

各アクティブコールレッグの瞬間および平均の平均オピニオン

スコア（MOS）。MOSスコアは、圧縮歪みによって生じるビデ
オ品質の低下量と、パケット損失によって生じるビデオ品質の低

下量に基づいています。MOSスコアのスケールは次のとおりで
す。

•優秀--(80--100)

•良い--(60--80)

•普通--(40--60)

•低品質--(20--40)

•悪い--(0--20)

Video Quality Score

ビデオコールで受信したバイト数。VideoReceiveBytes

受信ストリームで使用されるビデオコーデックの種類。VideoReceiveCodec

ビデオコールで受信したパケットの数。VideoReceivePackets

ビデオコールで送信されたバイト数。VideoTransmitBytes
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descriptionフィールド

送信ストリームで使用されるビデオコーデックの種類。VideoTransmitCodec

ビデオコールで送信されたパケットの数。VideoTransmitPackets

ビデオコールに使用される帯域幅（kbps）。VideoUsedBandwidth

この通話におけるこのピアから音声ゲートウェイへの音声伝送の

継続時間（ミリ秒）。 VoiceTxDuration値を TxDuration値で割っ
て音声使用率を導きます。

VoiceTxDuration

関連コマンド descriptionコマンド

SCCPビデオコールの通話履歴情報を表示します。showcallhistoryvideo
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show call active voice
進行中の音声通話の通話情報を表示するには、ユーザーEXECモードまたは特権EXECモード
で showcallactivevoiceコマンドを使用します。

showcallactivevoice[[brief][long-dur-call-inactive | media-inactive][called-numbernumber |
calling-numbernumber][idcall-identifier] | compact[duration {less | more}秒] | dest-route-stringtag

| echo-canceller {hexadecimal-id | portスロット番号 | summary} | long-dur-call[called-numbernumber
| calling-numbernumber ] | redirecttbct | session-id word | stats]

Cisco IOSリリース 12.2(33)SXHおよびそれ以降の 12.2SXリリースの構文
showcallactive[brief]

構文の説明 （オプション）通話情報の省略版を表示します。brief

(オプション)検出され通知された長時間通話を表示します。long-dur-call-inactive

(オプション)検出された非アクティブなメディアに関する情報を表示し
ます。

media-inactive

(オプション)特定の着信番号パターンを表示します。called-number番号

(オプション)特定の発信番号パターンを表示します。calling-number番号

(オプション)指定された call-identifier値を持つ通話のみを表示します。
範囲は 1～FFFFです。

id呼び出し識別子

(オプション)通話情報の簡潔なバージョンを表示します。compact

(オプション)指定された期間の通話履歴を表示します。duration

短時間の通話の履歴を秒単位で表示します。値の範囲は1～2147483647
です。

less秒

長時間の通話の履歴を秒単位で表示します。値の範囲は1～2147483647
です。

more秒

(オプション)指定された宛先ルート tag値を持つ通話のみを表示します。
値の範囲は 1～ 10000です。

dest-route-stringタ
グ

(オプション)拡張エコーキャンセラ (EC)の状態に関する情報を表示し
ます。

echo-canceller

アクティブな音声通話の 16進 ID。範囲は 0x0から 0xFFFFFFFFです。hexadecimal-id

指定されたアクティブな音声ポートの ECの詳細を表示します。範囲
は、ルーターで使用可能な音声ポートによって異なります。

portスロット番号
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すべてのアクティブな音声通話の EC概要を表示します。summary

(オプション)検出され通知された長時間通話を表示します。long-dur-call

(オプション) Release-to-Pivot (RTPvt)またはTwoB-Channel Transfer (TBCT)
を使用してリダイレクトされているアクティブコールに関する情報を

表示します。

redirect

TBCT通話に関する情報を表示します。tbct

（オプション）特定のセッション IDのセッション識別子の詳細を表示
します。WORDは、localUUID、RemoteUUID、または完全なSession-Id
ヘッダー文字列と一致するワイルドカードパターンを指定します。有

効なワイルドカードパターンは、*、[0-9]、[a-f]、[A-F]のいずれかの文
字の 1つ以上の組み合わせで設定できます。

session-id WORD

(オプション)デジタル信号処理 (DSP)の音声品質メトリックに関する情
報を表示します。

stats

コマンドモード ユーザー EXEC (>)

特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。11.3(1)T

このコマンドは変更されました。 Voice over Frame Relay (VoFR)のサ
ポートが追加されました。

12.0(3)XG

このコマンドは、Cisco AS5300上のストアアンドフォワード FAX用
に実装されました。

12.0(4)XJ

このコマンドが Cisco 7200シリーズに実装されました。12.0(4)T

このコマンドが Cisco MC3810に実装されました。12.0(7)XK

このコマンドは、Cisco AS5300上の VoIP経由のモデムパススルー用
に実装されました。

12.1(3)T

このコマンドが Cisco AS5800に実装されました。12.1(5)XM

このコマンドがCiscoAS5350およびCiscoAS5400に実装されました。12.1(5)XM2

このコマンドが Cisco AS5850に導入されました。12.2(2)XB1

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(8)Tに統合されました。 Cisco
AS5300、Cisco AS5350、Cisco AS5400、および Cisco AS5850はサポー
トされませんでした。

12.2(8)T
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変更リリース

Cisco AS5300、Cisco AS5350、Cisco AS5400、および Cisco AS5850の
サポートが追加されました。

12.2(11)T

このコマンドは変更されました。その echo-cancellerキーワードが追
加されました。拡張 ECが存在する場合、コマンド出力は追加のリフ
レクタの位置で変更され、最大のリフレクタの位置が表示されます。

12.2(13)T

このコマンドは変更されました。その redirectキーワードが追加され
ました。

12.3(1)

このコマンドは変更されました。そのcalled-number、calling-number、
そして media-inactiveキーワードが追加されました。

12.3(4)T

このコマンドは変更されました。スキニークライアントコントロー

ルプロトコル (SCCP)、SCCPテレフォニーコントロールアプリケー
ション (STCAPP)、およびモデムパススルートラフィックに関連する
新しい出力が追加されました。

12.3(14)T

このコマンドは変更されました。 LocalHostname表示フィールドが
VoIPコールレッグレコードに追加され、コマンド出力が拡張され、
モデムリレー物理層とerror-correctionプロトコルが表示されるように
なりました。

12.4(2)T

このコマンドは変更されました。そのlong-dur-callキーワードが追加
されました。

12.4(4)T

このコマンドは変更されました。その statsキーワードが追加されま
した。

12.4(11)XW

このコマンドは変更されました。コマンド出力のTELEコールレッグ
レコードに、PortおよびBearerChannel表示フィールドが追加されまし
た。

12.4(15)T

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(33)SXHに統合されました。12.2(33)SXH

このコマンドは変更されました。コマンド出力のTELEコールレッグ
レコードに、PortおよびBearerChannel表示フィールドが追加されまし
た。

12.4(16)

このコマンドは変更されました。コマンド出力が更新され、IPv6情報
が表示されるようになりました。

12.4(22)T

このコマンドは変更されました。そのdest-route-stringキーワードが
追加されました。

15.3(3)M

このコマンドが Cisco IOS XE Release 3.10Sに統合されました。Cisco IOSXEリリース
3.10S
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変更リリース

このコマンドは変更されました。

•その session-idキーワードが追加されました。

• show call active voice briefコマンド出力が拡張され、VRFの詳細
とセッション IDの詳細が表示されるようになりました。

• show call active voice compactコマンド出力が拡張され、VRFの詳
細が表示されるようになりました。

Cisco IOS 15.6(2)T

Cisco IOS XEデナリ
16.3.1

このコマンドは、SCIPオーディオコーデック情報を表示するように
変更されました。

（注）

この機能は、機能が制限されていたり、ソフトウェアの依存関係が不

完全であったりするため、「プレビュー」モードで利用できます。

Cisco IOS XE 17.16.1a

使用上のガイドライン このコマンドを使用して、アクティブな音声通話テーブルの内容を表示します。このコマンド

は、ルータ経由で現在接続されている音声通話の通話時間、ダイヤルピア、接続、サービス品

質、およびその他のステータスと統計情報を表示します。

エコー状態を照会する前に、16進 IDを知っておく必要があります。 16進 IDを見つけるに
は、 showcallactivevoicebriefコマンドを入力するか、 showvoicecallstatusコマンドを使用しま
す。

拡張 ECが存在する場合、 showcallactivevoiceコマンドは Ditech EC_CHAN_CTRL構造の内容
を表示します。以下の表には、EC_CHAN_CTRL構造のフィールドの名前と説明が記載されて
います。表には、このコマンドに関連付けられている情報タイプのリストも示されています。

show call active voicedest-route-stringコマンドを使用して、指定された destination-route-string
を使用してグローバルおよびダイヤルピアレベルでコールルーティングが設定されたアクティ

ブな音声コールのみを表示します。

表 17 : EC_CHAN_CTRLフィールドの説明

descriptionフィールド記号

• 1 =透過バイパス。ECは無効です。

• 0 =キャンセル; ECが有効です。

チャンネルバイパスBYP0
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descriptionフィールド記号

• 0 = 24ミリ秒。

• 1 = 32ミリ秒。

• 2 = 48ミリ秒。

• 3 = 64ミリ秒。

（注）

このフィールドは、予想される最悪の往復テール遅延よりも

わずかに大きい値に設定する必要があります。

Max tailTAIL3

• 0 =キャンセルのみ。エコーは線形処理の結果であり、非
線形処理は適用されません。

• 1 =残留を抑制します。残留エコーはゼロになり、単純な
非線形処理が適用されます (会話中に「無音」が発生する
可能性があります)。

• 2 =予約済み。

• 3 =快適なノイズを生成します (デフォルト)。

残留エコー制御REC3

1 = hレジスタをフリーズします。テストに使用されます。h-register holdFRZ0

このビットを設定したチャネルコマンドを送信すると、hレジ
スタがクリアされます。

h-register clearHZ0

• 0 = 2100 Hzモデム応答トーンを無視します。

• 1 = G.164モード (2100 Hzトーンの場合はキャンセラーを
バイパスします)。

• 2 = R.

• 3 = G.165モード（位相反転トーンの場合のみキャンセラ
をバイパスします）。

モデムトーンを無効

にする

TD3

• 0 = 6デシベル (dB)。

• 1 = 3 dB。

• 2 = 0 dB。

• 3 = R.キャンセラがまだ機能する最悪のエコーリターンロ
ス（ERL）状況。

エコーリターンロスERL0
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descriptionフィールド記号

• 0 =減衰なし。

• 1=6dB（クリップされた場合）。騒音の大きい回線では、
クリッピングが観察された場合、受信方向が 6 dB減衰さ
れる可能性があります。

高レベルの補正HLC1

将来のリリースとの互換性を確保するには、0に設定する必要
があります。

予約済みR0

showcallactivevoiceredirecttbctコマンドを使用して、RTPvtまたは TBCTを実装するアクティ
ブな通話を監視します。

通話がアクティブでなくなると、その記録は保存されます。 showcallhistoryvoiceコマンドを
使用してレコードを表示できます。

例 以下は、SCIPオーディオコーデックトラフィックのサンプルのコンパクト出力です。

Router # show call active voice compact
<callID> A/O FAX T<sec> Codec type Peer Address IP R<ip>:<udp> VRF
Total call-legs: 2
350 ANS T6 scip VOIP Psipp 10.43.33.45:6006 NA

351 ORG T6 scip VOIP P8888 10.43.33.45:6002 NA

以下は、SCIPオーディオコーデックトラフィックの簡単な出力のサンプルです。

Router # show call active voice brief
Telephony call-legs: 0
SIP call-legs: 2
H323 call-legs: 0
Call agent controlled call-legs: 0
SCCP call-legs: 0
STCAPP call-legs: 0
Multicast call-legs: 0
Total call-legs: 2

121C : 19 2737820ms.1 (*11:50:45.045 UTC Tue Jul 23 2024) +1010 pid:666 Answer 1234
active
dur 00:00:12 tx:0/0 rx:0/0 dscp:0 media:0 audio tos:0xB8 video tos:0x0
IP 10.64.86.70:6008 SRTP: off rtt:0ms pl:0/0ms lost:0/0/0 delay:0/0/0ms scip TextRelay:
off Transcoded: No ICE: Off
media inactive detected:n media contrl rcvd:n/a timestamp:n/a
long duration call detected:n long duration call duration:n/a timestamp:n/a
LostPacketRate:0.00 OutOfOrderRate:0.00
LocalUUID:37110991b54051679f675479a6e93de7
RemoteUUID:e74b1bf0678e5209915c03a9660cb00f
VRF: NA
121C : 20 2737820ms.2 (*11:50:45.045 UTC Tue Jul 23 2024) +1010 pid:777 Originate 1111
active
dur 00:00:12 tx:0/0 rx:0/0 dscp:0 media:0 audio tos:0xB8 video tos:0x0
IP 10.64.86.70:6004 SRTP: off rtt:0ms pl:0/0ms lost:0/0/0 delay:0/0/0ms scip TextRelay:
off Transcoded: No ICE: Off
media inactive detected:n media contrl rcvd:n/a timestamp:n/a
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long duration call detected:n long duration call duration:n/a timestamp:n/a
LostPacketRate:0.00 OutOfOrderRate:0.00
LocalUUID:e74b1bf0678e5209915c03a9660cb00f
RemoteUUID:37110991b54051679f675479a6e93de7
VRF: NA

Telephony call-legs: 0
SIP call-legs: 2
H323 call-legs: 0
Call agent controlled call-legs: 0
SCCP call-legs: 0
STCAPP call-legs: 0
Multicast call-legs: 0
Total call-legs: 2

以下はモデムリレートラフィックの showcallactivevoice コマンドの出力例です。

Router# show call active voice
Modem Relay Local Rx Speed=0 bps
Modem Relay Local Tx Speed=0 bps
Modem Relay Remote Rx Speed=0 bps
Modem Relay Remote Tx Speed=0 bps
Modem Relay Phy Layer Protocol=v34
Modem Relay Ec Layer Protocol=v14
SPRTInfoFramesReceived=0
SPRTInfoTFramesSent=0
SPRTInfoTFramesResent=0
SPRTXidFramesReceived=0
SPRTXidFramesSent=0
SPRTTotalInfoBytesReceived=0
SPRTTotalInfoBytesSent=0
SPRTPacketDrops=0

以下の表は、画面に表示される重要なフィールドについて説明しています。

表 18 : show show call active voiceフィールドの説明

descriptionフィールド

ローカルモデムリレーのダウンロード速度 (ビット/秒)。Modem Relay Local Rx Speed

ローカルモデムリレーのアップロード速度。Modem Relay Local Tx Speed

リモートモデムリレーのダウンロード速度。Modem Relay Remote Rx Speed

リモートモデムリレーのアップロード速度。Modem Relay Remote Tx Speed

モデムリレーの物理プロトコル。Modem Relay Phy Layer Protocol

モデムリレーの EC層プロトコル。Modem Relay Ec Layer Protocol

受信したシンプルパケットリレートランスポート (SPRT)プ
ロトコルフレームの合計数。

SPRTInfoFramesReceived

送信された SPRTフレームの合計数。SPRTInfoTFramesSent

再送信された SPRTフレームの合計数。SPRTInfoTFramesResent
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descriptionフィールド

受信した SPRT IDフレームの合計数。SPRTXidFramesReceived

送信された SPRTS IDフレームの合計数。SPRTXidFramesSent

受信した合計 SPRTバイト数。SPRTTotalInfoBytesReceived

送信された SPRTバイトの総数SPRTTotalInfoBytesSent

ドロップされた SPRTパケットの合計数。SPRTPacketDrops

以下は、 showcallactivevoiceコマンドの出力例です。

Router# show call active voice
Telephony call-legs: 1
SIP call-legs: 0
H323 call-legs: 1
Call agent controlled call-legs: 0
SCCP call-legs: 0
Multicast call-legs: 0
Total call-legs: 2
GENERIC:
SetupTime=1072620 ms
Index=1
PeerAddress=9193927582
PeerSubAddress=
PeerId=8
PeerIfIndex=19
LogicalIfIndex=0
ConnectTime=1078940 ms
CallDuration=00:00:51 sec
CallState=4
CallOrigin=2
ChargedUnits=0
InfoType=speech
TransmitPackets=1490
TransmitBytes=0
ReceivePackets=2839
ReceiveBytes=56780
VOIP:
ConnectionId[0xE28B6D1D 0x3D9011D6 0x800400D0 0xBA0D97A1]
IncomingConnectionId[0xE28B6D1D 0x3D9011D6 0x800400D0 0xBA0D97A1]
CallID=1
sessionIDLocaluuid=4fd24d9121935531a7f8d750ad16e19
sessionIDRemoteuuid=db248b6cbdc547bbc6c6fdfb6916eeb
RemoteIPAddress=10.44.44.44 RemoteUDPPort=17096
RemoteSignallingIPAddress=10.44.44.44
RemoteSignallingPort=56434
RemoteMediaIPAddress=10.44.44.44
RemoteMediaPort=17096
RoundTripDelay=6 ms
SelectedQoS=best-effort
tx_DtmfRelay=h245-signal
FastConnect=TRUE AnnexE=FALSE
Separate H245 Connection=FALSE
H245 Tunneling=TRUE SessionProtocol=cisco
ProtocolCallId= sipv2
SessionTarget= 10.44.44.44
OnTimeRvPlayout=54160
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GapFillWithSilence=0 ms
GapFillWithPrediction=0 ms
GapFillWithInterpolation=0 ms
GapFillWithRedundancy=0 ms
HiWaterPlayoutDelay=70 ms
LoWaterPlayoutDelay=60 ms
TxPakNumber=1490
TxSignalPak=0
TxComfortNoisePak=1
TxDuration=54240
TxVoiceDuration=29790
RxPakNumber=2711
RxSignalPak=0
RxDuration=0
TxVoiceDuration=54210
VoiceRxDuration=54160
RxOutOfSeq=0
RxLatePak=0
RxEarlyPak=0
PlayDelayCurrent=60
PlayDelayMin=60
PlayDelayMax=70
PlayDelayClockOffset=212491899
PlayDelayJitter=0 ms
PlayErrPredictive=0
PlayErrInterpolative=0
PlayErrSilence=0
PlayErrBufferOverFlow=10
PlayErrRetroactive=0
PlayErrTalkspurt=0
OutSignalLevel=-57
InSignalLevel=-51
LevelTxPowerMean=0
LevelRxPowerMean=-510
LevelBgNoise=0
ERLLevel=16
ACOMLevel=16
ErrRxDrop=0
ErrTxDrop=0
ErrTxControl=0
ErrRxControl=0
ReceiveDelay=60 ms
LostPackets=0
EarlyPackets=0
LatePackets=0
SRTP = off
VAD =enabled
CoderTypeRate=g729r8
CodecBytes=20
Media Setting=flow-through
CallerName=
CallerIDBlocked=False
OriginalCallingNumber=9193927582
OriginalCallingOctet=0x21
OriginalCalledNumber=93615494
OriginalCalledOctet=0xC1
OriginalRedirectCalledNumber=
OriginalRedirectCalledOctet=0xFF
TranslatedCallingNumber=9193927582
TranslatedCallingOctet=0x21
TranslatedCalledNumber=93615494
TranslatedCalledOctet=0xC1
TranslatedRedirectCalledNumber=
TranslatedRedirectCalledOctet=0xFF
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GwReceivedCalledNumber=93615494
GwReceivedCalledOctet3=0xC1
GwReceivedCallingNumber=9193927582
GwReceivedCallingOctet3=0x21
GwReceivedCallingOctet3a=0x81
MediaInactiveDetected=no
MediaInactiveTimestamp=
MediaControlReceived=
Username= GENERIC:
SetupTime=1072760 ms
Index=1 PeerAddress=93615494
PeerSubAddress=
PeerId=9
PeerIfIndex=18
LogicalIfIndex=4
ConnectTime=1078940 ms
CallDuration=00:00:53 sec
CallState=4
CallOrigin=1
ChargedUnits=0
InfoType=speech
TransmitPackets=2953
TransmitBytes=82684
ReceivePackets=1490
ReceiveBytes=29781 TELE:
ConnectionId=[0xE28B6D1D 0x3D9011D6 0x800400D00xBA0D97A1]
IncomingConnectionId=[0xE28B6D1D 0x3D9011D6 0x800400D0 0xBA0D97A1]
CallID=2
Port=3/0/0 (1)
BearerChannel=3/0/0.2
TxDuration=59080 ms
VoiceTxDuration=29790 ms
FaxTxDuration=0 ms
CoderTypeRate=g729r8
NoiseLevel=-54
ACOMLevel=16
OutSignalLevel=-57
InSignalLevel=-51
InfoActivity=1
ERLLevel=16
EchoCancellerMaxReflector=8
SessionTarget= ImgPages=0 CallerName=
CallerIDBlocked=False
AlertTimepoint=1073340 ms
OriginalCallingNumber=9193927582
OriginalCallingOctet=0x21
OriginalCalledNumber=93615494
OriginalCalledOctet=0xC1
OriginalRedirectCalledNumber=
OriginalRedirectCalledOctet=0xFF
TranslatedCallingNumber=9193927582
TranslatedCallingOctet=0x21
TranslatedCalledNumber=93615494
TranslatedCalledOctet=0xC1
TranslatedRedirectCalledNumber=
TranslatedRedirectCalledOctet=0xFF
GwReceivedCalledNumber=93615494
GwReceivedCalledOctet3=0xC1
GwOutpulsedCalledNumber=93615494
GwOutpulsedCalledOctet3=0xC1
GwReceivedCallingNumber=9193927582
GwReceivedCallingOctet3=0x21
GwReceivedCallingOctet3a=0x81
GwOutpulsedCallingNumber=9193927582
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GwOutpulsedCallingOctet3=0x21
GwOutpulsedCallingOctet3a=0x81
DSPIdentifier=3/1:1
Telephony call-legs: 1
SIP call-legs: 0
H323 call-legs: 1
Call agent controlled call-legs: 0
SCCP call-legs: 0
Multicast call-legs: 0
Total call-legs: 2

上記の最初の表と以下の表では、画面に表示される重要なフィールドをアルファベッ

ト順に説明しています。

表 19 : show call active voiceフィールドの説明

descriptionフィールド

通話の長さ（時間、分、秒、hh:mm:ss）。CallDuration

通話の現在の状態。CallState

トランスコーディングや会議など、電話エンドポイントではない

デバイスのコールレッグを表示します。

Call agent controlled
call-legs

システムの起動以降、このピアに適用される課金単位の合計数。

このフィールドの測定単位は 100分の 1秒です。
ChargedUnits

使用されるコーデックのペイロードサイズ (バイト単位)。CodecBytes

交渉されたコーダーレート。この値は、この通話に関連付けられ

たコールレッグへの音声または FAX圧縮の送信速度を指定しま
す。

CoderTypeRate

このゲートウェイコールのグローバルコール ID。ConnectionId

通話が接続されていた時間（ミリ秒）。ConnectTime

最大リフレクタのサイズ（ミリ秒）。リフレクタのサイズは、設

定されたエコーパス容量を超えることはできません。たとえば、

32ミリ秒が設定されている場合、リフレクタは32ミリ秒を超える
容量を報告しません。

EchoCancellerMaxReflector

この通話の現在のエコーリターンロス (ERL)レベル。ERLLevel

この通話におけるこのピアから音声ゲートウェイへの FAX送信の
継続時間 (ミリ秒)。 FaxTxDuration値を TxDuration値で割ること
で、FAX使用率を算出できます。

FaxTxDuration
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descriptionフィールド

この通話で音声データが失われたか、音声ゲートウェイから時間

内に受信されなかったために、パラメータから合成された信号、

または時間的に前後するデータのサンプルから再生された音声信

号の継続時間 (ミリ秒)。

GapFillWithInterpolation

この通話で音声データが失われたか、音声ゲートウェイから時間

内に受信されなかったため、利用可能な冗長パラメータから合成

された信号で再生された音声信号の継続時間（ミリ秒）。

GapFillWithRedundancy

この通話で音声データが失われたか、音声ゲートウェイから時間

内に受信されなかったため、パラメータから合成された信号、ま

たは時間的に先行するデータのサンプルを使用して再生された音

声信号の継続時間 (ミリ秒)。このようなプルアウトの例としては、
G.729および G.723.1圧縮アルゴリズムにおけるフレーム消去およ
びフレーム隠蔽戦略が挙げられます。

GapFillWithPrediction

音声データが失われたか、この通話で時間内に受信されなかった

ために、音声信号が無音に置き換えられた期間（ミリ秒）。

GapFillWithSilence

汎用または共通パラメータ。つまり、VoIPおよびテレフォニー
コールレッグに共通するパラメータです。

GENERIC

利用可能な H320通話タイプの合計。H320CallType

通話記録が利用可能な H.323コールレッグの合計数。H323 call-legs

この通話中の最高水準の音声再生先入れ先出し (FIFO)遅延 (ミリ
秒)。

HiWaterPlayoutDelay

ダイヤルピア識別番号。Index

この通話のアクティブな情報転送アクティビティの状態。InfoActivity

この通話の情報の種類 (音声、スピーチ、FAXなど)。InfoType

この通話で使用されるテレフォニーインターフェイスからのアク

ティブな入力信号レベル。

InSignalLevel

この呼び出しの論理インターフェイスのインデックス番号。LogicalIfIndex

この通話中の最低水準音声再生 FIFO遅延 (ミリ秒)。LoWaterPlayoutDelay

通話が伝送される媒体。通話が（電話）アクセス側で行われる場

合、エントリは TELEになります。通話が音声ネットワーク側で
行われる場合、エントリはATM、フレームリレー (FR)、または高
レベルデータリンク制御 (HDLC)のいずれかになります。

Media
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descriptionフィールド

コールレコードが利用可能なマルチキャストコールレッグの合計

数。

Multicast call-legs

この通話のアクティブノイズレベル。NoiseLevel

この通話で時間どおりに受信されたデータからの音声再生の継続

時間。OnTimeRvPlayout値をGapFill値に追加して、アクティブ音
声の合計音声再生時間を算出します。

OnTimeRvPlayout

この通話で使用されるテレフォニーインターフェイスへのアクティ

ブな出力信号レベル。

OutSignalLevel

このピアに関連付けられた宛先パターンまたは番号。PeerAddress

この呼び出しが行われたピアテーブルエントリの ID値。PeerId

このピアの音声ポートのインデックス番号。 ISDNメディアの場
合、これはこの通話に使用される Bチャネルのインデックス番号
になります。

PeerIfIndex

この通話が接続されたときのサブアドレス。PeerSubAddress

この通話中にピアが受信したバイト数。ReceiveBytes

この音声通話中の平均プレイアウトFIFO遅延とデコーダー遅延の
合計 (ミリ秒)。

ReceiveDelay

この通話中にこのピアが受信したパケットの数。ReceivePackets

VoIP通話のリモートシステム IPアドレス。RemoteIPAddress

音声パケットが送信されるリモートシステムのユーザーデータグ

ラムプロトコル (UDP)リスナーポート。
RemoteUDPPort

この通話の IPバックボーン上のローカルシステムとリモートシス
テム間の音声パケットの往復遅延 (ミリ秒)。

RoundTripDelay

SCCPテレフォニーエンドポイントのコールレッグ。SCCP call-legs

この通話に対して選択されたリソース予約プロトコル (RSVP)の
サービス品質 (QoS)。

SelectedQoS

元のユーザーエージェントから生成された UUID。SessionIDLocaluuid

終了ユーザーエージェントから生成された UUID。SessionIDRemoteuuid

IPバックボーンを介したローカルルータとリモートルータ間のイ
ンターネット通話に使用されるセッションプロトコル。

SessionProtocol
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descriptionフィールド

この通話に使用されたピアのsession target。SessionTarget

このエントリに関連付けられた通話が開始されたときのシステム

UpTimeの値 (ミリ秒)。
SetupTime

コールレコードが利用可能な SIPコールレッグの合計数。SIP call-legs

通話記録が利用可能なテレフォニー通話レッグの合計数。Telephony call-legs

通話のコールレッグの合計数。Total call-legs

この通話中にこのピアによって送信されたバイト数。TransmitBytes

この通話中にこのピアによって送信されたパケットの数。TransmitPackets

通話の長さ。媒体が TELEの場合にのみ表示されます。TxDuration

この通話で音声起動検出 (VAD)が有効になっているかどうか。VAD

この通話におけるこのピアから音声ゲートウェイへの音声伝送時

間（ミリ秒）。VoiceTxDuration値を TxDuration値で割ることで音
声利用率を算出します。

VoiceTxDuration

以下は、コールエージェントが制御するコールレッグ上の音声トラフィックに対する

showcallactivevoiceコマンドの出力例です。SCCPテレフォニーエンドポイントのコー
ルレッグ、つまり STCAPPによって制御される電話機は、「コールエージェントに
よって制御されるコールレッグ」フィールドの下に表示されることに注意してくださ

い (「SCCPコールレッグ」には、トランスコーディングや会議など、テレフォニー
エンドポイントではないデバイスのコールレッグが表示されます)。

Router# show call active voice
Telephony call-legs: 2
SIP call-legs: 0
H323 call-legs: 0
Call agent controlled call-legs: 2
SCCP call-legs: 0
Multicast call-legs: 0
Total call-legs: 4
GENERIC:
SetupTime=1557650 ms
Index=1
PeerAddress=
PeerSubAddress=
PeerId=999100
PeerIfIndex=14
LogicalIfIndex=10
ConnectTime=1562040 ms
CallDuration=00:01:01 sec
CallState=4
CallOrigin=2
ChargedUnits=0
InfoType=speech
TransmitPackets=3101
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TransmitBytes=519564
ReceivePackets=3094
ReceiveBytes=494572
TELE:
ConnectionId=[0x11B1860C 0x22D711D7 0x8014E4D4 0x8FD15327]
IncomingConnectionId=[0x11B1860C 0x22D711D7 0x8014E4D4 0x8FD15327]
CallID=25
Port=3/0/0 (25)
BearerChannel=3/0/0.1
TxDuration=59670 ms
VoiceTxDuration=59670 ms
FaxTxDuration=0 ms
CoderTypeRate=g711ulaw
NoiseLevel=-12
ACOMLevel=22
OutSignalLevel=-12
InSignalLevel=-11
InfoActivity=1
ERLLevel=22
EchoCancellerMaxReflector=2
SessionTarget=
ImgPages=0
CallerName=
CallerIDBlocked=False
OriginalCallingNumber=
OriginalCallingOctet=0x0
OriginalCalledNumber=
OriginalCalledOctet=0x80
OriginalRedirectCalledNumber=
OriginalRedirectCalledOctet=0x0
TranslatedCallingNumber=
TranslatedCallingOctet=0x0
TranslatedCalledNumber=
TranslatedCalledOctet=0x80
TranslatedRedirectCalledNumber=
TranslatedRedirectCalledOctet=0x0
DSPIdentifier=1/1:1
GENERIC:
SetupTime=1559430 ms
Index=1
PeerAddress=7702
PeerSubAddress=
PeerId=999100
PeerIfIndex=14
LogicalIfIndex=11
ConnectTime=1562020 ms
CallDuration=00:01:03 sec
CallState=4
CallOrigin=1
ChargedUnits=0
InfoType=speech
TransmitPackets=3151
TransmitBytes=528900
ReceivePackets=3158
ReceiveBytes=503876
TELE:
ConnectionId=[0x0 0x0 0x0 0x0]
IncomingConnectionId=[0x0 0x0 0x0 0x0]
CallID=26
Port=3/0/0 (26)
BearerChannel=3/0/0.2
TxDuration=60815 ms
VoiceTxDuration=60815 ms
FaxTxDuration=0 ms
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CoderTypeRate=g711ulaw
NoiseLevel=-12
ACOMLevel=28
OutSignalLevel=-12
InSignalLevel=-11
InfoActivity=1
ERLLevel=28
EchoCancellerMaxReflector=2
SessionTarget=
ImgPages=0
CallerName=
CallerIDBlocked=False
AlertTimepoint=1559430 ms
OriginalCallingNumber=
OriginalCallingOctet=0x0
OriginalCalledNumber=
OriginalCalledOctet=0x0
OriginalRedirectCalledNumber=
OriginalRedirectCalledOctet=0x0
TranslatedCallingNumber=7701
TranslatedCallingOctet=0x0
TranslatedCalledNumber=7702
TranslatedCalledOctet=0x0
TranslatedRedirectCalledNumber=
TranslatedRedirectCalledOctet=0x0
GwOutpulsedCalledNumber=7702
GwOutpulsedCalledOctet3=0x0
GwOutpulsedCallingNumber=7701
GwOutpulsedCallingOctet3=0x0
GwOutpulsedCallingOctet3a=0x0
DSPIdentifier=1/1:2
GENERIC:
SetupTime=1562040 ms
Index=1
PeerAddress=
PeerSubAddress=
PeerId=0
PeerIfIndex=0
LogicalIfIndex=0
ConnectTime=0 ms
CallDuration=00:00:00 sec
CallState=2
CallOrigin=1
ChargedUnits=0
InfoType=speech
TransmitPackets=3215
TransmitBytes=512996
ReceivePackets=3208
ReceiveBytes=512812
VOIP:
ConnectionId[0x0 0x0 0x0 0x0]
IncomingConnectionId[0x0 0x0 0x0 0x0]
CallID=27
RemoteIPAddress=10.10.0.0
RemoteUDPPort=17718
RemoteSignallingIPAddress=10.10.0.0
RemoteSignallingPort=0
RemoteMediaIPAddress=10.2.6.10
RemoteMediaPort=17718
RoundTripDelay=0 ms
SelectedQoS=best-effort
tx_DtmfRelay=inband-voice
FastConnect=FALSE
AnnexE=FALSE
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Separate H245 Connection=FALSE
H245 Tunneling=FALSE
SessionProtocol=other
ProtocolCallId=
SessionTarget=
OnTimeRvPlayout=60640
GapFillWithSilence=0 ms
GapFillWithPrediction=0 ms
GapFillWithInterpolation=0 ms
GapFillWithRedundancy=0 ms
HiWaterPlayoutDelay=105 ms
LoWaterPlayoutDelay=105 ms
TxPakNumber=3040
TxSignalPak=0
TxComfortNoisePak=0
TxDuration=60815
TxVoiceDuration=60815
RxPakNumber=3035
RxSignalPak=0
RxDuration=0
TxVoiceDuration=60690
VoiceRxDuration=60640
RxOutOfSeq=0
RxLatePak=0
RxEarlyPak=0
PlayDelayCurrent=105
PlayDelayMin=105
PlayDelayMax=105
PlayDelayClockOffset=-1662143961
PlayDelayJitter=0
PlayErrPredictive=0
PlayErrInterpolative=0
PlayErrSilence=0
PlayErrBufferOverFlow=0
PlayErrRetroactive=0
PlayErrTalkspurt=0
OutSignalLevel=-12
InSignalLevel=-11
LevelTxPowerMean=0
LevelRxPowerMean=-115
LevelBgNoise=0
ERLLevel=28
ACOMLevel=28
ErrRxDrop=0
ErrTxDrop=0
ErrTxControl=0
ErrRxControl=0
PlayoutMode = undefined
PlayoutInitialDelay=0 ms
ReceiveDelay=105 ms
LostPackets=0
EarlyPackets=0
LatePackets=0
SRTP = off
VAD = disabled
CoderTypeRate=g711ulaw
CodecBytes=160
Media Setting=flow-around
Modem passthrough signaling method is nse:
Buffer Fill Events = 0
Buffer Drain Events = 0
Percent Packet Loss = 0
Consecutive-packets-lost Events = 0
Corrected packet-loss Events = 0
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Last Buffer Drain/Fill Event = 0sec
Time between Buffer Drain/Fills = Min 0sec Max 0sec
CallerName=
CallerIDBlocked=False
OriginalCallingNumber=
OriginalCallingOctet=0x0
OriginalCalledNumber=
OriginalCalledOctet=0x0
OriginalRedirectCalledNumber=
OriginalRedirectCalledOctet=0x0
TranslatedCallingNumber=
TranslatedCallingOctet=0x0
TranslatedCalledNumber=
TranslatedCalledOctet=0x0
TranslatedRedirectCalledNumber=
TranslatedRedirectCalledOctet=0x0
MediaInactiveDetected=no
MediaInactiveTimestamp=
MediaControlReceived=
Username=
GENERIC:
SetupTime=1562040 ms
Index=2
PeerAddress=
PeerSubAddress=
PeerId=0
PeerIfIndex=0
LogicalIfIndex=0
ConnectTime=0 ms
CallDuration=00:00:00 sec
CallState=2
CallOrigin=1
ChargedUnits=0
InfoType=speech
TransmitPackets=3380
TransmitBytes=540332
ReceivePackets=3386
ReceiveBytes=540356
VOIP:
ConnectionId[0x0 0x0 0x0 0x0]
IncomingConnectionId[0x0 0x0 0x0 0x0]
CallID=28
RemoteIPAddress=10.0.0.0
RemoteUDPPort=18630
RemoteSignallingIPAddress=10.10.0.0
RemoteSignallingPort=0
RemoteMediaIPAddress=10.2.6.10
RemoteMediaPort=18630
RoundTripDelay=0 ms
SelectedQoS=best-effort
tx_DtmfRelay=inband-voice
FastConnect=FALSE
AnnexE=FALSE
Separate H245 Connection=FALSE
H245 Tunneling=FALSE
SessionProtocol=other
ProtocolCallId=
SessionTarget=
OnTimeRvPlayout=63120
GapFillWithSilence=0 ms
GapFillWithPrediction=0 ms
GapFillWithInterpolation=0 ms
GapFillWithRedundancy=0 ms
HiWaterPlayoutDelay=105 ms
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LoWaterPlayoutDelay=105 ms
TxPakNumber=3158
TxSignalPak=0
TxComfortNoisePak=0
TxDuration=63165
TxVoiceDuration=63165
RxPakNumber=3164
RxSignalPak=0
RxDuration=0
TxVoiceDuration=63165
VoiceRxDuration=63120
RxOutOfSeq=0
RxLatePak=0
RxEarlyPak=0
PlayDelayCurrent=105
PlayDelayMin=105
PlayDelayMax=105
PlayDelayClockOffset=957554296
PlayDelayJitter=0
PlayErrPredictive=0
PlayErrInterpolative=0
PlayErrSilence=0
PlayErrBufferOverFlow=0
PlayErrRetroactive=0
PlayErrTalkspurt=0
OutSignalLevel=-12
InSignalLevel=-11
LevelTxPowerMean=0
LevelRxPowerMean=-114
LevelBgNoise=0
ERLLevel=22
ACOMLevel=22
ErrRxDrop=0
ErrTxDrop=0
ErrTxControl=0
ErrRxControl=0
PlayoutMode = undefined
PlayoutInitialDelay=0 ms
ReceiveDelay=105 ms
LostPackets=0
EarlyPackets=0
LatePackets=0
SRTP = off
VAD = disabled
CoderTypeRate=g711ulaw
CodecBytes=160
Media Setting=flow-around
Modem passthrough signaling method is nse:
Buffer Fill Events = 0
Buffer Drain Events = 0
Percent Packet Loss = 0
Consecutive-packets-lost Events = 0
Corrected packet-loss Events = 0
Last Buffer Drain/Fill Event = 0sec
Time between Buffer Drain/Fills = Min 0sec Max 0sec
CallerName=
CallerIDBlocked=False
OriginalCallingNumber=
OriginalCallingOctet=0x0
OriginalCalledNumber=
OriginalCalledOctet=0x0
OriginalRedirectCalledNumber=
OriginalRedirectCalledOctet=0x0
TranslatedCallingNumber=
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TranslatedCallingOctet=0x0
TranslatedCalledNumber=
TranslatedCalledOctet=0x0
TranslatedRedirectCalledNumber=
TranslatedRedirectCalledOctet=0x0
MediaInactiveDetected=no
MediaInactiveTimestamp=
MediaControlReceived=
Username=
Telephony call-legs: 2
SIP call-legs: 0
H323 call-legs: 0
Call agent controlled call-legs: 2
SCCP call-legs: 0
Multicast call-legs: 0
Total call-legs: 4

上の表は、画面に表示される重要なフィールドをアルファベット順に説明しています。

以下は、Service Advertisement Framework (SAF)が使用されているかどうかを示す
showcallactivevoiceコマンドの出力例です。

Router# show call active voice
Total call-legs: 2
GENERIC:
SetupTime=1971780 ms
Index=1
PeerAddress=6046692010
PeerSubAddress=
PeerId=20003
PeerIfIndex=17
.
.
.
VOIP:
SessionProtocol=sipv2
ProtocolCallId=7A9E7D9A-EAD311DC-8036BCC4-6EEE85D6@1.5.6.12
SessionTarget=1.5.6.10
SafEnabled=TRUE
SafTrunkRouteId=1
SafPluginDialpeerTag=8

上の表は、画面に表示される重要なフィールドについて説明しています。

以下は、fax-relayトラフィックに対する showcallactivevoiceコマンドの出力例です。

Router# show call active voice
Telephony call-legs: 0
SIP call-legs: 0
H323 call-legs: 1
MGCP call-legs: 0
Multicast call-legs: 0
Total call-legs: 1
GENERIC:
SetupTime=1049400 ms
Index=2
PeerAddress=52930
PeerSubAddress=
PeerId=82
PeerIfIndex=222
LogicalIfIndex=0
ConnectTime=105105
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CallDuration=00:00:59
CallState=4
CallOrigin=1
ChargedUnits=0
InfoType=10
TransmitPackets=1837
TransmitBytes=29764
ReceivePackets=261
ReceiveBytes=4079
VOIP:
ConnectionId[0xEB630F4B 0x9F5E11D7 0x8008CF18 0xB9C3632]
IncomingConnectionId[0xEB630F4B 0x9F5E11D7 0x8008CF18 0xB9C3632]
RemoteIPAddress=10.7.95.3
RemoteUDPPort=16610
RemoteSignallingIPAddress=10.7.95.3
RemoteSignallingPort=1720
RemoteMediaIPAddress=10.7.95.3
RemoteMediaPort=16610
RoundTripDelay=13 ms
SelectedQoS=best-effort
tx_DtmfRelay=inband-voice
FastConnect=TRUE
AnnexE=FALSE
Separate H245 Connection=FALSE
H245 Tunneling=TRUE
SessionProtocol=cisco
ProtocolCallId=
SessionTarget=ipv4:10.7.95.3
OnTimeRvPlayout=1000
GapFillWithSilence=0 ms
GapFillWithPrediction=0 ms
GapFillWithInterpolation=0 ms
GapFillWithRedundancy=0 ms
HiWaterPlayoutDelay=110 ms
LoWaterPlayoutDelay=70 ms
ReceiveDelay=70 ms
LostPackets=0
EarlyPackets=1
LatePackets=0
VAD = enabled
CoderTypeRate=t38
CodecBytes=40
Media Setting=flow-through
AlertTimepoint=104972
CallerName=
CallerIDBlocked=False
OriginalCallingNumber=4085550130
OriginalCallingOctet=0x0
OriginalCalledNumber=52930
OriginalCalledOctet=0xE9
OriginalRedirectCalledNumber=
OriginalRedirectCalledOctet=0x7F
TranslatedCallingNumber=4085550130
TranslatedCallingOctet=0x0
TranslatedCalledNumber=52930
TranslatedCalledOctet=0xE9
TranslatedRedirectCalledNumber=
TranslatedRedirectCalledOctet=0xFF
GwReceivedCalledNumber=52930
GwReceivedCalledOctet3=0xE9
GwOutpulsedCalledNumber=52930
GwOutpulsedCalledOctet3=0xE9
GwReceivedCallingNumber=555-0100
GwReceivedCallingOctet3=0x0
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GwReceivedCallingOctet3a=0x80
GwOutpulsedCallingNumber=555-0101
GwOutpulsedCallingOctet3=0x0
GwOutpulsedCallingOctet3a=0x80
Username=
FaxRelayMaxJitterBufDepth = 0 ms
FaxRelayJitterBufOverFlow = 0
FaxRelayHSmodulation = 0
FaxRelayNumberOfPages = 0
Telephony call-legs: 0
SIP call-legs: 0
H323 call-legs: 1
MGCP call-legs: 0
Multicast call-legs: 0
Total call-legs: 1

上の表は、画面に表示される重要なフィールドについて説明しています。

以下は、 showcallactivevoicebriefコマンドの出力例です。

Router# show call active voice brief

<ID>: <CallID> <start>ms.<index> (<start>) +<connect> pid:<peer_id> <dir> <addr> <state>

dur hh:mm:ss tx:<packets>/<bytes> rx:<packets>/<bytes> dscp:<packets violation>
media:<packets
violation> audio tos:<audio tos value> video tos:<video tos value>
IP <ip>:<udp> rtt:<time>ms pl:<play>/<gap>ms lost:<lost>/<early>/<late>
delay:<last>/<min>/<max>ms <codec> <textrelay> <transcoded

media inactive detected:<y/n> media cntrl rcvd:<y/n> timestamp:<time>

long duration call detected:<y/n> long duration call duration :<sec> timestamp:<time>
LostPacketRate:<%> OutOfOrderRate:<%>
LocalUUID:<%> RemoteUUID:<%>
VRF:<%>
MODEMPASS <method> buf:<fills>/<drains> loss <overall%> <multipkt>/<corrected>
last <buf event time>s dur:<Min>/<Max>s

FR <protocol> [int dlci cid] vad:<y/n> dtmf:<y/n> seq:<y/n>
<codec> (payload size)
ATM <protocol> [int vpi/vci cid] vad:<y/n> dtmf:<y/n> seq:<y/n>
<codec> (payload size)
Tele <int> (callID) [channel_id] tx:<tot>/<v>/<fax>ms <codec> noise:<l> acom:<l>
i/o:<l>/<l> dBm
MODEMRELAY info:<rcvd>/<sent>/<resent> xid:<rcvd>/<sent> total:<rcvd>/<sent>/<drops>

speeds(bps): local <rx>/<tx> remote <rx>/<tx>
Proxy <ip>:<audio udp>,<video udp>,<tcp0>,<tcp1>,<tcp2>,<tcp3> endpt: <type>/<manf>
bw: <req>/<act> codec: <audio>/<video>
tx: <audio pkts>/<audio bytes>,<video pkts>/<video bytes>,<t120 pkts>/<t120 bytes>
rx: <audio pkts>/<audio bytes>,<video pkts>/<video bytes>,<t120 pkts>/<t120 bytes>

Telephony call-legs: 0
SIP call-legs: 2
H323 call-legs: 0
Call agent controlled call-legs: 0
SCCP call-legs: 0
Multicast call-legs: 0
Total call-legs: 2
1218 : 15 2442930ms.1 (*13:22:20.797 UTC Thu Feb 18 2016) +2010 pid:880 Answer sipp
active
dur 00:00:02 tx:0/0 rx:0/0 dscp:0 media:0 audio tos:0xB8 video tos:0x0
IP 1.4.186.60:6005 SRTP: off rtt:0ms pl:0/0ms lost:0/0/0 delay:0/0/0ms g711ulaw TextRelay:
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off
Transcoded: No ICE: Off
media inactive detected:n media contrl rcvd:n/a timestamp:n/a
long duration call detected:n long duration call duration:n/a timestamp:n/a
LostPacketRate:0.00 OutOfOrderRate:0.00
LocalUUID:ab30317f1a784dc48ff824d0d3715d86
RemoteUUID:47755a9de7794ba387653f2099600ef2
VRF: VRF1
1218 : 16 2442940ms.1 (*13:22:20.807 UTC Thu Feb 18 2016) +2000 pid:770 Originate 7777
active
dur 00:00:02 tx:0/0 rx:0/0 dscp:0 media:0 audio tos:0xB8 video tos:0x0
IP 9.45.33.11:16384 SRTP: off rtt:0ms pl:0/0ms lost:0/0/0 delay:0/0/0ms g711ulaw
TextRelay: off
Transcoded: No ICE: Off
media inactive detected:n media contrl rcvd:n/a timestamp:n/a
long duration call detected:n long duration call duration:n/a timestamp:n/a
LostPacketRate:0.00 OutOfOrderRate:0.00
LocalUUID:47755a9de7794ba387653f2099600ef2
RemoteUUID:ab30317f1a784dc48ff824d0d3715d86
VRF: NA

Telephony call-legs: 0
SIP call-legs: 2
H323 call-legs: 0
Call agent controlled call-legs: 0
SCCP call-legs: 0
Multicast call-legs: 0
Total call-legs: 2

以下は、echo-cancellerキーワードを使用した showcallactivevoiceコマンドの例です。
数字 9は、アクティブな音声通話の 16進 IDを表します。

Router# show call active voice echo-canceller 9
ACOM=-65 ERL=45
Echo canceller control words=6C 0
Bypass=OFF Tail=64 Residual ecan=Comfort noise
Freeze=OFF Modem tone disable=Ignore 2100Hz tone
Worst ERL=6 High level compensation=OFF
Max amplitude reflector (in msec)=5
Ecan version = 8180

以下は、16進 IDが 10である呼び出しに対する showcallactivevoiceecho-cancellerコマ
ンドの出力例です。

Router# show call active voice echo-canceller 10

ACOM=-15 ERL=7
Echo canceller control words=6C 0
Bypass=OFF Tail=64 Residual ecan=Comfort noise
Freeze=OFF Modem tone disable=Ignore 2100Hz tone
Worst ERL=6 High level compensation=OFF
Max amplitude reflector (in msec)=64

通話 ID番号 (前の例では 10)は、新しいアクティブ通話ごとに変わります。アクティ
ブ通話中は、 showcallactivevoicebriefコマンドを入力して通話 ID番号を取得する必要
があります。 showcallactivevoiceecho-cancellerxコマンドを使用する場合は、コール
IDを 16進数値に変換する必要があります (x = 16進数値に変換されたコール ID)。

以下の表は、16進数値 (通常は2ずつ増加)に変換された通話 IDの例を示しています。
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表 20 :コール IDを 16進数に変換

ヘックス10進
数

22

44

66

88

A10

C12

あるいは、 showvoicecallstatusコマンドを使用して通話 IDを取得することもできま
す。このコマンドを使用すると、コール ID出力はすでに 16進数値形式になっていま
す。

Router# show voice call status

CallID CID ccVdb Port DSP/Ch Called # Codec Dial-peers
0x1 11CE 0x02407B20 1:0.1 1/1 1000 g711ulaw 2000/1000

以下は、compactキーワードを使用した showcallactivevoiceコマンドのサンプル出力
です。

Router# show call active voice compact
<callID> A/O FAX T<sec> Codec type Peer Address IP R<ip>:<udp> VRF
Total call-legs: 2
8565722 ANS T12 g711ulaw VOIP P777412373 10.0.0.1:30804 VRF1
8565723 ORG T12 g711ulaw VOIP P777512373 11.0.0.1:30804 VRF2

以下は、tbctキーワードを使用した showcallactivevoiceredirectコマンドのサンプル出
力です。

Router# show call active voice redirect tbct
TBCT:

Maximum no. of TBCT calls allowed:No limit
Maximum TBCT call duration:No limit

Total number TBCT calls currently being monitored = 1
ctrl name=T1-2/0, tag=13, call-ids=(7, 8), start_time=*00:12:25.985 UTC Mon Mar 1 1993

以下の表は、画面に表示される重要なフィールドについて説明しています。

表 21 : show call active voice redirectフィールドの説明

descriptionフィールド

tbctmaxcallsコマンドで定義されたTBCTを使用できる呼
び出しの最大数。

Maximum no. of TBCT calls allowed
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descriptionフィールド

tbctmaxcall-durationコマンドによって定義された TBCT
呼び出しに許可される最大長。

Maximum TBCT call duration

アクティブな TBCTコールの合計数。Total number TBCT calls currently
being monitored

通話の発信元である T1コントローラの名前。ctrl name

通話を識別する通話タグ番号。tag

コールレッグを一意に識別する番号。call-ids

リダイレクトされた通話が開始された時間（時間、分、

秒）。

start_time

関連コマンド descriptionコマンド

進行中の FAX送信の通話情報を表示します。showcallactivefax

通話履歴テーブルを表示します。showcallhistory

BEのキャッシュ内の動的ルートを表示します。showcall-routerroutes

Annex G BEステータスを表示します。showcall-routerstatus

ダイヤルピアの設定情報を表示します。showdial-peervoice

VoIPで番号拡張がどのように設定されているかを表示します。shownum-exp

Ciscoルータまたはコンセントレータ上の音声ポートの通話ステータス
を表示します。

showvoicecallstatus

特定の音声ポートに関する設定情報を表示します。showvoiceport
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show call application app-level
音声アプリケーションのアプリケーションレベルの統計を表示するには、特権 EXECモード
で showcallapplicationapp-levelコマンドを使用します。

showcallapplication {active | history}app-level[app-tagアプリケーション名 | summary]

構文の説明 アクティブなアプリケーションインスタンスの統計を表示しま

す。

active

終了したアプリケーションインスタンスの統計を表示します。history

特定の音声アプリケーションの名前。出力には、その音声アプリ

ケーションの統計が表示されます。

app-tagアプリケーション
名

各アプリケーションの概要を表示します。summary

コマンドモード
特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.3(8)T

使用上のガイドライン •このコマンドで統計を表示するには、 callapplicationstatsコマンドで統計収集を有効にす
る必要があります。

•このコマンドは、アプリケーションごとに集計されたゲージとカウンターを表示します。
値は、統計収集が有効になっているときにゲートウェイ上で実行されている特定の音声ア

プリケーションのすべてのインスタンスを表します。

•アプリケーションレベルのカウンターをゼロにリセットし、履歴内のゲートウェイレベ
ルの統計からカウンターを減算するには、 clearcallapplicationstatsコマンドを使用しま
す。統計カウンタは、 clearcallapplicationstatsコマンドを使用するかゲートウェイがリ
ロードされるまで、履歴に蓄積され続けます。

アプリケーションが nocallapplicationvoiceコマンドで削除されるか、そのスクリプトが
callapplicationvoiceloadコマンドで再ロードされると、アプリケーションの統計は自動的にク
リアされます。

（注）

例 以下は、さまざまなキーワードを使用した showcallapplicationapp-levelコマンドから
のサンプル出力です。
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Router# show call application active app-level summary
Application level active Info:

Sessions
App Name w/ Stats Total
session 0 0
fax_hop_on 0 0
clid_authen 0 0
clid_authen_collect 0 0
clid_authen_npw 0 0
clid_authen_col_npw 0 0
clid_col_npw_3 0 0
clid_col_npw_npw 0 0
Default 0 0
lib_off_app 0 0
fax_on_vfc_onramp_app 0 0
asr 0 0
offramp 0 0
generic 1 1
smtp_record 0 0
authen 0 0
authorize 0 0
ram_record_replay 0 0
Router# show call application active app-level app-tag generic

Application level active Info:
Application Name: generic
url: tftp://10.10.10.113/tftplocal/generic.vxml
Total sessions: 1
Sessions w/ stats: 1
Currently connected incoming PSTN legs: 1
Currently connected outgoing PSTN legs: 0
Currently connected incoming VoIP legs: 0
Currently connected outgoing VoIP legs: 0
Placecalls in transit: 0
Handouts in transit: 0
Pending ASNL subscriptions: 0
Pending ASNL unsubscriptions: 0
Prompts playing (non-TTS): 0
Recordings: 0
TTS prompts playing: 0

上記の画面に表示されているフィールドの説明については、1363ページの表 38を参
照してください。

Router# show call application history app-level summary

Application level history Info:
Sessions Last Reset

App Name Stats w/ Stats Total Errors Time
session N 0 0 0
fax_hop_on N 0 0 0
clid_authen N 0 0 0
clid_authen_collect N 0 0 0
clid_authen_npw N 0 0 0
clid_authen_col_npw N 0 0 0
clid_col_npw_3 N 0 0 0
clid_col_npw_npw N 0 0 0
Default N 0 0 0
lib_off_app N 0 0 0
fax_on_vfc_onramp_app N 0 0 0
ram_record_replay N 0 0 0
authorize N 0 0 0
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authen N 0 0 0
smtp_record N 0 0 0
generic Y 2 2 4 *Jul 3 15:49:28
offramp N 0 0 0
asr N 0 0 0

以下の表は、画面に表示されるフィールドについて説明しています。

表 22 : show call application history app-levelフィールドの説明

descriptionフィールド

音声アプリケーションの名前。App Name

このアプリケーションで統計が有効になっているかどうか。

（注）

統計が有効になっている場合、アプリケーションのアクティブなインスタン

スが少なくとも1つ存在するまで、このフィールドにはNが表示されます。

Stats

ゲージが表す終了したアプリケーションインスタンスの数。Sessions w/ stats

アプリケーションのインスタンスの合計数。Total

アプリケーションのすべてのインスタンスのエラーの合計数。Errors

clearcallapplicationstatsコマンドで統計が最後にクリアされた時刻、または
ゲートウェイが再起動された時刻。

Last Reset Time

Router# show call application history app-level app-tag generic

Application level history Info:
Application name: generic
URL: tftp://10.10.10.113/tftplocal/generic.vxml
Total sessions: 2
Sessions w/ stats: 2
Last reset time: *Jul 3 15:49:28 PST
Statistics:
Subscriber Service - Call

PSTN VOIP
Incoming Outgoing Incoming Outgoing

Legs setup: 2 0 0 0
Total legs connected: 2 0 0 0
Legs handed in: 0 0 0 0
Legs handed in returned back: 0 0 0 0
Legs handed out: 0 0 0 0
Legs handed out came back: 0 0 0 0
Legs disconnected normally: 2 0 0 0
Legs disconnected for user error: 0 0 0 0
Legs disconnected for system error: 0 0 0 0
Subscriber Service - Media

Play Record TTS
Media attempts: 3 0 0
Media successes: 0 0 0
Media aborts: 0 0 0
Media failures: 3 0 0
Total media duration (in seconds): 3 0 0
Application Internal Service - Handoff
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Incoming Outgoing
Bridged handoffs: 0 0
Bridged handoffs returned: 0 0
Blind handoffs: 0 0
Handoffs failed: x 0
Application Internal Service - Placecall/transfer
Placecall requests: 0
Placecall successes: 0
Placecall failures: 0
Application Internal Service - Document Read-Write

Read Write
Doc requests: 0 0
Doc successes: 0 0
Doc failures: 0 0
Application Internal Service - Downloaded Script
Script parse errors: 0
Application Internal Service - ASNL
ASNL notifications: 0

Subscription Unsubscription
ASNL requests: 0 0
ASNL successes: 0 0
ASNL failures: 0 0
Subscriber Interaction - DTMF
DTMFs not matched: 0
DTMFs matched: 0
DTMFs no input: 1
DTMFs long pound: 0
Subscriber Interaction - ASR
ASRs not matched: 0
ASRs matched: 0
ASRs no input: 0
Subscriber Interaction - AAA

Authentication Authorization
AAA successes: 0 1
AAA failures: 0 0

この画面に表示されるフィールドの説明については、1379ページの表 41を参照して
ください。

関連コマンド descriptionコマンド

音声アプリケーションインスタンスのイベントログを有効

にします。

callapplicationevent-log

音声アプリケーションの統計収集を有効にします。callapplicationstats

特定の音声アプリケーションのイベントログを有効にしま

す。

callapplicationvoiceevent-log

履歴内のアプリケーションレベルの統計をクリアし、ゲート

ウェイレベルの統計からその統計を減算します。

clearcallapplicationstats

音声アプリケーションインスタンスのゲートウェイレベル

の統計を表示します。

showcallapplicationgateway-level

音声アプリケーションインスタンスのイベントログと統計

を表示します。

showcallapplicationsession-level
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show call application gateway-level
音声アプリケーションインスタンスのゲートウェイレベルの統計情報を表示するには、特権

EXECモードで showcallapplicationgateway-levelコマンドを使用します。

showcallapplication {active | history}gateway-level

構文の説明 アクティブなアプリケーションインスタンスの統計を表示します。active

終了したアプリケーションインスタンスの統計を表示します。history

コマンドモード
特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.3(8)T

使用上のガイドライン •このコマンドで統計を表示するには、 callapplicationstatsコマンドで統計収集を有効にす
る必要があります。

•このコマンドは、ゲートウェイごとに集計されたゲージとカウンターを表示します。値
は、統計収集が有効になっている間にゲートウェイで実行されているすべての音声アプリ

ケーションのすべてのインスタンスを表します。

•アプリケーションレベルのカウンターをゼロにリセットし、履歴内のゲートウェイレベ
ルの統計からカウンターを減算するには、 clearcallapplicationstatsコマンドを使用しま
す。統計カウンタは、 clearcallapplicationstatsコマンドを使用するかゲートウェイがリ
ロードされるまで、履歴に蓄積され続けます。

アプリケーションが nocallapplicationvoiceコマンドで削除されるか、そのスクリプトが
callapplicationvoiceloadコマンドで再ロードされると、アプリケーションの統計は自動的にク
リアされます。

（注）

例 以下は、さまざまなキーワードを使用した showcallapplicationgateway-levelコマンド
からのサンプル出力です。

Router# show call application active gateway-level
Gateway level statistics for active application sessions:
Sessions w/ stats: 1
Currently connected incoming PSTN legs: 1
Currently connected outgoing PSTN legs: 0
Currently connected incoming VoIP legs: 0
Currently connected outgoing VoIP legs: 0
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Placecalls in transit: 0
Handouts in transit: 0
Pending ASNL subscriptions: 0
Pending ASNL unsubscriptions: 0
Prompts playing (non-TTS): 0
Recordings: 0
TTS prompts playing: 0

以下の表は、画面に表示されるフィールドについて説明しています。

表 23 : show call application active gateway-levelフィールドの説明

descriptionフィールド

ゲージが表すアクティブなアプリケーションインスタンスの

数。

Sessions w/ stats

PSTNから着信するアクティブなコールレッグの数。Currently connected incoming
PSTN legs

PSTNに発信中のアクティブなコールレッグの数。Currently connected outgoing
PSTN legs

IPネットワークから着信するアクティブなコールレッグの
数。

Currently connected incoming
VoIP legs

IPネットワークに発信されているアクティブなコールレッグ
の数。

Currently connected outgoing
VoIP legs

すべてのアクティブなアプリケーションインスタンスで進行

中の発信コールの数。通話が確立されるか確立が失敗すると、

値は 1減少します。

Placecalls in transit

すべてのアクティブなアプリケーションインスタンスで進行

中のハンドオフの数。受信側アプリケーションがアプリケー

ションを返すか、ハンドオフを拒否すると、値は 1減少しま
す。

Handouts in transit

すべてのアクティブなアプリケーションインスタンスに対し

て進行中のアプリケーションサブスクライブ通知レイヤー

(ASNL)サブスクリプション要求の数。

Pending ASNL subscriptions

すべてのアクティブなアプリケーションインスタンスに対し

て進行中の ASNLサブスクリプション解除要求の数。
Pending ASNL unsubscriptions

すべてのアクティブなアプリケーションインスタンスで再生

される録音されたプロンプトの数。

Prompts playing (non-TTS)

すべてのアクティブなアプリケーションインスタンスで行わ

れている録音の数。

録音
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descriptionフィールド

すべてのアクティブなアプリケーションインスタンスで再生

されるテキスト読み上げ (TTS)プロンプトの数。
TTS prompts playing

Router# show call application history gateway-level

Gateway level statistics for history application sessions:
Sessions w/ stats: 2
Last reset time: *Jul 3 15:49:28 PST
Statistics:
Subscriber Service - Call

PSTN VOIP
Incoming Outgoing Incoming Outgoing

Legs setup: 2 0 0 0
Total legs connected: 2 0 0 0
Legs handed in: 0 0 0 0
Legs handed in returned back: 0 0 0 0
Legs handed out: 0 0 0 0
Legs handed out came back: 0 0 0 0
Legs disconnected normally: 2 0 0 0
Legs disconnected for user error: 0 0 0 0
Legs disconnected for system error: 0 0 0 0
Subscriber Service - Media

Play Record TTS
Media attempts: 3 0 0
Media successes: 0 0 0
Media aborts: 0 0 0
Media failures: 3 0 0
Total media duration (in seconds): 3 0 0
Subscriber Interaction - DTMF
DTMFs not matched: 0
DTMFs matched: 0
DTMFs no input: 1
DTMFs long pound: 0

historyキーワードで表示されるフィールドの説明については、上記の表を参照してく
ださい。

関連コマンド descriptionコマンド

音声アプリケーションの統計収集を有効にします。callapplicationstats

履歴内のアプリケーションレベルの統計をクリアし、ゲート

ウェイレベルの統計からその統計を減算します。

clearcallapplicationstats

音声アプリケーションのアプリケーションレベルの統計を表

示します。

showcallapplicationapp-level

音声アプリケーションインスタンスのイベントログと統計を

表示します。

showcallapplicationsession-level
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show call application interface
アプリケーションインターフェイスのイベントログと統計情報を表示するには、特権 EXEC
モードで showcallapplicationinterfaceコマンドを使用します。

showcallapplicationinterface[summary | {aaa | asr | flash | http | ram | rtsp | smtp | tftp |
tts}[serverserver][event-log | info | summary]]

構文の説明 (オプション)すべてのインターフェイスタイプまたは選択したインターフェ
イスの簡単な概要を表示します。

summary

認証、許可、アカウンティング (AAA)インターフェイスタイプ。aaa

自動音声認識 (ASR)インターフェースタイプ。asr

Ciscoゲートウェイのフラッシュメモリ。flash

ハイパーテキスト転送プロトコル (HTTP)インターフェイスタイプ。http

Ciscoゲートウェイのメモリ。ram

リアルタイムストリーミングプロトコル (RTSP)インターフェイスタイプ。rtsp

Simple Mail Transfer Protocol（SMTP）インターフェイスタイプ。smtp

簡易ファイル転送プロトコル (TFTP)インターフェイスタイプ。tftp

テキスト読み上げ (TTS)インターフェースタイプ。tts

(オプション)指定されたサーバーのイベントログまたは統計を表示します。serverサー
バー

(オプション)選択したインターフェイスタイプまたはサーバーのイベントロ
グを表示します。

event-log

(オプション)選択したインターフェイスタイプまたはサーバーの統計情報を
表示します。

info

コマンドモード
特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.3(8)T

使用上のガイドライン serverキーワードを使用すると、そのサーバーの統計情報またはイベントログのみが表示され
ます。このコマンドを使用してイベントログまたは統計を表示するには、
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callapplicationinterfaceevent-logコマンドと callapplicationinterfacestatsコマンドを使用して、
それぞれ統計とイベントログを有効にする必要があります。統計カウンタをゼロにリセット

し、履歴内のイベントログをクリアするには、 clearcallapplicationinterfaceコマンドを使用し
ます。

例 以下は、さまざまなキーワードを使用した showcallapplicationinterfaceコマンドから
のサンプル出力です。

Router# show call application interface summary
Aggregated statistics for http service:
Stats last reset time *Jul 3 15:24:48 PST
Read requests: 3
Read successes: 0
Read failures: 3
Read aborts: 0
Total bytes read: 0
Write requests: 0
Write successes: 0
Write failures: 0
Write aborts: 0
Total bytes written: 0
Aggregated statistics for tts service:
Stats last reset time *Jul 3 15:24:48 PST
Read requests: 0
Read successes: 0
Read failures: 0
Read aborts: 0
Aggregated statistics for asr service:
Stats last reset time *Jul 3 15:24:48 PST
Read requests: 0
Read successes: 0
Read failures: 0
Read aborts: 0
Aggregated statistics for tftp service:
Stats last reset time *Jul 3 15:24:48 PST
Read requests: 3
Read successes: 2
Read failures: 0
Read aborts: 1
Total bytes read: 145888
Router# show call application interface tftp summary

Aggregated statistics for tftp service:
Stats last reset time *Jul 3 15:24:48 PST
Read requests: 3
Read successes: 2
Read failures: 0
Read aborts: 1
Total bytes read: 145888
Server Name Stats Error Count Event Log
172.19.139.145 Y 0 Y
speech-serv Y 0 N
Router# show call application interface tftp

Server name: 172.19.139.145
Statistics:
Last reset time *Jul 3 16:08:13 PST
Read requests: 1
Read successes: 2
Read failures: 0
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Read aborts: 1
Total bytes read: 145888
Event log:
Last reset time *Jul 3 16:08:13 PST
buf_size=50K, log_lvl=INFO
<ctx_id>:<timestamp>:<seq_no>:<severity>:<msg_body>
172.19.139.145:1057277293:53:INFO: ID = 6549D9E0: Read requested for URL =
tftp://172.19.139.145/audio/ch_welcome.au
172.19.139.145:1057277295:54:INFO: ID = 6549D9E0: Streamed read transaction Successful
URL = tftp://172.19.139.145/audio/ch_welcome.au
172.19.139.145:1057277306:59:INFO: ID = 649A0320: Streamed read transaction Successful
URL = tftp://172.19.139.145/audio/ch_welcome.au
172.19.139.145:1057277317:65:INFO: ID = 650922A8: Read request aborted for URL =
tftp://172.19.139.145/audio/ch_welcome.au
--------------------------------------------------------------------------------
Router# show call application interface tftp event-log

Server name: 172.19.139.145
Event log:
Last reset time *Jul 3 16:08:13 PST
buf_size=50K, log_lvl=INFO
<ctx_id>:<timestamp>:<seq_no>:<severity>:<msg_body>
172.19.139.145:1057277293:53:INFO: ID = 6549D9E0: Read requested for URL =
tftp://172.19.139.145/audio/ch_welcome.au
172.19.139.145:1057277295:54:INFO: ID = 6549D9E0: Streamed read transaction Successful
URL = tftp://172.19.139.145/audio/ch_welcome.au
172.19.139.145:1057277306:59:INFO: ID = 649A0320: Streamed read transaction Successful
URL = tftp://172.19.139.145/audio/ch_welcome.au
172.19.139.145:1057277317:65:INFO: ID = 650922A8: Read request aborted for URL =
tftp://172.19.139.145/audio/ch_welcome.au
--------------------------------------------------------------------------------
Router# show call application interface tftp info

Server name: 172.19.139.145
Statistics:
Last reset time *Jul 3 16:08:13 PST
Read requests: 3
Read successes: 2
Read failures: 0
Read aborts: 1
Total bytes read: 145888
--------------------------------------------------------------------------------

以下の表は、画面に表示される重要なフィールドについて説明しています。

表 24 : show call application interfaceフィールドの説明

descriptionフィールド

clearcallapplicationinterfaceコマンドで統計が最後にクリアされた時刻、また
はゲートウェイが再起動された時刻。

Last reset time

アプリケーションからこのインターフェースタイプへの読み取り要求の合計

数。

Read requests

アプリケーションからこのインターフェースタイプへの成功した読み取り要

求の数。

Read successes

アプリケーションからこのインターフェースタイプへの失敗した読み取り要

求の数。

Read failures
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descriptionフィールド

アプリケーションからこのインターフェースタイプへの中止された読み取り

要求の数。

Read aborts

アプリケーションがこのインターフェースタイプから読み取ったバイトの合

計数。

Total bytes read

特定のサーバーの名前。Server name

このサーバーで統計が有効になっているかどうか。Stats

このサーバーのエラーの合計数。Error Count

このサーバーでイベントログが有効かどうか。Event Log

関連コマンド descriptionコマンド

音声アプリケーションで使用される外部インターフェースの

イベントログを有効にします。

callapplicationinterfaceevent-log

アプリケーションインターフェイスの統計収集を有効にしま

す。

callapplicationinterfacestats

アプリケーションインターフェイスの統計とイベントログを

クリアします。

clearcallapplicationinterface
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show call application services registry
サービスとして登録されているすべての TCL IVR 2.0アプリケーションセッションの 1行の概
要を表示するには、ユーザー EXECモードまたは特権 EXECモードで
showcallapplicationservicesregistryコマンドを使用します。

showcallapplicationservicesregistry

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はない

コマンドモード
ユーザー EXEC (>)特権 EXEC (#)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.3(4)T

使用上のガイドライン •サービスレジストリは、サービスとして登録されるすべての TCL IVR 2.0アプリケーショ
ンインスタンスを追跡するデータベースです。他の TCLアプリケーションは、登録され
ているアプリケーションを見つけて通信できるようになります。

• TCLセッションは、Cisco IOSコマンドを通じてサービスとして登録されません。実行中
の TCL IVR 2.0アプリケーションインスタンスは、TCLサービスレジスタコマンドを使
用して自身をサービスとして登録します。サービス登録コマンドの詳細については、『TCL
IVR APIバージョン 2.0プログラマーズガイド」を参照してください。

例 以下はこのコマンドのサンプル出力です。

Router# show call application services registry
There are 1 Registered Services
Service Name Session ID Session Name
data_service 4 s1

以下の表は、表示される重要なフィールドについて説明しています。

表 25 : show call application services registryフィールドの説明

descriptionフィールド

TCLサービスレジスタコマンドによって指定された名前。Service Name

このサービスとして登録されたセッションの ID。 showcallapplicationsessionsid
コマンドでこの IDを使用すると、このセッションの詳細を表示できます。

Session ID
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descriptionフィールド

着信コールではなくゲートウェイ上でセッションが開始された場合、

callapplicationsessionstartコマンドによって設定された名前。

Session Name

関連コマンド descriptionコマンド

グローバル設定モードからTCLアプリケーショ
ンの新しいインスタンス (セッション)を開始し
ます。

callapplicationsessionstart(globalconfiguration)

特権 EXECモードから TCLアプリケーション
の新しいインスタンス (セッション)を開始しま
す。

callapplicationsessionstart(privilegedEXEC)

実行中の音声アプリケーションセッションを停

止します。

callapplicationsessionstop

音声アプリケーションセッションの概要または

詳細情報を表示します。

showcallapplicationsessions
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show call application session-level
個々の音声アプリケーションインスタンスのイベントログと統計情報を表示するには、特権

EXECモードで showcallapplicationsession-levelコマンドを使用します。

showcallapplication {active | history}session-level[summary | [app-tagアプリケーション名 |
last[number] | session-idセッション ID][event-log | info]]

構文の説明 アクティブなアプリケーションインスタンスのイベントログまたは

統計を表示します。

active

履歴テーブル内の非アクティブなアプリケーションインスタンスのイ

ベントログまたは統計を表示します。

history

各アプリケーションインスタンスの概要を表示します。summary

特定の音声アプリケーションの名前。出力には、その音声アプリケー

ションのイベントログまたは統計が表示されます。

app-tagアプリケー
ション名

(オプション)最新のインスタンスのイベントログまたは統計を表示し
ます。

last

（オプション）直近の指定された数のインスタンスに関するイベント

ログまたは統計情報を表示します。

number

特定のアプリケーションインスタンスを識別します。出力には、そ

のインスタンスのイベントログまたは統計が表示されます。

session-idセッション
ID

(オプション)アプリケーションインスタンスのイベントログを表示
します。

event-log

(オプション)アプリケーションインスタンスの統計情報を表示しま
す。

情報

コマンドモード
特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.3(8)T

使用上のガイドライン •このコマンドを使用してイベントログまたは統計を表示するには、 callapplicationevent-log
コマンドと callapplicationstatsコマンドを使用して、それぞれイベントログと統計を有効
にする必要があります。
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•このコマンドは、アプリケーションインスタンスごとに集計されたゲージとカウンターを
表示します。値は、統計収集が有効になっているときにゲートウェイ上で実行されている

個々のインスタンスを表します。

• historyキーワードを使用したときに含まれるレコードの数は、
callapplicationhistorysessionmax-recordsおよび callapplicationhistorysessionretain-timerコ
マンドの設定によって異なります。

例 以下は、さまざまなキーワードと引数を使用した showcallapplicationsession-levelコマ
ンドからのサンプル出力です。

Router# show call application active session-level summary

SID Application Name Stat Err Cnt Log Start Time
5 generic Y 6 Y *Jul 3 15:19:4
6 generic Y 3 Y *Jul 3 15:19:5
Router# show call application active session-level last
Session Info:
Session id: 6
Session name:
Application name: generic
Application URL: tftp://demo/scripts/primary/generic.vxml
Start time: *Jul 3 15:19:53 PST
Statistics:
Subscriber Service - Call

PSTN VOIP
Incoming Outgoing Incoming Outgoing

Legs setup: 1 0 0 0
Total legs connected: 1 0 0 0
Legs currently connected: 1 0 0 0
Legs handed in: 0 0 0 0
Legs handed in returned back: 0 0 0 0
Legs handed out: 0 0 0 0
Legs handed out came back: 0 0 0 0
Legs disconnected normally: 0 0 0 0
Legs disconnected for user error: 0 0 0 0
Legs disconnected for system error: 0 0 0 0
Subscriber Service - Media

Play Record TTS
Media attempts: 4 0 0
Media actives: 0 0 0
Media successes: 0 0 0
Media aborts: 0 0 0
Media failures: 4 0 0
Total media duration (in seconds): 0 0 0
Subscriber Interaction - DTMF
DTMFs not matched: 0
DTMFs matched: 0
DTMFs no input: 3
DTMFs long pound: 0
Event log:
buf_size=25K, log_lvl=INFO
<ctx_id>:<timestamp>:<seq_no>:<severity>:<msg_body>
6:1057274393:472:INFO: Session started for App-type = generic, URL =
tftp://demo/scripts/primary/generic.vxml
6:1057274393:473:INFO: Incoming Telephony call received, LegID = 10
6:1057274393:474:INFO: LegID = 10: Calling = 4084644753, called = 52927, dial peer = 1
6:1057274393:475:INFO: LegID = 10: Leg State = LEG_INCCONNECTED
6:1057274393:478:INFO: Playing prompt #1: http://172.19.139.145/audio/ch_welcome.au
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6:1057274408:517:INFO: Script received event = "error.badfetch"
Router# show call application active session-level info

Session Info:
Session id: 5
Session name:
Application name: generic
Application URL: tftp://demo/scripts/primary/generic.vxml
Start time: *Jul 3 15:19:44 PST
Statistics:
Subscriber Service - Call

PSTN VOIP
Incoming Outgoing Incoming Outgoing

Legs setup: 1 0 0 0
Total legs connected: 1 0 0 0
Legs currently connected: 1 0 0 0
Legs handed in: 0 0 0 0
Legs handed in returned back: 0 0 0 0
Legs handed out: 0 0 0 0
Legs handed out came back: 0 0 0 0
Legs disconnected normally: 0 0 0 0
Legs disconnected for user error: 0 0 0 0
Legs disconnected for system error: 0 0 0 0
Subscriber Service - Media

Play Record TTS
Media attempts: 9 0 0
Media actives: 0 0 0
Media successes: 0 0 0
Media aborts: 0 0 0
Media failures: 9 0 0
Total media duration (in seconds): 0 0 0
Subscriber Interaction - DTMF
DTMFs not matched: 0
DTMFs matched: 0
DTMFs no input: 8
DTMFs long pound: 0
Session Info:
Session id: 6
Session name:
Application name: generic
Application URL: tftp://demo/scripts/primary/generic.vxml
Start time: *Jul 3 15:19:53 PST
Statistics:
Subscriber Service - Call

PSTN VOIP
Incoming Outgoing Incoming Outgoing

Legs setup: 3 0 0 0
Total legs connected: 3 0 0 0
Legs currently connected: 1 0 0 0
Legs handed in: 0 0 0 0
Legs handed in returned back: 0 0 0 0
Legs handed out: 0 0 0 0
Legs handed out came back: 0 0 0 0
Legs disconnected normally: 0 0 0 0
Legs disconnected for user error: 0 0 0 0
Legs disconnected for system error: 0 0 0 0
Subscriber Service - Media

Play Record TTS
Media attempts: 7 0 0
Media actives: 0 0 0
Media successes: 0 0 0
Media aborts: 0 0 0
Media failures: 7 0 0
Media duration (in seconds): 0 0 0
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Application Internal Service - Handoff
Incoming Outgoing

Bridged handoffs: 0 0
Bridged handoffs returned: 0 0
Blind handoffs: 0 0
Handoffs in transit: x 0
Handoffs failed: x 0
Application Internal Service - Placecall/transfer
Placecall requests: 0
Placecall successes: 0
Placecall failures: 0
Placecalls in transit: 0
Application Internal Service - Document Read-Write

Read Write
Doc requests: 0 0
Doc successes: 0 0
Doc failures: 0 0
Application Internal Service - Downloaded Script
Script parse errors: 0
Application Internal Service - ASNL
ASNL notifications: 0

Subscription Unsubscription
ASNL requests: 0 0
ASNL successes: 0 0
ASNL pendings: 0 0
ASNL failures: 0 0
Subscriber Interaction - DTMF
DTMFs not matched: 0
DTMFs matched: 0
DTMFs no input: 6
DTMFs long pound: 0
Subscriber Interaction - ASR
ASRs not matched: 0
ASRs matched: 0
ASRs no input: 0
Subscriber Interaction - AAA

Authentication Authorization
AAA successes: 0 0
AAA failures: 0 0
Router# show call application active session-level event-log

Event log:
buf_size=25K, log_lvl=INFO
<ctx_id>:<timestamp>:<seq_no>:<severity>:<msg_body>
5:1057274384:454:INFO: Session started for App-type = generic, URL =
tftp://demo/scripts/primary/generic.vxml
5:1057274384:455:INFO: Incoming Telephony call received, LegID = D
5:1057274384:456:INFO: LegID = D: Calling = 4085550198, called = 52927, dial peer = 1
5:1057274384:457:INFO: LegID = D: Leg State = LEG_INCCONNECTED
5:1057274384:460:INFO: Playing prompt #1: http://172.19.139.145/audio/ch_welcome.au
5:1057274384:462:ERR : Prompt play setup failure.
5:1057274384:463:INFO: Script received event = "error.badfetch"
5:1057274389:464:INFO: Timed out waiting for user DTMF digits, no user input.
5:1057274389:465:INFO: Script received event = "noinput"
Event log:
buf_size=25K, log_lvl=INFO
<ctx_id>:<timestamp>:<seq_no>:<severity>:<msg_body>
6:1057274393:472:INFO: Session started for App-type = generic, URL =
tftp://demo/scripts/primary/generic.vxml
6:1057274393:473:INFO: Incoming Telephony call received, LegID = 10
6:1057274393:474:INFO: LegID = 10: Calling = 4084644753, called = 52927, dial peer = 1
6:1057274393:475:INFO: LegID = 10: Leg State = LEG_INCCONNECTED
6:1057274393:478:INFO: Playing prompt #1: http://172.19.139.145/audio/ch_welcome.au
6:1057274393:480:ERR : Prompt play setup failure.
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6:1057274393:481:INFO: Script received event = "error.badfetch"
6:1057274398:488:INFO: Timed out waiting for user DTMF digits, no user input.
6:1057274398:489:INFO: Script received event = "noinput"
6:1057274398:490:INFO: Playing prompt #1: http://172.19.139.145/audio/ch_welcome.au
Router# show call application active session-level app-tag generic

Session Info:
Session id: 5
Session name:
Application name: generic
Application URL: tftp://demo/scripts/primary/generic.vxml
Start time: *Jul 3 15:19:44 PST
Statistics:
Subscriber Service - Call

PSTN VOIP
Incoming Outgoing Incoming Outgoing

Legs setup: 1 0 0 0
Total legs connected: 1 0 0 0
Legs currently connected: 1 0 0 0
Legs handed in: 0 0 0 0
Legs handed in returned back: 0 0 0 0
Legs handed out: 0 0 0 0
Legs handed out came back: 0 0 0 0
Legs disconnected normally: 0 0 0 0
Legs disconnected for user error: 0 0 0 0
Legs disconnected for system error: 0 0 0 0
Subscriber Service - Media

Play Record TTS
Media attempts: 16 0 0
Media actives: 0 0 0
Media successes: 0 0 0
Media aborts: 0 0 0
Media failures: 17 0 0
Total media duration (in seconds): 0 0 0
Subscriber Interaction - DTMF
DTMFs not matched: 0
DTMFs matched: 0
DTMFs no input: 16
DTMFs long pound: 0
Event log:
buf_size=25K, log_lvl=INFO
<ctx_id>:<timestamp>:<seq_no>:<severity>:<msg_body>
5:1057274384:454:INFO: Session started for App-type = generic, URL =
tftp://demo/scripts/primary/generic.vxml
5:1057274384:455:INFO: Incoming Telephony call received, LegID = D
5:1057274384:456:INFO: LegID = D: Calling = 4085550198, called = 52927, dial peer = 1
5:1057274384:457:INFO: LegID = D: Leg State = LEG_INCCONNECTED
5:1057274384:460:INFO: Playing prompt #1: http://172.19.139.145/audio/ch_welcome.au
5:1057274384:462:ERR : Prompt play setup failure.
5:1057274384:463:INFO: Script received event = "error.badfetch"
5:1057274389:464:INFO: Timed out waiting for user DTMF digits, no user input.
5:1057274389:465:INFO: Script received event = "noinput"
5:1057274389:466:INFO: Playing prompt #1: http://172.19.139.145/audio/ch_welcome.au
Router# show call application active session-level session-id 7
Session Info:
Session id: 7
Session name:
Application name: generic
Application URL: tftp://demo/scripts/primary/generic.vxml
Start time: *Jul 3 15:21:26 PST
Statistics:
Subscriber Service - Call

PSTN VOIP
Incoming Outgoing Incoming Outgoing
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Legs setup: 1 0 0 0
Total legs connected: 1 0 0 0
Legs currently connected: 1 0 0 0
Legs handed in: 0 0 0 0
Legs handed in returned back: 0 0 0 0
Legs handed out: 0 0 0 0
Legs handed out came back: 0 0 0 0
Legs disconnected normally: 0 0 0 0
Legs disconnected for user error: 0 0 0 0
Legs disconnected for system error: 0 0 0 0
Subscriber Service - Media

Play Record TTS
Media attempts: 3 0 0
Media actives: 0 0 0
Media successes: 0 0 0
Media aborts: 0 0 0
Media failures: 3 0 0
Total media duration (in seconds): 0 0 0
Subscriber Interaction - DTMF
DTMFs not matched: 0
DTMFs matched: 0
DTMFs no input: 2
DTMFs long pound: 0
Event log:
buf_size=25K, log_lvl=INFO
<ctx_id>:<timestamp>:<seq_no>:<severity>:<msg_body>
7:1057274486:662:INFO: Session started for App-type = generic, URL =
tftp://demo/scripts/primary/generic.vxml
7:1057274486:663:INFO: Incoming Telephony call received, LegID = 13
7:1057274486:664:INFO: LegID = 13: Calling = 4085550198, called = 52927, dial peer = 1
7:1057274486:665:INFO: LegID = 13: Leg State = LEG_INCCONNECTED
7:1057274486:668:INFO: Playing prompt #1: http://172.19.139.145/audio/ch_welcome.au
Router# show call application history session-level summary

SID Application Name Stat Err Cnt Log Stop Time Duration
1 generic Y 3 Y *Jul 3 15:49:2 00:00:11
2 generic Y 1 Y *Jul 3 15:49:3 00:00:03
Router# show call application history session-level last

Session Info:
Session id: 2
Session name:
Application name: generic
Application URL: tftp://demo/scripts/primary/generic.vxml
Start time: *Jul 3 15:49:29 PST
Stop time: *Jul 3 15:49:33 PST
Statistics:
Subscriber Service - Call

PSTN VOIP
Incoming Outgoing Incoming Outgoing

Legs setup: 1 0 0 0
Total legs connected: 1 0 0 0
Legs handed in: 0 0 0 0
Legs handed in returned back: 0 0 0 0
Legs handed out: 0 0 0 0
Legs handed out came back: 0 0 0 0
Legs disconnected normally: 1 0 0 0
Legs disconnected for user error: 0 0 0 0
Legs disconnected for system error: 0 0 0 0
Subscriber Service - Media

Play Record TTS
Media attempts: 1 0 0
Media successes: 0 0 0
Media aborts: 0 0 0
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Media failures: 1 0 0
Total media duration (in seconds): 0 0 0
Event log:
buf_size=25K, log_lvl=INFO
<ctx_id>:<timestamp>:<seq_no>:<severity>:<msg_body>
2:1057276169:28:INFO: Session started for App-type = generic, URL =
tftp://demo/scripts/primary/generic.vxml
2:1057276169:29:INFO: Incoming Telephony call received, LegID = 4
2:1057276169:30:INFO: LegID = 4: Calling = 4085550198, called = 52927, dial peer = 1
2:1057276169:31:INFO: LegID = 4: Leg State = LEG_INCCONNECTED
2:1057276169:34:INFO: Playing prompt #1: http://172.19.139.145/audio/ch_welcome.au
2:1057276169:36:ERR : Prompt play setup failure.
2:1057276169:37:INFO: Script received event = "error.badfetch"
2:1057276173:39:INFO: Script received event = "telephone.disconnect.hangup"
2:1057276173:40:INFO: LegID = 4: Call disconnected, cause = normal call clearing (16)
2:1057276173:43:INFO: Session done, terminating cause =
Router# show call application history session-level event-log

Event log:
buf_size=25K, log_lvl=INFO
<ctx_id>:<timestamp>:<seq_no>:<severity>:<msg_body>
1:1057276157:3:INFO: Session started for App-type = generic, URL =
tftp://demo/scripts/primary/generic.vxml
1:1057276157:4:INFO: Incoming Telephony call received, LegID = 1
1:1057276157:5:INFO: LegID = 1: Calling = 4085550198, called = 52927, dial peer = 1
1:1057276157:6:INFO: LegID = 1: Leg State = LEG_INCCONNECTED
1:1057276157:9:INFO: Playing prompt #1: http://172.19.139.145/audio/ch_welcome.au
1:1057276160:12:ERR : Prompt play setup failure.
1:1057276160:13:INFO: Script received event = "error.badfetch"
1:1057276165:14:INFO: Timed out waiting for user DTMF digits, no user input.
1:1057276165:15:INFO: Script received event = "noinput"
1:1057276165:16:INFO: Playing prompt #1: http://172.19.139.145/audio/ch_welcome.au
1:1057276165:18:ERR : Prompt play setup failure.
1:1057276165:19:INFO: Script received event = "error.badfetch"
1:1057276168:21:INFO: Script received event = "telephone.disconnect.hangup"
1:1057276168:22:INFO: LegID = 1: Call disconnected, cause = normal call clearing (16)
1:1057276168:25:INFO: Session done, terminating cause =
Event log:
buf_size=25K, log_lvl=INFO
<ctx_id>:<timestamp>:<seq_no>:<severity>:<msg_body>
2:1057276169:28:INFO: Session started for App-type = generic, URL =
tftp://demo/scripts/primary/generic.vxml
2:1057276169:29:INFO: Incoming Telephony call received, LegID = 4
2:1057276169:30:INFO: LegID = 4: Calling = 4085550198, called = 52927, dial peer = 1
2:1057276169:31:INFO: LegID = 4: Leg State = LEG_INCCONNECTED
2:1057276169:34:INFO: Playing prompt #1: http://172.19.139.145/audio/ch_welcome.au
2:1057276169:36:ERR : Prompt play setup failure.
2:1057276169:37:INFO: Script received event = "error.badfetch"
2:1057276173:39:INFO: Script received event = "telephone.disconnect.hangup"
2:1057276173:40:INFO: LegID = 4: Call disconnected, cause = normal call clearing (16)
2:1057276173:43:INFO: Session done, terminating cause =
Router# show call application history session-level info

Session Info:
Session id: 1
Session name:
Application name: generic
Application URL: tftp://demo/scripts/primary/generic.vxml
Start time: *Jul 3 15:49:17 PST
Stop time: *Jul 3 15:49:28 PST
Statistics:
Subscriber Service - Call

PSTN VOIP
Incoming Outgoing Incoming Outgoing
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Legs setup: 1 0 0 0
Total legs connected: 1 0 0 0
Legs handed in: 0 0 0 0
Legs handed in returned back: 0 0 0 0
Legs handed out: 0 0 0 0
Legs handed out came back: 0 0 0 0
Legs disconnected normally: 1 0 0 0
Legs disconnected for user error: 0 0 0 0
Legs disconnected for system error: 0 0 0 0
Subscriber Service - Media

Play Record TTS
Media attempts: 2 0 0
Media successes: 0 0 0
Media aborts: 0 0 0
Media failures: 2 0 0
Total media duration (in seconds): 3 0 0
Subscriber Interaction - DTMF
DTMFs not matched: 0
DTMFs matched: 0
DTMFs no input: 1
DTMFs long pound: 0
Session Info:
Session id: 2
Session name:
Application name: generic
Application URL: tftp://demo/scripts/primary/generic.vxml
Start time: *Jul 3 15:49:29 PST
Stop time: *Jul 3 15:49:33 PST
Statistics:
Subscriber Service - Call

PSTN VOIP
Incoming Outgoing Incoming Outgoing

Legs setup: 1 0 0 0
Total legs connected: 1 0 0 0
Legs handed in: 0 0 0 0
Legs handed in returned back: 0 0 0 0
Legs handed out: 0 0 0 0
Legs handed out came back: 0 0 0 0
Legs disconnected normally: 1 0 0 0
Legs disconnected for user error: 0 0 0 0
Legs disconnected for system error: 0 0 0 0
Subscriber Service - Media

Play Record TTS
Media attempts: 1 0 0
Media successes: 0 0 0
Media aborts: 0 0 0
Media failures: 1 0 0
Total media duration (in seconds): 0 0 0

以下の表は、表示される重要なフィールドについて説明しています。

これらのフィールドは、 showcallapplicationsession-level、 showcallapplicationapp-level、
および showcallapplicationgateway-levelコマンドに対して表示されます。セッション
レベルでは、フィールドは単一のアプリケーションインスタンスに適用されます。ア

プリケーションレベルでは、フィールドはアプリケーションのすべてのインスタンス

に適用されます。ゲートウェイレベルでは、フィールドはすべてのアプリケーション

のすべてのインスタンスに適用されます。

（注）
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表 26 : show call application active session-level infoフィールドの説明

descriptionフィールド

インスタンスがアクティブになったときに割り当てられた

セッション ID。
セッション ID

callapplicationsessionstartコマンドで定義されたセッション
の名前。

セッション名

callapplicationvoiceコマンドで定義されたアプリケーション
の名前。

Application name

callapplicationvoiceコマンドで定義されたアプリケーション
スクリプトの場所。

Application URL

セッションが開始された時刻。Start time

Subscriber Service -- Call

アプリケーションインスタンスによって設定された通話の

数（指示と要求）。

Legs setup

アプリケーションインスタンスによって接続された通話の

数。

Total legs connected

アプリケーションインスタンスによって現在接続されてい

る通話の数。

Legs currently connected

別のアプリケーションからの着信ハンドオフとして受信さ

れたコールレッグの数。

Legs handed in

別のアプリケーションからの着信ハンドオフとして受信さ

れ、他のアプリケーションに返されたコールレッグの数。

Legs handed in returned back

別のアプリケーションに渡されたコールレッグの数。Legs handed out

別のアプリケーションに渡され、別のアプリケーションに

よって返されたコールレッグの数。

Legs handed out came back

通常の原因で切断された着信コールと発信コールの数。Legs disconnected normally

応答がない、話し中などの通話失敗の理由で切断された着

信通話の数。

Legs disconnected for user error

リソース不足などのシステム障害の理由で切断された着信

コールの数。

Legs disconnected for system error

Subscriber Service -- Media
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descriptionフィールド

このアプリケーションインスタンスのコールレッグでのプ

ロンプトの再生、録音、および音声合成 (TTS)の試行回数。
Media attempts

アプリケーションインスタンスのコールレッグで現在アク

ティブなプロンプト再生、録音、および TTSプロンプトの
数。

Media actives,

アプリケーションインスタンスのコールレッグで成功した

プロンプト再生、録音、および TTSプロンプトの数。
Media successes

アプリケーションインスタンスのコールレッグで発信者に

よって中止されたプロンプト再生、録音、および TTSプロ
ンプトの数。

Media aborts

アプリケーションインスタンスのコールレッグで失敗した

プロンプトの再生、録音、および TTSの試行の数。
Media failures

プロンプトの再生、録音、またはTTSの合計継続時間 (秒)。Total media duration

Application Internal Service --
Handoff

アプリケーションインスタンスでコールバック (ブリッジ
転送)とともに受信されたハンドオフの数。

Bridged handoffs, incoming

アプリケーションインスタンスによってコールバック (ブ
リッジ転送)で行われたハンドオフの数。

Bridged handoffs, outgoing

アプリケーションインスタンスによって返された着信ブリッ

ジハンドオフの数。

Bridged handoffs returned, incoming

アプリケーションインスタンスに返された発信ブリッジハ

ンドオフの数。

Bridged handoffs returned, outgoing

アプリケーションインスタンスでコールバックなしで受信

されたハンドオフ (ブラインド転送)の数。
Blind handoffs, incoming

アプリケーションインスタンスによってコールバックなし

で実行されたハンドオフ (ブラインド転送)の数。
Blind handoffs, outgoing

アプリケーションインスタンスで進行中のハンドオフの数。

受信側アプリケーションがアプリケーションを返すか、ハ

ンドオフを拒否すると、値は 1減少します。

Handoffs in transit1

アプリケーションインスタンスで失敗したハンドオフ (ブ
リッジおよびブラインド)の数。

Handoffs failed
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descriptionフィールド

Application Internal Service --
Placecall/transfer

アプリケーションインスタンスによって行われた発信コー

ルセットアップ要求の数。

Placecall requests

アプリケーションインスタンスによって発信されたコール

の数。

Placecall successes

アプリケーションインスタンスで失敗した発信コールセッ

トアップ要求の数。

Placecall failures

アプリケーションで進行中の発信コールの数。通話が確立

されるか確立が失敗すると、値は 1減少します。
Place calls in transit

Application Internal Service --
Document Read-Write

ドキュメントの取得および送信要求の数。Doc requests

ドキュメントの取得および送信の成功数。Doc successes

ドキュメントの取得および送信失敗回数。Doc failures

Application Internal Service --
Downloaded Script

アプリケーションインスタンスで検出されたセマンティッ

クエラーの数。

Script parse errors

Application Internal Service --
ASNL

サーバーから受信したアプリケーションサブスクライブ通

知レイヤー (ASNL)通知の数。
ASNL notifications

アプリケーションインスタンスによって行われたサブスク

ライブまたはサブスクライブ解除要求の数。

ASNL requests

アプリケーションインスタンスに対して成功した購読また

は購読解約要求の数。

ASNL successes

アプリケーションインスタンスに対して失敗した購読また

は購読解約要求の数。

ANSL failures

Subscriber Interaction --- DTMF

アプリケーションインスタンスで一致しなかった、発信者

によって入力された DTMFパターンの数。
DTMFs not matched
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descriptionフィールド

アプリケーションインスタンスで一致した発信者によって

入力された DTMFパターンの数。
DTMFs matched

受信した「入力なし」通知の数（DTMFタイムアウトを含
む）。

DTMFs no input

アプリケーションインスタンスによって認識される発信者

からの長押しシャープ割り込みの数。

DTMFs long pound

Subscriber Interaction -- ASR

アプリケーションインスタンスで一致しなかった発信者か

らの自動音声認識 (ASR)フレーズの数。
ASR not matched

アプリケーションインスタンスで一致した発信者からの自

動音声認識 (ASR)フレーズの数。
ASR matched

ASRサーバーから受信した「入力なし」通知の数。ASR no inputs

Subscriber Interaction -- AAA
Authentication

AAA認証成功回数。AAA authentication successes

無効なパスワードによる AAA認証失敗の数。AAA authentication failures

Subscriber Interaction -- AAA
Authorizations

AAA承認成功回数。AAA authorization successes

AAA承認失敗回数。AAA authorization failures

1
このゲージがゼロより大きい場合、アプリケーションインスタンスはスクリプト

の処理を停止し、カウンターとゲージがフリーズしたように見えることがありま

す。ハンドオフまたはプレースコール操作が終了し、制御がアプリケーション

インスタンスに戻ると、カウンターとゲージが更新されます。

関連コマンド descriptionコマンド

音声アプリケーションインスタンスのイベントログ

を有効にします。

callapplicationevent-log

履歴に保存されるアプリケーションインスタンスレ

コードの最大数を設定します。

callapplicationhistorysessionmax-records

アプリケーションインスタンスレコードが履歴に保

存される最大分数を設定します。

callapplicationhistorysessionretain-timer
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descriptionコマンド

音声アプリケーションの統計収集を有効にします。callapplicationstats

特定の音声アプリケーションのイベントログを有効

にします。

callapplicationvoiceevent-log

音声アプリケーションのアプリケーションレベルの

統計を表示します。

showcallapplicationapp-level

音声アプリケーションインスタンスのゲートウェイ

レベルの統計を表示します。

showcallapplicationgateway-level
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show call application sessions
実行中または停止中のすべての音声アプリケーションセッションの概要または詳細情報を表示

するには、ユーザー EXECモードまたは特権 EXECモードで showcallapplicationsessionsコマ
ンドを使用します。

showcallapplicationsessions[callidcall-id | idセッション ID | nameinstance-name]

構文の説明 (オプション)セッションによって制御されているアクティブな通話の
コールレッグ ID。

callidコール ID

(オプション)特定のアプリケーションインスタンスのセッション ID。idセッション ID

(オプション) callapplicationsessionstartコマンドでインスタンスに割り
当てられた名前。

nameインスタンス
名

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はない

コマンドモード
ユーザー EXEC (>)特権 EXEC (#)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.3(4)T

使用上のガイドライン •特定のアプリケーションセッションは、呼び出し ID、セッション ID、またはインスタン
ス名の 3つの異なる方法のいずれかによって識別されます。

•特定のセッションが callid、 id、または nameキーワードによって識別される場合、この
コマンドはその特定のセッションに関する情報のみを表示します。キーワードを使用しな

い場合、このコマンドは、 callapplicationsessionstartコマンドによって開始されたセッショ
ンだけでなく、すべてのセッションの 1行の概要を表示します。

•このコマンドは、実行中のすべての TCL IVR 2.0およびVoiceXMLアプリケーションセッ
ションと、停止されている TCLセッションを一覧表示します。 callapplicationsessionstop
または nocallapplicationsessionstartコマンドを使用して意図的にセッションを停止した場
合、またはスクリプトの実行を妨げる構文エラーがある場合、セッションは「停止」状態

として表示されます。これは、グローバル設定モードを通じて callapplicationsessionstart
コマンドを使用してセッションが開始された場合にのみ当てはまります。

特権 EXECモードで callapplicationsessionstartコマンドを使用してセッションが開始された場
合、そのセッションはシステムによって追跡されないため、showcallapplicationsessionsコマン
ドの出力では停止として表示されません。

（注）

Cisco IOS音声コマンドリファレンス - Sコマンド
290

show aal2 profile through show call filter match-list
show call application sessions



例 以下はこのコマンドの出力例です。

Router# show call application sessions
TCL Sessions

There are 1 active TCL sessions
SID Name Called Calling App Name Legs
5 serv1 sample_service

VXML Sessions
No running VXML sessions

Stopped Sessions
Instance Name App Name State
my_instance1 sample stopped

以下の表は、表示される重要なフィールドについて説明しています。

表 27 : show call application sessionsフィールドの説明

descriptionフィールド

アクティブセッションのセッション識別子。SID

callapplicationsessionstartコマンドで設定されたセッション名。Name

セッションを使用しているアクティブな通話の着信番号。Called

セッションを使用しているアクティブな通話の発信番号。Calling

インスタンスが作成されたアプリケーションの名前。App Name

セッションによって制御されるアクティブなコールレッグ。Legs

グローバル設定モードで callapplicationsessionstartコマンドを使用してセッショ
ンが開始された場合、実行されなくなったセッションには「停止」と表示されま

す。

状態

以下は、serv1という名前のセッションのサンプル出力です。

Router# show call aplication sessions name serv1
Session named serv1 is in the start list in state running
It is configured to start on GW reboot
The application it runs is sample_service
Handle is TCL_HAND*1653710732*0*3193204

TCL Session ID B
App: sample_service
URL: tftp://dev/demo/scripts/sample_service.tcl

Session name: serv1
Session handle: TCL_HAND*1653710732*0*3193204

FSM State: start_state
ID for 'show call active voice id' display: 0

Legs:
Services: data_service

以下の表は、表示される重要なフィールドについて説明しています。
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表 28 : show call application sessions nameフィールドの説明

descriptionフィールド

インスタンスが作成されたアプリケーションの名前。App

callapplicationvoiceコマンドで指定された、アプリケーションに使
用されるスクリプトの場所です。

URL

callapplicationsessionstartコマンドで設定されたセッション名。セッション名

TCL mod_handle情報タグから返されるハンドル。セッションハン
ドルは、Ciscoゲートウェイ上の TCLスクリプトで使用され、他の
セッションにメッセージを送信します。

Session handle

スクリプト内の TCL fsm setstateコマンドで指定された、TCL IVR
2.0有限状態マシンの現在の状態。

FSM State

通話識別子。ID for ‘show call active
voice id’ display:

このセッションによって制御されるアクティブなコールレッグ。Legs

スクリプト内のTCLサービス登録コマンドを使用してサービスとし
て登録された場合のセッションのサービス名。

showcallapplicationservicesregistryコマンドを使用して、登録されて
いるすべてのサービスのリストを表示できます。

Services

関連コマンド descriptionコマンド

グローバル設定モードからTCLアプリケーショ
ンの新しいインスタンス (セッション)を開始し
ます。

callapplicationsessionstart(globalconfiguration)

特権 EXECモードから TCLアプリケーション
の新しいインスタンスを開始します。

callapplicationsessionstart(privilegedEXEC)

実行中の音声アプリケーションセッションを停

止します。

callapplicationsessionstop

登録されているすべてのサービスの 1行の概要
を表示します。

showcallapplicationservicesregistry
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show call application voice
音声アプリケーションに関する情報を表示するには、EXECモードで showcallapplicationvoice
コマンドを使用します。

showcallapplicationvoice[name | summary]

構文の説明 (オプション)目的の音声アプリケーションの名前。出力にはそのアプリケーション
に関する情報が表示されます。

名前

(オプション)出力には、各音声アプリケーションの 1行の概要が表示されます。summary

コマンドデフォルト name引数と summaryキーワードの両方を省略すると、コマンド出力にはすべての対話型音声
応答 (IVR)アプリケーションに関する詳細情報が表示されます。

コマンドモード
EXEC (#)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。11.3(6)NA2

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(3)Tに統合されました。12.0(3)T

このコマンドが Cisco AS5800に実装されました。12.1(5)T

このコマンドが Cisco AS5350および Cisco AS5400に実装されました。12.1(5)XM2

このコマンドは、VoiceXMLアプリケーションをサポートするために変更されま
した。

12.2(2)XB

このコマンドが Cisco AS5850に導入されました。12.2(2)XB1

このコマンドは、Cisco 1750および Cisco 1751に実装されました。このコマンド
は、このリリースの他のプラットフォームではサポートされていません。

12.2(4)XM

このコマンドは、Cisco 1751、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、Cisco
3725、Cisco 3745、および Cisco 7200に実装されました。

12.2(8)T

このコマンドは、VoiceXMLアプリケーション用に Cisco IOSリリース 12.2(11)T
に統合されました。このコマンドは、このリリースの Cisco AS5300、Cisco
AS5350、Cisco AS5400、および Cisco AS5850でサポートされています。

12.2(11)T

SCCPテレフォニー制御アプリケーション (STCAPP)に関連する新しい出力が追
加されました。

12.3(14)T
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使用上のガイドライン showcallapplicationvoiceコマンドは、設定された各アプリケーションの詳細な説明を表示しま
す。

特定のアプリケーションの名前を入力すると、コマンドはそのアプリケーションに関する詳細

情報のみを表示します。

summaryキーワードを入力すると、コマンドは各アプリケーションに関する 1行の概要を表
示します。

STCAPPが有効になっている場合、 summaryコマンドはSTCAPPを使用可能な通話アプリケー
ションとして表示します。

summaryキーワードの使用時にアプリケーション名の横にアスタリスクが表示される場合、
アプリケーションは設定されていますが実行されていません。通常、これはアプリケーション

が正常に読み込まれなかったために発生します。例:

name description
*vapptest2 flash:helloworld.vxml

TCLスクリプトおよびVoiceXMLドキュメントは、TFTP、FTP、またはHTTPサーバー、ゲー
トウェイのフラッシュメモリ、または Cisco 3600シリーズのリムーバブルディスクのいずれ
かの場所に保存できます。使用されるオーディオファイルは、これらの場所またはRTSPサー
バーに保存できます。

例 次の例は、セッションツールキットコマンド言語 (TCL)スクリプトの出力を示してい
ます。

Router# show call application voice session
Application session

The script is compiled into the image
It has 0 calls active.
Interpreted by infrastructure version 2.0

The TCL Script is:
------------------
# app_session.tcl
#----------------------------------
# August 1999, Saravanan Shanmugham
#
# Copyright (c) 1998, 1999, 2000, 2001 by cisco Systems, Inc.
# All rights reserved.
#----------------------------------
#
# This tcl script mimics the default SESSION app
#
# If DID is configured, just place the call to the dnis
# Otherwise, output dial-tone and collect digits from the
# caller against the dial-plan.
#
# Then place the call. If successful, connect it up, otherwise
# the caller should hear a busy or congested signal.
# The main routine just establishes the statemachine and then exits.
# From then on the system drives the statemachine depending on the
# events it recieves and calls the appropriate tcl procedure
#---------------------------------
# Example Script
#---------------------------------
proc init { } {
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global param
set param(interruptPrompt) true
set param(abortKey) *
set param(terminationKey) #

}
proc act_Setup { } {

global dest
global beep
set beep 0
if { [infotag get leg_isdid] } {

set dest [infotag get leg_dnis]
leg proceeding leg_incoming
leg setup $dest callInfo leg_incoming
fsm setstate PLACECALL

} else {
leg setupack leg_incoming
playtone leg_incoming tn_dial
set param(dialPlan) true
leg collectdigits leg_incoming param

}
}
proc act_GotDest { } {

global dest
set status [infotag get evt_status]
if { $status == "cd_004" } {

set dest [infotag get evt_dcdigits]
leg proceeding leg_incoming
leg setup $dest callInfo leg_incoming

} else {
puts "\nCall [infotag get con_all] got event $status collecting destina"
call close

}
}
proc act_CallSetupDone { } {

global beep
set status [infotag get evt_status]
if { $status == "ls_000"} {

set creditTimeLeft [infotag get leg_settlement_time leg_all]
if { ($creditTimeLeft == "unlimited") ||

($creditTimeLeft == "uninitialized") } {
puts "\n Unlimited Time"

} else {
# start the timer for ...
if { $creditTimeLeft < 10 } {

set beep 1
set delay $creditTimeLeft

} else {
set delay [expr $creditTimeLeft - 10]

}
timer start leg_timer $delay leg_incoming

}
} else {

puts "Call [infotag get con_all] got event $status collecting destinati"
call close

}
}
proc act_Timer { } {

global beep
global incoming
global outgoing
set incoming [infotag get leg_incoming]
set outgoing [infotag get leg_outgoing]
if { $beep == 0 } {

#insert a beep ...to the caller
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connection destroy con_all
set beep 1

} else {
connection destroy con_all
fsm setstate LASTWARN

}
}
proc act_LastWarn { } {

media play leg_incoming flash:out_of_time.au
}
proc act_Destroy { } {

media play leg_incoming flash:beep.au
}
proc act_Beeped { } {

global incoming
global outgoing
connection create $incoming $outgoing

}
proc act_ConnectedAgain { } {

timer start leg_timer 10 leg_incoming
}
proc act_Ignore { } {
# Dummy

puts "Event Capture"
}
proc act_Cleanup { } {

call close
}
init
#----------------------------------
# State Machine
#------------------
set fsm(any_state,ev_disconnected) "act_Cleanup same_state"
set fsm(CALL_INIT,ev_setup_indication) "act_Setup GETDEST"
set fsm(GETDEST,ev_collectdigits_done) "act_GotDest PLACECALL"
set fsm(PLACECALL,ev_setup_done) "act_CallSetupDone CALLACTIVE"
set fsm(CALLACTIVE,ev_leg_timer) "act_Timer INSERTBEEP"
set fsm(INSERTBEEP,ev_destroy_done) "act_Destroy same_state"
set fsm(INSERTBEEP,ev_media_done) "act_Beeped same_state"
set fsm(INSERTBEEP,ev_create_done) "act_ConnectedAgain CALLACTIVE"
set fsm(LASTWARN,ev_destroy_done) "act_LastWarn CALLDISCONNECT"
set fsm(CALLACTIVE,ev_disconnected) "act_Cleanup CALLDISCONNECT"
set fsm(CALLDISCONNECT,ev_disconnected) "act_Cleanup same_state"
set fsm(CALLDISCONNECT,ev_media_done) "act_Cleanup same_state"
set fsm(CALLDISCONNECT,ev_disconnect_done) "act_Cleanup same_state"
set fsm(CALLDISCONNECT,ev_leg_timer) "act_Cleanup same_state"
fsm define fsm CALL_INIT

以下は、 summaryキーワードのサンプル出力です。

Router# show call application voice summary
name description
session Basic app to do DID, or supply dialtone.
fax_hop_on Script to talk to a fax redialer
clid_authen Authenticate with (ani, dnis)
clid_authen_collect Authenticate with (ani, dnis), collect if that fails
clid_authen_npw Authenticate with (ani, NULL)
clid_authen_col_npw Authenticate with (ani, NULL), collect if that fails
clid_col_npw_3 Authenticate with (ani, NULL), and 3 tries collecting
clid_col_npw_npw Authenticate with (ani, NULL) and 3 tries without pw
DEFAULT Default system session application
lib_off_app Libretto Offramp
TCL Script Version 2.0 supported.
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TCL Script Version 1.1 supported.
Voice Browser Version 2.0 for VoiceXML 1.0 & 2.0 supported.

以下は、STCAPPが有効な場合の summaryキーワードのサンプル出力です。

Router# show call application voice summary
SERVICES (standalone applications):
name type description
ipsla-responder Tcl Script builtin:app_test_rcvr_script.tcl
clid_authen Tcl Script builtin:app_clid_authen_script.tcl
clid_col_npw_npw Tcl Script builtin:app_clid_col_npw_npw_script.tcl
DEFAULT C Script builtin:Session_Service.C
CTAPP C Script builtin:CallTreatment_Service.C
clid_authen_col_npw Tcl Script builtin:app_clid_authen_col_npw_script.tcl

fax_hop_on Tcl Script builtin:app_fax_hop_on_script.tcl
ipsla-testcall Tcl Script builtin:app_test_place_script.tcl
clid_authen_npw Tcl Script builtin:app_clid_authen_npw_script.tcl
session Tcl Script builtin:app_session_script.tcl
clid_authen_collect Tcl Script builtin:app_clid_authen_collect_script.tcl

clid_col_npw_3 Tcl Script builtin:app_clid_col_npw_3_script.tcl
lib_off_app CCAPI Libretto Offramp
DEFAULT.C.OLD CCAPI Obsolete system session application
stcapp CCAPI SCCP Call Control Application
MGCPAPP CCAPI MGCP Application

以下は、STCAPPが有効な場合の stcappキーワードのサンプル出力です。

Router# show call application voice stcapp
App Status: Active
CCM Status: UP
CCM Group: 2
Registration Mode: CCM
Total Devices: 5
Total Calls in Progress: 0
Total Call Legs in Use: 0

以下は、vapptest1という名前のVoiceXMLアプリケーションに対する showcall application
voiceコマンドの出力例です。

Router# show call application voice vapptest1
VXML Application vapptest1

URL=flash:demo0.vxml
Security not trusted
No languages configured
It has: 0 calls active.

0 incoming calls
0 calls handed off to it
0 call transfers initiated
0 pages loaded, 0 successful
0 prompts played
0 recorded messages

Interpreted by Voice Browser Version 2.0 for VoiceXML 1.0 & 2.0.
The VXML Script is:
------------------
<?xml version="1.0"?>
<vxml version="1.0">
<form>

<block>
<audio src="flash:demo0.au"/>

</block>
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</form>
</vxml>

以下の表は、 showcallapplicationvoiceディスプレイに表示されるフィールドについて
説明しています。

表 29 : show call application voiceフィールドの説明

descriptionフィールド

アプリケーションで使用されるドキュメントの場所です。URL

このアプリケーションを使用している通話の数。n件の通話がアクティブです。

このアプリケーションを呼び出した着信公衆交換電話網(PSTN)
または IP通話の数。

incoming calls

別の TCLまたはVoiceXMLアプリケーションによってこのア
プリケーションに引き渡された通話の数。

calls handed off to it

このアプリケーションによって開始された通話転送の数。call transfers initiated

アプリケーションによってロードされた VoiceXMLページの
数。

pages loaded

完了した VoiceXMLページの数。successful

アプリケーションによって再生された音声プロンプトの数。prompts played

VoiceXMLアプリケーションによって行われたオーディオ録
音の数。

recorded messages

アプリケーションで使用されるプログラミング言語。Interpreted by

VoiceXMLドキュメントまたは TCLスクリプトの内容。The TCL or VoiceXML Script is

関連コマンド DescriptionCommand

アプリケーションに使用する名前を定義し、アプリケーションで使用

する適切な IVRスクリプトの場所を示します。
callapplicationvoice

指定された TCLスクリプトまたは VoiceXMLドキュメントを再ロー
ドします。

callapplicationvoiceload
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show call fallback cache
キャッシュ内のすべての IPアドレスの現在の Calculated Planning Impairment Factor (ICPIF)推定
値を表示するには、EXECモードで showcallfallbackcacheコマンドを使用します。

showcallfallbackcache[ip-address]

構文の説明 (オプション)特定の IPアドレス。ip-address

コマンドモード
EXEC (#)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、およびCiscoMC3810
で導入されました。

12.1(3)T

このコマンドが Cisco AS5850に導入されました。12.2(2)XB1

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(11)Tに統合されました。12.2(11)T

使用上のガイドライン このコマンドを使用して、キャッシュ内のすべてのエントリをクリアします。

例 次の例は、このコマンドからの出力を示しています。

Router# show call fallback cache
Probe IP Address Codec Delay Loss ICPIF Reject Accept
----- ---------- ----- ----- ---- ----- ------ ------
1 1.1.1.4 g729r8 40 0 0 0 9
2 122.24.56.25 g729r8 148 10 5 1 4
2 active probes
Field Description
------- ------------
Probe Probe number
IP Address IP Address to which the probe is sent
Codec Codec Type of the probe
Delay Delay in milliseconds that the probe incurred
Loss Loss in % that the probe incurred
ICPIF Computed ICPIF value for the probe
Reject Number of times that calls of Codec Type <Codec>

were rejected to the IP Address
Accept Number of times that calls of Codec Type <Codec>

were accepted to the IP Address
active probes Number of destinations being probed
Router# show call fallback cache 10.14.115.53
Probe IP Address Codec ICPIF Reject Accept
----- ---------- ----- ----- ------ ------
1 10.14.115.53 g729r8 0 0 2
1 active probes

表示されているとおりであり、フィールドの説明はありません。
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関連コマンド descriptionコマンド

コールフォールバックの統計を表示します。showcallfallbackstats
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show call fallback config
コールフォールバック設定を表示するには、EXECモードで showcallfallbackconfigコマンド
を使用します。

showcallfallbackconfig

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドモード
EXEC (#)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、およびCiscoMC3810
で導入されました。

12.1(3)T

このコマンドが Cisco AS5850に導入されました。12.2(2)XB1

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(11)Tに統合されました。12.2(11)T

例 次の例は、 showcallfallbackconfigコマンドからの出力を表示します。

Router# show call fallback config
VoIP fallback config:
Fallback is ON
Using ICPIF threshold:

ICPIF value timeout:20 seconds
ICPIF threshold:20

Number of packets in a probe:20
IP precedence of probe packets:2
Fallback cache size:2 entries
Fallback cache timeout:240 seconds
Instantaneous value weight:65
MD5 Keychain:secret

次の表は、 show call fallback config 画面に表示されるフィールドについて

説明しています。

表 30 : show call fallback configフィールドの説明

descriptionフィールド

コールフォールバックの有効/無効状態を一覧表示します。Fallback is

ICPIFは、ネットワークトラフィックを確認するように設定さ
れています。

Using ICPIF threshold

ICPIF情報を収集するためのプローブタイムアウトを一覧表示
します。

ICPIF value timeout
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descriptionフィールド

設定された ICPIFしきい値を一覧表示します。ICPIF threshold

プローブごとに設定されたパケットの数を一覧表示します。Number of packets in a probe

プローブに設定された IP優先順位を一覧表示します。IP precedence of probe packets

コールフォールバックキャッシュで許可されるエントリの数。Fallback cache size

キャッシュタイムアウトの長さ (秒単位)。Fallback cache timeout

新しいプローブと最後のエントリに基づいてキャッシュエント

リを計算するために設定された重みを一覧表示します。

Instantaneous value weight

MD5認証は、秘密のキーチェーンを使用して設定されていま
す。

MD5 Keychain

関連コマンド descriptionコマンド

代替ダイヤルピアへのフォールバックなしで、宛先を監

視できます。

callfallbackmonitor

ネットワークが輻輳した場合に代替ダイヤルピアへの

フォールバックを有効にします。

showvoicetrunk-conditioningsignaling
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show call fallback stats
コールフォールバック統計を表示するには、EXECモードで showcallfallbackstatsコマンドを
使用します。

showcallfallbackstats

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドモード
EXEC (#)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、Cisco 2600、Cisco 3600、および Cisco MC3810で導入されまし
た。

12.1(3)T

このコマンドが Cisco AS5850に導入されました。12.2(2)XB1

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(11)Tに統合されました。12.2(11)T

使用上のガイドライン すべての値を削除するには、 clearcallfallbackstatsコマンドを使用します。

例 次の例は、 showcallfallbackstatsコマンドからの出力を表示します。

Router# show call fallback stats
VOIP Fallback Stats:
Total accepted calls:3
Total rejected calls:1
Total cache overflows:1
Field Description
------- ------------
Total accepted calls Number of times that calls were successful over IP.
Total rejected calls Number of times that calls were rejected over IP.
Total cache overflows Number of times that the fallback cache overflowed and required
pruning.
The table below describes the fields shown in the show call fallback stats
display

表 31 : show call fallback statsフィールドと説明

descriptionフィールド

IP経由での通話が成功した回数。Total accepted calls

IP経由で通話が拒否された回数。Total rejected calls

フォールバックキャッシュがオーバーフローし、プルーニングが必要に

なった回数。

Total cache overflows
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関連コマンド descriptionコマンド

コールフォールバック統計をクリアします。clearcallfallbackstats

キャッシュ内のすべての IPアドレスの現在の ICPIF推定値を表示しま
す。

showcallfallbackcache
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show call filter components
通話のフィルタリングに使用されるコンポーネントを表示するには、特権EXECモードで show
call filter componentsコマンドを使用します。

showcallfiltercomponents

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はない

コマンドモード
特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.3(4)T

このコマンドが Cisco IOS XE Release 3.10Sに統合されました。Cisco IOS XEリリース 3.10S

例 次の例は、show call filter componentsコマンドを実行した場合の出力を示しています。
GCFMは汎用呼び出しフィルタモジュールであり、どのコンポーネントをフィルタす
るかを制御する内部モジュールです。

Router# show call filter components
The following components registered in GCFM:

ISDN
VTSP
CCAPI
TGRM
DIAL-PEER
NUMBER-TRANSLATION
SSAPP
VOICE-IVR-V2
H323
SIP
CRM
TSP
FAX-FOIP
FAX-FMSP
FAX-DMSP
FAX-MSPI
FAX-MTA
DSPAPI
MGCP
DSMP
H221

以下の表は、画面に表示される重要なフィールドについて説明しています。

Cisco IOS音声コマンドリファレンス - Sコマンド
305

show aal2 profile through show call filter match-list
show call filter components



表 32 : show call filter componentsフィールドの説明

descriptionフィールド

汎用呼び出しフィルターモジュールでフィルター

されるコンポーネントを表示します。

GCFMに登録されているコンポーネントは
次のとおりです。

関連コマンド descriptionコマンド

音声通話のデバッグ用に通話フィルターの一致リストを作成します。callfiltermatch-listvoice

GCFM内のデバッグトレースを表示します。debugcallfilterinout

音声通話でフィルタリングされたデバッグを実行します。debugconditionmatch-list

発信ポートのデバッグフィルタリングを設定します。outgoingport

通話フィルターのマッチリストを表示します。showcallfiltermatch-list

Cisco IOS音声コマンドリファレンス - Sコマンド
306

show aal2 profile through show call filter match-list
show call filter components



show call filter match-list
コールフィルタの一致リストを表示するには、特権 EXECモードで show call filter match-listコ
マンドを使用します。

showcallfiltermatch-listtag

構文の説明 一致リストを一意に識別する数値ラベル。タ

グ

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード
特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.3(4)T

このコマンドが Cisco IOS XE Release 3.10Sに統合されました。Cisco IOS XEリリース 3.10S

例 次の例は、show call filter match-listコマンドの出力を示しています。

Router# show call filter match-list

*********************************************
call filter match-list 9 voice
*********************************************
incoming calling-number 50200
incoming called-number 50201
incoming signal local ipv4 10.0.101.22
incoming signal remote ipv4 10.0.101.21
incoming media local ipv4 10.0.101.22
incoming media remote ipv4 10.0.101.21
incoming dialpeer 502
outgoing calling-number 50200
outgoing called-number 50201
outgoing port 6/0:D
outgoing dialpeer 501
debug condition match-list is set to EXACT_MATCH
*********************************************
call filter match-list 10 voice
*********************************************
incoming calling-number 50300
incoming called-number 50301
incoming signal local ipv4 10.0.101.22
incoming signal remote ipv4 10.0.101.21
incoming media local ipv4 10.0.101.22
incoming media remote ipv4 10.0.101.21
incoming dialpeer 504
outgoing calling-number 50300
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outgoing called-number 50301
outgoing port 6/1:D
outgoing dialpeer 503
debug condition match-list is set to EXACT_MATCH

以下の表は、画面に表示される重要なフィールドについて説明しています。

表 33 : show call filter match-listフィールドの説明

descriptionフィールド

表示されている一致リストを示します。call filter match-list 9 voice

デバッグ条件が完全一致に設定されているか、部

分一致に設定されているかを表示します。

デバッグ条件の一致リストが

EXACT_MATCHに設定されている

関連コマンド descriptionコマンド

音声通話のデバッグ用に通話フィルターの一致リストを作成します。callfiltermatch-listvoice

GCFM内のデバッグトレースを表示します。debugcallfilterinout

音声通話でフィルタリングされたデバッグを実行します。debugconditionmatch-list

呼び出しのフィルタリングに使用されるコンポーネントを表示しま

す。

showcallfiltercomponents
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show call history fax through show debug
condition

• show call history fax（311ページ）
• show call history media（322ページ）
• show call history stats（332ページ）
• show call history video（341ページ）
• show call history video record（343ページ）
• show call history voice （344ページ）
• show call history watermark connected table（351ページ）
• show call language voice（353ページ）
• show call leg （355ページ）
• show call media forking（361ページ）
• show callmon （362ページ）
• show call prompt-mem-usage（364ページ）
• show call resource voice stats （368ページ）
• show call resource voice threshold （370ページ）
• show call rsvp-sync conf（372ページ）
• show call rsvp-sync stats（374ページ）
• show call spike status （376ページ）
• show call threshold （378ページ）
• show call treatment （381ページ）
• show call-router routes（384ページ）
• show call-router status （386ページ）
• show ccm-manager （389ページ）
• show cdapi （400ページ）
• show ces clock-select（402ページ）
• show connect （403ページ）
• show controllers rs366（405ページ）
• show controllers timeslots（407ページ）
• show controllers voice（409ページ）
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• show crm（413ページ）
• show csm（415ページ）
• show csm call（424ページ）
• show cube debug category codes（426ページ）
• show cube status（427ページ）
• show debug condition（430ページ）
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show call history fax
FAX送信の通話履歴テーブルを表示するには、ユーザー EXECモードまたは特権 EXECモー
ドで showcallhistoryfaxコマンドを使用します。

showcallhistoryfax[brief[id識別子] | compact[duration {less | more}時刻] | id識別子 | lastnumber]

構文の説明 （オプション）通話履歴テーブルの省略版を表示します。brief

(オプション)指定された識別子を持つ通話のみを表示します。範囲は 1から
FFFFまでの 16進数値です。

id識別子

(オプション)コンパクトバージョンを表示します。compact

(オプション)指定された time値より長いまたは短い通話の履歴情報を表示しま
す。引数とキーワードは次のとおりです。

• less：time 引数の値よりも短いコールが表示されます。

• more：time 引数の値よりも長いコールが表示されます。

• time --経過時間（秒）。範囲は 1から 2147483647です。

duration時
間

(オプション)最後に接続した通話を表示します。表示される通話の数は、number

引数によって定義されます。範囲は 1～ 100です。
last番号

コマンドモード
ユーザー EXEC (>)特権 EXEC (#)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが Cisco 3600シリーズに追加されました。11.3(1)T

このコマンドは、Cisco 2600シリーズおよび Cisco 3600シリーズの Voice over
Frame Relay (VoFR)用に実装されました。

12.0(3)XG

このコマンドがストアアンドフォワード FAX用に変更されました。12.0(4)XJ

このコマンドは変更されました。briefキーワードが追加され、コマンドがCisco
7200シリーズに実装されました。

12.0(4)T

このコマンドは変更されました。 briefキーワードは Cisco MC3810に実装され
ました。

12.0(7)XK

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(2)Tに統合されました。12.1(2)T

このコマンドが Cisco AS5800に実装されました。12.1(5)XM
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変更リリース

このコマンドが Cisco AS5350および Cisco AS5400に実装されました。12.1(5)XM2

このコマンドは変更されました。このコマンドの出力は、問題の呼び出しが

Annex Eを使用して確立されたかどうかを示すように変更されました。
12.2(2)XA

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(4)Tに統合されました。12.2(4)T

このコマンドが Cisco AS5850に導入されました。12.2(2)XB1

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(8)Tに統合されました。このリリースに
は、Cisco AS5350、Cisco AS5400、Cisco AS5800、および Cisco AS5850のサポー
トは含まれていません。

12.2(8)T

このコマンドは、Cisco AS5350、Cisco AS5400、Cisco AS5800、および Cisco
AS5850に実装されました。

12.2(11)T

このコマンドは変更されました。次のフィールドが追加されました:
FaxRelayMaxJitterBufDepth、FaxRelayJitterBufOverFlow、FaxRelayHSmodulation、
および FaxRelayNumberOfPages。

12.3(1)

このコマンドは変更されました。 T.38ファックスリレー通話統計は、ベンダー
固有属性 (VSA)を通じて通話詳細レコード (CDR)で利用できるようになり、通
話ログに追加されました。

12.3(14)T

このコマンドは変更されました。コマンド出力の TELEコールレッグレコード
に、Portおよび BearerChannel表示フィールドが追加されました。

12.4(15)T

このコマンドは変更されました。コマンド出力の TELEコールレッグレコード
に、Portおよび BearerChannel表示フィールドが追加されました。

12.4(16)

このコマンドは変更されました。コマンド出力が更新され、IPv6情報が表示さ
れるようになりました。

12.4(22)T

使用上のガイドライン このコマンドは、ルータ経由で接続された FAX通話のリストを降順で含む通話履歴テーブル
を表示します。テーブルに含まれるコールの最大数は、グローバル設定モードでdial-control-mib
コマンドを使用して 0～ 500の数値に設定できます。テーブルエントリのデフォルトの最大
数は 50です。各通話記録は、 dial-control-mibコマンドで指定された設定可能な分数が経過す
ると、テーブルから削除されます。デフォルトのタイマー値は 15分です。

特定のキーワードを使用して、通話履歴テーブルのサブセットを表示できます。このルータ経

由で接続された最後の通話を表示するには、キーワード lastを使用し、表示する通話の数を
number引数で定義します。

通話履歴テーブルの切り捨てバージョンを表示するには、 briefキーワードを使用します。

このコマンドは、オンランプおよびオフランプストアアンドフォワードファックス機能の両

方に適用されます。
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例 以下は、showcallhistoryfaxコマンドの出力例です。

Router# show call history fax
Telephony call-legs: 1
SIP call-legs: 0
H323 call-legs: 0
MGCP call-legs: 0
Total call-legs: 1
GENERIC:
SetupTime=590180 ms
Index=2
PeerAddress=4085452930
PeerSubAddress=
PeerId=81
PeerIfIndex=221
LogicalIfIndex=145
DisconnectCause=10
DisconnectText=normal call clearing (16)
ConnectTime=59389
DisconnectTime=68204
CallDuration=00:01:28
CallOrigin=2
ReleaseSource=1
ChargedUnits=0
InfoType=fax
TransmitPackets=295
TransmitBytes=5292
ReceivePackets=2967
ReceiveBytes=82110
TELE:
ConnectionId=[0xD9ACDFF1 0x9F5D11D7 0x8002CF18 0xB9C3632]
IncomingConnectionId=[0xD9ACDFF1 0x9F5D11D7 0x8002CF18 0xB9C3632]
CallID=2
Port=3/0/0 (2)
BearerChannel=3/0/0.1
TxDuration=28960 ms
VoiceTxDuration=0 ms
FaxTxDuration=28960 ms
FaxRate=voice bps
FaxRelayMaxJitterBufDepth = 0 ms
FaxRelayJitterBufOverFlow = 0
FaxRelayHSmodulation = 0
FaxRelayNumberOfPages = 0
NoiseLevel=-120
ACOMLevel=127
SessionTarget=
ImgPages=0
CallerName=
CallerIDBlocked=False
OriginalCallingNumber=4085550130
OriginalCallingOctet=0x0
OriginalCalledNumber=52930
OriginalCalledOctet=0xE9
OriginalRedirectCalledNumber=
OriginalRedirectCalledOctet=0xFF
TranslatedCallingNumber=4085550130
TranslatedCallingOctet=0x0
TranslatedCalledNumber=52930
TranslatedCalledOctet=0xE9
TranslatedRedirectCalledNumber=
TranslatedRedirectCalledOctet=0xFF
GwReceivedCalledNumber=52930
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GwReceivedCalledOctet3=0xE9
GwReceivedCallingNumber=4085550130
GwReceivedCallingOctet3=0x0
GwReceivedCallingOctet3a=0x80

以下の表は、 showcallhistoryfaxコマンドの出力に表示されるフィールドのアルファ
ベット順リストと各フィールドの説明を示しています。

表 34 : show call history faxフィールドの説明

descriptionフィールド

この通話の現在のACOMレベル。ACOMは、エコーキャンセ
ラによって達成される複合損失であり、エコーリターン損失、

エコーリターン損失拡張、および通話の非線形処理損失の合計

です。

ACOM Level

通話を伝送するベアラチャネルの識別。BearerChannel

ジッタバッファドレインイベントの合計数。Buffer Drain Events

ジッタバッファフィルイベントの合計数。Buffer Fill Events

通話の長さ（時間、分、秒、hh:mm:ss）。CallDuration

音声ポートのステーション名文字列。発信者名

通話元:応答または発信。CallOrigin

通話の現在の状態。CallState

システムの起動以降、このピアに適用される課金単位の合計

数。このフィールドの測定単位は 100分の 1秒です。
ChargedUnits

使用されるコーデックのペイロードサイズ (バイト単位)。CodecBytes

交渉されたコーダーレート。この値は、この通話に関連付けら

れたコールレッグへの音声または FAX圧縮の送信速度を指定
します。

CoderTypeRate

このゲートウェイコールのグローバルコール ID。ConnectionId

通話が接続された時間（ミリ秒（ms）単位）。ConnectTime

連続した（2回以上の）パケット損失イベントの合計数。Consecutive-packets-lost Events

RFC 2198メソッドを使用して修正されたパケット損失イベン
トの合計数。

Corrected packet-loss Events

この通話を送信するダイヤルピアのタグ。Dial-Peer

このコールが切断された理由を示す原因コード。切断原因
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descriptionフィールド

切断の理由を説明するテキスト。切断テキスト

この通話が切断された時間（ミリ秒）。切断時間

最大リフレクタの位置（ミリ秒単位）。リフレクタのサイズ

は、設定されたエコーパス容量を超えません。たとえば、32
ミリ秒が設定されている場合、リフレクタは 32ミリ秒を超え
てレポートしません。

EchoCancellerMaxReflector=64

この通話の現在のエコーリターンロス (ERL)レベル。ERLLevel

この通話におけるこのピアから音声ゲートウェイへの FAX送
信の継続時間。 FaxTxDuration値を TxDuration値で割ること
で、FAX使用率を算出できます。

FaxTxDuration

ネットワークジッタバッファオーバーフローの数 (パケット
数)。これらのパケットは失われたパケットと同等です。

ファックスリレージッター

バッファオーバーフロー

ジッタバッファの最大深度 (ミリ秒単位)。ファックスリレー最大ジッ

ターバッファ深度

最新の高速変調が使用されました。ファックスリレー HS変調

送信されたページ数。ファックスリレーページ数

この通話で音声データが失われたか、音声ゲートウェイから時

間内に受信されなかったために、パラメータから合成された信

号、または時間的に前後するデータのサンプルから再生された

音声信号の継続時間。

GapFillWithInterpolation

この通話で音声データが失われたか、音声ゲートウェイから時

間内に受信されなかったため、利用可能な冗長パラメータから

合成された信号で再生された音声信号の継続時間。

GapFillWithRedundancy

この通話で音声データが失われたか、音声ゲートウェイから時

間内に受信されなかったため、パラメータから合成された信

号、または時間的に先行するデータのサンプルを使用して再生

された音声信号の継続時間。このようなプルアウトの例として

は、G.729および G.723.1圧縮アルゴリズムにおけるフレーム
消去およびフレーム隠蔽戦略が挙げられます。

GapFillWithPrediction

音声データが失われたか、この通話に間に合うように受信され

なかったため、無音に置き換えられた音声信号の継続時間。

GapFillWithSilence

汎用または共通パラメータ、つまり、VoIPおよびテレフォニー
コールレッグに共通するパラメータ。

GENERIC
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descriptionフィールド

ゲートウェイで受信された通話情報。GwReceivedCalledNumber、
GwReceivedCalledOctet3、
GwReceivedCallingNumber、
GwReceivedCallingOctet3、
GwReceivedCallingOctet3a

通話記録が利用可能な H.323コールレッグの合計数。H323 call-legs

この通話中の音声再生 FIFO遅延時間の最高水準点。HiWaterPlayoutDelay

処理されたファックスページ。ImgPages

incoming_GUID。 long_poundまたは blast_call機能が関係する
場合は、ConnectionId (GUID)が異なる場合があります。この
ような場合、incoming_GUIDは生成されたすべてのサブコール
に対して一意であり、GUIDはサブコールごとに異なります。

Incoming ConnectionId

ダイヤルピア識別番号。Index

この通話のアクティブな情報転送アクティビティの状態。InfoActivity

この通話の情報の種類（音声やファックスなど）。InfoType

この通話で使用されるテレフォニーインターフェイスからのア

クティブな入力信号レベル。

InSignalLevel

最後のジッタバッファドレインまたはフィルイベントからの

経過時間 (秒)。
Last Buffer Drain/Fill Event

発信元のユーザーエージェントから生成された一意の識別子。Local UUID

この呼び出しの論理インターフェイスのインデックス番号。LogicalIfIndex

この通話中の最低水準の音声再生 FIFO遅延。LoWaterPlayoutDelay

物理下位インターフェース情報。メディアが ATM、フレーム
リレー (FR)、または高レベルデータリンク制御 (HDLC)の場
合にのみ表示されます。

LowerIFName

通話が伝送される媒体。通話が（電話）アクセス側で行われる

場合、エントリはTELEになります。通話が音声ネットワーク
側で伝送される場合、エントリは ATM、FR、または HDLCの
いずれかになります。

Media
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descriptionフィールド

これはモデムパススルーコールであり、RFC 2833の名前付き
電話イベントのシスコ独自のバージョンである名前付きシグナ

リングイベント (NSE)がシグナリングコーデックのアップス
ピードに使用されることを示します。アップスピード方式は、

ネットワークの状況に合わせてコーデックの種類と速度を動的

に変更する方式です。つまり、音声通話とデータ通話の両方が

あるときはより高速なコーデックに移行し、音声トラフィック

のみのときは速度が低下する可能性があります。

Modem passthrough signaling
method in use

この通話のアクティブノイズレベル。NoiseLevel

この通話で時間どおりに受信されたデータからの音声再生の継

続時間。OnTimeRvPlayout値をGapFill値に追加して、アクティ
ブ音声の合計音声再生時間を算出します。

OnTimeRvPlayout

発信番号、着信番号、リダイレクト番号、およびオクテット 3
に関する元の通話情報。オクテット 3sは、番号のタイプ、番
号計画インジケータ、プレゼンテーションインジケータ、およ

びリダイレクト理由情報を含むQ.931の情報要素（IE）です。

OriginalCallingNumber,
OriginalCalling Octet,
OriginalCalledNumber,
OriginalCalledOctet,
OriginalRedirectCalledNumber,
OriginalRedirectCalledOctet

この通話で使用されるテレフォニーインターフェイスへのアク

ティブな出力信号レベル。

OutSignalLevel

このピアに関連付けられた宛先パターンまたは番号。PeerAddress

この呼び出しが行われたピアテーブルエントリの ID値。PeerId

このピアの音声ポートのインデックス番号。 ISDNメディアの
場合、これはこの通話に使用されるBチャネルのインデックス
番号になります。

PeerIfIndex

この通話が接続されたときのサブアドレス。PeerSubAddress

パケット損失率の合計。Percent Packet Loss

通話を伝送する音声ポートの識別。Port

この通話中にピアが受信したバイト数。ReceiveBytes

この音声通話中の平均プレイアウト FIFO遅延とデコーダー遅
延の合計。

ReceiveDelay

この通話中にこのピアが受信したパケットの数。ReceivePackets

リリースソースの数値。ReleaseSource
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descriptionフィールド

VoIP通話のリモートシステム IPアドレス。RemoteIPAddress

音声パケットが送信されるリモートシステムのユーザーデー

タグラムプロトコル (UDP)リスナーポート。
RemoteUDPPort

終端ユーザーエージェントから生成された一意の識別子。Remote UUID

この通話の IPバックボーン上のローカルシステムとリモート
システム間の音声パケットの往復遅延。

RoundTripDelay

この通話に対して選択されたリソース予約プロトコル (RSVP)
のサービス品質 (QoS)。

SelectedQoS

IPバックボーンを介したローカルルータとリモートルータ間
のインターネット通話に使用されるセッションプロトコル。

SessionProtocol

この通話に使用されたピアのsession target。SessionTarget

このエントリに関連付けられた通話が開始されたときのシステ

ム UpTimeの値 (ミリ秒)。
SetupTime

この通話のシグナリングタイプ。たとえば、個別チャネルシ

グナリング (CAS)または共通チャネルシグナリング (CCS)な
ど。

SignalingType

コールレコードが利用可能な SIPコールレッグの合計数。SIP call-legs

通話記録が利用可能なテレフォニー通話レッグの合計数。Telephony call-legs

ジッターバッファのドレインイベントまたはフィルイベント

間の最小および最大の継続時間 (秒単位)。
Time between Buffer Drain/Fills

翻訳された通話情報。TranslatedCallingNumber、
TranslatedCallingOctet、
TranslatedCalledNumber、
TranslatedCalledOctet、
TranslatedRedirectCalled
Number、
TranslatedRedirectCalledOctet

この通話中にこのピアによって送信されたバイト数。TransmitBytes

この通話中にこのピアによって送信されたパケットの数。TransmitPackets

通話の長さ。媒体が TELEの場合にのみ表示されます。TxDuration

この通話で音声起動検出 (VAD)が有効になっているかどうか。VAD
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descriptionフィールド

この通話におけるこのピアから音声ゲートウェイへの音声伝送

の継続時間。 VoiceTxDuration値を TxDuration値で割って音声
使用率を導きます。

VoiceTxDuration

以下は、 showcallhistoryfaxbriefコマンドの出力例です。

Router# show call history fax brief
<ID>: <start>hs.<index> +<connect> +<disc> pid:<peer_id> <direction> <addr>
tx:<packets>/<bytes> rx:<packets>/<bytes> <disc-cause>(<text>)
IP <ip>:<udp> rtt:<time>ms pl:<play>/<gap>ms lost:<lost>/<early>/<late>
delay:<last>/<min>/<max>ms <codec>
Telephony <int>: tx:<tot>/<voice>/<fax>ms <codec> noise:<lvl>dBm acom:<lvl>dBm
2 : 5996450hs.25 +-1 +3802 pid:100 Answer 408
tx:0/0 rx:0/0 1F (T30 T1 EOM timeout)
Telephony : tx:38020/38020/0ms g729r8 noise:0dBm acom:0dBm
2 : 5996752hs.26 +-1 +3500 pid:110 Originate uut1@linux2.allegro.com
tx:0/0 rx:0/0 3F (The e-mail was not sent correctly. Remote SMTP server said: 354 )
IP 14.0.0.1 AcceptedMime:0 DiscardedMime:0
3 : 6447851hs.27 +1111 +3616 pid:310 Originate 576341.
tx:11/14419 rx:0/0 10 (Normal connection)
Telephony : tx:36160/11110/25050ms g729r8 noise:115dBm acom:-14dBm
3 : 6447780hs.28 +1182 +4516 pid:0 Answer
tx:0/0 rx:0/0 10 (normal call clearing.)
IP 0.0.0.0 AcceptedMime:0 DiscardedMime:0
4 : 6464816hs.29 +1050 +3555 pid:310 Originate 576341.
tx:11/14413 rx:0/0 10 (Normal connection)
Telephony : tx:35550/10500/25050ms g729r8 noise:115dBm acom:-14dBm
4 : 6464748hs.30 +1118 +4517 pid:0 Answer
tx:0/0 rx:0/0 10 (normal call clearing.)
IP 0.0.0.0 AcceptedMime:0 DiscardedMime:0
5 : 6507900hs.31 +1158 +2392 pid:100 Answer 4085763413
tx:0/0 rx:3/3224 10 (Normal connection)
Telephony : tx:23920/11580/12340ms g729r8 noise:0dBm acom:0dBm
5 : 6508152hs.32 +1727 +2140 pid:110 Originate uut1@linux2.allegro.com
tx:0/2754 rx:0/0 3F (service or option not available, unspecified)
IP 14.0.0.4 AcceptedMime:0 DiscardedMime:0
6 : 6517176hs.33 +1079 +3571 pid:310 Originate 576341.
tx:11/14447 rx:0/0 10 (Normal connection)
Telephony : tx:35710/10790/24920ms g729r8 noise:115dBm acom:-14dBm
6 : 6517106hs.34 +1149 +4517 pid:0 Answer
tx:0/0 rx:0/0 10 (normal call clearing.)
IP 0.0.0.0 AcceptedMime:0 DiscardedMime:0
7 : 6567382hs.35 +1054 +3550 pid:310 Originate 576341.
tx:11/14411 rx:0/0 10 (Normal connection)
Telephony : tx:35500/10540/24960ms g729r8 noise:115dBm acom:-14dBm
7 : 6567308hs.36 +1128 +4517 pid:0 Answer
tx:0/0 rx:0/0 10 (normal call clearing.)
IP 0.0.0.0 AcceptedMime:0 DiscardedMime:0

次の例は、T.38 FAXリレー統計を含む showcallhistoryfaxコマンドの出力を示してい
ます。

Router# show call history fax
Telephony call-legs: 1
SIP call-legs: 0
H323 call-legs: 0
MGCP call-legs: 0
Total call-legs: 1
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GENERIC:
SetupTime=9872460 ms
Index=8
PeerAddress=41023
PeerSubAddress=
PeerId=1
PeerIfIndex=242
LogicalIfIndex=180
DisconnectCause=10
DisconnectText=normal call clearing (16)
ConnectTime=9875610 ms
DisconnectTime=9936000 ms
CallDuration=00:01:00 sec
CallOrigin=2
ReleaseSource=1
ChargedUnits=0
InfoType=fax
TransmitPackets=268
TransmitBytes=4477
ReceivePackets=1650
ReceiveBytes=66882
TELE:
ConnectionId=[0xD6635DD5 0x9FA411D8 0x8005000A 0xF4107CA0]
IncomingConnectionId=[0xD6635DD5 0x9FA411D8 0x8005000A 0xF4107CA0]
CallID=7
Port=3/0/0:0 (7)
BearerChannel=3/0/0.8
TxDuration=6170 ms
VoiceTxDuration=0 ms
FaxTxDuration=0 ms
FaxRate=disable bps
FaxRelayMaxJitterBufDepth=560 ms
FaxRelayJitterBufOverFlow=0
FaxRelayMostRecentHSmodulation=V.17/short/14400
FaxRelayNumberOfPages=1
FaxRelayInitHSmodulation=V.17/long/14400
FaxRelayDirection=Transmit
FaxRelayPktLossConceal=0
FaxRelayEcmStatus=ENABLED
FaxRelayEncapProtocol=T.38 (UDPTL)
FaxRelayNsfCountryCode=Japan
FaxRelayNsfManufCode=0031B8EE80C48511DD0D0000DDDD0000DDDD000000000000000022ED00B0A400
FaxRelayFaxSuccess=Success
NoiseLevel=0
ACOMLevel=0
SessionTarget=
ImgPages=0
CallerName=Analog 41023
CallerIDBlocked=False
OriginalCallingNumber=
OriginalCallingOctet=0x80
OriginalCalledNumber=41021
OriginalCalledOctet=0xA1
OriginalRedirectCalledNumber=
OriginalRedirectCalledOctet=0xFF
TranslatedCallingNumber=41023
TranslatedCallingOctet=0x80
TranslatedCalledNumber=41021
TranslatedCalledOctet=0xA1
TranslatedRedirectCalledNumber=
TranslatedRedirectCalledOctet=0xFF
GwReceivedCalledNumber=41021
GwReceivedCalledOctet3=0xA1
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以下の表では、上の表に示されていないフィールドについて説明します。

表 35 : show call history faxフィールドの説明

descriptionフィールド

FAXリレーの方向。ファックスリレー方向

FAXリレー error-correctionモードの状態。FaxRelayEcmStatus

FAXリレーカプセル化プロトコル。FaxRelayEncapProtocol

FAXリレー成功。FaxRelayFaxSuccess

FAXリレーの初期高速変調。FaxRelayInitHSmodulation

FAXリレーの最新の高速変調。FaxRelayMostRecentHSmodulation

FAXリレーの非標準機能（NSF）国コード。FaxRelayNsfCountryCode

ファックスリレー NSF製造元コード。FaxRelayNsfManufCode

FAXリレーパケット損失の隠蔽。FaxRelayPktLossConceal

関連コマンド descriptionコマンド

通話履歴テーブルの属性を指定します。dial-control-mib

進行中の FAX送信の通話情報を表示します。showcallactivefax

進行中の音声通話の通話情報を表示します。showcallactivevoice

音声通話の通話履歴テーブルを表示します。showcallhistoryvoice

ダイヤルピアの設定情報を表示します。showdial-peervoice

VoIPで番号拡張がどのように設定されているかを表示します。shownum-exp

特定の音声ポートに関する設定情報を表示します。showvoiceport
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